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ク」ム業界トピックス

＼ 

ダ
ー
ス
ワ
ン
は
む
し
ろ
「
ポ
ケ
ッ
ト
ボ
…
な
く
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
系
コ
ン

l
ド
」
に
似
て
い
る
が
）
。
ハ
l
ド
面
…
テ
ン
ツ
が
渇
望
さ
れ
て
い
た
。

よ
り
ソ
フ
ト
面
の
新
規
性
が
何
よ
り
も
…
そ
の

一
方
で
、
任
天
堂
は
「
（
G
B

求
め
ら
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

…
が
）
携
帯
電
話
化
す
る
必
要
は
な
い
」

ま
た
、
両
用
を
う
た
う
「
ワ
ン
ダ
ー
…
（
山
内
社
長
）
と
し
、
あ
く
ま
で
ソ
フ

ス
ワ
ン
」
は
と
も
か
く
、

G
B
で
は
、
…
ト
開
発
が
主
体
で
あ
る
こ
と
を
強
調
。

接
続
す
る
ツ
l
ル
が
携
帯
電
話
な
ら
、
…
携
帯
電
話
と
の
密
着
度
が
よ
り
高
い
と

そ
の
高
価
な
通
信
費
と
回
線
容
量
の
細
…
さ
れ
る
次
世
代
G
B
に
つ
い
て
も
「
何

さ
が
障
害
に
な
る
。

…
の
た
め
に
だ
す
の
か
。
目
的
が
明
確
に

G
B
に
ま
つ
わ
る

一
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
…
な
ら
な
け
れ
ば
だ
す
必
要
は
な
い
と
思

ク
ト
は
、
ゲ
l
ム
ソ
フ
ト
メ
ー
カ
ー
か
…
う
」
（
同
）
と
冷
静
だ
。

ら
の
発
案
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
…
ち
ょ
う
ど
、
新
し
い
ハ

l
ド
（
家
庭

か
の
業
界
は
、

N
T
T
ド
コ
モ
を
除
け
…
用
ゲ
l
ム
機
）
が
増
え

『ソ
フ
ト
の
時

ば
ど
こ
も
台
所
が
厳
し
い
。
各
社
と
も
…
代
」
と
騒
が
れ
た
明
年
頃
の
ソ
フ
ト
メ

簡
単
な
画
像
を
添
付
で
き
る
メ
ー
ル
機
…
l
ヵ
ー
に
も
似
た
立
場
に
い
る
。
現
時

能
や
着
信
メ
ロ
デ
ィ
ー
、
新
た
な
付
加
…
点
で
は
、
電
話
会
社
の
綱
引
き
に
ゲ
l

機
能
の
導
入
に
血
眼
だ
。
も
は
や
、
携
…
ム
会
社
が
担
ぎ
だ
さ
れ
た
と
い
う
感
を

帯
電
話
も
コ
ン
テ
ン
ツ
の
時
代
。
例
外
…
ぬ
ぐ
え
な
い
。

（
青
山
博
美
）

rn 

が
、
今
年
末
か
ら
相
次
い
で

『一

線」

携
帯
電
話
・

P
H
Sも

…
を
超
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

コ

ン

テ

ン

ツ

の

時

代

へ

…
し
か
し
、

一
見
目
新
し
い
こ
れ
ら
の
…

パ
ン
ダ
イ
が
携
帯
ゲ
l
ム
機

「
ワ
ン

…
カ

ッ
プ
ル
も
、
そ
の
実
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ダ
ー
ス
ワ
ン
」
と
携
帯
電
話
・

P
H
s
…
y

ト
と
の
接
続
を
ウ
リ
に
す
る
某
社
の

を
接
続
す
る
周
辺
機
器
（
ア
ダ
プ
タ
と
一
家
庭
用
ゲ
l
ム
機
と
類
似
す
る
（
ワ
ン

カ
セ
ッ
ト
）
を
年
内
に
も
発
売
す
る
。

こ
れ
を
受
け
、
「
ゲ
l
ム
ボ
l
イ
（
G

B
）
」
と
携
帯
電
話
の
関
わ
り
に
も
視
…

線
が
集
ま
っ
て
い
た
。

6
月
中
旬
に
は
、
任
天
堂
が
開
い
た

機

ア

ナ

リ

ス

ト

向

け

の

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

…

開

…

で、

山
内
鴻
社
長
自
ら
「
G
B
カ
ラ
l

…

何

…

プ
…

と

携

帯

電

話

の

リ

ン

ク

ソ

フ

ト

を

開

発

…

ダ

ア
日

中
」
と
言
明
。
開
発
中
の
次
世
代
G
B
…

た

れ

・

も

視

野

に

入

れ

た

動

き

で

あ

る

こ

と

を

…

さ

日

表

…

示
唆
し
た
。
こ

れ

ま

で

も

さ

ん

ざ

ん

噂

…

発

で
…

の
あ
っ
た
携
帯
ゲ
l
ム

と

携

帯

電

話

だ

…

附

…

情
報
端
末
化
す
る
携
帯
ゲ
l
ム
機

w
s・G
B
を
と
り
ま
く
現
状
と
は
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…
推
測
で
き
る
。
実
際
に
は
、
任
天
堂
は
…

l
ク
」
「
通
信
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l
シ
ョ

こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
用
い
ら
れ
る
ソ
フ
ト
…
ン
こ
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
括
ら
れ

…
や
周
辺
装
置
の
開
発
を
、
リ
ク
ル
ー
ト
…
る
市
場
は
、
低
迷
す
る
日
本
経
済
の
中

が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
う
サ
ー
ビ
ス
シ
…
で
も
今
後
の
拡
大
が
期
待
で
き
る
貴
重

ス
テ
ム
の
構
築
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
そ
の
…
な
分
野
で
あ
る
。

…
も
の
の
運
営
を
手
が
け
る
と
い
っ
た
感
…
す
で
に
確
立
し
て
い
る
通
信
カ
ラ
オ

…
じ
だ
ろ
う
か
。

…
ケ
や
携
帯
電
話

・
P
H
Sも
広
い
意
味

そ
れ
に
し
て
も
、
何
故
こ
の
時
期
に
…
で
は
こ
の
分
野
に
分
類
で
き
る
だ
ろ

こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
動
き
出
す
必
要
が
あ
…
ぅ
。
今
後
市
場
は
、
新
規
の
も
の
を
加

っ
た
の
か
。

…
え
な
が
ら
変
化
、
拡
大
し
て
い
く
こ
と

「
パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
…
が
予
想
さ
れ
る
。両
社
の
取
り
組
み
は
、

…
世
界
で
定
着
し
つ
つ
あ
る
新
し
い
サ
l

…
こ
う
し
た
動
き
に
先
回
り
す
る
も
の

…
ピ
ス
形
態
を
、
よ
り
生
活
に
身
近
な
テ
…
だ
。

レ
ピ
モ
ニ
タ
ー
と
ゲ
1
ム
機
で
実
現
さ
…
し
か
し
、
こ
れ
で
は
「
ω
D
D」
を

…
せ
よ
う
と
い
う
試
み
・
：
」
…
使
う
意
味
が
説
明
で
き
な
い
。
す
で
に

商
社
の
発
表
に
も
、
「
時
期
」
に
関

…
任
天
堂
は
、
こ
れ
ら
を
考
慮
し
た
次
世

…
し
て
は
納
得
の
ゆ
く
説
明
は
な
い
。

…
代
機
を
開
発
中
で
あ
り
、
本
格
的
な
市

確
か
に
「
デ
ジ
タ
ル
」
「
ネ

ッ
ト
ワ
…
場
開
拓
は
こ
の
次
世
代
機
に
ま
か
せ
る

m 

倒

D
D
は
壮
大
な
実
験
な
の
か
？

任
天
堂
と
リ
ク
ル
ー
ト
の
新
た
な
挑
戦

N
I
N
T
E
N
D
O併
の
周
辺
機
器
、

M
W
D
Dが
年
末
に
向
け
て
、
い
よ
い
よ
発
売
へ
と
動
き
出
し
た
。

合
弁
会
社
ま
で
股
立
し
て
展
開
す
る
新
サ
ー
ビ
ス
と
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
？

…
を
リ
ク
ル
ー
ト
の
銀
座
8
丁
目
ピ
ル
に

…
置
く
。
社
長
に
は
リ
ク
ル
ー
ト
か
ら
凹

…
中
正
則
氏
が
就
任
。
資
本
金
は

4
億
6

3
年
間
も
水
面
下
で
進
め
ら
れ
て
き
…

0
0
0万
円
で
、
出
資
比
率
は
リ
ク
ル

た
の
だ
ろ
う
か
。
松
下
電
器
産
業
と
共
…

l
卜
と
任
天
堂
が
そ
れ
ぞ
れ
印
%
。
事

同
で
展
開
す
る
次
世
代
ゲ
1
ム
機
、
マ
…
業
内
容
は
、
「
ω
D
D」
を
利
用
し
た

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
端
末
事
業
の
開
始
を
目
…
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
に

前
に
控
え
る
こ
の
時
期
に
、
あ
の
「
臼
一
閃
す
る
す
べ
て
の
事
業
運
営
で
、
ロ
月

D
D」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
突
如
と
し
て
…

1
日
の
事
業
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

浮
上
し
て
き
た
。

…

リ
ク
ル
ー
ト
と
任
天
堂
と
い
う
組
み

任
天
堂
は

6
月
下
旬
、
こ
の

「臼
D

…
合
わ
せ
は
、
ゲ
l
ム
フ

ァ
ン
ド
の
草
分

D
」
を
使
っ
た
ネ
y
ト
ワ

1
ク
ピ
ジ
ネ
…
け
「
マ
リ
l
ガ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
で

ス
の
事
業
主
体
と
な
る
新
会
社
「
ラ
ン

…
も
お
馴
染
み
。
船
頭
が

2
人
い
る
こ
と

ド
ネ

ッ
ト
D
D」
も
リ
ク
ル
ー
ト
と
の
…
か
ら
舵
取
り
の
難
し
さ
が
指
摘
さ
れ
が

合
弁
で
設
立
。
瞬
時
に
体
制
を
整
備
し

…
ち
な
対
等
出
資
だ
が
、
両
社
の
息
は
以

た
。
い
よ
い
よ
同
事
業
が
本
番
に
突
入
…
前
か
ら
よ
く
合
っ
て
い
た
。

す
る
。

…
実
際
の
運
営
は
、
所
在
地
や
社
長
か

ち
な
み
に
、
こ
の
合
弁
会
社
は
本
社
…
ら
す
れ
ば
リ
ク
ル
ー
ト
主
導
で
進
む
と

任
天
盤
と
リ
ク
ル
ー
ト
が

合
併
会
祉
を
限
立
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の
が
普
通
で
あ
る
。

し
か
も
、
見
込
ま
れ
る
出
荷
台
数
は

一
説
に
は
叩
万
台
規
模
と
い
わ
れ
る
。

「

ω」
事
業
に
て
こ
入
れ
的
な
施
策
と
…

も
考
え
に
く
い
。
ど
う
や
ら
「
臼
D
D」

は
、
次
世
代
機
と
は
違
っ
た
使
命
を
背
…

負
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

制
D
Dは
ド
ル
フ
ィ
ン
に

向
け
た
実
験
な
の
か
？

そ
こ
で
導
か
れ
る
の
が
「
実
験
説
」

で
あ
る
。
す
で
に
任
天
堂
は
、

リ
ク
ル

ー
ト
と
同
じ
ダ
イ
エ
ー
グ
ル
ー
プ
の
コ

巴空空旦l

ン
ピ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
、
ロ
…
連
事
業
は
ま
だ
白
紙
の
段
階
」
と
し
て
…

ら
な
い
」

と
し
な
が
ら
も

「投
入
を
計

｜
ソ
ン
と
共
同
で
、
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ミ
…
い
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
が
急
…
画
し
て
い
る
『

x
l
n』
を
家
庭
に
お

コ
ン
の
R
O
M書
き
換
え
サ
ー
ビ
ス
を
…
が
れ
る
時
期
だ
け
に
、
一
連
の
『
実
験
』
…
け
る
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
機
能

展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
も
、
あ
る
意
味
…

に
は
「
似
D
D」
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
否
以

…
さ
せ
た
い
」
と
説
明
し
て
い
る
。

で
は
将
来
を
に
ら
ん
だ
壮
大
な
実
験
…
上
に
大
き
な
意
味
が
あ
り
そ
う
だ
。

…

ネ

ッ
ワ
l
ク
を
軸
に
し
た
サ
ー
ビ
ス

だ
。
こ
の
実
験
の
先
に
は
、
ソ
フ
ト
の
…
と
い
う
の
も
、

「ド
ル
フ
ィ
ン
」
発
…
が
「

xl
n」
の
中
核
を
担
う
と
見
ら

ダ
ウ
ン
ロ

1
ド
販
売
が
見
え
隠
れ
す
…
表
時
に
示
さ
れ
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
用
…
れ
る
だ
け
に
、

「
ω
D
D」
か
ら
始
ま

る
。
少
な
く
と
も
、
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ミ
…
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
は
、
今
回
の
新
会
…
る
任
天
堂
の
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ン
事
業
の
拡
大
を
目
指
し
た
も
の
で
…
社
の
事
業
内
容
と
似
て
い
る
。
い
や
、
…
と
ダ
ブ
っ
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
り
そ
う

は
な
い
。

…
む
し
ろ
ど
こ
が
違
う
の
か
わ
か
ら
な
…
だ
。

そ
れ
で
は
、
同
じ
ロ
ジ
ッ
ク
を
今
回
…
ぃ
。

…
と
は
い
え
、
こ
の
辺
は
所
詮
枝
葉
末

の
新
事
業
を
見
る
と
ど
う
な
る
か
。

…
加
え
て
、

「ド
ル
フ
ィ
ン
」
登
場
後
…
節
の
議
論
で
あ
る
。
幻
世
紀
の
前
半
は
、

実
験
で
あ
る
か
ら
に
は
、
先
を
見
て
…
も

「
ω」
事
業
を
引
き
続
き
強
化
し
て
…
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
制
す
る
も
の
が
市
場

行
わ
れ
る
は
ず
だ
。
そ
う
。
こ
…
い
く
な
ら
話
は
別
だ
か
、

ω万
台
規
模
…
を
制
す
る
可
能
性
が
高
い
。
競
合
が
見

の
先
に
あ
る
も
の
と
い
え
ば
次
…
の
ハ
ー
ド
を
対
象
に
サ
ー
ビ
ス
会
社
ま
…
込
ま
れ
る
ソ
ニ

l
グ
ル
ー
プ
は
、
す
で

世
代
機
「
ド
ル
フ
ィ
ン
（
仮
称
）
」
…
で
作
る
だ
ろ
う
か
。

…
に
こ
の
分
野
で
相
当
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
任
天
堂

…

端

末
は
順
次
増
や
し
て
い
く
と
の
仮
…
融
制
し
て
い
る
。
成
功
の
カ
ギ
は
も
ち
ろ

は
、
こ
の
新
事
業
で

「ド
ル
フ
…
説
も
否
定
で
き
な
い
が
、
将
来
的
な
…
ん
仕
組
み
と
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
。
い

ィ
ン
」
投
入
に
向
け
た
地
な
ら

…
「
ド
ル
フ
ィ
ン
」
事
業
の
受
け
皿
化
が
…

ず
れ
に
せ
よ
、
「
臼

D
D」
は
そ
の
尖

し
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
l

…
視
野
に
入
っ
て
い
て
不
思
議
で
は
な
い
…
兵
と
な
る
格
好
だ
。

チ
を
進
め
る
つ
も
り
で
は
な
い

…
だ
ろ
う
。

だ
ろ
う
か
。

…
た
だ
、
前
述
の
関
係
者
の
コ
メ
ン
ト

実
際
、
「
ド
ル
フ
ィ
ン
」
の
…
で
は
な
い
が
「
ド
ル
フ
ィ
ン
」
を
核
と

…

コ
ン
セ
プ
ト
と
「
臼
D
D」
を
…
す
る
事
業
展
開
は
予
測
不
可
能
な
部
分
…

使
う
新
事
業
に
は
類
似
す
る
部
…
が
多
い
。
ま
た
、
こ
の
事
業
に
深
く
か

分
が
多
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
日
か
わ
る
松
下
電
器
産
業
の
戦
略
と
な
る

任
天
堂
の
関
係
筋
は
「
ド
ル
フ
…
と
、
さ
ら
に
不
明
な
部
分
が
多
く
な
る
。

ィ
ン
を
使
う
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
…
松
下
側
は
発
表
で
、
「
ゲ
l
ム
は
や

仁互コ

制 DDを械とする工ン空ーネットの網想図
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スペシ
対談

と
人
マ
こ

然

w
－
相
…

「スベ
t
ス
イ
ン
ベ
E
ダ
E
」
聞
売

燦

柑

テ

事

…
当
時
の
7
1ケ
t
ド
ゲ
E
ム

こ

対

の

な

土

切

国

々

…
｜
本
日
は
「
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
温
故
知

史

阿

今

様

…
新
」
と
い
う
こ
と
で
、
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム

ム

闘

、

る

…
史
上
に
残
る
名
作
を
作
ら
れ
た
お
二
方

－

d
そ

け

…

に
、
ゲ
1
ム
制
作
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ

ゲ

制

こ

お

…
l
ド
や
業
界
の
行
方
、
問
題
点
な
ど
を

も

制

方

Z

－

f

ら
賄
ニ

ω
…
お
話
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ち

坦

お

－

…
西
角
友
宏
氏
一
（
以
下
、
西
）
や
っ
ぱ

t
M
る

ゲ

…

り

『ゼ
ビ
ウ
ス
」
か
ら
で
す
よ
ね
。
本

b
p

い
－
o

…
格
的
な
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
と
い
う
イ
メ
l

H

動

T

J

…
ジ
が
あ
る
の
は
・
・

・
。

州
一
前
畑
一
肌

…
は
ヰ
パ
r
h刊
行
、
す
ほ

d
u

f

f
－
：
’

F
f
F
t
。

聞
広
一
別
刷
叱
…
町
確
か
川
そ
の
頃
が
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
、

と

こ

北

側

矧

…

ゲ

l
マ
ー
と
い
え
る
存
在
が
生
ま
れ
た

－

た

…

時
代
で
す
ね
。
震
初
は
エ
レ
メ
カ
で
し

J
る
ゲ

J

、
“

－
・
ー
・
斬

L
…
た
け
ど
。
タ
イ
ト
ー
に
も
、
好
き
で
エ

タ

時

制

知

河

…

レ

メ

カ

に

こ
だ
わ
っ
て
い
る
人
が
い
ま

μ
緋
払
一
蹴
謝
…
円
戸
戸
町
一
切
l
ム
な
ん
か
ゃ
ん

ノ

ー

ム

』袋一
……出生

ス

テ
f
輝

こ

「

つ

…

終
わ
り
だ
か
ら
、
来
年
か
ら
ま
た
工
レ

仁Eコ
ここに自分の名前が．けないのが非常に口惜しいつII むつ曹～つ！ってカンジですう～。
（掴岡県命令樹）

観音の主彊
孟目している若手ヴリ工イターを鞭えて下古い．



・・・テレビゲーム温故知新

西一ええ。あれはプロセッサ裕被H速一それが『インベlダl」から…遺一いえ、『ミッションX」（注5）

です。圏内では初めてですよ。ァ…日本でもいろいろできるようにな…とかありましたけど、本格的なもの

メリカはその2、3年前ぐらいか…った。…は壱ビウス』が量初でしょうね。

CPU破ってましたもんね。…ムをいじって終わりでしょ。…ーじゃないですか。

コい i注
ンら 圃
トれヲ．．
ロるロポ
I 、ツリ

ラ~ 伝圃守 蹴クし ムユI 

』るコ
え 丸系ン

いのト
ツゲロ
マ l I 
状ミムラ

に l
の周

時代ですか。…て形じゃないんだ、遊んで面白く…西一よく私は「『インベlダl』に…

西一ええ。私は電子工学の回路設…なきゃだめだな、と。…思い入れあるでしょう」とか聞か…

計が好きでゲlムを作りだしたん…遺一でも、ブロックの場合は走査…れますけど、あんまりないんです…

です。そのころプログラム制御っ…線のどの位置を光らせるかとか、日よね（笑）。自分でいいゲlムと思

ていったら大型事務用コンビュl…同じ値になったときに跳ね返ると…うのは、『スピードレlス」ですね。

タぐらいでしたから。コンビュl…か、すべてをロジックで岨操作する。…テレビゲlムっていうのは、畳初…

タで解析、制御するっていうのは、…信じられない作業ですよね。…にやったもん勝ちなんだけど、こ

あんまりなかったですね。それか…西一そうそう。だから、仕様を変…れが車のゲlムでは初のトップビ

らすると、今は夢みたいですけどね。…えるには、回路を全部変えなきゃ…ューなんですよ。「ゼビウス」はシ…

遼一『スペースインベlダ1』は…ならない。今だったら、プログラ…ュlティングでは初のトップビユ

ね。そういう時代ですから。…と努力していた。形が凄い重要だ
…アーケードゲIム制作の速一そのころはまだ、ワイヤード…った。ところがね、「ブロッケlド」

…面白書と隠しさロジック（注2）で組まれていた…は遭うでしょ。それで、ゲlムっ

メカ中心ね」とか曾われて。当時、…らありました。確か「ブロッケl…西一そうですね。あの頃CPUの…

値段が高いのがネックで。モニタ…ド」（注3）というゲlムが：：：。…消費量は、ゲlムが圧倒的に多か

ー1個と小さなポlドがあるだけ…遼一ああ、ブロックが走り回って…ったですから。産業機縁は、あん

なのに、ピンポンゲlムとかが5、…相手を演すというゲlムですね。…まり使わなかった。ゲlムが一番…

印万ぐらいしましたから（笑）。…西一それをアメリカのショーで見…使って、cpU発達のきっかけを…
遣い当時のω万（注1）って、相…て、面白いなと思ったんです。特…作った。…

当ですよね（笑）。…にショックを受けたのは、クラフ…遺一今は容量も大きくなって、c
西一だから基板も、静電気がどう…イツクデザインですね。私は当時、…PUスピードを考えなくてもよく…

のこうのとか理由をつけて、きれ…『スピードレlス』（注4）などを…なった。昔はアルコリズムの嗣董…

いな箱にきちんと入れて、配線も…制作してたんですが、プレイヤー、…とか、いろいろやってスピードを

キチッとして豪華に見せてました…車の形を何とかそれらしくしよう…確保していたんですけどね。

イ注 きにを lフト注 = のも幽：JE問をリ I! ハ~ ゲムl法のー 理回路を 理目・、注~ つポ注
I 11 にシ 次ムッ I 4 てィじ封 書 た· ~・1・ス．． 渡ン々のト腿・・ 〈ッゲじ／ナ．．

，のトa~ つ プと観べ 。ス るッ l込ムブ 一じ 時省
避てl:tル週陸軍と ダハピ シ『』 ムめコロ zわれ の 。ハ イ

~ ::.-ヨ なけ ルン I スラなど。シれ 。ツ 制． 『 l ヤ
企等貨 万の切もてもでドド Zィ スぱ警作 ヶ

スド I 
ユン E。のいい鎗すげ ルレ 。トテ 8 I uピウ ド
I X だだくう 、l サ映． ムち てす l zコロ は i
7・：

'II、け作名ベきるむ’ ス~ ィの、っ F いベドアンジ 2 : 
イ

ヲ 2とて： 売てレ構成です ピツ
0・78

ゲ手・82 
そと 、フ．

ルτ ぃ事の ： 
ソ I ユク 。。 年のれいレ‘・ 7・'4 

ゲ ロ ii 内容ぅ •n フ』ス I 
I 年デ
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亡至ゴ
観音の主強 今はいまぜんが、私も一足薄薄L門学峻のゲーム’昨学科を卒察しているので、周期で卒業した

人の中から有名になる人がいないか豪しみです．｛愛知県情報厘のマサ）建白している若手クリエイターを曹えて下古い．
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…
遠
一
作
り
手
に
と
っ
て
の
ア
ー
ケ
ー
ド

…
ゲ
l
ム
の
楽
し
さ
と
は
、
－
ゲ
l
ム
ご

と
に
お
金
が
入
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
よ
。

た
と
え
ば
P
S
で
6
0
0
0
円
の
ゲ
ー

ム
を
出
し
ま
す
よ
ね
。
ユ
ー
ザ
ー
は
と

り
あ
え
ず
、
値
段
分
は
遊
ん
で
く
れ
ま

す
よ
。
で
も
、
ア
ー
ケ
ー
ド
は
量
初
の

1
0
0
円
で
面
白
さ
を
理
解
さ
せ
な
い

と
、
後
が
な
い
。
そ
う
い
う
点
で
、
非

…
常
に
ス
リ
リ
ン
グ
で
薗
白
い
で
す
ね
。

西
一
そ
う
そ
う
。
そ
こ
が
面
白
い
。

西
一

「ゼ
ビ
ウ
ス
」
は
獲
く
イ
ン
パ
ク
…
ヶ
l
ド
に
馴
染
ま
な
い
と
い
う
鉦
明
の

…
遼
一
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
自
分
の
作
つ

卜
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。『
ゼ
ピ
ウ
ス
」
を
…
よ
う
な
作
品
（
笑
）
。
そ
れ
の
途
中
で
辞
…
た
ゲ
l
ム
を
し
ば
ら
く
見
て
い
る
と
、

や
っ
て
、
す
ぐ
ナ
ム
コ
さ
ん
辞
め
ち
ゃ
…
め
た
ん
で
す
け
ど
。
そ
の
後
は
コ
ン
シ
…
そ
の
う
ち
お
客
さ
ん
が
1
0
0円
玉
入

っ
た
ん
で
す
か
。

…
ュ
l
マ
に
移
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
。

…
れ
ま
す
よ
ね
。
そ
の
人
が
席
立
っ
て
、

遺
一
そ
の
直
後
に

『ド
ル
ア
l
ガ
の
塔
』、
…
西
一
な
る
ほ
ど
。
べ
l
ス
に
ア
l
ケ
l

…
し
ば
ら
く
し
て
戻
っ
て
き
て
両
省
し
た

そ
れ
か
ら
細
か
い
の
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
、
…
ド
ゲ
l
ム
が
あ
っ
て
、

R
P
G
で
コ
ン
…

1
0
0
円
玉
を
雀
体
に
ド
ン
っ
て
積
む

量
後
が
シ
ュ

l
テ
イ
ン
ク
の

『グ
ロ
ブ
…
シ
ュ

l
マ
に
近
づ
こ
う
と
し
て
た
ん
だ
…
の
を
見
た
と
き
が
、
作
り
手
が
一
番

ダ
l
」
で
す
ね
。
こ
れ
は
趣
味
だ
け
で
…
け
ど
ね
。

…
「
ゃ
っ
た
！
」
と
思
う
時
で
す
よ
ね
。

作
っ
た
、
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
ゲ
l
ム
…
速
一
そ
う
で
す
ね
。
そ
う
い
え
ば
、
ア
…
西
一
制
作
者
は
今
も
昔
も
、
ロ
ケ
テ
ス

（笑）
。
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
高
速
な
ん
で
す
。
…
l
ケ
l
ド
と
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
の
立
場
は
…
ト
を
後
ろ
で
見
て
ま
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、

ス
タ
ー
ト
か
ら
数
秒
で
終
わ
る
の
も
ザ
…
今
や
逆
転
し
て
ま
す
よ
ね
。
セ
ガ
サ
タ
…
そ
の
気
持
ち
は
よ
く
分
か
る
。
私
も
ず

ラ
っ
て
い
う
：
：
：
。
「
C
P
U限
界
ま
で

…
l
ン
は
「
ア
ー
ケ
ー
ド
と
同
じ
こ
と
が
…
っ
と
見
て
ま
し
た
よ
。
そ
う
い
う
時
に

使
お
う
よ
」
っ
て
作
り
ま
し
た
か
ら
。
…
で
き
る
」
が
緬
い
文
句
で
し
た
け
ど
、
…
一
番
腹
立
つ
の
は
、
荷
物
置
場
に
さ
れ

面
セ
レ
ク
ト
が
つ
い
た
震
初
の
ゲ
l
ム
…
今
や
完
全
に
逆
で
。

…
て
る
時
。
あ
と
、
座
っ
て
隣
の
ゲ
l
ム

で
、
勲
狂
的
な
フ
ァ
ン
が
い
ま
し
た
ね
。
…
西
一
私
は
ア
ー
ケ
ー
ド
の
ほ
う
が
好
き
…
見
て
る
と
か
（
笑
）
。
あ
れ
が
一
番
悔
し

そ
の
後
、

R
P
G
の

『イ
シ
タ
l
の
復
…
な
の
で
、
ア
ー
ケ
ー
ド
市
場
が
低
欄
な
…
い
。
そ
う
い
う
こ
と
を
含
め
、
ユ
ー
ザ

活
」
を
作
り
ま
し
て
、

R
P
G
は
ア
l

…
の
は
非
常
に
残
念
で
す
ね
。

…
ー
の
動
向
を
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
が
ア
ー
ケ
ー
ド
の
醍
醐
味
で
す
ね
。

…
遣
い
そ
の
意
味
で
は
ア
ー
ケ
ー
ド
の
方

…
が
作
っ
て
い
て
断
然
、
面
白
い
。

西
一
初
っ
ぱ
な
が
大
切
で
す
よ
ね
。
そ

れ
が
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
出
身
だ
と
、
ア
ー

ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
で
も
量
後
ま
で
遊
ん
で

初
め
て
面
白
さ
が
分
か
る
ゲ
l
ム
を
作

っ
ち
ゃ
う
（
笑
）
。
私
が

「こ
れ
量
初
に

…
持
っ
て
こ
な
い
と
駄
目
だ
ろ
う
」
と
文

…
句
曾
う
と
「
こ
れ
量
初
に
見
せ
る
と
も

っ
た
い
な
い
」
と
か
曾
う
コ
ン
シ
ュ
ー

マ
出
身
者
が
い
ま
し
た
ね
。

…
速
一
出
し
惜
し
み
っ
て
い
う
ヤ
ツ
で
す

ね
。
ア
ー
ケ
ー
ド
か
ら
コ
ン
シ
ュ
ー
マ

に
行
っ
た
人
聞
は
、
且
皿
初
か
ら
ガ
i
ン

…
と
見
せ
場
を
持
っ
て
く
る
。
そ
れ
に
対

し
て
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
出
身
の
連
中
は
、

…
途
中
が
や
た
ら
冗
長
で
鰻
後
に
盛
り
上

…
が
る
も
の
を
作
る
、
み
た
い
な
。
そ
の

…
代
わ
り
、
ア
ー
ケ
ー
ド
上
が
り
の
人
間

…
の
作
品
は
底
が
浅
い
と
い
う
か
（
笑
）
。

西
一
な
る
ほ
ど
（
笑
）
。

…
速
一
そ
う
い
う
開
発
姿
務
の
差
は
、
今

で
は
だ
い
ぶ
修
正
さ
れ
て
ま
す
け
ど
ね
。

鰻
初
か
ら
仕
組
問
け
て
、
な
お
か
つ
奥
行

き
の
あ
る
作
品
が
作
れ
る
ク
リ
エ
イ
タ

ー
も
い
ま
す
ね
。
そ
れ
で
も
下
手
な
制

…
作
者
は
、
最
初
に
仕
組
前
け
な
い
で
す
ね
。

日司
カプコンのvsシリーズの企画のとみちんさん。マーヴル・VSカプコンのcoのライナーノーツの

内容に非常に感動しました．（東京都 J関）
観者の主彊

孟目している若手ヲリ工イターを担えて下古い．



終
わ
り
ま
で
遊
ん
で
く
れ
る
と
は
限
ら

な
い
の
に
。
1
日
や
っ
て
つ
ま
ら
な
い
…

と
、
中
古
に
売
る
と
い
う
選
択
肢
が
あ
…

る
わ
け
で
す
か
ら
。
だ
か
ら
、
中
古
に

売
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
や
は
…

り
ア
ー
ケ
ー
ド
の
セ
ン
ス
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

西
一
ま
あ
、
ア
ー
ケ
ー
ド
と
遭
っ
て
コ

ン
シ
ュ

l
マ
は
宣
伝
次
第
で
売
れ
る
と
…

い
う
部
分
が
あ
り
ま
す
け
ど
ね
。
ア
ー

ケ
ー
ド
は
ポ
ス
タ
ー
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
。

遺
一
デ
モ
画
面
が
重
要
な
ん
で
す
よ
ね
。

そ
こ
で
目
を
引
か
な
い
の
は
、
そ
れ
だ

け
で
駄
目
な
ゲ
l
ム
。
だ
か
ら
、
思
わ

ず
や
り
た
く
な
る
よ
う
な
デ
モ
を
ユ
l

ザ
l
に
ぶ
つ
け
な
い
と
。

ゲ
ー
ム
開
発
の
変
化

ユ
ー
ザ
ー
の
晴
好
の
変
化

西
口

『ブ
ロ
ッ
ク
崩
し
』
系
の
ゲ
l
ム

っ
て
、
パ
ッ
ド
だ
と
上
手
く
操
作
で
き

な
い
で
し
ょ
う
。
で
も
、
今
の
若
い

人
々
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

（注
6
）
の
方
が
や
り
に
く
い
み
た
い
で

す
よ
。

遺
一
そ
う
ら
し
い
で
す
ね
。
今
の
ゲ
l

マ
ー
は
、
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
よ
り
パ

ッ
ド
の
方
が
遊
び
や
す
い
と
曾
い
ま
す

よ
ね
。

西
一
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
一
つ
と
っ
て
も
、

....テレビゲーム温敏知輔

不
思
蛾
な
時
代
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

…

見
て
楽
し
む
も
の
で
、
段
々
見
せ
て
楽

…
｜
｜
そ
れ
だ
け
見
て
も
ユ
ー
ザ
ー
の
噌
…

し
む
方
向
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
で

…
好
は
大
き
く
変
化
し
て
ま
す
よ
ね
。

…
『D
D
R」
み
た
い
な
も
の
が
出
て
き
た

西
一
実
に
幼
稚
な
ゲ
l
ム
を
や
っ
て
き
…
わ
け
で
。
家
で
練
習
し
て
、
ア
l
ケ
ー

た
世
代
で
す
か
ら
。
フ
ァ
ミ
コ
ン
見
て

…
ド
で
ニ
つ
の
ポ
l
ド
を
使
っ
た
り
手
を

…
び
っ
く
り
し
た
時
代
も
あ
っ
た
の
に
・：

…
つ
な
い
で
踊
っ
た
り
と
か
、
テ
ク
を
見

－
（
笑
）
。
今
は
P
S
2
と
か
見
る
と
、
…
せ
て
楽
し
む
。
そ
う
い
う
新
し
い
流
れ

…
よ
く
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
で
こ
ん
な
の
出
来
…
の
一
方
で
、
「
温
故
知
新
」
系
の
人
も
い

る
な
っ
て
思
い
ま
す
ね
。

…
ま
す
よ
ね
。
普
の
ゲ
l
ム
を
今
で
も
遊

…
遼

一
判
年
代
後
半
生
ま
れ
だ
と
、
物
心
…
ん
だ
り
し
て
、
「
量
近
の
ゲ
l
ム
は
駄
目

つ
い
た
ら
フ
ァ
ミ
コ
ン
が
あ
っ
た
。
で
、
そ

…
だ
」
と
か
言
う
人
。
僕
自
身
は
、
鰻
新

の
人
た
ち
は
そ
れ
ま
で
と
は
ゲ
l
ム
に

…
は
憲
新
、
古
い
ゲ
l
ム
は
古
い
ゲ
l
ム

…
対
す
る
感
覚
が
ぜ
ん
ぜ
ん
遣
い
ま
す
よ
。

…
が
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
に
片
寄
っ
て
も
面

西
一
そ
う
そ
う
。
普
は
ね
、
ア
l
ケ
l

…
白
く
な
い
と
思
っ
て
ま
す
け
ど
。

一
時

…
ド
で
体
を
動
か
す
ゲ
l
ム
は
駄
目
だ
、

…
期
、
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
韓
国
の
ゲ

…
と
い
う
の
が
鉄
則
だ
っ
た
ん
で
す
。
プ

…
l
ム
が
ど
ー
っ
と
出
た
じ
ゃ
な
い
で
す

レ
イ
ヤ
ー
が
カ
ッ
コ
悪
い
っ
て
嫌
が
る
…
か
。
そ
こ
そ
こ
売
れ
た
の
も
、
そ
う
い

か
ら
。
例
え
ば
ス
キ
！
な
ら
、
レ
バ

l

…
う
思
い
込
み
の
強
い
ユ
ー
ザ
ー
が
い
る

は
い
い
ん
だ
け
ど
、
仮
に
乗
る
の
を
試

…
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。

一
作
し
た
ら
即
ボ
ツ
に
な
っ
た
ぐ
ら
い
。
…
西
日
パ
グ
ま
で
昔
と
同
じ
だ
と
か
、
喜

一
と
こ
ろ
が
今
は
見
せ
る
時
代
で
し
ょ
。…

ぶ
人
い
ま
す
も
ん
ね
。

「ダ
ン
ス
ダ
ン
ス
レ
ポ
リ
ユ
｜
シ
ヨ
ン
』
…
｜
｜
古
い
グ
l
ム
が
再
評
価
さ
れ
る
の

…
と
か
、
回
り
に
見
せ
て
る
ん
で
す
ね
。
…
は
、
今
の
ゲ
l
ム
に
問
題
が
あ
る
か
ら

…
あ
と
ナ
ム
コ
の

『フ
ァ
イ
ナ
ル
ハ
ロ
ン
』
…
で
し
ょ
う
か
。

…
な
ん
か
は
、
普
だ
っ
た
ら
絶
対
企
画
が
…
遺
一
今
、
ゲ
l
ム
を
作
る
の
も
熱
心
に

…
通
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。

…
遊
ぶ
の
も
、
ゲ
l
ム
ラ
イ
タ
ー
も
、
み

…
遼
一
女
の
子
で
も
必
死
で
や
っ
て
ま
す
…
ん
な
上
級
プ
レ
イ
ヤ
ー
な
の
が
問
題
だ

…
も
ん
ね
（
笑
）
。
も
と
も
と
大
型
僅
体
は

…
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
厳
易
度
が
高

若いかしらないが任天堂のアドベンチャー制作チーム．（神奈川県中村憲司）観者の主彊
主目している若手ヲリ工イターを担えて下古い．rm 



関
幽
か
っ
た
り
、
そ
う
い
う
ゲ
l
ム
ば
か
り
…

明
留
が
高
く
評
価
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。
ゲ
…

胃
t

l
ム
に
初
め
て
接
す
る
人
た
ち
が
、
そ
…

’
ト
ん
な
ゲ
l
ム
を
面
白
い
と
思
う
か
ど
う
…

川
円
か
。
普
の
ゲ
l
ム
な
ら
、
そ
う
い
う
人
…

E
4
た
ち
で
も
遊
べ
る
。
ま
あ
、
ゲ
l
ム
性

…

E
だ
け
が
勝
負
の
時
代
と
、
そ
れ
以
外
で

…

聞
箇
も
勝
負
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
今
と
の
違
…

悶
幽
い
で
す
け
ど
ね
。
単
純
に
ゲ
l
ム
性
だ
…

明
日
園
け
で
考
え
れ
ば
、
簡
単
で
グ
ラ
フ
イ
ツ

司
首
ク
も
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
普
の
ゲ
l
ム
が
…

E
r
分
か
り
易
さ
と
い
う
点
で
上
だ
と
思
う
。
…

H
H
で
も
今
そ
う
い
う
ゲ
l
ム
を
出
し
て
も
、

，t

専
門
髭
で
は
評
価
さ
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
…

－
－
そ
れ
は
も
う
、
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
こ

開
幽
と
で
す
が
。

四
国
西
一
私
も
そ
う
思
い
ま
す
よ
。
私
は
一

開
a
番
面
白
い
の
は
シ
ュ

l
テ
ィ
ン
グ
だ
と
…

司
骨
恩
っ
て
る
ん
で
す
が
、
今
、
以
前
と
は

…

全
然
違
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
ん
な

…

に
弾
が
出
て
、
当
た
ら
な
い
わ
け
が
な

…

い

（笑）
。
効
果
判
定
を
甘
く
し
て
る
の

か
も
し
れ
な
い
け
ど
。

遺

一
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
感
覚
が
遭
う
ん
で
…

す
よ
。
『ゼ
ビ
ウ
ス
」
が
発
売
さ
れ
て
2

…

週
間
で

1
0
0
0
万
点
突
破
し
た
プ
レ

…

イ
ヤ
ー
が
い
て
、
そ
ん
な
に
簡
単
な
ゲ
…

I
ム
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
て
そ
の
プ
レ
イ
…

ヤ
l
と
会
っ
た
ら
、
「
弾
が
見
え
て
る
」

…

と
言
っ
て
ま
し
た
。
画
面
全
体
を
ぼ
ん

や
り
見
て
る
だ
け
で
、
す
べ
て
見
え
る

ら
し
い
ん
で
す
よ
。

西
一
そ
う
い
う
プ
レ
イ
ヤ
ー
か
ら
見
る

…

と
、
簡
単
な
ゲ
l
ム
じ
ゃ
面
白
く
な
い
。

だ
か
ら
縫
易
度
が
高
く
な
る
。
年
に

1

本
は
初
心
者
で
も
楽
し
め
る
よ
う
な
ゲ

ー
ム
を
作
る
と
か
し
て
、
ユ
ー
ザ
ー
を

…

開
拓
し
な
い
と
。
今
で
は
我
々
も
遊
べ

な
い
し
、
子
ど
も
た
ち
も
遊
べ
な
い
。

…

…

遊
ぶ
年
代
が
限
ら
れ
て
ま
す
よ
ね
。
シ
…
何
か
が
下
火
に
な
る
と
、
必
ず
シ
ュ

l

…
る
し
。

ュ
l
テ
イ
ン
ク
が
一
番
ひ
ど
い
。

…
テ
ィ
ン
グ
か
ド
ラ
イ
ブ
ゲ
l
ム
を
作
る
、
…
遣
い

『ゼ
ビ
ウ
ス
』
は
愈
初
の
鈎
秒
は
、

遺
一
そ
う
。
だ
か
ら
、

『イ
ン
ベ

l
ダ
l
」

…
み
た
い
な
。
ド
ラ
イ
ブ
ゲ
l
ム
の
ほ
う

…
ど
ん
な
こ
と
し
て
も
死
な
な
い
よ
う
に
作

や

『ゼ
ビ
ウ
ス
」
は
良
か
っ
た
ん
で
す
…
は
、
今
で
も
そ
れ
な
り
に
あ
り
ま
す
け
…
り
ま
し
た
。
画
面
を
眺
め
て
る
だ
け
で
も

が
、
そ
れ
か
ら
一
気
に
、
上
手
く
な
い
…
ど
。
で
も
シ
ュ

l
テ
ィ
ン
グ
は
、
ガ
ン

…
死
ぬ
こ
と
は
な
い
ん
で
。
で
も
、
今
は
速

と
遊
べ
な
い
、
楽
し
め
な
い
状
態
に
な

…
物
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
て
ま
す
よ
。

…

攻
で
殺
し
に
い
く
。
そ
れ
は
、

1
0
0円

っ
て
し
ま
っ
た
。
パ
ワ
l
ア
ッ
プ
系
で
、
…
西
一
今
の
シ
ュ

l
テ
ィ
ン
グ
は
、
上
手

…
と
い
う
料
金
が
そ
こ
そ
こ
安
い
、
と
整
界

1
回
や
ら
れ
た
ら
、
そ
こ
で
終
わ
り
、

…
い
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
後
ろ
で
見
て
る
方
が

…
で
は
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
。
い
つ
5

み
た
い
な
。
初
心
者
が
や
っ
て
も
す
ぐ

…
面
白
い
で
す
よ
ね
。

…
0
0円
に
切
り
替
え
る
か
、
随
分
前
か
ら

終
わ
っ
て
、
つ
ま
ん
な
い
じ
ゃ
ん
、
っ

…
遼
一
結
局
、
今
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
プ
レ

…
雷
っ
て
ま
す
よ
ね
。

て
恩
っ
ち
ゃ
う
。
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
プ
レ

…
ー
を
横
で
見
る
の
が
楽
し
い
ゲ
l
ム
に

…
西
一
普
か
ら

1
0
0
円
で
す
か
ら
ね
。

イ
ヤ
ー
だ
け
の
も
の
に
な
っ
て
、
今
で

…
な
り
下
が
っ
て
、
新
し
い
プ
レ
イ
ヤ
ー

…
鰻
初
は
印
円
だ
っ
た
。
「ス
ピ
ー
ド
レ
ー

は
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
状
態
で
す
ね
。

…

を
喚
起
し
て
な
い
で
す
よ
。

日

ス
』
か
ら
、
1
0
0
円
に
な
っ
た
ん
で

西
一
シ
ュ

l
テ
ィ
ン
グ
は
作
っ
て
い
る

…
西
一

1
0
0円
で

3
分
間
、
ノ

l
ヒ
ッ
…

す
よ
。
私
は
「
イ
ン
カ
ム
が
下
が
る
」

メ
ー
カ
ー
自
体
が
滅
り
ま
し
た
よ
ね
。

…
卜
・
プ
レ

l
で
遊
べ
る
、
と
い
う
の
が

…
と
反
対
し
た
ん
だ
け
れ
ど
、
結
果
的
に

遺

一
昔
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
ゲ
l
ム
と
し

…
で
き
た
ら
い
い
の
に
（
笑
）。
そ
れ
だ
と
、

…
影
響
は
無
か
っ
た
。
そ
れ
で
、

1
0
0

て
、
ど
の
メ
ー
カ
ー
も
必
ず
作
っ
て
た
。
…

下
手
で
も
背
景
と
か
雰
囲
気
を
味
わ
え

…
円
が
定
着
し
た
ん
で
す
。

蹄者の主彊
謹目している若手ヲリ工イターを割完て下古い．



遺
一
新
し
い
ゲ
l
ム
に
2
0
0
円
っ
て
…

書
い
で
あ
る
と
、
ち
ょ
っ
と
尻
込
み
し
…

ま
す
よ
ね
。
3
0
0
円
だ
と
、

1
0
0

円
に
な
る
ま
で
待
っ
か
、
と
な
る
。
そ
…

れ
が
さ
ら
に
悪
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。
…

開
発
費
と
か
考
え
る
と
、
そ
う
じ
ゃ
な

…

き
ゃ
、
割
に
合
わ
な
い
と
は
分
か
っ
て

…

る
け
ど
：
：
：
。
結
局
、
そ
れ
で
マ
ニ
ア

…

し
か
や
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
…

じ
ゃ
あ
新
し
く
ゲ
l
ム
や
る
人
は
何
を

…

ゃ
る
の
か
と
い
う
と
、

「ハ
ラ
ッ
パ
ラ
ッ

パ
l
』
か
ら
始
め
る
。
で
も
、
「
あ
れ
が

…

ゲ
l
ム
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
か
」
と
い
う

…

問
題
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
だ
か
ら
べ

l

…

シ
ッ
ク
な
方
向
性
を
軽
視
し
て
、
新
し

…

い
方
向
性
を
追
い
が
ち
な
プ
レ
イ
ス
テ
…

l
シ
ョ
ン
の
姿
努
に
も
疑
問
は
あ
り
ま
…

す
。
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
の
ハ
l
ド
の
性
能

が
、
ア
ー
ケ
ー
ド
に
追
い
着
い
て
い
る

現
状
も
あ
り
ま
す
が
：：：
。
非
常
に
灘

し
い
状
況
で
す
ね
。

「
や
っ
ぱ
り
ア
ー
ケ
ー
ド

ゲ
I
ム
を
作
り
た
い
」

｜
｜
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
ア
ー
ケ
ー

ド
ゲ
！
ム
を
作
り
た
い
で
す
か
。

西
口
当
然
や
り
た
い
で
す
ね
。

遺
一
僕
も
や
り
た
い
で
す
。
ど
う
せ
ア

ー
ケ
ー
ド
で
や
る
ん
な
ら
、
通
信
機
能

な
ど
新
し
い
綜
み
を
し
た
い
で
す
ね
。

厳
れ
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
同
士
つ
な
い
で
、

チ
ャ
ッ
卜
し
な
が
ら
プ
レ
イ
し
た
り
と

か
。
相
手
の
画
像
や
音
声
も
送
り
た
い

で
す
ね
。

~ 

西
日
’
て
れ
は
面
白
そ
う
。
家
庭
で
は
そ

…
で
し
ょ
う
。
ち
ょ
う
ど
い
い
相
手
を
通
筒

…
こ
ま
で
は
無
理
だ
か
ら
、
差
別
化
と
し

…
で
ブ
ッ
キ
ン
グ
す
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば

て
ア
ー
ケ
ー
ド
で
実
現
で
き
れ
ば
い
い

…
い
い
と
思
う
ん
で
す
が
。
で
も
、
イ
ン
フ

で
す
ね
。

…
ラ
が
聾
備
さ
れ
な
い
と
：
：：
。

…
遺
一
そ
れ
を
思
い
つ
い
た
の
は

『パ
l

…
西
一
ゲ
l
ム
に
通
信
を
、
と
い
う
の
は

…
チ
ャ
フ
ァ
イ
タ
l
2」
に
ハ
マ
っ
て
、
…
今
み
ん
な
曾
っ
て
ま
す
け
ど
、
問
題
は

…
ゲ
l
セ
ン
に
通
っ
て
た
時
（
笑
）
。
対
戦

…
そ
こ
で
す
よ
ね
。
企
画
だ
け
は
あ
る
ん

の
時
、
立
ち
上
が
っ
て
相
手
を
見
る
で

日
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
ね
。

…
し
よ
う
。
相
手
の
姿
が
見
え
る
、
あ
れ

…
遼
一
鰻
初
は
雑
か
が
無
理
矢
理
ハ
l
ド

…
が
対
戦
ゲ
l
ム
の
醍
醐
味
な
ん
で
す
よ
。
…
と
イ
ン
フ
ラ
を
作
っ
て
、
そ
れ
が
評
価

…
そ
う
い
う
こ
と
が
遠
隔
地
で
も
出
来
た

…
さ
れ
れ
ば
：
：
：
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

ら
い
い
な
と
。

…
期
待
す
る
の
は
セ
ガ
で
す
ね
。
ハ
l
ド

…
｜
｜
通
信
は
ゲ
l
ム
の
新
し
い
可
能
性
…

に
か
け
る
勲
意
が
遣
い
ま
す
か
ら
。
普

で
す
ね
。

…
か
ら
セ
ガ
の
基
板
は
や
た
ら
と
大
き
く

…
速
一
そ
う
で
す
ね
。
ア
ー
ケ
ー
ド
っ
て
地

…
て
、
ロ
ム
が
一
番
多
く
載
っ
て
る
ん
で

…
域
差
が
か
な
り
大
き
い
ん
で
す
よ
。
本
当

…
す
。
サ
ウ
ン
ド
な
ん
か
も
量
高
で
す
よ
。

に
楽
し
ん
で
い
る
の
は
大
都
市
の
人
だ
け

…
ナ
ム
コ
に
い
た
当
時
、
「
こ
れ
で
作
り
た

…
な
ん
で
。
今
主
国
も
同
じ
で
す
が
、
ロ
ケ
…
い
な
l
」
っ
て
思
っ
て
ま
し
た

（笑）
。

テ
ス
ト
な
ど
は
地
方
で
は
や
ら
な
い
で
す

…
｜
｜
N
A
O
M
I
基
板
で
ア
ー
ケ
ー
ド

し
ね
。
こ
っ
ち
な
ら
、
ロ
ケ
テ
ス
ト
や
っ

…
と
コ

ン
シ
ュ

ー
マ
が
両
輪
と
し
て
回
っ

…
て
い
る
の
を
、
毎
週
通
え
ば
ど
こ
か
で
必

…
て
い
け
ば
：：：
。

…
ず
見
ら
れ
ま
す
し
。
そ
う
い
う
の
が
地
方

…
遺
一
あ
れ
は
い
い
で
す
よ
ね
。
作
り
易

…
に
は
な
い
で
す
か
ら
。そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
…
そ
う
だ
し
、
悉
く
な
い
。
結
局
、
ァ
l

コ
ン
シ
ュ
ー
マ
は
ま
だ
地
織
養
か
な
い
ん

…
ヶ
l
ド
が
不
調
な
の
は
、
聾
か
に
な
つ

で
す
が
。
で
、
通
信
は
地
犠
差
を
埋
め
て

…
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
以
前
は

…
く
れ
る
と
い
う
の
と
、
対
戦
ゲ
l
ム
の
雛

…
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
酔
っ
て
ゲ
ー
ム
し
て

…
し
さ
の
解
消
の
可
能
性
も
あ
る
ん
で
す

…
た
の
が
、
今
は
酔
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
で
ゲ

よ
。
楽
し
む
に
は
、
相
手
の
強
さ
も
重
要

…
l
ム
買
う
時
代
で
す
か
ら
。
コ
ン
ビ
ニ

？そういえば血〈知らない牢＂・若手じゃない人ならたくさん知ってるけど。｛埼玉県 聞岨〉
こあら）

院者の主彊
誼目している若手ヲリ工イターを担えて下さい．日亘



聞
圃
流
通
は
興
味
深
い
で
す
ね
。
ゲ
l
ム
を
…
作
れ
る
ん
で
す
け
ど
、
今
は
ピ
ジ
ュ
ァ
…
（
笑
）
。
我
々
は
以
前
は
「
ゲ
l
ム
屋
」
…
か
、
何
か
し
ら
大
き
な
話
題
が
あ
っ
た

明
針
普
段
遊
ば
な
い
層
が
そ
こ
で
買
っ
て
、

…
ル
が
弱
い
ゲ
l
ム
は
本
当
に
売
れ
な
い
。
…
と
呼
ば
れ
て
、
遊
ん
で
楽
し
ん
で
も
ら
…
ん
で
す
が
：
：
：
。

司
t

そ
れ
が
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
成
功
…
だ
か
ら
、
シ
ン
プ
ル
で
面
白
い
ゲ
l
ム
…
う
と
い
う
の
が
目
的
だ
っ
た
。
ク
リ
エ
…
速
一
去
年
の
ゲ
l
ム
シ
ョ
ウ
の
時
に
、

・
ト
に
つ
な
が
っ
た
。

…
を
作
つ
で
も
厳
し
い
の
が
実
情
で
す
ね
。

…
イ
タ
ー
と
い
わ
れ
る
と
、
な
ん
か
大
仰
…

「
一
番
い
い
ゲ
l
ム
は
な
ん
で
す
か
？
」

H
H
｜
｜

「小
さ
い
子
ど
も
が
ゲ
l
ム
か
ら
…

西
一
そ
れ
は
あ
り
ま
す
ね
。
シ
ン
プ
ル
…
で
違
和
感
が
あ
る
。

…
と
聞
か
れ
て
答
え
た
の
が
、
ゲ
l
ム
ボ

E
4
離
れ
て
い
る
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
。
…
だ
と
逆
に
リ
ス
ク
が
大
き
い
。

…
遼
一
人
を
喜
ば
せ
て
ナ
ン
ボ
で
あ
る
に
…

l
イ
の
魚
群
探
知
機

（笑
）。

あ
の
値
段

’
祖
逮
一
や
っ
て
ま
す
よ
、
ゲ
l
ム
ボ
l
ィ
。…

遺
一
宣
伝
と
か
の
影
響
が
本
当
に
大
き
…
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
満
足
的
な
物
を

…
で
魚
群
探
知
機
っ
て
最
高
だ
な
、
と
。

聞
歯
僕
も
好
き
な
ハ
ー
ド
で
す
。

…
ぃ
。
メ
ガ
ヒ
ッ
ト
し
た
ゲ
l
ム
の
中
で
、
…
作
っ
て
喜
ん
で
い
る
人
が
増
え
る
の
は
…
み
ん
な
驚
い
て
ま
し
た
け
ど
。
誰
も
が

閉
幽
西
一
そ
う
そ
う
。
小
学
校
高
学
年
ぐ
ら

…
本
当
に
そ
れ
が
箇
白
い
の
か
、
っ
て
い
…
嫌
だ
な
あ
。
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
…
思
っ
て
で
も
正
面
か
ら
言
わ
な
か
っ
た

明
幽
い
な
ら
、
み
ん
な
持
っ
て
ま
す
よ
。
そ

…
う
の
も
あ
り
ま
す
か
ら
。
大
事
な
の
は
…
う
意
図
が
ま
っ
た
く
な
い
ゲ
l
ム
、
お
…
か
ら
。
そ
う
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
が
、
憲

司
首
う
い
え
ば
、
私
の
会
社
で
も
ゲ
l
ム
ボ
…
ア
イ
デ
ィ
ア
で
す
よ
。
『テ
ト
リ
ス
』
が
…
い
し
い
所
は
鰻
後
ま
で
見
せ
な
い
よ
う
…
近
の
ゲ
l
ム
に
は
な
い
で
す
ね
。
キ
ヤ

司『

l
イ
ソ
フ
ト
の
制
作
依
頼
が
多
い
で
す
。

…
ク
ラ
フ
ィ
ッ
ク
偏
重
の
時
代
に
大
ヒ
ッ
…
な
ゲ
l
ム
が
多
す
ぎ
る
。
ム
ー
ビ
ー
重
…
ラ
が
可
愛
い
と
か
は
あ
り
ま
す
け
ど
。

H
H
｜
｜
次
世
代
P
Sが
期
待
さ
れ
る

一
方、

…
卜
し
た
例
も
あ
り
ま
す
し
。
や
っ
ぱ
り
…
視
な
の
に
、
こ
こ
ま
で
が
ん
ば
ら
な
き
…

『サ
ル
ゲ
ツ
チ
ユ
」
と
か
、
タ
イ
ト
ル
の

，t

ゲ
l
ム
ボ
l
イ
が
持
て
は
や
さ
れ
る
の
…

プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
面
白
さ
が
大
切
。

…
ゃ
ム
ー
ビ
ー
は
見
せ
て
や
ら
な
い
、
と
…
篇
感
も
い
い
し
、
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
に

，
－
は
何
故
で
し
ょ
う
か
。

U

西
一
で
も
、
そ
れ
が
何
か
っ
て
い
う
の
…
い
う
思
想
が
感
じ
ら
れ
る
。
ユ
ー
ザ
ー

…
は
受
け
る
で
し
ょ
う
ね
。

開
幽
遠
一
一
結
局
の
と
こ
ろ
、
次
世
代
P
S
で
…
が
縫
し
い
問
題
で
、
な
か
な
か
狙
っ
て
…
は
そ
ん
な
に
マ
ゾ
じ
ゃ
な
い
よ
（
笑
）
。
…
西
一
セ
ガ
の

『ゲ
ッ
ト
パ
ス
』
は
面
白

悶
圃
ソ
フ
ト
を
作
れ
る
メ
ー
カ
ー
が
少
な
い
…
出
る
も
の
じ
ゃ
な
い
。

…
亨
』
ル
ダ
の
伝
説
時
の
オ
カ
リ
ナ
』
は
、
…
そ
う
。
あ
の
手
の
ゲ
l
ム
っ
て
、
必
死

’a
か
ら
で
し
ょ
う
。
ス
ク
ウ
ェ
ア
社
の
よ
…
逮
一
そ
う
い
う
作
品
を
作
っ
て
く
れ
る
…
ム
ー
ビ
ー
だ
け
見
て
も
つ
ま
ん
な
い
。
…
で
リ
l
ル
巻
く
で
し
ょ
う
。
械
で
見
て

里
佳
う
な
作
り
方
を
、
み
ん
な
が
で
き
る
わ
…
人
が
新
し
く
出
て
こ
な
い
と
、
業
界
自
…
で
も
、
や
っ
た
ら
面
白
い
。
そ
こ
に
ゲ
…
る
だ
け
で
も
気
分
が
盛
り
上
が
る
。

け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ら
ね
。
あ
と
は
…
体
が
駄
目
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
…

l
ム
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
の
差
が
あ
…
遺
一
あ
れ
は
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
で
一

3
小
ケ
モ
ン
』
が
成
功
し
た
こ
と
も
あ
る
…
う
か
。

…
る
と
思
い
ま
す
。

…
番
い
い
ソ
フ
ト
で
し
よ
う
ね
。
本
当
に

で
し
ょ
う

o

u

n

－
－
最
丘
の
ゲ
1
ム
で
凄
い
と
思
わ
れ
…
釣
り
を
や
っ
て
い
る
人
で
も
楽
し
め
ま

西
一
あ
と
は
、
「
開
発
費
が
掛
か
ら
な
い
…
「
我
々
は
ゲ
ー
ム
置
」
…

た
も
の
ま
：
：
：
。

…
す
か
ら
。

…

「

人

を

喜

ば

せ

て

ナ

ン

ボ

」

…

．

l

J

T

か
ら
、
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み
よ
う
」
み
h

H

西
・
あ
ん
ま

s
イ
ン
J

ク
卜
あ
る
ゲ
l

…
西
一
釣
っ
た
魚
を
本
当
に
貰
え
た
ら
い

た
い
な
感
じ
で
す
か
ね
。
大
儲
け
は
で
…

｜
｜
最
近
の
若
手
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
ど
…
ム
は
な
い
ね
。
そ
れ
ぞ
れ
い
い
ゲ
l
ム
…
い
の
に
（
笑
）
。

き
な
い
け
れ
ど
、
リ
ス
ク
が
少
な
い
。

…
う
思
い
ま
す
か
。

…
な
ん
だ
け
ど
、
そ
ん
な
に
驚
き
は
感
じ
…

｜
｜
個
人
的
な
ベ
ス
ト
ゲ
l
ム
は
な
ん

遺
一
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
制
作
…
西
一
だ
い
た
い
、
我
々
は
い
つ
か
ら
ク
…
な
い
。
ゲ
l
ム
シ
ョ
ー
に
行
っ
て
も
、
…

で
す
か
？

貨
を
か
け
ず
に
シ
ン
プ
ル
な
ゲ
l
ム
を
…
リ
工
イ
タ
ー
に
な
っ
た
ん
で
し
ょ
う
…
以
前
は
「
O
Oが
並
ん
で
た
よ
l
』
と

…
遺
一
ア
ー
ケ
ー
ド
は

『パ
l
チ
ャ
フ
ア

日百
若手の注目練 といわれても、ぱっと思い浮かぶ名前はすべてベテラン暢だし、その人たちの
作品しか婿入してないので。つまり、 いないということになりますか．（岡山県馬場浩司）

麗書面孟彊
注目している若手ヲリ工イターを唖完て下古い．



思
い
ま
し
た
。

…
冒
わ
れ
る
よ
う
に
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
先

…
見
る
し
、
意
見
も
聞
き
ま
す
け
ど
、
や

西
一
私
も
そ
う
思
い
ま
し
た
。
『G
T』
…
行
の
ゲ
l
ム
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
そ

…
り
込
む
と
影
響
さ
れ
ま
す
か
ら
。
変
わ

凄
い
な
、
と
。
あ
れ
は
ド
ラ
イ
ブ
ゲ
l

…
れ
が
い
い
の
か
：
：：。

し
ょ
う
が
な
い

…
っ
た
の
は
、
以
前
は
ゲ
l
ム
性
が
良
け

ム
の
究
極
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

…
と
は
思
い
ま
す
が
。

…
れ
ば
い
い
、
と
思
っ
て
い
た
の
が
、
今

｜
｜
今
後
ゲ
1
ム
は
…

遣
い
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
が
そ
れ
を
求
め

…
の
ハ
l
ド
ス
ペ
ッ
ク
で
は
グ
ラ
フ
ィ
ツ

ど
う
い
う
方
向
に
向
…

て
い
る
以
上
、
確
か
に
仕
方
な
い
こ
と

…
ク
、
サ
ウ
ン
ド
も
重
視
せ
ざ
る
を
え
な

か
う
の
で
し
ょ
う
か
。
…
で
は
あ
る
。
で
も
、
そ
う
い
う
の
が
ゲ
…
ぃ
、
と
い
う
部
分
で
す
ね
、
や
っ
ぱ
り
。

遺
一
美
し
い
グ
ラ
フ
…

l
ム
だ
、
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち
が
ク
…

｜
｜
最
後
に
、
お
二
人
の
今
後
の
ご
予

イ
ツ
ク
の
ム
ー
ビ
ー

…
リ
エ
イ
タ
ー
に
な
っ
た
時
、
業
界
全
体
…

定
な
ど
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

が
沢
山
入
っ
て
、
プ
…
が
ど
う
な
る
の
か
心
配
で
す
ね
。

…

速

一
今
は
イ
ン
フ
ラ
も
含
め
通
信
と
か

レ
イ
ヤ
ー
の
操
作
と

…
｜
｜
ず
っ
と
ゲ
ー
ム
を
作
っ
て
こ
ら
れ
…
新
し
い
方
向
性
を
模
索
し
て
、
ゲ
l
ム

は
ま
っ
た
く
関
係
な
…

た
お
二
人
に
伺
い
た
い
の
で
す
が
、

ゲ

…
の
枠
を
広
げ
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す

い
と
こ
ろ
で
進
行
す
…

l
ム
作
り
に
お
い
て
変
わ
ら
な
い
も
の
、
…

ね
。
で
き
る
で
き
な
い
は
、
技
術
の
進

る
ゲ
l
ム
が
売
れ
る
…

大
き
く
変
わ
っ
た
も
の
は
な
ん
で
し
ょ

…
歩
の
問
題
で
す
か
ら
。

で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
…

う
か
。

…
西
一
私
は
今
は
、
子
ど
も
向
け
の
ゲ
ー

が
良
い
か
悪
い
か
は
…
速
一
変
わ
ら
な
い
の
は
、
自
分
が
面
白
…
ム
を
考
え
て
い
ま
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は

別
の
問
題
で
す
が
。
…

い
と
思
っ
た
も
の
、
作
る
こ
と
自
体
が
…

「手
品
」
。
普
、
奇
術
部
だ
っ
た
の
で

西
一
ハ
l
ド
の
機
能
…
楽
し
い
も
の
を
作
っ
て
や
っ
て
き
た
こ
…

（笑）
。
ゲ
l
ム
性
を
う
ま
く
考
え
な
け

が
先
行
し
て
る
じ
ゃ
…
と
。
ゲ
l
ム
作
り
が
つ
ま
ら
な
く
な
っ

…
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
が
、
と
り
あ

な
い
で
す
か
。
そ
う
…
た
ら
、
作
る
の
止
め
ま
す
。
変
わ
っ
た

…
え
ず
話
題
に
な
り
そ
う
か
な
と
（
笑
）
。

す
る
と
、
そ
れ
に
合
…
の
は
、
昔
は
自
分
だ
け
が
面
白
け
れ
ば
…

｜
｜
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と

わ
せ
た
ゲ
i
ム
を
作
…
良
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
今
は
「
自
分
…

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ら
な
き
ゃ
い
け
な
…
の
子
ど
も
と
か
、
ゲ
l
ム
を
こ
れ
か
ら
…

（聞
き
手
・
構
成
／
若
松
和
樹
・
編
集
部
）

ぃ
。
今
の
状
態
で
シ
…
始
め
る
よ
う
な
人
た
ち
が
楽
し
め
る
も
…

ン
プ
ル
な
ゲ
l
ム
性

…
の
を
作
り
た
い
な
l
」
っ
て
思
う
よ
う
…

重
視
の
も
の
は
な
か
…
に
な
っ
た
こ
と
で
す
ね
。

な
か
作
れ
な
い
で
し
…
西
一
変
わ
ら
な
い
の
は
、
他
の
ゲ
l
ム

ょ
う
。
遠
藤
さ
ん
が
…
を
あ
ま
り
や
り
込
ま
な
い
こ
と
（
笑
）
。
…

イ
タ
l
2」
、
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
は

－J

グ
ラ
…

ン
ツ
l
リ
ス
モ
（
G
T）』
か
な
。
『G

…

T
』
は
、
こ
れ
で
ド
ラ
イ
ブ
ゲ
l
ム
は
…

自
分
で
は
作
る
必
要
な
い
だ
ろ
う
な
と
…

．．． ，テレビゲーム温披知輔

着健相•＜bll'ltコ ·II'，菅） : 1970年生まれ．ゲームから厘虫まで、節操な〈櫨うライター．昔のゲームが『軒身Jなら、今1:rフランス料劃か？
「ソース』で亮れるゲームばやりだが、「ネタJさえ且lすれば、どう料理しても旨いのではー．日E



ヂ

レ
6
．
ゲ
ー

ザ
’

l
h
こ抗
V
E
5
0ま
F
f
d
Tイ
路
指

’e
l
i
d
s－
d
h－J

；：・
二
一

そ
れ
は
今
も
昔
も
変
わ
S
な
い
ん
烹
す
ぷ

四シュ
l
テ
ィ
ン
グ
ゲ
l
ム
に
－
大
革
命
を
も
た
ら
し
た

「グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
』。
こ
の
冨
わ
ず
と
知
れ
た
名
作
を
創
作
し
た
J

コ

一
ナ
ミ
町
口
氏
に
お
話
を
伺
う
機
会
を
君
。
現
在

6
2
7
7
5
1ム
思
議
け
ら
れ

τぷ
町内
口
氏
柊
話

回
よ
う
な
ゲ
l
ム
観
を
お
持
ち
な
の
だ
ろ
う
か
。

…
帰
し
た
ん
で
す
。
入
社
当
時
は
メ
ダ
ル
…
っ
た
ん
で
す
。

…
も
何
度
も
試
し
ま
し
た
。
例
え
ば

ヲ
－Z
Tイ
ウ
ス
」
の
ヒ
ン
ト
に

…
機
か
ら
ピ
デ
オ
ゲ
｜
ム
ま
で
色
々
と
手
…
当
時
は
ナ
ム
コ
さ
ん
の
「ゼ
ピ
ウ
ス
』
…
プ
シ
ヨ
ン
」

一
つ
と
っ
て
も
、
初
個
ぐ

な
っ
た
の
は

「レ
ン
ズ
マ
ン
」
…
が
け
た
ん
で
す
が
、
お
蔵
入
り
の
も
の

…
が
全
盛
期
で
、
「
ど
う
せ
作
る
ん
だ
っ

…
ら
い
動
き
の
パ
タ
ー
ン
を
作
っ
て
み

私
が
コ
ナ
ミ
に
入
社
し
た
の
は
、
昭
…
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
結
果
的
に
初
…
た
ら
、
あ
れ
を
越
え
よ
う
」
み
た
い
な
…
て
、
こ
れ
は
駄
目
だ
と
思
っ
た
も
の
か

和
町
、

8
年
ぐ
ら
い
で
す
ね
。
入
社
し
…
め
て
世
に
出
た
ゲ
l
ム
が
『
グ
ラ
デ
ィ
…
意
気
込
み
で
頑
張
り
ま
し
た
ね
。
横
ス
…
ら
消
去
法
で
潰
し
て
い
く
。『
グ
ラ
デ

た
当
時
は
、
そ
れ
ほ
ど
ゲ
l
ム
が
好
き
…
ウ
ス
」
だ
っ
た
ん
で
す
。

…
ク
ロ
ー
ル
に
し
た
の
は
、
か
つ
て

『ス

…
ィ
ウ
ス
』
の
制
作
期
聞
は
ほ
ぼ
1
年
で

じ
ゃ
な
か
っ
た
、
と
い
う
か
、
知
ら
な
…
ま
ず
、
私
が
チ
l
ム
を
持
つ
こ
と
に
…
ク
ラ
ン
プ
ル
』
と
い
う
資
産
が
あ
り
ま
…
し
た
が
、
そ
の
間
ず
っ
と
試
し
て
は
消

か
っ
た
ん
で
す
。
入
社
し
て

一
か
ら
ゲ
…
な
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
ゲ
l
ム
は
と
て
…
し
た
の
で
、
そ
れ
を
活
か
す
方
向
性
で
…
去
の
繰
り
返
し
で
し
た
ね
。

－
ム
を
学
び
ま
し
た
。
ゲ
l
ム
性
と
一言

…
も
じ
ゃ
な
い
が
個
人
の
気
持
ち
だ
け
で

…
進
ん
だ
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら

「
グ
ラ

…

あ

と

『グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
』
の
狙
い
と

わ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
…
は
作
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
チ
ー
ム
…
デ
ィ
ウ
ス
』
は
、
元
々
『
ス
ク
ラ
ン
プ
…
し
で
あ
っ
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
ゲ
l
ム

作
り
な
が
ら
身
に
つ
い
た
と
い
う
感
じ
…
全
員
で
「
何
が
作
り
た
い
か
」
と
議
論
…
ル

2
』
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
ん
で
す
。
…
で
は
表
現
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
や
つ

で
す
。

…
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
で、

…

最
初
の
作
品
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
…
て
み
た
い
、
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。

最
初
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
し
て
い
た
ん
…
た
ま
た
ま
チ
1
ム
全
員
が
「
シ
ュ

l
テ
…
て
、
仕
様

一
つ
決
め
る
の
に
も
自
信
が
…
今
で
言
う
「
世
界
観
」
の
部
分
で
す
ね
。

で
す
が
、
し
ば
ら
く
し
て
つ
ア
ザ
イ
ナ
…
ィ
ン
グ
ゲ
l
ム
を
作
り
た
い
」
と
い
う
…
持
て
ず
、
不
安
で
し
ょ
う
が
な
か
っ
た

…
独
特
の
世
界
観
が
あ

っ
た
こ
と
が
、

l
の
見
込
み
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
…
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
「
じ
ゃ
あ
シ
ュ

l

…
で
す
。
そ
こ
で
、
と
に
か
く
ア
イ
デ
ィ
…
『
グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
』
の
特
徴
に
な
っ
て

な
っ
て
（
笑
）
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
復
…
テ
ィ
ン
グ
を
作
ろ
う
」
と
制
作
が
始
ま
…
ア
を
出
し
て
、
実
際
に
画
面
上
で
何
度
…
る
部
分
だ
と
思
い
ま
す
。

『オウガjシリーズの松野事己さん．『ワイルドアームズjの金子彰史さん．『カルドセプト』
の神宮孝行さん。ゲームの眼明書にス世ッフ名を配慮して欲しい．（京都府畑島聡｝

観音の主彊
注目している苦手ヲリ工イターを鞄えて下さい．
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ち
ょ
う
ど
制
作
時
期
に
合
わ
せ
て
…
ゲ
l
ム
性
は
後
か
ら
付
い
て
き
た
と
い
…
表
現
を
ゲ
1
ム

に

出

そ

う

」

と

い

う

こ

…

シ

、け

し
レ
マ

「
パ
プ
ル
シ
ス
テ
ム
」
（
注
1
）
と
い
う
…
う
作
品
な
ん
で
す
。

…
と
に
な
っ
て
、

そ

れ

が

武

器

で

あ

る

レ

…

骨

胤

川

コ
ナ
ミ
初
の
日
ピ
ッ
ト
の
基
板
が
完
成
…
ゲ
l
ム
世
界
を
表
現
す
る
上
で
、

s
…
1
ザ
ー
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

…

川

淵

山

川

し
て
、
処
理
能
力
と
表
示
能
力
が
格
段
…

F
映

画

な

ど

に

は

非

常

に

影

響

を

受

け

…

苦

労

し

た

点

は

多

々

あ

り

ま

す

が

：

・

…

刊

白

馴

理
デ

リ

が
ミ

に
ア
ッ
プ
し
た
ん
で
す
。
今
で
は
家
庭
…
ま
し
た
ね
。
当
時
、
人
気
映
画
だ
っ
た
…

：
。
や
は
り
容
量
に
よ
る
制
限
で
す
よ

…

テ

司

幽

ス

H

J

4

る
E

用
ハ
ー
ド
に

1
2
8ピ
ッ
ト
C
P
Uが
…
『
ス
タ
1
・
ウ
ォ
1
ズ
」
、
そ
れ
に
『
レ
…
ね
。
メ
モ
リ
容
量
は
当
時
と
し
て
は
多

…

ぺ

別

動

哨

乗
ろ
う
と
し
て
ま
す
が
、

当
時
の
日
ピ
…
ン
ズ
マ
ン
」
（注
2
）
で
す
ね

（笑
）
。
…
か
っ
た
ん
で
す

け

ど

、

や

は

り

足

り

な

…

レ

勧

剛

ゐ

量
買
値
た

：

ッ
ト
と
い
え
ば
か
な
り
能
力
が
高
か

っ

…
チ
l
ム
内
で
「
ど
ん
な
シ
ュ

l
テ
ィ
ン
…
か
っ
た
。
自
機
が
や
ら
れ
る
と
、
数
画
…

M
M
M
ぷ

た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
今
ま
で
表
現
で
…
グ
ゲ
l
ム
を
作
ろ
う
」
と
考
え
て
い
た
…
面
ほ
ど
戻
さ
れ
ま
す
よ
ね
。
実
は
あ
れ
…

崎
川

m
u

き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
…
時
に
、
ち
ょ
う
ど

『レ
ン
ズ
マ
ン
』
が

…

は

企

画

の

仕

様

で

は

な

か

っ

た

ん

で

…

↑

り

化

市

る
、
と
い
う
こ
と
で
色
々
と
欲
求
が
湧
…
公
開
さ
れ
ま
し
て
、
チ
l
ム
全
員
で
観
…
す
。
3
画
面
単
位
で
次
の
背
景
の
デ
l

…

ト

如

何日

い
て
き
ま
し
た
ね
。
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ

…
に
行
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
時
の
イ
ン
…
タ
を
転
送
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
転
送

…
う
選
択
じ
ゃ
な
く
て
、
細
か
い
コ
ン
デ
九
九
蜘

て
ガ
ラ
リ
と
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
る
の
…

パ
ク
ト
は
強
烈
で
し
た
ね
。
ス
ト
ー
リ

…
の
途
中
の
段
階
で
終
わ
っ
ち
ゃ
う
か
…
ィ
シ
ョ
ン
セ

ッ
ト
ア
ッ
プ
が
で
き
る
よ

叩
山
羽

：
l
i
 

も
、
「
い
ろ
ん
な
世
界
を
設
け
た
い
」
…
ー
で
は
な
く
、
プ
ラ
ズ
マ
な
ど
の
視
覚
…
ら
、
そ
の
転
送
時
間
を
確
保
す
る
た
め
…
う
な
。
と
り
あ
え
ず
パ
ワ
l
ア
ッ
プ
ア

4
M
帽

と
い
う
欲
求
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
な
ん
…
表
現
の
部
分
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
…
に

3
画
面
前
に
戻
し
て
い
る
ん
で
す
。
…
イ
テ
ム
を
貯
め
よ
う
、
と
い
う
話
に
な
川
い
ル

で
す
。
で
す
か
ら

『グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
」
…
ん
で
す
。
で
、
帰
っ
た
後
で
色
々
話
し
…
容
量
の
関
係
で
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
か
…

っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
後
ど
う
や
っ
て
輔
山
知

ム

プ

シ

は
、
そ
う
し
た
表
現
が
先
に
あ
っ
て
、
…
合
う
内
に
「
あ
の
プ
ラ
ズ
マ
み
た
い
な
…
っ
た
ん
で
す
が
、
結
果
と
し
て
そ
れ
が
…
選
択
さ
せ
れ
ば
良
い
の
か
非
常
に
悩
み
好
社
酌

…
復
活
パ
タ
ー
ン
作
り
な
ど
の
面
白
さ
に
…
ま
し
た
。

hw
蜘
闘

な

仕

E
F

…
つ
な
が
っ
た
り
し
た
の
は
幸
運
で
し
た
…
そ
こ
で
閃
い
た
の
が
、
当
時
の
パ
ソ
鳴
る
H

…
ね
。

…
コ
ン
の
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
キ
ー
で
す
獅
融
制

後
は
や
は
り
パ
ワ
1
ア
ッ
プ
ゲ
l
ジ
…
ね
。
あ
の
配
列
や
機
能
を
イ
メ
ー
ジ
し
酬
門
川
町
内

…
で
す
ね
。
こ
れ
が

一
番
大
変
で
し
た
。
…
て
作
っ
た
の
が
、

パ
ワ
l
ア
ッ
プ
ゲ
l

l
此
畔
凶

1
2

・

；

…
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
ア
イ
テ
ム
や
ミ
サ
イ
…

ジ
で
す
。
そ
の
後
で
作
っ
た
の
が
パ
ワ
日
制

・
札

ス
あ
ン
メ

ル
と
い

っ
た
、
個
々
の
ア
イ
テ
ム
を
拾
…

l
ア
y
プ
ボ
タ
ン
。
当
時
は
3
つ
ボ
タ
シ
に
マ
ニ

ル
上

X
ア

…
う
シ
ス
テ
ム
も
試
し
た
ん
で
す
が
、
ど
…
ン
の
パ
ネ
ル

っ
て
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
灯
輔
凶
苅

…
う
も
納
得
が
い
か
な
い
。
や
っ
ぱ
り
プ
…
た
。
そ
こ
で
2
つ
ボ
タ
ン
の
パ

l
y
ヨ

に
H

C
ト

ノ

注

ス

注

シ

レ
イ
ヤ
ー
が
自
由
に
選
択
で
き
る
よ
う
…

ン
も
作
っ
た
ん
で
す
が
、
や
は
り
い
ま

E

…
に
し
た
か

っ
た
。
取
る
取
ら
な
い
と
い
…
い
ち
面
白
く
な
い
。
ロ
ケ
テ
ス
ト
の
反
巨



応
な
ど
も
考
え
て
、
最
終
的
に

3
つ
ボ

タ
ン
に
し
ま
し
た
。

『グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
」
が
成
功
し
た
の

は
、
チ
ー
ム
全
員
が
様
々
な
ア
イ
デ
ィ

ア
を
持
ち
寄
っ
て
議
論
し
て
、
チ
ー
ム

全
体
の
意
志
で
作
り
上
げ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。
あ
と
は
、

3
つ

ボ
タ
ン
の
例
に
も
あ
る
よ
う
に
、
外
部

か
ら
の
意
見
を
あ
ま
り
気
に
せ
ず
、
強

引
に
推
し
進
め
た
こ
と
で
す
か
ね

（笑）
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
面
白
い
と

い
う
自
信
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
が
。

ア

ー

ケ

ー

ド

ゲ

ー

ム

を

取
り
巻
く
状
況
の
菱
化

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
1
ム
に
は
2
つ
の
評

価
が
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
カ
ム
と

い
う
シ
ビ
ア
な
評
価
と
、
プ
レ
イ
ヤ
ー

の
評
価
で
す
ね
。
こ
の
2
つ
の
評
価
に

時
と
し
て
ギ
ャ

ッ
プ
が
生
ま
れ
た
り
も

す
る
ん
で
す
。
特
に
最
近
は
顕
著
で
す

ね
。ア

ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
に
は
色
々
な
側

面
が
あ
っ
て
、
イ
ン
カ
ム
が
悪
く
て
も

プ
レ
イ
ヤ
ー
を
呼
び
込
む
商
品
が
あ
っ

た
り
、
人
気
が
あ
る
け
ど
回
転
が
悪
い

の
で
イ
ン
カ
ム
が
惑
い
も
の
も
あ
る
。

「グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
」
は
人
気
は
あ
っ
た

…
ん
で
す
が
、
回
転
が
悪
く
て
イ
ン
カ
ム

…
必
要
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
…

感
じ
で
す
。

が
悪
か

っ
た
。
そ
れ
で
も
1
日
平
均
で
…

『グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
羽
』
を
制
作
す
る
き
…

『サ
イ
レ
ン
ト
ス
コ
ー
プ
」
の
開
発

1
万
か
ら
8
千
円
ぐ
ら
い
稼
い
で
ま
し

日
っ
か
け
で
も
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
。

…
経
緯
で
す
が
、
他
の
ゲ
l
ム
な
ど
で
も

た
。

…

最
近
で
は
「
D
D
R
』
な
ど
の
影
響

…
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
非
常
に
突
発
的

作
っ
て
い
る
我
々
も
そ
う
だ
つ
た
ん
…
で
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
も
ラ
イ
ト
ユ

…
な
ん
で
す
よ
。
ゲ
l
ム
ボ
l
イ
カ
ラ
ー

で
す
が
、
以
前
は
「
上
手
に
な
れ
ば
な
…

l
ザ
ー
が
主
流
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
…
な
ど
の
携
帯
ゲ
l
ム
機
を
見
て
、

7
」

る
ほ
ど
、
長
く
遊
べ
る
ゲ
l
ム
」
が
良

…
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
、
つ
ま
り
、
あ
ま
り
…

ん
な
小
型
モ
ニ

タ
ー
を
埋
め
込
ん
だ
ゲ

か
っ
た
ん
で
す
。
で
も
今
は
そ
れ
だ
と

…

ゲ

l
ム
を
知
ら
な
い
お
客
さ
ん
が
ゲ
l

…
l
ム
は
ど
う
だ
ろ
う
」
と
い
う
突
発
的

厳
し
い
で
す
か
ら
ね
。
で
す
か
ら
、
長
…
ム
を
し
に
来
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
…
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
た
ん
で
す
。
一

日
－

く
遊
べ
る
ゲ
l
ム
は
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
で
…
し
た
状
況
を
把
握
し
て
な
い
と
、
せ
っ

…
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
れ
ば
、
後
は
と
に
か

…
遊
ん
で
も
ら
え
れ
ば
い
い
の
か
な
と
も
…
か
く
良
い
ゲ
l
ム
で
あ
っ
て
も
、
面
白
…
く
作
る
。
ゲ
l
ム
作
り
っ
て
、
閃
き
と

思
い
ま
す
。

…
さ
を
理
解
す
る
前
に
ゃ
め
ち
ゃ
う
と
い

…
勢
い
が
実
は
大
事
な
ん
で
す
。
良
い
ア

た
だ
、
や
は
り
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム

H

う
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
こ
が
今

…
イ
デ
ィ
ア
が
出
れ
ば
、
他
に
作
っ
て
い

好
き
の
お
客
さ
ん
に
は
ゲ
1
ム
セ
ン
タ
…

一
番
ア
ー
ケ
ー
ド
で
考
え
な
け
れ
ば
な
…
る
ゲ
l
ム
を
途
中
で
投
げ
出
し
て
、
そ

l
に
帰
っ
て
来
て
項
き
た
い

で
す
か
…
ら
な
い
部
分
で
し
ょ
う
ね
。

…
れ
を
作
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
「
思
い

…
ら
、
多
少
売
上
げ
が
落
ち
て
も
、
回
転
…

ア
イ
デ
ィ
ア
の
積
み
重
ね
が

…
つ
い
た
ら
早
い
者
勝
ち
だ
」
と
い
う
感

…
が
悪
く
て
も
、
長
く
遊
べ
る
ゲ
l
ム
が
…

や
が
て
ゲ
ー
ム
と
な
る

…
じ
で
す
よ
ね
。
「サ
イ
レ
ン
ト
ス
コ

l

行

…

…

プ』

は
、
ち
ょ
う
ど
ラ
イ
ン
も
空
い
て

J

…

今
現
在
、
関
わ
っ
て
い
る
ゲ
l
ム
は
…
い
ま
し
た
の
で
、

一
気
に
作
り
始
め
ま

1

・

H

…
：：
：
事
業
部
内
で
や
っ
て
る
も
の
は
全
…
し
た
。

地

…

部

関

わ

っ
て
い
る
と
言
え
ば
関
わ
っ
て
…
『
グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
」
も
そ
う
で
し
た

糟

…

い

る

ん

で
す
が
。
ど
れ
も
な
か
な
か
難
…
が
、
作
り
始
め
て
チ
ー
ム
内
で
色
々
話

”

…

産

で

ね

（
笑）
。
手
放
し
て
放
っ
て
お
…
を
す
る
内
に
、
ア
イ
デ
ィ
ア
が
次
々
と

明
…
け
る
も
の
は
な
か
な
か
な
く
て
。
『サ
…

浮
か
ん
で
く
る
ん
で
す
よ
。
最
初
の
大

M

…
イ
レ
ン
ト
ス
コ
ー
プ
」
も
、
プ
ロ
デ
ュ

…
き
な
ア
イ
デ
ィ
ア
に
続
け
と
、
ど
ん
ど

り
叫
…

l
サ
！
と
い
う
立
場
で
関
わ
っ
て
い
ま
…
ん
小
さ
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
て
く
る
。

U
H
…
す
。
別
に
企
画
マ
ン
が
い
ま
す
の
で
、
…
そ
う
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
の
積
み
重
ね

．
 

桝
引
…

若
干
の
方
向
修
正
を
加
え
る
と
い
っ
た

…
が
、
最
終
的
に
ゲ
1
ム
と
し
て
形
に
な

国II!!!盟国

長fl.)
~j Y~） 

'._:,1 .. :r.J）モ

・ 恥 7~ ） き

え rぐ、
区ズト ' ～ 
LJ＿」＝］戸，J

-

日E
近.敏信さん。『どきど曹ポヤッチオjの錐定販売本散が納得できない．本当に良いゲームな
のに．とり晶えず次回作に期待．｛千葉県のベかず曹）

観者の主張
注目している若手ヲU工イターを鞭究て下さい．
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る
わ
け
で
す
。

…
営
さ
れ
て
い
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
さ
ん
な

長
い
間
ず
っ
と
ゲ
l
ム
を
作
り
続
け
…
ん
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す

て
き
た
訳
で
す
け
ど
、
ゲ
ー
ム
制
作
の
…
ね
。
ま
ず
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
さ
ん
に
喜
ん

・
上
で
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、
作
る
手
…
で
い
た
だ
け
な
い
と
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
に

法
で
す
よ
ね
。
我
々
が
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
…
も
伝
わ
ら
な
い
で
す
か
ら
ね
。
そ
う
し

し
て
い
た
当
時
は
、
析
目
の
上
に
マ

l

…
た
作
品
と
商
品
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

カ

1
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
い
て
い
た
…
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
が
個
人
的

ん
で
す
が
、
今
は
ポ
リ
ゴ
ン
で
す
か
ら
…
に

一
番
大
き
な
変
化
で
す
ね
。

ね
。
す
ご
い
変
化
で
す
よ
。

…
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
の
は
、
「
技
術
じ

立
場
上
の
考
え
方
の
変
化
で
す
が
、
…
ゃ
な
く
て
企
画
が
大
事
」
と
い
う
こ
と

今
ま
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
制
作
費
…
で
す
。
ど
れ
だ
け
ハ

l
ド
が
ハ
イ
ス
ぺ

の
こ
と
な
ん
か
気
に
せ
ず
、
作
り
た
い
…
ッ
ク
に
な
っ
て
も
、
大
切
な
の
は
ピ
ジ

ゲ
l
ム
を
作
ろ
う
と
い
う
思
い
が
強
か
…
ュ
ア
ル
じ
ゃ
な
く
て
中
身
、
企
画
な
ん

っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
変
わ
り
ま
し
…
で
す
よ
。
あ
と
は
そ
の
企
画
に
ど
れ
だ

た
。
ま
た
、
昔
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
こ
と
…
け
新
規
性
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と

し
か
見
て
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
や
は
…
で
す
ね
。
ユ
ー
ザ
ー
が
楽
し
め
る
か
ど

り
我
々
の
本
来
の
お
客
さ
ん
は
店
を
経
…
う
か
、
新
し
い
遊
び
な
の
か
ど
う
か
を

・・・・テレビゲーム温故知覇

• 

…
模
索
す
る
の
が
ゲ
l
ム
作
り
、
と
い
う
考
…

え
方
は
変
わ

っ
て
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
も
昔
も
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が

一
つ
で
も
あ
る
ゲ
ー
ム
は
、
そ
れ
は
き
…

っ
と
面
白
い
も
の
な
ん
で
す
。
ゲ
ー
ム

…
作
り
の
大
半
は
、
最
初
の
ア
イ
デ
ィ
ア
…

…
を
い
か
に
実
現
す
る
か
、
な
ん
で
す
よ
。
…

『グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
』
の
パ
ワ

l
ア
y
プ

ゲ
ー
ジ
も
、

「サ
イ
レ
ン
ト
ス
コ
ー
プ
」

の
大
小
モ
ニ
タ
ー
も
、
す
べ
て
は
ま
ず
…

ア
イ
デ
ィ
ア
あ
り
き
で
す
。

い
つ
も
企
画
の
人
聞
に
言
っ

て
い
る
…

の
は
、
「
ハ
ー
ド
だ
と
か
ソ
フ
ト
だ
と

か
、
コ
ス
ト
だ
と
か
い

っ
た
制
限
は
す

べ
て
捨
て
ろ
。
何
を
作
り
た
い
の
か
、
…

…
何
で
遊
ば
せ
た
い
の
か
だ
け
考
え
ろ
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
ず
ア
イ
デ
ィ
ア

を
閃
い
て
、
そ
こ
か
ら
実
作
業
の
こ
と

…
を
考
え
れ
ば
い
い
ん
で
す
。

こ
れ
か
ら
ゲ
1
ム
を
作
る
人
に
も
、
…

…
そ
う
し
た
自
由
な
発
想
と
ア
イ
デ
ィ
ア
…

…
を
大
切
に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

（談）

’
イ
レ
ン
ト
ス
3
2プ

町
口
氏
の
且
層
窃
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
作
．

こ
れ
ま
で
の
ガ
ン
シ
ュ

l
テ
ィ
シ
グ

と
M
M

－

aを
冒
し
た
、
『

a－
E
が
テ

ー
マ
の
作
品
・
ス
コ
ー
プ
を
‘
い
て

・
を
じ
っ
く
り
温
い
・
つ
憾
の
寝
揚

．
が
た
ま
ら
な
い
．

ヨ
ナ
ミ
と
い
え
ば
今
鉱
『
ピ
l
マ

エ
』
シ
リ
ー
ズ
が
好
”
だ
が
、
そ
号

し
た
一
方
で
『
サ
イ
レ
ン
ト
ス
コ
ー
プ
』

の
よ
う
な
窓
欲
h
w
e
－
－
標
す
‘
と
こ

ろ
が
何
と
＠
心
憎
い
・

『
ゲ
ー
ム
の
銅
晶
聞
き
の
岨
’

mで
お

る

gaaと
費
値
目
・
、
個
晶
a
・
4
g
a
R

aで
き
た
と
思
い
ま
す
．
ぜ
ひ
プ
レ

イ
し

τみ
τ下
さ
い
』
｛
町
口
氏
－
－
m－

ヲリエイターのことは且〈知りませんが、どちらかというと「オモチャJとしてのゲームの獲

しみ方を提示してくれる方に期待する。｛干翼県カベジマイサム）

......ぺ空桜~’~~：－－， 主孟 Z子、 ー・ ’篭目，..’・v一二m，宅、r

r ., r·；：~－~，：；~ふ的~~：＿
i ：，奇 ...... >+t. .句

CKONAMI ALL RIGHTS RESERVED. 

践者の主彊
注目している若手ヲリ工イターを韓えて下古い．

僻
か
な
畠
畿
圏
，
．
aF圃
圃
い
『
サ
イ
レ
ン
ト
ス
コ

ープ』．

日E
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ア
レ
ピ
ゲ

ム
嘗
明
期
か
ら

ド
の

I 
向
土
と
共
に

を
し
て
き
た
ド
ラ
イ

f 
ム

‘・の
!.' 
ヤ

ン
ル
が
目
指
す
も
の
は
ラ

…
ド
ラ
イ
ブ
ゲ
1
ム
じ
ゃ
な
い
か
な
8
・
山
は
灘
足
で
き
な
い
部
分
が
あ
っ
た
ん
で
山
ト
く
ら
い
の
広
さ
の
場
所
に
、
山
が
あ

…
ギ
ア
ガ
チ
キ
’

h

注
Y
Sか
ね
。
ナ
ム
コ
…
す
よ
。
そ
れ
で
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
で
ア
…
つ
玄
海
が
あ
っ
て
市
街
地
が
あ
っ
て
、

一
が
シ
ヌ
テ
除
菌
で
碩
撮
っ
て
い
た
』

．．．．． ，w出し
を
し
て
、
夜
の
高
速
道

…
と
い
う
の
は
。
で
も
あ
る
程
度
ゲ
1
ム

wバ
出

品

犠

『

イ
メ
鞍

与

え

随

A守
好
き
が
喜
ぶ
シ
チ
ユ
エ
1

…
つ
ぼ
く
す
る
こ
と
で
、
逆
に
世
界
を
強

mea叫
混
同
噂
世
句
F
ー
の
よ
ろ
な
ポ
民
且
欧
五

4
7ん
ど
ん
盛
り
込
ん
で
い
っ
…
め
て
あ
げ
る
。
そ
れ
を
可
愛
ら
し
く
ま

町
一込画一
ψ
白
一
正
也
．
っ
て
い
た
一

方
で
岨
・
・
同
氏
陶

…
と
め
す
ぎ
て
も
、
逆
に
遊
ん
で
い
る
側

…
『
？
円
話
司
凋
酒
田
噌
ヵ
l
ス
テ
一レ
ホ
か
畠
・
・
聞
踊
白
当
時
私
の
中
で
「
明
る
く
て

…
と
し
て
は
引
い
ち
ゃ
い
ま
す
か
ら
：
：
・
。

一
ら
B
6

叡
畠
圃
が
ら
、
女

a守
轟
轟
圃
圃
・
定
置
け
れ
ば
ナ
ム
コ
グ
l
ム
じ
ゃ
…
他
に

「リ
ッ
ジ
レ
ー
サ
ー
」
と
い
え
ば

…
検
に
乗
せ
て
踊

圃

l
リ
を
走
畠
守
て

園

間

一一雌
い
う
こ
横た
わ
り
も
あ
っ
た
の
…
ド
リ
フ
ト
が
特
徴
で
す
が
、
あ
れ
も
最

…
い
た
わ
け
君
臨

岨

帽

闘

開

困

層

そ
幽
か
ら
あ
ま
り
逸
脱
し
な
い
よ
…
初
の
企
画
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
雌
幽
聞
も
グ
i
ム
晶
曹
に
－…
週

咽

、
幅
商
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
気
を
使
…
ぽ
風
景
が
で
き
あ
が
っ
て
い
く
中
で
、
今

・

園

田

山

薗

曹

、

F

－E
R
函

γ

…
係
わ
る
よ
う
に
な
、
ナ
ム
コ
ド
』
．冗社

一0
し
て
携
わ
つ
た
柔
酬
ジ

エ
ク
ト
一

『リ
ぺ
幽
圃
聞
＆
蹴
つ
て
、
コ
ー
ス
も
峠
道
の
連
…
好
き
な
ら
こ
の
ド
リ
フ
ト
は
こ
た
え
ら

山
門
ジ
レ
ー
サ
ー
』
し
た
。
こ
畠
陣
圏
構
へ箇
園
田
訪
醐
な
く
、
海
岸
沿
い
や
市
街
地
…
れ
な
い
は
ず
だ
、
と
作
り
込
ん
で
い

っ

明
主
導
で
作
り
込
ん
で
い
っ
た
市
三
幽
聞
刷
か
が
あ
っ
て
開
け
て
、
よ
ぽ
た
ん
で
す
。

一

叫

叫

吋
一
圃
同
調
・ぃ

h
配
制

だ
っ
た
ん
で
す
。
当
時

『シ
ム
ず
ラ

γ
…
幽

閉

噛

感
を
大
切
に
す
る
。

一

持

町

も
っ
と
も
、
こ
の
と
き
私
は
企
画
で

ョ，
F
院』月
ノ
ス
・
ロ
ー
ド
ス
…

幽
・

2田圃
E

思
っ
た
の
は
ト
ン
ネ
ル
之
官
に
？

は
な
く
、
あ
く
ま
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
だ
っ

守

品

。

の

啓

号

、

…

引

み

が

一
番
喜
ぶ
も
の
っ
て

hi
た
の
で
、
ひ
た
す
ら
絵
を
描
い
た
思
い

併
行

awp
t
z
s争

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
割

出
が
あ
り
ま
す
。
な
に
し
ろ
機
材
の
関

市

次
回
毎
回町
そ
の
流
れ
で
進
…
ト
ン
ネ
ル
を
出
た
ら
次
に
ど
ん
な

ゆ
係
で
ス
キ
ャ
ナ
が
使
え
な
か
っ
た
（
笑
）
。

£
で
す
が
、
現
場
と
し
て
は
…
が
あ
っ
て
も
不
自
然
じ
ゃ
な
い
。

ア

C
G
ツ
l
ル
な
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
フ
オ

だ
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で

…

本
当
は
変
な
ん
で
す
よ
。
サ
1

1
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
な
く
て
、
シ
ン
プ
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Z
U
N
K
O
の
冒
険
／

四
音
の
魔
術
師
大
い
に
量
里

一
刊
誌
立
与
野
読
む
。
沼
町
ゲ
時
ダ
経

ze押

レ
6
．ゲー

ヂ

ZUNKO 

ニ
ヤ

3
ム
コ
の
ワ
ッ
ペ
ン
で

ナ
ム
コ
に
入
祉
し
ま
し
た

ゲ
ー
ム
フ
リ
ー
ク
の
攻
略
本
ス
タ
イ
ル

を
べ
｜
ス
に
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
マ
ガ
ジ
ン
」

O
R
「
レ
コ
ー
ド
コ
レ
ク
タ
l
ズ
」
を
お

手
本
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
「
ヒ
ッ
ポ
ン
ス

ー
パ
ー
」
誌
を
経
て
、
「
ロ
ッ
キ
ン
グ
・

オ
ン
」
の
テ
イ
ス
ト
を
参
考
に
し
た
「
ハ

イ
パ
l
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
誌
の
発

…

刊
に
到
り
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
模
し
た
「
ゲ
l
ム
ク
リ
エ
イ
…

タ
1
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
と
い
う
手
法
は
た

し
か
に
ゲ
l
ム
誌
に
官
箸
し
た
。

し
か
し
そ
の
対
象
と
な
る
の
は
、
こ

ナムコ( 

すみません。賓館で勉強しているくらいですから、わからないです。実際、ヲリエイ世ーの名
前や会社名で買ったりすることU畠りませんので｛反古）．（干嚢県由希）

れ
ま
た
当
然
の
よ
う
に
プ
ロ
モ
l
シ
ョ
…
に
入
社
し
て
以
来
、
う
っ
と
が
町
…
え
た
ら
し
く
て
、
入
社
で
き
ま
し
た
。

ン
に
都
合
の
い
い
作
家
先
生
ば
か
り
で
…
伸
び
た
ま
ま
に
ち
が
い

dtnr。
…
あ
と
、
バ
ン
ド
。
私
は
ジ
ャ
ズ
と
か
フ

あ
っ
た
。
ピ
l
プ
音
や
P
S
G音
源
を
…

、l
i

L

…
ユ
1
ジ
ョ
ン
が
好
き
で
、
そ
の
テ
の
パ

：

・

用
い

S
Eを
含
め
四
音
と
い
う
制
限
の
…
「
ピ
ア
ノ
は
3
歳
。
芸
科
ら
弾
い
て
…
ン
ド
を
高
校
の
時
以
来
ず
っ
と
や
っ
て

な
か
で
サ
ウ
ン
ド
を
作
っ
て
い
た
ク
リ

…
ま
し
た
。
大
学
も
音
大
、
ピ
ア
ノ
科
の
…
た
ん
で
す
け
ど
、
面
接
官
を
や
っ
て
ら

エ
イ
タ
ー
た
ち
は
「
C
D時
代
の
イ
ン
…
専
攻
で
。私
が
ナ
ム
コ
に
入
っ
た
の
は
、

…
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
部
箸
の
方
が
そ
れ
を

タ
ビ
ュ

l
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
…
別
に
ビ
デ
オ
ゲ
l
ム
の
音
を
作
ろ
う
と
…
聞
い
て
「
そ
う
か
。
ち
ょ
う
ど
ウ
チ
の

を
逃
し
つ
づ
け
て
き
た
ま
ま
だ
っ
た
の
…
思
っ
た
か
ら
で
は
な
い
ん
で
す
。
そ
も
…
バ
ン
ド
の
キ
ー
ボ
ー
ド
を
探
し
て
た
ん

h

で
あ
る
。
ナ
ム
コ
の
小
沢
純
子
も
ま
た
、…

そ
も
ナ
ム
コ
の
名
前
を
知
っ
た
の
は
マ
…

だ」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
。
あ

や

う

く

デ

閉

そ
の
ひ
と
り
だ
。
『
ギ
ャ
プ
ラ
ス
』
か
…
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
大
会

（
注
）
で
し
た
し
…
ザ
イ
ン
に
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た

一週
一服

ら
買
の
ク
ロ
ノ
ア
』
に
到
る
ま
で
、
…
（
き
。
そ
れ
で
マ

ッ
ピ
！
と
か
ニ
ャ
l
ム
…
ん
で
す
よ
！
仕
事
が
い
や
と
い
う
わ

一直一
炉

小
沢
が
「
ゲ
l
ム
の
音
作
り
」
と
い
う
…
コ
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
、
就
職
面
接
に
…
け
じ
ゃ
な
く
て
、
私
は
ぶ
き
っ
ち
ょ
で

一酢一
川

仕
事
を
見
失
っ
た
こ
と
な
ど

一
度
も
な
…
も
ニ
ャ
l
ム
コ
の
ワ
ッ
ペ
ン
を
付
け
て
い
…
す
か
ら
ね
、
ひ
や
ひ
や
し
ま
し
た
よ
。
臼
一聞一
憎

い
。
「
い
い
曲
を
作
る
だ
け
じ
ゃ
だ
め
」
…

っ
た
ん
で
す
け
ど
：：：
ス
l
ツ
に
（
笑）。

…
ゲ
l
ム
の
音
楽
を
作
る
仕
事
が
あ
る
と
臼
｜一
川

個個別

－
同
国

と
諮
る
そ
の
姿
勢
は
、
小
沢
が
ナ
ム
コ
…
そ
れ
が
面
接
の
方
に
気
に
入
っ
て
も
ら
…
は
、
そ
の
と
き
初
め
て
知
り
ま
し
た
」

町

一章



い
う
時
代
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
。
で
も

あ
ま
り
ゲ
l
ム

音

療

に

…
ね
、
ナ
ム
コ
は
画
期
的
だ
っ
た
ん
で
す

乙
だ
わ
っ
て
一
な
か
っ
た
ん
で
す

…
ょ
。
他
社
が
矩
形
波
や
三
角
波
、
ホ
ワ

「
初
期
の
ゲ
l
ム
音
楽
は
プ
ロ
グ
ラ

…
イ
ト
ノ
イ
ズ
し
か
使
っ
て
い
な
い
と
き

マ
ー
が
作
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
ド
レ
…
に
、
任
意
波
形
と
言
っ
て
自
分
で
シ
ン

ミ
で
入
力
す
る
の
で
は
な
く
、
周
波
数
…
セ
サ
イ
ズ
し
た
波
形
を
出
せ
る
よ
う
に

を
う
い
ん
う
い
ん
う
い
ん
と
や
る
よ
う
…
な
っ
て
た
の
で
。
優
初
は
ど
う
い
う
波

な
。
『ギ
ャ
ラ
ク
シ
ア
ン
』
も

『ひ
う
ひ
…
形
が
気
持
ち
い
い
か
な
ん
て
全
然
わ
か

う
ひ
ぅ
び
よ
よ
よ
よ
ん
』
と
か
。
「パ
ッ

…
ん
な
か

っ
た
で
す
。
試
行
錯
誤
で
す
よ

ク
マ
ン
」
も
そ
う
で
す
よ
ね
、
あ
あ
い
…
ね
。
と
に
か
く

一
周
期
の
波
形
を
い
つ

う
作
曲
は
な
か
な
か
：
：
：
楽
譜
に
は
書
…
ば
い
打
ち
込
ん
で
聴
い
て
み
る
こ
と
か

け
な
い
。
私
が
入
社
し
た
と
き
に
は
ド
…
ら
始
ま
っ
て
。
会
社
に
百
万
円
く
ら
い

レ
ミ
が
鳴
っ
て
、
発
音
数
も
八
音
に
増
…
す
る
ア
ナ
ロ
グ
シ
ン
セ
が
あ
っ
た
ん
で

え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
前
に
三
音
と
…
す
よ
、
そ
れ
を
使
っ
て
自
分
で
作
っ
て

オ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ
を
見
て

「こ
う
い
う
…
年
で
最
初
の
ド
ラ
イ
バ
を
作
っ
た
の
か

…
波
形
か
：
：
：
』
と
確
認
し
て
。
い
ま
は
…
な
、
そ
れ
は
業
務
用
の

『ド
ル
ア
l
ガ

…
も
う
、
こ
の
音
は
鋸
波
形
か
な
？
と
…
の
塔
」
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
。
巌
初
は

か
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
け
ど
ね
。
…
コ
イ
ン
を
1
枚
投
入
す
る
毎
に

『ち
ゃ

音
の
使
い
方
も
個
性
が
あ
り
ま
す
よ
…
ん
ち
ゃ
ら
ら
ら
l
」
と
鳴
ら
し
て
い
た

ね
。
当
時
ナ
ム
コ
で

一
緒
に
サ
ウ
ン
ド
…
ん
で
す
け
ど
、
ま
ど
ろ
っ
こ
し
か
っ
た

の
仕
事
を
し
て
い
た
中
潟
さ
ん
（
※
現
…
ん
で
、
連
続
投
入
し
た
場
合
は
（
コ
イ

K
A
Z
e株
式
会
社
開
発
室
長
の
中
潟
…
ン
投
入
の
度
に
前
の
音
を
キ
ャ
ン
セ
ル

…
慾
雄
氏
。
ナ
ム
コ
時
代
に

『源
平
討
魔
…
し
て
）

「ち
や
ん
ち
ゃ
ら
ら
ち
ゃ
ん
ち

…
伝
」
の
音
楽
な
ど
を
担
当
）
は
、
単
音
…
や
ら
ら
ち
や
ん
ち
ゃ
ら
ら
ら
l
』
（※

で
聴
く
と
き
っ
た
な
い
波
形
を
使
う
ん
…

3
回
連
続
投
入
し
た
場
合
）
と
鳴
る
よ

で
す
よ
。
な
ん
で
こ
ん
な
汚
い
音
、
と
…
う
に
変
え
た
ん
で
す
。
そ
れ
も
自
分
で

い
う
の
を

『
い
い
音
だ
ね
。
ち
ょ
う
だ
…
作
っ
た
ド
ラ
イ
バ
だ
か
ら
す
ぐ
に
で
き

い
』
と
言
っ
て
私
の
と
こ
ろ
か
ら
持
つ
…
た
ん
で
す
ね
。
隣
に
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が

て
い
く
。
私
は
ボ
ツ
波
形
の
つ
も
り
に
…
い
て
、
わ
か
ら
な
か

っ
た
ら
す
ぐ
に
簡

な
っ
て
い
る
の
で

『
い
い
よ
」
っ
て
言

…
け
る
環
境
だ
っ
た
か
ら
助
か
り
ま
し
た

っ
て
あ
げ
る
ん
で
す
け
ど
、
彼
は
そ
れ

…（
笑
ご

…
を
入
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
強
烈
な
イ
ン

…
小
沢
の
デ
ビ

ュ
ー
作
は

『ギ
ャ
プ
ラ

…
パ
ク
ト
を
出
す
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
ど
…
ス
』
。
「ギ
ャ
ラ
ク
シ
ア
ン
」
の
後
継
機

…
う
し
て
も
単
音
で
聴
い
て
き
れ
い
だ
な
…
種
で
あ
る
縦
ス
ク
ロ
ー
ル
の
シ
ュ

l
テ

…
と
い
う
音
を
使
っ
ち
ゃ
う
か
ら
、
全
体
…
ィ
ン
グ
ゲ
l
ム
だ
。
小
沢
は
突
如
と
し

…
が
の

っ
ペ
り
し
が
ち
な
ん
で
す
。
全
部
…
て
逆
ス
ク
ロ
ー
ル
を
始
め
る
と
の
ゲ
l

が
き
れ
い
だ
と
、
個
性
が
出
な
く
な
る
…
ム
の
四
面
に
、
デ
ィ
ミ
ニ

ッ
シ

ュ
コ

1

ん
で
す
。

…
ド
調
に
半
音
の
上
下
動
を
繰
り
返
す
B

会
社
に
入

っ
て
か
ら
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
…

G
Mを
当
て
は
め
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に

…
も
勉
強
し
て
、
サ
ウ
ン
ド
ド
ラ
イ
バ
を
日
敵
の

『逆
襲
」
を
感
じ
さ
せ
る
、
楽
曲

…
作
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
う
…
を
利
用
し
た
演
出
の
先
駆
け
で
あ
っ
た

…
が
自
分
の
望
む
表
現
が
で
き
る
し
。
半

…

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

童B寧マイヲロマウス虫金：マイクロマウス健錘 ｛撞路の刷 、にあるゴールまでいかに量短で劃遣するかを蝿う自樟型ロボット明総）を中心とした．書橿ロ
ボットの士会．ナムコが世主した｛酎）ニューテクノロジー観奥財団が主惜しており、官埠に開催以車、聾年1回開催され、今年はE凋犬舎が11月に開価予定．宮司



ZUNKO 

「
そ
れ
が
珍
し
か
っ
た
の
か
ど
う
か
。

あ
ま
り
ゲ

1
ム
音
楽
だ
か
ら
と
か
と
だ

わ
っ
て
な
か
っ
た
の
で
、
珍
し
い
で
す

ね
と
言
わ
れ
で
も
『
そ
う
だ
つ
た
ん
で
…

す
か
』
と
い
う
感
じ
な
ん
で
す
よ
（
笑
）
。

自
分
で
そ
う
し
た
か
っ
た
か
ら
や
っ
た
…

の
よ
、
と
い
う
感
じ
な
の
で
。
思
い
つ

く
ま
ま
に
。
逆
ス
ク
ロ
ー
ル
に
す
る
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
企
画
の
人
が
決
め

て
ま
し
た
。
あ
あ
い
う
曲
に
し
た
の
は

私
の
ア
イ
デ
ア
で
す
。
あ
の
と
き
は
そ
…

う
と
う
自
由
に
作
っ
て
ま
し
た
ね
。
と

い
う
か
、
単
に
私
が
新
人
だ
っ
た
の
で

企
画
者
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
で
作
…

っ
て
た
だ
け
な
の
か
も
（
笑
）
。

で
も
勝
手
に
や

っ
て
る
っ
て
言
っ
て

も
、
私
は
企
画
書
を
見
て
そ
れ
に
い
ち
…

ば
ん
合
う
の
は
な
ん
だ
ろ
う
と
考
え
て

絞
り
出
し
て
い
る
わ
け
で
（
笑
）
。
企

…

画
書
と
か
絵
と
か
を
見
て
、
イ
メ
ー
ジ
…

を
膨
ら
ま
せ
て
ね
。
時
代
は
新
し
い
の

か
古
い
の
か
、
そ
こ
は
地
球
な
の
か
奨
…

世
界
な
の
か
と
か
、
ま
ず
自
分
な
り
に

世
界
観
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
。
季
節
を
考
…

え
た
り
と
か
、
時
間
柄た
っ
た
ら
朝
か
な

夜
か
な
と
か
。
「ド
ル
ア
l
ガ
」
の
と
…

き
は
外
れ
ま
し
た
け
ど
ね
。
最
初
は
ド

ル
ア
！
ガ
の
絵
を
見
て
怖
そ
う
な
や
つ

ナムコ( 

だ
な
と
思
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
実
際
の
…
た
曲
を
ド
ル
ア
l
ガ
の
テ
！
？
に
し
て
…
い
う
環
境
だ
か
ら
そ
う
い
う
作
り
方
が

ゲ
｜
ム
画
面
で
は
く
る
く
る
回
っ
て
い
…
し
ま
っ
た
ん
で
す
よ
。
当
然
の
ご
と
く

…
で
き
る
。
ぁ
、
ス
ラ
イ
ム
跳
ん
だ
ね
、

て
、
軽
い
や
つ
に
思
え
た
ん
で
す
よ
。
…
『何

と

れ

？

没
1
』
と
言
わ
れ
ま
し
…
じ
ゃ
あ
跳
ん
だ
と
き
の
音
は
こ
う
し
よ

そ

れ

で

『

こ

い

つ

は

強

そ

う

に

見

え

て

…

た

ね

」

…

う

か

、

と

。
本
当
に
い
い
曲
を
作
れ
る

実
は
気
の
弱
い
や
つ
な
ん
だ
』
と

解

釈

…

ま

さ

に

『ド
ラ
ク
エ
』
に
先
駆
け
て
…
人
が
、
只
々
い
い
曲
を
作
っ
た
だ
け
で

し
ま
し
て
、
オ
ズ
の
魔
法
使
い
み
た
い
…
「
面
に
曲
を
付
け
る
」
行
為
を
し
て
い
…
は
だ
め
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
人
が

な
。
ゲ
l
ム
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
さ
れ
た
…
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し

『ド
ラ
ク
エ
』
…
そ
の
ゲ
l
ム
を
好
き
に
な

っ
て
く
れ

遠
藤
雄
伸
さ
ん
は
『
オ
ズ
の
魔
法
使
い
』

…
以
降
、
そ
し
て

C
D化
さ
れ
て
以
降
の
…
て
、
た
く
さ
ん
遊
ん
で
か
ら
作
っ
て
く

の
フ
ァ
ン
で
、
乙
の
頃
は
み
ん
な

『ウ

…

ゲ

l
ム
の
サ
ウ
ン
ド
は
、
安
易
に
楽
曲
…
れ
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
い
い
ん
で
し
ょ
う

ィ
ザ
l
ド
リ
ィ
』
や
っ
て
た
ん
で
す
け
…
を
流
す
だ
け
で
事
足
れ
り
と
し
て
い
る
…
け
ど
。
質
を
追
求
し
て
、
サ
ウ
ン
ド
チ

ど、

「オ
ズ
の
魔
法
使
い
』
の
登
場
人
…
も
の
が
多
い
。
そ
も
そ
も
ゲ
l
ム
は
プ
…

l
ム
が
楽
曲
と
S
E
の
分
業
に
な
る
の

物
の
名
前
を
入
れ
て
遊
ん
だ
り
し
て
い
…
レ
イ
ヤ
ー
の
操
作
あ
っ
て
成
立
す
る
も
…
も
わ
か
る
ん
で
す
が
：
：
：
。
い
い
曲
な

た
の
で
、
私
は

『あ
、
そ
う
だ
つ
た
の
…
の
、
様
々
な
レ
ス
ポ
ン
ス
を
考
慮
に
入
…
ら
ぱ
ゲ
l
ム
の
音
と
し
て
い
い
も
の
か

か
』
と
勝
手
に
納
得
し
ち
ゃ
っ
て
。
ぃ
…
れ
て
設
計
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

…
と
い
う
と
そ
れ
は
ち
が
い
ま
す
か
ら
。

ま
は
イ
シ
タ
l
の
テ
l
マ
っ
て
言
わ
れ
…

「『
ド
ル
ア
l
ガ
』
は
特
に
そ
う
な
…
あ
と
、
自
分
で
も
よ
く
注
意
す
る
ん
で

て
る
、

一
個
手
前
の
面
の
キ
ラ
キ
ラ
し
…
ん
で
す
け
ど
、

B
G
M
だ
け
作
っ
て
る
…
す
け
ど
、
効
果
音
が
入

っ
た
う
え
で
初

…
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
コ
イ
ン
を
入
れ
た
あ
…
め
て
全
体
の
音
が
完
成
す
る
か
ら
、
曲

…
と
ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
ゲ
l

…
だ
け
で
完
成
度
が
高
い
と
失
敗
す
る
こ

ム
が
ス
タ
ー
ト
し
て
次
の
商
に
行
く
と
…
と
も
あ
る
ん
で
す
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が

い
う
流
れ
、
ゲ
ー
ム
を
や

っ
て
い
る
と
…
す
ご
く
難
し
い
。
か
え
っ
て
B
G
M
は

…
き
の
ノ
リ
を
大
事
に
し
よ
う
と
思
っ
て
日
の

っ
ペ
り
と
作
っ
た
ほ
う
が
、
す
ご
く

い
た
ん
で
す
。
ウ
チ
の
会
社
は
外
注
で
…
よ
く
な
る
と
き
も
あ
り
ま
す
」

…
作
曲
家
を
雇
う
と
い
う
こ
と
を
ほ
と
ん

…
「
固
音
は
俳
句
だ
ね
」
に

ど
し
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
サ
ウ

…
我
が
意
を
得
た
！

ン
ド
で
ゲ
l
ム
の
流
れ
を
演
出
し
よ
う

…
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
か
ら
な
ん
だ
と
…
昔
と
い
ま
の
両
方
を
知
る
小
沢
に
と

…
思
う
ん
で
す
。
隣
に
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が
…

っ
て
、
ゲ
l
ム
音
楽
は
ど
う
定
義
づ
け

…
座
っ
て
い
て
、
常
に
ゲ
l
ム
が
あ
る
と
…
ら
れ
て
い
る
の
・た
ろ
う
か
。

00 
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「
よ
く
映
画
音
楽
と
比
較
さ
れ
る
じ

ゃ
な
い
で
す
か
、
ゲ
ー
ム
音
楽
の
未
来

っ
て
。
映
画
の
場
合
は
与
え
ら
れ
る
も

の
を
受
け
止
め
れ
ば
い
い
ん
だ
け
れ
ど

も
、
ゲ
ー
ム
は
体
を
動
か
さ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
そ
こ
が

ち
が
う
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
て
。
映

画
で
は
、
見
終
わ
っ
た
と
き
に
ど
こ
に

ど
ん
な

S
Eが
使
わ
れ
て
い
た
の
か
が

わ
か
ら
な
い
く
ら
い
’自然
な
音
が
い
い

と
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
｜
｜
全
然

合
わ
な
い
唄
が
最
後
に
メ
イ
ン
テ
l
マ

で
流
れ
た
り
は
し
ま
す
け
ど
ね
（
笑
）
、

…
ゲ
1
ム
の
場
合
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
ア
ク
…

っ
て
言
わ
れ
ち
ゃ
う
（
笑
）
。
で
も
、

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
わ
け
だ
か
ら
、
浮
き

…
や
っ
ぱ
り
四
音
に
は
四
音
な
り
の
魅
力

…
上
が

っ
て
で
も
訴
え
る
も
の
が
な
い
と

…
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
な
ん
で
も
で

い
け
な
い
な
、
と
感
じ
る
ん
で
す
。

…
き
る
な
か
で
表
現
し
な
さ
い
と
い
う
の

今
後
は
媒
体
が
D
V
D
に
な
る
と
い

…
と
、
四
音
だ
け
で
表
現
し
な
さ
い
と
い

…
う
こ
と
で
サ
ラ
ウ
ン
ド
の
研
究
・
も
し
て
…
う
の
で
は
：
：
：
い
い
曲
は
四
音
で
も
い

る
ん
で
す
け
ど
、
聴
き
手
の
場
所
に
よ
…
い
曲
な
わ
け
で
。
同
僚
が

『四
音
で
作

っ
て
聴
こ
え
方
が
全
く
変
わ
っ
て
し
ま
…
る
の
は
俳
句
み
た
い
だ
ね
』
っ

て
言
つ

っ
た
り
と
か
、
耳
の
形
の
違
い
で
も
っ

…
た
ん
で
す
け
ど
、
ま
さ
に
そ
う
だ
な
と

て
、
み
ん
な
ち
が
う
方
を
向
い
て
音
に

…

思

っ
て
。
五
七
五
で
作
る
か
ら
劣
っ
て

…
反
応
し
て
た
り
し
ま
す
か
ら
ね
、
も
う
…
い
る
の
か
と
い
う
と
全
然
そ
う
で
は
な

…
ち
ょ

っ
と
研
究
が
進
ま
な
い
と
難
し
い
…
い
で
す
よ
ね
。
俳
句
の
世
界
つ
で
あ
り

と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

…
ま
す
よ
ね
、
同
じ
よ
う
に
四
音
の
曲
に

で
も
、

音
づ
く
り
そ
…
だ

っ
て
世
界
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
は
あ

の
も
の
は
簡
単
に
な
っ

…
る
、
そ
こ
を
み
ん
な
が
膨
ら
ま
せ
て
感

て
ま
す
ね
。
パ
ソ
コ
ン
…
じ
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
思
う
ん
で
す
」

を
知
ら
な
く
て
も
シ
ン

…
’町
Z
S
E－p
－B
F』
弘
』

セ
と
シ
ー
ケ
ン
サ
l
さ
・

1
4
l
l
－－・

4
・1

4
1
4

…
個
性
の
自
責

え
使
え
れ
ば
大
丈
夫
だ
H

か
ら
。
そ
の
せ
い
か
ど
…
最
後
に
、
い
わ
ゆ
る
音
ゲ
l
に
つ
い

う
か
、
最
近
は
C
D
の
…
て
ど
う
思
う
か
を
訊
ね
た
。

ゲ
ー
ム
の
ほ
う
が
人
気

…

「
い
い
な
、
と
思
っ
た
の
は
『
パ
ラ

あ
る
ん
で
す
よ
、
サ
ウ
…

ッ
パ

ラ
ッ
パ

l
』
で
す
ね
。
グ
l
ム
も

ン
ド
担
当
者
の
募
集
な
…
お
も
し
ろ
っ
か
た
け
ど
、
あ
ら
か
じ
め

ん
か
見
て
も
。
『プ

レ
…

3
つ
の
曲
を
同
時
に
再
生
し
て
、
演
奏

イ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
り
…
の
上
手
下
手
に
よ
っ
て
そ
れ
を
切
り
替

ま
す
l

：
：
：
え
？
…
え
て
い
く
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
に
感
心

ス
ワ
ン
で
す
か
仔
』
…
し
ま
し
た
。
自
分
も
こ
の
技
術
は
使
つ

・・・・テレビゲーム温故知新

raのヲロノア』ではPS版だけでなくws版の音量臨も担当した。

「プ7な環境で音楽を作るのも結構楽しくて好意なんですJ

…
て
い
ま
す
が
、
や
ら
れ
た
っ
て
思
い
ま

…
し
た
。

新
し
い
世
代
の
人
に
負
け
な
い
よ
う

…
に
何
か
し
て
い
る
か
、聞
か
れ
る
け
ど
、

…
別
に
何
も
し
て
い
な
い
ん
で
す
ね
、
こ

…
れ
が
。常
に
新
し
い
人
は
出
て
く
る
し
、

…ゲ
l
ム
音
楽
も
新
し
い
セ
ン
ス
が
必
要

…
で
す
。
だ
か
ら
い
つ
も
『
負
け
ち
ゃ
っ

…
て
も
い
い
の
」
っ
て
答
え
ま
す
。」

そ
う
思
え
る
裏
に
は
、
新
旧
差
を
趨

…
え
た
個
性
へ
の
自
負
が
あ
る
よ
う
だ
。

「
『
風
の
ク
ロ
ノ
ア
』
の
サ
ウ
ン
ド

…
は
何
人
か
で
作

っ
て
い
る
ん
で
す
け

…ど
、
ゲ
ー
ム
を
プ
レ
イ
し
た
人
が
、
小

…
沢
さ
ん
が
入

っ
て
い
る
の
か
と
思
っ
て

…
ス
タ
y

フ
ロ
ー
ル
を
見
た
ら
や
っ
ぱ
り

…あ
っ
た
、
な
ん
で
い
う
書
き
込
み
を
ネ

…ッ
ト
で
し
て
い
て
。
で
、
そ
の
人
は
本

…当
に
私
の
や

っ
て
る
幽
を
当
て
て
い
た

…
ん
で
す
よ
。
こ
れ
が
合
つ
て
な
か

っ
た

…ら

「何
言
っ
て
や
ん
で
え』

と
い
う
こ

…と
に
な
る
ん
で
す
け
ど
ね
。
私
の
作
っ

…
て
る
こ
の
音
が
懐
か
し
い
と
か
言
わ
れ

…て
。
ば
れ
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら

…
：
：
：
結
局
変
わ
っ
て
な
い
ん
で
す
。
芸

…
風
は
変
わ
ら
な
い
。
小
沢
節
は
小
沢
節

…
と
い
う
か
（
笑
こ

（
聞
き
手
・
構
成
／
後
藤
勝
）

．．．【邑とう・宮古る】特にゲーム世’聾んでて思うんですけど...プロ7ィールって寄付ぱ書〈悟ど制撤異いですよねえ．ヘンなペンネームとかてめ
えの『曹ょうの出来事」院まされてもおもしろかねーんだよ． 世•1：ヒ ッポンで・損、ハイパーでライターを経・ーした婁在白人物， 1町O年東京生まれ．直E



ゲームすウンド考( 

嗣
凶
問
問
間
関
嗣
回
回
開
聞
開
閉
間
同
同
開
閉
悶
凶

直司

ハ
ー
ド
が
進
化
す
る
一
方
で
サ
ウ
ン
ド
面
の
進
化
が
お
ろ
そ
か
に
は
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
体
感
す
る
音
楽
」
の
魅
力
を
任
天
堂
ゲ
l
ム
で
振
り
返
る
。

体
感
す
る
音
義
の
獲
し
さ

が
滅
っ

τい
る
昨
今

ゲ
ー
ム
音
楽
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
同

様
、
ハ
ー
ド
の
進
化
に
よ
っ
て
大
き
な

進
歩
を
遂
げ
て
き
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
質
は
上
が
る
ど
こ
ろ
か
下
が

っ
て
い
る
気
が
す
る
。

フ
ァ
ミ
コ
ン
時
代
の

P
S
G音
源
か

ら、

F
M音
源
を
経
て
、
ス
ー
パ
ー
フ

ァ
ミ
コ
ン
の

P
C
M音
源
で
は
、
自
然

界
の
音
を
直
接
取
り
込
ん
で
再
現
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
弟
切
草
』
で
鳴

っ
た
稲
妻
に
篤
い
た
人
も
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て

P
S、
S
S

の
登
場
で
C
D
R
O
M
の
生
音
が
使

え
る
よ
う
に
な
る
と
、

一
般
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
が
音
楽
制
作
に
加
わ
る
例
も
格

段
に
増
え
た
。

だ
が
、
そ
の

一
方
で
「
イ
ン
タ
ラ
ク

のついラ：しラテ
シてくク j てスイ
ユいにエ」く 』プ
lく 従 王 と るでな
ア R つ』い際敵サ
イ戸てで弓のがウ
三品、ダ半「逆ン
夕、オノ音ドスド
を「クンのノ
しォタヨ連デロ
なト l ン詰ン l
がップを芯ドル 『
らキが降＼ンてギ
即？下り 『デ攻ヤ
興 ιがてドン撃プ

音
楽
を
演
奏
し
て
い
く
楽
し
さ
：
：
：
こ

う
し
た
ゲ
l
ム
性
と
結
び
つ
い
た
音
楽

の
演
出
は
、
逆
に
薄
ま
っ
て
は
い
な
い

だ
ろ
う
か
。
ゲ
ー
ム
と
音
の
融
合
は
、

な
に
も
「
音
ゲ
l
」
の
専
売
特
許
で
は

な
い
の
に
。

こ
う
し
た
中
で
、

一
貫
し
て
「
体
感

す
る
音
楽
」
を
守
り
通
し
て
い
る
の
が
、

任
天
堂
の
サ
ウ
ン
ド
制
作
だ
。

フ
ァ
ミ
コ
ン
の
『
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ

た
…

l
』
冒
頭
の
B
G
Mを
覚
え
て
い
る
だ

’レ

H

f

…
ろ
う
か
。
「
チ
ャ
チ
ャ
ッ
チ
ャ
ッ
チ
ャ

，
．
 

浩
…
チ
ャ
ッ
チ
ヤ

y
”ウ
l
！
”
」
と
い
う
、

1

・

肌
…
あ
の
フ
レ
ー
ズ
だ
。
之
の
「
ウ

l
！」

川
…
と
い
う
部
分
、
改
め
て
フ
ァ
ミ
コ
ン
を

－

－

 

山
町
…
遊
ん
で
聞
き
直
し
て
み
る
と
、
確
か
に

日

…
メ
ロ
デ
ィ
の
裏
で
リ
ズ
ム
を
刻
ん
で
い

M

…
る
も
の
の
、

実
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
音

航

…
で
は
な
い
。
む
し
ろ
ユ
ー
ザ
ー
が
そ
の

田

…
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
A
ボ
タ
ン
を

押
し
、
「
ト
ウ
ィ
ー
ン
！
」
と
ジ
ャ
ン

プ
音
を
さ
せ
て
い
た
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ

音
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
こ

の
、
思
わ
ず
A
ボ
タ
ン
を
押
さ
せ
て
し

ま
う
音
楽
の
作
り
方
、
こ
こ
に
ゲ
l
ム

音
楽
の
本
質
が
隠
さ
れ
て
は
い
な
い
だ

ろ
う
か
。

こ
の
「
体
感
す
る
音
楽
」
は
N
M明
で

弱
ま
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
強
ま
っ
て

い
る
。
『
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
臼
」
冒
頭
、

3
D
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
マ
リ
オ
の
鼻
を
引

っ
張
っ
た
り
、
顔
を
ゆ
が
ま
せ
た
り
、

ぐ
り
ぐ
り
と
悪
戯
で
き
る
デ
モ
が
あ

る
。
こ
の
時
、
マ
リ
オ
の
顔
だ
け
で
な

く
、
音
楽
に
も
注
目
し
て
欲
し
い
。
映

像
同
様
、
音
楽
も
楽
し
げ
だ
。

…
膏
療
だ
っ

τ触
っ
た
り
つ

…
ね
っ
た
り
で
き
る
？

『
ゼ
ル
ダ
の
伝
説

時
の
オ
カ
リ
ナ
』



．．．．テレビゲーム温披知新

Q
1
一
セ
ル
タ
の
伝
説
時
の
オ

カ
リ
ナ
の
音
楽
コ
ン
セ
プ
ト
と
苦

心
さ
れ
た
占
…
を
教
え
て
下
さ
い

A
1
一

今
回
の
セ
ル
タ
の
タ
イ

ト
ル
に
オ
カ
リ
ナ
と
い
う
言
葉
か
入

っ
た
と
き
に
、
オ
カ
リ
ナ
の
メ
ロ
デ

ィ
を
一
本
の
幹
と
し
て
音
楽
を
構
成

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た

オ
カ
リ
ナ
の
音
程
を
5
音
と
し
た
こ

と
、
党
え
や
す
い
よ
う
に

3
音
の
繰

り
返
し
に
し
た
り
、
そ
れ
を
モ
チ
ー

フ
と
し
て
関
連
さ
せ
た
場
面
の

B
G

M
を
作
る
、
ホ
レ
口
、
セ
レ
ナ
｜
テ

な
と
の
、
ン
ャ
ン
ル
に
沿
っ
た
幽
を
作

る
等
、
た
く
さ
ん
の
メ
口
テ
ィ
を
わ

か
り
や
す
く
、
ま
た
同
じ
よ
う
な
物

に
な
ら
な
い
よ
う
区
別
さ
せ
る
の
に

苦
労
し
ま
し
た

Q
2
一
ケ
｜
ム
音
楽
の
現
状
に
つ
い

て
お
感
じ
に
な
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
そ
れ
が
セ
ル
タ
j

で
と
う

生
か
さ
れ
て
い
る
か
、
教
え
て
下
さ

－－
w
 

A

2
一
ケ
ー
ム
音
楽
は
他
の
ジ
ャ
ン

ル
の
音
楽
と
違
い
、
ゲ
ム
を
よ
り

楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
B
G
M
と

い
う
役
割
に
加
え
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ

ィ
ブ
な
こ
と
か
で
き
る
と
い

っ
た
点

か
特
徴
た
と
思
い
ま
す
簡
単
な
例

て
言
え
は
、
残
り
タ
イ
ム
か
少
な
く

な
っ
た
と
き
に
音
楽
の
テ
ン
。ホ
を
速

く
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
で
す

セ
ル
タ
の
伝
説
時
の
オ
カ
リ
ナ

で
は
、
一
番
中
心
と
な
る
ハ
イ
ラ
ル

平
原
の
幽
で
、

－
幽
の
中
の
縞
成
か
、

プ
レ
イ
す
る
度
に
違
っ
た
展
開
に
な

る
よ
う
に
し
ま
し
た
ま
た
そ
の
1

幽
の
中
で
リ
ン
ク
（
プ
レ
イ
ヤ
ー
）

か
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
時
に
は
ゆ
っ

た
り
と
し
た
幽
調
に
変
わ
り
、
軸
酬
が

近
つ
い
た
時
に
は
緊
張
感
の
あ
る
曲

調
に
変
わ
り
ま
す
プ
レ
イ
時
間
も

長
く
な
る
の
で
、
い
か
に
飽
き
か
来

す
楽
し
め
る
か
、
ま
た
ケ
ー
ム
に
合

わ
せ
て
変
化
す
る
音
楽
を
考
え
ま
し

たこ
れ
か
ら
も
、
そ
の
ゲ
ー
ム
に
合
わ

せ
た
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
音
楽
の

ア
イ
テ
ィ
ア
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す

に
至
つ
て
は
、
こ
の
仕
掛
け
が
さ
ら
に

顕
著
だ
。
と
の
ゲ
l
ム
、
タ
イ
ト
ル
に

「
時
の
オ
カ
リ
ナ
」
と
入
っ
て
る
だ
け

あ
っ
て
、
ゲ
ー
ム
の
半
分
く
ら
い
は
音

楽
ネ
タ
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
く
ら

い
、
音
楽
を
使
っ
た
遊
び
の
仕
掛
け
に

…
あ
ふ
れ
で
い
る
。
ゲ
l
ム
中
の
オ
カ
リ

ナ
で
演
奏
で
き
る
、

5
音
で
構
成
さ
れ

る
短
い
フ
レ
ー
ズ
の
曲
目
。
こ
れ
ら
は

大
仰
に
な
る
こ
と
な
く
、
プ
レ
イ
ヤ
ー

を
優
し
く
ゼ
ル
ダ
の
世
界
に
誘
う
。

さ
ら
に
、

B
G
M
に
引
か
れ
て
進
ん

で
い
く
と
迷
路
を
突
破
で
き
た
り
、
ダ

ン
ジ
ョ
ン
の
中
で
か
す
か
に
聞
こ
え
て

く
る
音
楽
に
引
か
れ
て
進
ん
で
い
く
と

秘
密
の
通
路
が
見
つ
か
っ
た
り
、
お
姫

様
を
抱
え
て
放
り
投
げ
た
と
き
に
発
す

る
悲
鳴
が
と
て
も
可
愛
ら
し
か

っ
た

り
、
そ
も
そ
も
オ
カ
リ
ナ
で
音
楽
を
演

奏
す
る
こ
と
自
体
が
楽
し
か
っ
た
り

と
、
『
ゼ
ル
ダ
の
伝
説
i
』
の
音
楽
は
、

手
触
り
感
覚
に
満
ち
て
い
る
。
映
像
と

同
じ
よ
う
に
、
音
楽
だ
っ
て
触
っ
た
り

つ
ね
っ
た
り
で
き
る
は
ず
な
の
だ
。

私
た
ち
は
音
楽
と
い
う
と
、
学
校
教

育
の
影
響
か
ら
か
、
つ
い
五
線
譜
を
思

い
浮
か
べ
て
し
ま
う
。
無
意
識
の
う
ち

に
音
符
が
左
か
ら
右
に
、
上
か
ら
下
に

流
れ
て
い
く
も
の
だ
と
思
い
こ
ん
で
し

ま
で
つ
。

だ
け
ど
、
思
い
を
手
紙
に
記
し
た
時

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
気
持
ち
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ

と
こ
ぼ
れ
落
ち
る
こ
と
が
あ
る
の
と
同

じ
よ
う
に
、
五
線
譜
に
か
け
な
い
音
、

体
感
す
る
音
の
方
が
重
要
だ
っ
た
り
す

け
…
る
こ
と
が
多
い
。
任
天
堂
の
ゲ
l
ム
を

同
…
遊
ぶ
と
、
そ
う
感
じ
る
の
だ
。（
編
集
者
）

吹

日
もマ

…

－
ア
日

の点市

川

…

で
…

ナヵ＋
q

H
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今
後
も
子
供
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
月

よ
う
な
ゲ
l
ム
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
－

…
「
ゲ
l
ム
の
面
白
さ
と
い
う
も
の
は
、
…
ね
。
そ
う
な
る
と
小
学
校
中
学
年
ぐ
ら
…
プ
と
シ
ョ

ッ
ト
と
レ
パ
l
左
右
だ
け
で

平
供
た
虫
長
蘭
単
に
遊
べ
る

…
変
わ
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
つ
…
い
に
な
ら
な
い
と
遊
べ
な
い
。
そ
れ
以
…
遊
べ
る
ゲ
l
ム
で
す
か
ら
、
適
当
に
や

そ
れ
が
置
要
な
ん
で
す

…
た
わ
け
で
す
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
ど
は
…
下
の
子
供
た
ち
に
は
厳
し
い
ん
で
す
。
…
っ
て
で
も
先
に
進
め
る
ん
で
す
ね
。
そ

ま
ず
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
版
の

『
ロ
ッ
ク
…
大
幅
に
見
劣
り
し
ま
す
が
、
面
白
さ
の
…
そ
れ
に
比
べ

「
ロ
y

ク
マ
ン
」
シ
リ
l

…
う
し
た
「子
供
た
ち
が
簡
単
に
出
来
る
」

マ
ン
」
を
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
移
…
部
分
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
…
ズ
は
2
D
で
す
し
、
基
本
的
に
ジ
ャ
ン
…
っ
て
い
う
部
分
が
実
は
重
要
な
ん
じ
ゃ

植
し
た
経
緯
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
二

…
い
か
と
。
そ
れ
を
感
じ
た
時
に

「昔
の
…

－
樗
…
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

年
前
に

『
ロ
ッ
ク
マ
ン
」
発
売
十
周
年
三
ロ

ッ
ク
マ
ン
』
を
現
行
ハ
ー
ド
で
動
…

一
三

ア

Z
5
7ム

に
は

を
記
念
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
た
ん
…
か
し
た
い
」
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

…

一
け

よ
丞
も
こ
だ
わ
っ
て
い
き
た
い

で
す
。
そ
こ
で
フ
ァ
ミ
コ
ン
版
の

『
ロ
…
で
す
か
ら
P
S版
は
、
以
前
に
シ

リ

…

一

口

ッ
ク
マ
ン』

を
展
示
し
た
ん
で
す
が
、
…

l
ズ
を
プ
レ
イ
さ
れ
て
い
た
ゲ
l
ム
フ
…

一
版

…

個
人
的
に
は
、

今
後
も
ア
ク
シ
ョ
ン

－p
u

・

そ
れ
が
予
想
以
上
に
好
評
だ
っ
た
ん
で
…

ァ
ン
と
、
ま
っ
た
く

『
ロ
ッ
ク
マ
ン
』

…

一

F

…
グ
l
ム
を
作
り
続
け
て
た
い
で
す
ね
。

圃

か

ゆ

H

す
ね
。
『
ロ
ッ
ク
マ
ン
」

の
l
が
出
た
…
を
遊
ん
だ
こ
と
の
な
い
子
供
た
ち
の
両
…

7山

H
Bめ
て
本
格
的
に
遊
ん
だ
テ
レ
ビ
ゲ
l

町

プ

…

4

頃
に
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
よ
う
な
…
方
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
ま
す
。

…

九
一
ノ
…
ム
が

『ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
」
で
し
た
し
、

子
供
た
ち
が
、

一
生
懸
命
プ
レ
イ
し
て
…
最
近
の
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
l
ム
は
3
D
…

拡

仏

…
初
め
て
作
っ
た
ゲ
l
ム
が

『
ロ
ッ
ク
マ

い
た
ん
で
す
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
新
作
…
の
も
の
が
多
い
で
す
が
、

3
D
に

な

る

…

此

H

…
ン
』
で
す
か
ら
、

や
は
り
ア
ク
シ
ョ
ン

見

は

だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
で
、
…
と
ど
う
し
て
も
複
雑
に
な
る
ん
で
す

…

今

真

…

に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

ズマクヨロ
－
こ
の
た
び
フ
ァ
ミ
コ
ン
版

『ロ
ッ
ク
マ
ン
』
シ
リ
ー
ズ
が
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
で
発
売
さ
れ
る
と

ω沼噌，
u

－
今
な
ぜ

『ロ
ッ
ク
マ
ン
」
な
の
か
？
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
稲
船
氏
に
、
自
身
の
ゲ
l
ム
観
な
ど
も
併
せ
て
聞
い
て
み
た
。

ヂ

レ
6
．ゲー

瞳画面

名前まで知らないから主恥「バストアムーブ」、「A陛 AGOGO’J、一連の 『ヤルドラ」シリ
ーズ、nx判なんかを作った人に注目したい。（埼玉県風俗批評）

一区議席
TM都
端
部
閣
議

’

卦

E

N

h

h

h

非
バ
悩
m
l
e
v
j－
u

縁
日
空
、

一
時
，

2
5

岳

H

F

2

予

づ
室
内
－

関

観音の主彊
珪目している若手ヲリ工イターを曹えて下古い．

II 



・・・・テレビゲーム温故知斬

... 

し
か
し
、
昔
の
よ
う
に
た
だ
面
白
い
…
の
作
品
を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。

ア
ク
シ
ョ
ン
を
作
れ
ば
い
い
、
と
い
う
…
正
直
言
う
と
、
「
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
l

状
況
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
も
…
ム
な
ん
て
、
も
う
ダ
メ
だ
」
と
真
剣
に

事
実
で
す
。
今
は
ゲ
1
ム
の
容
量
が
増
…
思
っ
た
時
期
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
ん
な

え
て
、
ゲ
l
ム
性
以
外
の
部
分
で
面
白
…
時
に
僕
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
て
く
れ
た

さ
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
…
の
が
、
近
所
の
ガ
キ
：
：
：
い
や
子
供
た

し
た
か
ら
。
ま
あ
、
そ
れ
は
自
然
な
流
…
ち
で
す
。
ウ
チ
に
小
さ
い
子
供
が
い
る

れ
な
の
か
な
あ
と
も
思
う
ん
で
す
が
、
…
ん
で
、
け
つ
こ
う
近
く
の
子
供
た
ち
が

や
は
り
昔
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
l
ム
を
…
「
『
ロ
ッ
ク

マ
ン
」
や
ら
し
て
l
！」

つ

作
っ
て
き
た
人
間
に
と
っ
て
は
悲
し
い
…
て
遊
び
に
く
る
ん
で
す
。
そ
ん
な
子
供

で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
過
去
の
ア
ク
シ
…
た
ち
が
、

一
生
懸
命
プ
レ
イ
す
る
姿
を

ョ
ン
ゲ

l
ム
の
テ
イ
ス
ト
を
残
し
つ
…
見
て
、
「
ま
だ
ま
だ
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
l
ム

っ
、
今
の
時
代
に
あ
っ
た
新
し
い
作
品
…
を
作
っ
て
い
か
ね
ば
」
と
い
う
思
い
に

を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
…
駆
ら
れ
た
ん
で
す
。
先
に
述
べ
た
十
周

ま
す
。
ま
っ
た
く
新
し
い
ゲ
l
ム
で
遊
…
年
イ
ベ
ン
ト
で
も
そ
う
で
し
た
が
、
や

ん
で
る
ん
だ
け
ど
、
ふ
と
昔
の
ゲ
l
ム
…
は
り
実
際
に
子
供
た
ち
が
楽
し
そ
う
に

の
面
白
さ
を
思
い
出
す
、
と
い
う
感
じ
…
プ
レ
イ
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
大
変

い
＼

…
励
ま
さ
れ
ま
す
ね
。
彼
ら
を
ガ

ッ
カ
リ

さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
良
い
ア
ク
シ
ョ

ン
ゲ
l
ム
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

「
カ
プ
コ
ン
と
い
う
会
社
は
幅
広
い

…
層
に
向
け
て
ゲ
l
ム
を
作
っ
て
る
な
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
も
ら
い
た
…

い
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
低
…

…
年
齢
層
向
け
の
ソ
フ
ト

っ
て
大
事
だ
と

…
思
う
ん
で
す
。
や
は
り
今
後
も
子
供
た

…
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
ゲ
l

ム
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
今
現

…
在

『鬼
武
者
」
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
も
や

っ
て
ま
す
が
、
子
供
向
け
が
出
来
て
こ

そ
大
人
向
け
も
作
れ
る
か
な
と
。
三
上

（
真
司
氏
。
『
バ
イ
オ
』
シ
リ
ー
ズ
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
も
か
つ
て
は

「ア
ラ

ジ
ン
』
と
か
作

っ
て
ま
し
た
か
ら
ね

（笑）
。「

い
ま
ま
で
作
っ
た
作
品
の
中
で
、

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
ゲ
l
ム
は
な
…

…
ん
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
れ
ば
、
や
は

…

り

『
ロ
ッ
ク

マ
ン
』
に
な
る
で
し
ょ
う
…

ね
。
も
う
十
年
以
上
も
作
っ
て
ま
す
か

ら、

「
ロ
ッ
ク
マ
ン
」
シ
リ
ー
ズ
と
共
…

に
成
長
し
て
き
た
と
言
っ

て
も
い
い
で

し
よ
う
ね
。
今
後
も

『
ロ
ッ
ク

マ
ン
』

と
共
に
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（談）

P
S店
『ロ
ヲ
ク
マ
ン
』シ
リ
E
ズ

制刷年
S
幽
同
・
干
の
聞
に
畠
田
売
書
れ
た
フ
ァ

ミ
コ
ン
店
『
ロ
ッ
ク
マ
ン
』
シ
リ
ー
ズ
6

俸
が
、
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
鎌
脅
さ

れ
る
．
－
1
h
w
『
ロ
曹
ク
マ
シ
』
の
岨
胃
年

anga－－
msz鹿
切
り
に
E
m
次
リ
リ
ー

ス
帯
念
．

『
フ
，
ミ
コ
ン
店
の
処
圃
哩
落
ち
ゃ
チ
ラ

ツ
キ
な
ど
も
わ
ざ
わ
ざ
．
震
に
再
現
し
ま

し
た
｛
昔
8
．
6
ち
ろ
ん
処
纏
穣
ち
・
チ
ラ

ツ
キ
晶
惜
し
で
遭
ぷ
宅
1
ド
も
あ
”
ま
す
．

畠－

auシ
リ
ー
ズ
S
本
を
1
敏
に
λ
れ
轟

－－
6
・
り
志
し
た
が
、
『
ロ
ッ
ク
マ
ン
2
』

だ
w
s
z買
う
、
と
い
っ
た
－
a鍵
帽
町
出
来
る

よ
う
に
と
皐
停
で
出
す
ζ
と
に
し
ま
し
た
－

S
た

2
s
o
o円
と
い
う
．
．
 に
つ
い
て

で
す
が
、

1
5
0
0円
に
す
る
よ
う
な
タ

イ
ト
ル
で
健
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
ベ
ス

ト
店
と

m
u－
－
6
・
切
だ
と
考
え
た
か

ら
で
す
』
藷
組
民
・
堕

プ
レ
イ
Z
テ
f
シ
ョ
ン
庖
『
ロ
ッ
ヲ
マ
ン
』
の

E
E
－－ 

ヨE



Qちっぽ付ラルフの大曹蟻j

レ
区
ゲ
ー

ヂ『
あ
く
ま
で
ゲ
ー
ム
と
し
て
の

面
白
さ
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
」
：
・
・
：
『
ち
っ
ぽ
げ

込
め
5
れ
た
制
作
者
の
思
い
と
は

－
「

2
D横
ス
ク
ロ
ー
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
か
け
」
と
冒
わ
れ
た

『ち
っ
ぽ
け
ラ
b

－
こ
の
「
温
故
知
新
」
的
な
作
品
を
制
作
し
た
細
川
ニ
ュ
ー
に
聞
い
た
。

「ち
っ
ぽ
け
ラ
ル
フ
の
大
冒
険
（
以

…

「『ラ
ル
フ
』
の
一

番
大
き
な
コ
ン
…
も
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
…
七

下
ラ
ル
フ
）
』
は
、
昔
な
が
ら
の
ジ
ャ

…
セ
プ
卜
は

『ち
ゃ
ん
と
し
た
ア
ク
シ
ョ
…
し
た
い
ろ
ん
な
ゲ
l
ム
の
？
の
、
こ
れ
…

「

ン
プ
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
l
ム
を
踏
襲
し
た

…
ン
ゲ
｜
ム
を
作
ろ
う
」
で
し
た
」
と
語
…
は
面
白
い
な
』
と
思
っ
た
部
分
を
集
め
…

品川

シ
ン
プ
ル
な
2
D
の
作
品
で
あ
る
。
正
…

る
の
は
、

『ラ
ル
フ
」
の
ゲ
l
ム
デ
ザ
…
た
結
果
、

「ラ
ル
フ
」
の
ゲ
l
ム
シ
ス
…

「ラ
ル
フ
』
に
は
色
漉
く
反
映
さ
れ
て

直
に
言
え
ば
、
や
や
時
代
遅
れ
の
感
が

…
イ
ン

・
メ
イ
ン
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
を
担
当
…
テ
ム
が
出
来
上
が
っ
た
ん
で
す
。
本
当

…
い
る
と
い
う
。

あ
る
ゲ
l
ム
だ
が
、
実
際
に
プ
レ
イ
し
…
し
た
青
柳
龍
太
氏
。

…
に
い
ろ
ん
な
作
品
に
影
響
を
受
け
て
い
…
青
柳
氏
が
ア
ー
ケ
ー
ド
で
ア
ク
シ
ョ

て
み
る
と
、
細
部
に
ま
で
作
り
手
の
こ

…

「『
ラ
ル
フ
』
の
制
作
が
始
ま
っ
た
…
る
ん
で
す
が
、
感
覚
的
に
近
い
の
は
…
ン
ゲ
l
ム
を
プ
レ
イ
し
て
い
た
時
か

だ
わ
り
が
感
じ
ら
れ
る
実
に
小
気
味
良
…
の
は
、
引
年
な
ん
で
す
。
当
時
、
す
で
…
『
ワ
ン
ダ
ー
ボ
l
イ
』
（
注
1
）
で
す
ね
。
…
ら
、
か
な
り
の
時
が
経
過
し
、
ユ
ー
ザ

い
作
品
で
あ
っ
た
。
「
久
し
ぶ
り
に
良
…

に
ジ
ャ
ン
プ
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
l
ム
の
パ
…
ジ
ャ
ン
プ
に
慣
性
が
利
い
て
い
る
部
分
…

l
の
ゲ
l
ム
晴
好
も
大
き
く
変
わ
っ

貨
の
ジ
ャ
ン
プ
ア
ク
シ
ョ
ン
で
遊
ん
だ
…

ヮ
ー
が
落
ち
て
き
て
い
た
ん
で
す
が
、
…
で
す
と
か
。
他
に

『ラ
ス
タ
ン
サ
ー
ガ
』
…
た
。
今
の
市
場
に
合
わ
せ
、
難
易
度
を

な
」
と
い
う
思
い
を
抱
か
さ
れ
た
。

…
そ
こ
で
あ
え
て
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
l
ム
に
…
（
注
2
）
の
よ
う
に
兜
創
り
が
で
き
た
…
下
げ
る
措
置
な
ど
は
取
ら
な
か
っ
た
の

今
回
の
特
集
の
テ
l
マ
「
温
故
知
新
」
…

挑
戦
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。
2
D
の
ア
…
り
。
あ
と
は

『カ
ル
テ
ッ
ト
』
（注
3
）
…
か
と
尋
ね
る
と
：
：
：
。

的
で
も
あ
る
こ
の
作
品
を
制
作
し
た
側

…
ク
シ
ョ
ン
ゲ
l
ム
が
持
っ
て
い
る
良
さ
…
に
非
常
に
影
響
を
受
け
た
ん
で
す
。
見

…
「
難
易
度
に
関
し
て
で
す
が
、
ア
ク

ニュ
l
の
方
々
に
お
話
を
伺
っ
た
。

…

を

、

思

い

つ
き
り
詰
め
込
ん
だ
作
品
に
…
た
自
に
は
感
じ
ら
れ
な
い
で
す
が
、
ス

…
シ
ョ
ン
ゲ
l
ム
っ
て
、
も
と
も
と
人
を

し
よ
う
と
い
う
意
気
込
み
で
し
た
ね
。
…
ピ
l
デ
ィ
！
な
展
開
や
、

パ
タ
ー
ン
作
…
選
ん
で
し
ま
う
部
分
が
あ
る
と
思
う
ん

ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
l
ム
と

一
口
に
言
っ
て
…
り
の
美
し
さ
な
ど
、
非
常
に
意
識
し
ま
…
で
す
。
誰
で
も
遊
べ
る
よ
う
に
し
て
し

観音の主頭
注目している苦手ヲリ工イターを担えて下古い．



ま
う
と
、
ア
ク
シ
ョ
ン
本
来
の
シ
ビ
ア
…
れ
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
本
当
に
面
…
た
。
一

度
ク
リ
ア
し
て
も
、
点
数
を
上

…
た
の
は
、
実
は
ド
ッ
ト
絵
の
制
作
な
ん
川
川
市

な
面
白
さ
が
存
在
し
な
く
な
る
と
い
う
…
白
い
も
の
を
作
ろ
う
と
な
る
と
難
し
…
げ
る
た
め
に
何
度
で
も
プ
レ
イ
で
き
ま
…
で
す
。
普
通
の
会
社
だ
と
マ
ン
パ
ワ
l
↓

円

附

タ

M

V

R

か
。
シ
ビ
ア
な
部
分
を
乗
り
越
え
た
と
…
ぃ
。難
易
度
や
ゲ
l
ム
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、
…
す
し
ね
」
（
山
木
氏
）
…
で
や
っ
ち
ゃ
う
ん
で
し
ょ
う
け
ど
、
同
刈
相

こ
ろ
に
あ
る
快
感
を
追
求
し
た
か
っ
た
…
か
な
り
微
妙
な
部
分
ま
で
し
っ
か
り
作
…
ま
た
、
「
こ
だ
わ
り
に
関
し
て
い
え
…
我
々
は
少
人
数
な
の
で
、
と
に
か
く
大
山

川
町

の
で
、
そ
の
線
は
ど
う
し
て
も
譲
れ
な
…
ら
な
い
と
い
け
な
い
で
す
か
ら
ね
。
最
…
ぱ
、
『
2

D
ゲ
i
ム
』
と
い
う
部
分
に
…
変
で
し
た
。
ウ
チ
の
よ
う
な
小
さ
い
会

U

F

附

か
っ
た
で
す
ね
」
…
初
は
誰
で
も
遊
べ
る
ぐ
ら
い
簡
単
で
、
…
も
相
当
こ
だ
わ
り
ま
し
た
」
と
山
木
氏
…
社
で
は
作
つ
て
は
い
け
な
か
っ
た
の
で
帥
淵

U

れ

w

”

と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
グ
1

…
遊
び
な
が
ら
テ
ク
ニ

ッ
ク
な
ど
を
覚
え

…
は
諮
る
。

…
は
、
と
も
恩
っ
て
ま
す
。
そ
う
い
う
怠
桝
相
側

支

場

合

6

ム
作
り
に
対
し
妥
協
を
許
さ
な
い
、
職
…
て
上
達
し
て
い
っ
て
、
最
後
ま
で
進
む
…
「
ゲ
l
ム
性
に
合
っ
た
表
現
方
法
が
…
昧
で
『
ラ
ル
フ
」
は
、
私
た
ち
に
と
っ
枇
古
川

人
の
よ
う
な
気
概
が
青
柳
氏
か
ら
は
感
…
に
は
そ
れ
な
り
の
知
識
と
テ
ク
ニ

ッ
ク

…
絶
対
に
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

2
D
…
て
は
超
大
作
な
ん
で
す
」
（
青
柳
氏
）
蜘
月
刊

ー

ヨ

ー

じ
ら
れ
た
。

…
が
必
要
に
な
る
、
と
い
う
ス
ム
ー
ズ
な

…
で
あ
る
べ
き
ゲ
｜
ム
を
3
D
で
出
す
必
…

点
数
稼
ぎ
、
そ
し
て
2
D。
昔
な
が
比
例
肌

続
い
て
、

『ラ
ル
フ
」
の
プ
ロ
デ
ユ
…
流
れ
が
で
き
る
よ
う
気
を
付
け
て
作
り
…
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
2
D
で
し
か
…
ら
の
ゲ
l
ム
の
良
さ
に
こ
だ
わ
っ
た
結
ト
叩
欄

ン

λ

・

l
サ
ー
で
あ
る
山
木
勝
義
氏
に
お
話
を
…
ま
し
た
」

…
味
わ
え
な
い
感
覚
や
面
白
さ
が
あ
り
ま
…
果
が
、
「
古
く
さ
い
」
の
一
言
で
片
づ

河
川

可

ク

に

h

，

伺
っ
た
。
山
木
氏
も
や
は
り
ア
ク
シ
ョ
…
ま
た
、
『
ラ
ル
フ
』
を
プ
レ
イ
し
て
…
す
よ
ね
。
例
え
ば
1
ド
ッ
ト
単
位
の
微
…
け
ら
れ
て
し
ま
う
の
は
、
制
作
者
に
と
岬

m
u

ベ

e
シ

ン
ゲ
l
ム
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
…
感
じ
る
の
は
、
非
常
に
「
点
数
稼
ぎ
を
…
妙
な
と
こ
ろ
で
行
け
る
か
行
け
な
い
か
…

っ
て
非
常
に
心
外
だ
ろ
う
。
青
柳
氏
の
舟
刑
判

り
が
あ
っ
た
と
い
う
。

…
意
識
し
た
作
り
」
を
し
て
い
る
こ
と
だ
。
…
と
い
う
部
分
。
そ
う
い
う
2
D
な
ら
で
…

「超
大
作
な
ん
で
す
」
と
い
う
言
葉
に
山
町
職

J
1

作，
，．

「
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
l
ム
は
簡
単
に
作
…

点
数
を
態
つ
ゲ
1
ム
は
、
最
近
で
は
ア

…
は
の
面
白
さ
を
追
求
し
ま
し
た
」
（
山
…
は
、
そ
う
し
た
風
潮
へ
の
反
発
が
こ
め
川
和
肝

…
l
ケ
l
ド

で

も

あ

ま

り

見

か

け

な

く

な

…

木

氏

）

…

ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
え
た
。

シ
ド
岬

っ
た
と
い
う
の
に
、
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ゲ
…

「
と
こ
ろ
が
」
と
青
柳
氏
、
「
2

D
…
面
白
い
か
ら
こ
そ

ト
・ド
ド

ー
ム
で
こ
こ
ま
で
点
数
稼
ぎ
に
こ
だ
わ

…
の
ゲ
l
ム
と
い
う
だ
け
で
、
古
く
さ

…
ゲ
ー
ム
な
ん
だ

か川げト

っ
た
理
由
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。

…
と
思
わ
れ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
2
D
は

H

d

作
イ

ア

可
制
タ

／

「
『点
数
を
競
う
』
と
い
う
の
は
あ
…

2

D
で
手
間
や
技
術
が
必
要
な
ん
で
…
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
過
多
の
ゲ
l
ム
が
市
船
彰
一
吋

曜
－
R
7

’

l

・

蜘
…
る
怠
味
ゲ
l
ム
の
基
本
で
す
よ
ね
。
点

…

す
。
今
と
な
っ
て
は
も
う
験
人
芸
で
す
…
場
に
溢
れ
る
昨
今
、
普
な
が
ら
の
ゲ
l

品
川
叫

．
 

川
…
数
を
ど
ん
ど
ん
上
げ
て
い
く
気
持
ち
良
…
か
ら
ね
。
で
も
そ
う
し
た
部
分
は
な
か
…
ム
性
重
視
の
作
品
を
リ
リ
ー
ス
す
る
こ

424十
作

咋

止

・

．

．

 

i

－
吋
シ

・
ッ
だ

ι
…
さ
と
い
う
の
は
北
聞
か
ら
変
わ
ら
な
い
と
…
な
か
理
解
さ
れ
な
い
。
『何
で
3

D
じ
…
と
に
鴻
路
は
な
か
っ
た
の
か
？
一
バ
万
円
吋
剛
一

ワ
’
－一
与
カ
町

民
…
思
う
ん
で
す
。
最
近
で
は
ア
ー
ケ
ー
ド
…
ゃ
な
い
の
7

2

D
な
ん
て
手
抜
き
だ
…
「
や
は
り
ゲ
l
ム
は
ゲ
l
ム
性
あ
っ

1
川1
酎『刊

1

2

膨
3
ツ

蹴
…
ゲ
i
ム
で
も
点
数
を
暫
つ
グ
l
ム
が
少
…
よ
ね
」
と
ま
で
言
わ
れ
ち
ゃ
‘
っ
。
悲
し
…
て
こ
そ
、
で
す
か
ら
」
と
青
柳
氏
。

注
宮
司
？

”
…
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
…
い
で
す
ね
」
と
苦
笑
す
る
。

…

「
ゲ
｜
ム
の
表
現
力
が
広
が
っ
て
、

左
…
あ
え
て
そ
の
部
分
に
こ
だ
わ
り
ま
し

…

「
こ
の
作
品
で

一
番
時
聞
が
か
か
っ

…
各
メ
ー
カ
ー
が
い
ろ
ん
な
方
向
性
を
白

l¥ 〆？で下
、写＼；＼
、，ー w

Ulr °＇~.~－ ＼喝容ゐ
Eヨ圃

ヨE



指
す
の
は
、
そ
れ
は
そ
れ
で
良
い
こ
と
…
は
非
常
に
問
題
提
起
的
な
ソ
フ
ト
だ
と
…
で
す
よ
」

だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
本
当
に
大
事
…
思
い
ま
す
」
（
青
柳
氏
）
…
ニ
ュ
！
と
い
え
ば
思
い
出
さ
れ
る
の

な

と

こ

ろ

を

忘

れ

ず

に

作

っ

て

欲

し

日

…

が

『
ボ
ク
サ
ー
ズ
ロ

l
ド
』
。
明
年
に

…
他
と
同
じ
こ
と
を
や
る
な
ら

い
、
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
ね
。
そ

れ

・

…

発

売

さ

れ

た

こ

の

作

品

は

、

3
Dな
ら

…
ニ
ュ
ー
は
必
要
な
い

は、

『ゲ
1
ム
は
、

面

白

い

か

ら

こ

そ

日

…

で

は

の
ス
ポ
ー
ツ
ゲ
l
ム
と
し
て
ス
マ

ゲ
｜
ム
な
ん
だ
』
と
い
う
こ
と
で
す
。

…

「
普
通
の
会
社
だ
っ
た
ら
、
『
ラ
ル
…

ッ
シ

ュ
ヒ

ッ
ト
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た

ソ
フ
ト
と
ユ
ー
ザ
ー
と
の
駆
け
引
き

…
フ
」
の
よ
う
に

一
つ
の
作
品
を
と
ん
な
…
ヒ

ッ
ト
作
が
出
れ
ば
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

か
ら
生
ま
れ
る
面
白
さ
、
つ
ま
り
ゲ
｜
…
に
長
く
作
り
こ
む
こ
と
は
出
来
な
い
で
…

ッ
プ
版
や
続
編
な
ど
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ

ム
性
で
す
ね
。
こ
の
部
分
を
し
っ
か
り
…
し
よ
う
。
や
は
り
社
長
で
あ
る
成
島
が
…
る
の
が
ゲ
l
ム
業
界
の
通
例
の
よ
う
に

作
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
…
寛
大
だ
っ
た
か
ら
出
来
た
と
思
い
ま
…
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
ニ
ュ
！

な
い
か
と
個
人
的
に
考
え
て
い
ま
す
。
…
す
」

…

が

「

ボ

ク

サ

ー
ズ
ロ
l
ド
2
」
を
出
す

も
ち
ろ
ん
環
境
ソ
フ
ト
的
な
作
品
が
あ

…

と
青
柳
氏
は
言
っ
て
、
横
に
座
っ
て
…
こ
と
は
な
か
っ
た
。

つ
で
も
い
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
皆

H

い
た
人
物
に
目
を
や
っ
た
。
成
島
康
之

…

「
「
ボ
ク
サ
ー
ズ
ロ
l
ド
2
」
を
出

が
皆
そ
の
方
向
に
進
む
の
は
、
非
常
に
…
氏
。
側
ニ
ュ

1
の
代
表
取
締
役
社
長
で
…
さ
な
か
っ
た
理
由
で
す
か
？
『
ラ
ル

危
険
な
こ
と
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
…
あ
る
。
氏
の
決
断
が
な
け
れ
ば

『ラ
ル
…
フ
』
を
作
っ
て
い
た
か
ら
で
す
」

か
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、

『ラ
ル
フ
』
…
フ
」
は
世
に
出
な
か
っ
た
。
青
柳
氏
を

…

成

島
氏
は
諮
る
。

…
始
め
と
す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
の
思
…
「
い
や
、

他
の
会
社
の
方
か
ら
散
々

い
を
、
氏
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
…
言
わ
れ
ま
し
た
よ
。
『
な
ん
で
統
編
を

の
か
。

…
出
さ
な
い
ん
だ
。
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
問

「他
の
会
社
で
や
っ
て
い
る
こ
と
と
…
違
っ
て
い
る
』
で
す
と
か
。
今
、
ゲ
－

出
…

同
じ
こ
と
を
や
る
ん
だ
っ
た
ら
、
ニ
ユ
…
ム
制
作
に
は
億
単
位
の
資
金
が
か
か
り

t
－
 

制
…
！
な
ん
で
い
ら
な
い
で
す
よ
。
他
の
会

…
ま
す
よ
ね
。
そ
う
な
る
と
な
か
な
か
チ

t
－
 

J
J

…
社
に
入
っ
て
働
け
ば
い
い
ん
で
す
か
…
ャ
レ
ン
ジ
が
出
来
な
く
な
っ
て
、
つ
い

．，． 惟
…

ら
。
わ
ざ
わ
ざ
会
社
を
作
っ
て
や
る
ん

…
つ
い
続
編
や
売
れ
線
も
の
に
走
っ
て
し

1

・

瑚
…
な
ら
、
独
自
の
カ
ラ
ー
を
出
さ
な
け
れ
…
ま
う
。
そ
れ
で
は
ゲ
1
ム
の
幅
が
狭
く

l

・

川
崎
…
ば
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
寛
大
と
…
な
っ
て
し
ま
う
と
思
う
ん
で
す
」

「
…
か
言
わ
れ
ま
す
け
ど
、
独
自
の
カ
ラ
l

…
成
島
氏
が
語
る
よ
う
に
、
今
ゲ
l
ム

昨
…
を
出
す
た
め
に
自
然
と
そ
う
な
っ
た
ん
…
を
作
る
の
は
非
常
に
難
し
い
。
大
手
で

Qちっぽけラルフの大冒険j

…
さ
え
そ
う
な
の
だ
か
ら、

小
さ
い
ソ
フ

ト
メ
ー
カ
ー
は
尚
更
だ
ろ
う
。
そ
う
し

…
た
状
況
で
も
、
ニ
ュ
ー
は
ゲ
l
ム
を
作

…
り
続
け
る
と
い
う
。
そ
の
前
向
き
な
姿

…
勢
の
裏
に
は
、

「ゲ
l
ム
が
好
き
だ
か

…
ら
」
「
面
白
い
ゲ
l
ム
を
作
り
た
い
」

…
と
い
う
、
非
常
に
当
た
り
前
な
、
そ
れ

で
い
て
今
の
時
代
に
は
忘
れ
ら
れ
が
ち

…
な
「
ゲ
l
ム
ク
リ
エ
イ
卜
の
原
点
」
が

…
確
固
と
し
て
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
思

え
た
。

最
後
に
、
成
島
氏
の
コ
メ
ン
ト
を
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

「
正
直
一言っ
て
、
あ
ま
り
商
品
戦
略

…
と
か
考
え
て
い
な
い
ん
で
す
よ
。
ニ
ュ

ー
の
開
発
ラ
イ
ン
は
現
在

一
本
し
か
な

く
て
、考
え
て
も
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。

…
そ
れ
よ
り
良
い
作
品
を
作
っ
て
上
手
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
が
大
事
で
す
ね
。

…
や
は
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
的
な
こ
と
は
経
営

者
に
任
せ
て
、
ク
リ
エ
イ
タ
l
の
人
々

に
は
伸
び
伸
び
と
作
品
を
作
っ
て
欲
し

い
で
す
ね
。
商
品
と
作
品
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
上
手
く
取
っ
て
、
さ
ら
に
独
自
の

カ
ラ
ー
を
出
し
て
い
く
の
が
私
の
理
想

で
す
」

ヨ！］

（
聞
き
手

・
構
成
／
編
集
部
）

若手かどうかわからないけど、田尻智さんと松浦雅也さん。宮本茂さんを超えることができる
でしょうか7 ゆ伺県同副）

臨書面主事
孟目している若手ヲリ工イターを鞄えて下さい．
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…
プ
カ
と
い

っ
た
性
能
か
ら
計
算
し
つ
く

さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
の
仕
掛
け
ひ
と
つ
ひ
日q

d
 

…
と
つ
が
丁
寧
に
作
り
込
ま
れ
て
い
る
。

同

…
そ
の
結
果
、
本
作
品
は
単
な
る
過
去
の

哨

…
作
品
の
模
倣
に
終
わ
っ
て
お
ら
ず
、

ー

…
「ち
っ
ぽ
け
ラ
ル
フ
の
大
冒
険
」
と

い

慨

…
う
独
特
の
作
品
を
形
成
し
て
い
る
の

W
組
幽守

だ

u

’

C
G画
面
や
音
楽
な
ど
、
ゲ
l
ム

の

怖

…
本
質
と
は
ベ
ク
ト
ル
の
慰
問
な
る
点
で
の
げ

「
こ
れ
は
S
F
C
の
ゲ
1
ム
？
」
と
…
に
ゲ
l
ム
が
展
開
し
て
い
く
こ
の
手
の
…
感
覚
な
ど
が
、
非
常
に
小
気
味
良
い
よ
…
作
り
込
み
の
み
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
が
河

恩
わ
せ
る
ほ
ど
の
昔
臭
さ
漂
う
2
D
グ
…
ゲ
l
ム
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
操
作
感
…
う
に
調
整
さ
れ
て
い
る
。
操
作
系
も
、
…
多
く
な
っ
て
き
た
昨
今
、
本
作
品
の
よ
－
ト

ラ
フ
ィ

ッ
ク
が
見
る
者
に
強
烈
な
イ
ン

…
党
の
善
し
悪
し
が
ゲ
l
ム
の
面
白
さ
を

…
方
向
キ

l
＋
2
ボ
タ
ン
と
シ
ン
プ
ル
に
…
う
な
制
作
者
の
気
概
を
感
じ
さ
せ
る
作

何
レ

パ
ク
ト
を
与
え
る
ゲ
1
ム：

・・

『ち
つ

一
決
め
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
u

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
誰
で
も
す

…
口聞
は
、
過
去
の
作
品
へ
の
オ
マ
ー
ジ

ユ

プ

ぽ
け
ラ
ル
フ
の
大
冒
険
』
は
、
「
ス
l
…
ろ
う
。
そ
の
点
、
本
作
品
は
キ
ャ
ラ
ク

…
ぐ
に
操
作
に
馴
染
む
こ
と
が
で
き
る
。
…
と
い
う
位
置
づ
け
以
上
に
、

今
の

作

品

鯛

パ
1
マ
リ
オ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
』
シ
リ
ー
ズ

…
タ
ー
が
移
動
す
る
速
度
や
ジ
ャ
ン
プ
の

…
こ
れ
ら
が
本
作
品
に
「
快
適
さ
」
を
生

…
へ
の
強
烈
な
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
な
っ
て

イ

な

ど

に

代

表

さ

れ

る

、

ジ

ャ

ン

プ

を

駆

…

…

ん

で

い

る

の

だ

。

…
い
る
と
思
う
の
だ
が
、
い
か
が
だ
ろ
う
己

使
し
て
ゴ
1
ル
を
目
指
す
ジ
ャ
ン
プ
ア
…

…
ま
た
、
敵
や
ア
イ
テ
ム
の
配
置
、
マ

…
か
7

．一
．

ク
シ
ョ
ン
系
の
ゲ
l
ム
だ
。

…

…

ッ
プ
の
形
状
な
ど
の
、
ス
テ
ー
ジ
の
構

…

司

る
は

2
・

ル
で
ラ

↓

な
ぜ
、
今
更
こ
ん
な
ゲ
l
ム

を

、

と

…

…

成

要

素

が

非

常

に

良

く

繰

り

込

ま

れ

て

…

一

明
幻

諮

問

－

uu
t

思
わ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し

ゃ

る

か

も

し

…

ふ

…

作

ら

れ

て

い

る

点

に

も
好
感
が
持
て
…
一

叩
プ
ク
牌
相
断

固

／

レ

守
ゎ仇

宥
圃

か

…

T

…

一

様

を

ア
問
の
つ
－
固

め

作

f
h
時
圃

れ

な

い

が

、

本

作

品

は

、

近

年

の

ゲ

l

…

“

…

る

。
敵
の
配
置
や
ア
イ
テ
ム
の
出
現
／

…
E
石
川
一
ご
ぺ
一
時

－

↑

唯一山
畑
問

問
調

日
間
以
い
ほ
れ
わ
れ
吟
き
…
寸
前
い
十
分
一刀

凶
J
u
y
品
一一
五
F
L
政
脇

陣

ジ
ャ
ン
プ
ア
ク
シ
ョ
ン
系
の
ゲ
l
ム
…

恥
…

発
表
さ
れ
た
作
品
で
見
か
け
た
も
の
が
…

F
一角
古

川

ピ
出

E
L
3
2
D
刀型

圃・

で
、
も
っ
と
も
重
要
な
事
柄
が
、
キ
ャ
…

恥
…

多
数
登
場
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
ど
れ
…

o一
向
ト
古
川
町一

E
川
弘

河
内
抱
一作

a

・

ラ
ク
タ
l
の
操
作
感
覚
だ
。
R
P
Gや
…

u
…
も
が
単
に
配
置
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
…

R
一
ト
ヰ

剛

山

国

Z
Z弓
引

S
L
Gと
は

異

な

り

、

リ

ア

ル

タ

イ

ム

…

明

…

な

く

、

主

人

公

の

移

動

速

度

や

ジ
ャ
ン
…

p
一
ド
糊
口
鳩
山

四
品川
ト閉
山
相
川
内

一

割
一

過
去
の
ゲ
ー
ム
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
だ
け
に
終

わ
ら
な
い
、
強
烈
な
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
的
作
晶

四
古
臭
さ
潔
う
2
D
ア
ク
シ
ョ
ン
『ち
っ
ぽ
け
ラ
ル
フ
の
大
冒
険
」
だ
が
、

聞制
作
者
の
意
気
込
み
を
感
じ
さ
せ
る
良
質
の
作
品
だ
っ
た
。



Essa 

R
P
Gと
は
作
り
手
と

プ
レ
イ
ヤ
ー
の
競
作
活
動

．．．．． 
が新
見作
コI( －ー『

事情
散 の
少鹿
な室
副空
発て
者ゆ
で竺
あー民
主主

~r 
2要
？五，、桝
の田

宗室
主混
血．． ，。
つh

I 'J 
周手
つ
4 のlτ 蹟

ecial s 
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
を
樺
震
の
島
に

衰
え
た
ヤ
ツ
も
い
た

R
P
Gと
は
「
ー
に
な
っ
て
遊
ぶ
こ
と
」
。
平
た
く

言
え
ば
、
要
す
る
に
「
i
ご
っ
こ
」
だ
と
僕
は
理
解

し
て
い
る
。

ち
ょ
っ
と
子
供
の
頃
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
。
男

の
子
が
新
聞
を
丸
め
れ
ば
、
そ
こ
に
は
光
り
輝
く
伝

説
の
剣
が
現
れ
た
。
女
の
子
な
ら
ビ
ニ
ー
ル
シ

l
ト

を
広
げ
る
だ
け
で
、
ケ
ー
キ
屋
か
ら
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮

殿
ま
で

一
瞬
で
建
て
る
魔
法
が
使
え
た
は
ず
だ
。

さ
ら
に
そ
こ
で
は
気
の
利
い
た
設
定
を
そ
の
場
で

作
れ
る
ウ
ソ
つ
き
の
子
供
が
人
気
者
だ
っ
た
。
彼
は

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
を
怪
獣
の
島
に
変
え
た
。
足
で
地

面
に
線
を
引
く
だ
け
で
、
最
新
鋭
の
地
球
防
衛
軍
基

地
を
見
せ
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
少
な
く

と
も
そ
の
時
、
そ
こ
に
遊
ぶ
僕
た
ち
に
と
っ
て
は
怪

獣
の
島
も
地
球
防
衛
軍
基
地
も
ホ
ン
モ
ノ
と
し
て
確

うか

れ存

主f
a岳た

正空

審主力、i

あ
る

は
創
造
力
と
白

要B過
去
の

R
P
G、
た
と
え
ば

『ウ
イ
ザ
l
ド
リ
ィ
」

や

『
ロ
l
グ
』。

フ
ァ
ミ
コ
ン
の

『ド
ラ
ク
エ

I
』
あ

た
り
も
そ
ろ
そ
ろ
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
も

い
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ら
は
見
た
目
の
点
で
は

ポ
リ
ゴ
ン
や
ム
ー
ビ
ー
全
盛
の
現
在
の

R
P
G
に
比

べ
明
ら
か
に
劣
る
。
な
に
し
ろ
ダ
ン
ジ
ョ
ン
の
壁
は

2
本
の
線
、
モ
ン
ス
タ
ー
や
自
キ
ャ
ラ
は
「
＠
」
と

か
「
G
」
の
文
字
だ
っ
た
り
し
た
。
も
ち
ろ
ん
世
界

の
す
べ
て
は
モ
ノ
ク
ロ
だ
。

そ
れ
こ
そ
丸
め
た
新
聞
を
伝
説
の
剣
に
変
換
す
る

の
と
同
程
度
の
想
像
力
を
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
要
求
し
た
。

積
極
的
に
イ
メ
ー
ジ
を
補
完
し
な
け
れ
ば
、
そ
こ
に

「
勇
者
ご
っ
こ
」
は
成
立
し
な
か
っ
た

州
出

の
数
だ
け
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
た
と
言
わ
の
は
こ

『

品

一

、

vー

の
た
め
だ
。
当
時
の

R
P
Gは
イ
メ
州
問
主

題

韓

＝

せ
る
た
め
の
お
そ
ま
つ
な
ツ
1
ル
だ
町
た
ほ
脅

m
q

も
い
い
。

司

E
F－
－
白
押

開
－

a

旨
・
園
田
・
・

し
か
し
郷
愁
に
よ
っ
て
記
憶
が
い
く
充
美
－

f
t
f，
邑
悶

れ
℃
い
る
こ
と
を
差
し
引
い
て
も
、
ぞ
れ

8
湯
華
札
阿

遺
物
に
は
今
ど
き
の

R
P
Gよ
り
も
強

w
b
JV抽

ワ
ク
ワ
夕
、
つ
ま
り
冒
険
諌
が
あ
っ
払
計
簿

協
す
。

F

僕
の
中
で
は
た
だ
の

2
本
の
線
は
血
撃
訓
出
n
h留
地

の
壁
に
、
小
さ
な
「
D
」
の
文
字
は
体
長
m
山
内
h

い

ル
の
ド
ラ
ゴ
ン
に
感
じ
ら
れ
た
か
ら
だ
。

・
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
単
純
な
画
面
表
示
は
意
図
さ

れ
た
演
出
で
は
な
い
。
当
時
の
マ
シ
ン
性
能
で
は
や

り
た
く
て
も
そ
れ
以
上
で
き
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と

に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
だ
け
の
こ
と
だ
。

そ
し
て
十
数
年
が
経
過
。
マ
シ
ン
性
能
は
文
字
通

り
の
意
味
で
桁
違
い
に
向
上
し
た
。
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク

も
格
段
に
美
麗
に
な
っ
た
し
、
そ
れ
な
り
の
ス
ト
ー

リ
ー
ま
で
付
い
た
。
た
い
へ
ん
け
つ
こ
う
な
こ
と
で

あ
る
。
ど
ち
ら
が
欲
し
い
と
百
人
に
問
え
ば
へ
ソ
ま

が
り
な
1
名
を
除
い
て
、
残
り
全
員
が
現
在
の
マ
シ

ン
と
現
在
の

R
P
Gと
答
え
る
に
決
ま

っ
て
い
る
。

か
く
言
う
僕
だ
っ
て
そ
う
だ
。
今
さ
ら
あ
の
貧
相
な

画
面
で
遊
ぶ
の
は
た
ぶ
ん
苦
痛
だ
。
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仮
説
。
「
描
写
が
細
か
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
想
像

の
入
り
込
む
余
地
が
な
く
な
る
」
説
。
し
ょ
ぼ
い
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
ゲ
l
ム
の
開
発
担
当
者
が
苦
し
紛
れ

に
言
い
出
し
そ
う
な
話
だ
。
と
り
あ
え
ず
言
い
訳
を

聞
こ
う
。

た
と
え
ば
「

一
国
と
引
き
換
え
て
も
後
悔
し
な
い

ほ
ど
の
ス
ゲ
l
美
人
」
と
書
け
ば
、
実
は
こ
れ
を
読

ん
で
い
る
ほ
ぼ
全
員
の
思
い
浮
か
べ
る
顔
は
違
う
。

お
そ
ら
く
は
こ
れ
を
書
い
て
い
る
僕
の
脳
裏
に
描
い

て
い
る
絶
世
の
美
女
と
も
似
て
も
似
つ
か
な
い

（ち

な
み
に
僕
が
想
像
し
て
い
た
の
は
初
年
ほ
ど
前
の
加

賀
ま
り
子
さ
ん
だ
。
ど
う
、
合
っ
て
た
？
）
。
遣
う
に

も
か
か
わ
ら
ず
小
説
で
は
事
足
り
て
し
ま
う
。
逆
に

こ
の
美
人
を
特
定
の
女
優
な
ど
に
固
定
す
る
と
異
を

唱
え
る
人
が
必
ず
出
る
。

が
し
か
し
だ
。
ょ
く
で
き
た
映
画
で
は

「
一
固
と

引
き
換
え
て
も
後
悔
し
な
い
ほ
ど
の
ス
ゲ

1
美
人
」

と
い
う
設
定
で
、
特
定
の
女
優
が
演
じ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
文
句
を
つ
け
な
い
こ
と
が
往
々

に
し
て
あ
る
。
そ
の
女
優
が

一
般
の
日
本
人
に
と
っ

が
、
先
に
も
書
い
た
通
り
、
マ
シ
ン
性
能
に
反
比

例
す
る
か
の
ご
と
く
、
日
々
ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
感

が
減
少
し
て
い
る
よ
う
に
僕
に
は
感
じ
ら
れ
る
。
正

直
な
と
こ
ろ
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
と
り
あ
え

ず
仮
説
を
考
え
て
み
た
。

一
固
と
引
脅
晶
T

え
で
も
後
悔
し
な
い

ほ
ど
の
ス
ゲ
5義
人

て、

美
人
に
は
と
て
も
思
え
な
い
顔
立
ち
で
あ
っ
た

場
合
で
す
ら
た
い
し
た
問
題
で
は
な
い
。

そ
の
映
画
に
は
そ
の
ウ
ソ
を
成
立
さ
せ
る
記
号
が

満
ち
あ
ふ
れ
で
い
る
か
ら
だ
。
観
客
が
自
主
的
に
だ

ま
さ
れ
た
が
る
環
境
作
り
に
成
功
し
て
い
る
と
言
い

換
え
て
も
い
い
。

昨
今
の
映
画
は
ゲ
l
ム
と
同
様
、
映
像
の
処
理
技

術
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
テ
ィ
ラ
ノ
は
走

る
、
タ
イ
タ
ニ

ッ
ク
は
沈
む
、
ス
ペ
ー
ス
シ

ッ
プ
は

落
ち
て
く
る
：
・
、
や
り
た
い
放
題
だ
。
で
も
こ
れ
ら

の
大
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
映
像
も
結
局
は
イ
メ
ー
ジ
喚
起

用
の
ツ

l
ル
だ
。
ほ
ん
の
少
し
大
掛
か
り
に
な
っ
た

だ
け
だ
。
最
終
的
に
は
観
客
の
想
像
力
が
ホ
ン
モ
ノ

に
し
て
い
る
こ
と
に
な
ん
ら
変
わ
り
は
な
い
。
な
に

し
ろ
白
い
布
に
光
を
当
て
て
い
る
だ
け
だ
。
昔
の
寂

し
い
画
面
表
示
の

R
P
Gや
丸
め
た
新
聞
紙
で
で
き

た
伝
説
の
剣
と
本
質
は
同
じ
だ
。

R
P
Gに
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
い
う

可
欠

ス
ペ
ー
ス
が
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
ら

し
く
、
か
つ
前
向
き
っ
ぽ
い
ま
と
め
に
入
る
。

ゲ
ー
ム
開
発
者
は
官
頭
に
書
い
た
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ

ム
を
怪
獣
の
島
に
変
え
て
み
せ
た
ウ
ソ
つ
き
の
子
供

の
役
回
り
で
い
い
と
僕
は
思
う
。
R
P
G
に
お
い
て

グ
l
ム
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
神
に
も
等
し
い
と
何
か
で
読

ん
だ
記
憶
が
あ
る
。
大
き
な
勘
違
い
だ
。

ど
れ
だ
け
技
術
が
向
上
し
よ
う
と
、

R
P
G
の
行

き
着
く
先
は

「
l
ご
っ
こ
」
の
延
長
線
上
だ
。
だ
か

ら
そ
れ
だ
け
で
は
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
決
し
て
ホ
ン

モ
ノ
に
は
な
り
え
な
い
。
そ
の
ウ
ソ
が
本
物
と
し
て

機
能
す
る
に
は
、
そ
の
趣
向
に
同
調
す
る
共
犯
者
が

常
に
必
要
と
な
る
。
つ
ま
り
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
そ
の
想

像
力
だ
。

き
れ
い
な
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
は
確
か
に
直
接
的
に
売

上
に
貢
献
す
る
。
ゲ
ー
ム
は
商
品
で
あ
り
、
趣
味
や

奉
仕
と
し
て
制
作
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ

こ
に
力
点
を
置
く
の
は
当
然
の
論
理
だ
。
で
も
せ
め

て
そ
の
半
分
で
い
い
。
同
じ
だ
ま
す
な
ら
、
ゲ
l
ム

の
中
で
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
だ
ま
す
ほ
う
へ
労
力
を
ま
わ

し
て
ほ
し
い
。
何
度
も
言
－
つ
が
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
そ
の

気
に
な
っ
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
決
し
て
新
聞
紙
は
伝

説
の
剣
に
は
変
わ
ら
な
い
。

優
新
の
技
術
や
方
法
論
を
惜
し
み
な
く
つ
ぎ
込
ん

だ
、
壮
大
な
る
「
l
ご
っ
こ
」
。
R
P
Gは
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
と
し
て
、
も
っ
と
広
が
り
、
も
っ
と
エ

キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
な
る
は
ず
だ
。

つ
い
で
だ
か
ら
断
っ
て
お
く
。
だ
か
ら
と
言
っ
て

だ
。
僕
の
か
か
わ
っ
た
R
P
Gを
見
習
え
と
は
口
が

裂
け
て
も
言
わ
な
い
。
見
た
目
を
犠
牲
に
し
て
ま
で

お
も
し
ろ
さ
を
追
求
す
る
の
は
、
商
品
と
し
て
本
末

転
倒
で
あ
り
致
命
的
な
欠
陥
で
す
ら
あ
る
。
そ
れ
に

毎
度
ゲ
l
ム
は
お
も
し
ろ
い
が
画
面
が
古
臭
い
と
か

シ
ョ
ボ
イ
と
か
、
け
な
さ
れ
続
け
る
の
は
精
神
衛
生

上
、
誠
に
よ
ろ
し
く
な
い
。
僕
は
意
外
と
小
心
者
な

の
で
あ
る
（
世
δ
。

’E珊飴【奮すだ・しようl;）：ゲームデザイナー．有限会社マーズ代裏取締役．広針t理店に在錨中I棋:t.e伝鋭』に梧わって以車、多〈の作品に揖わる．
デザイナーとしては 『天舛贋壇E』でデビュー．代裏作 fリンヨfキュー:tJrネクストキンデ～車時平年王E～JI情の毘を鍾えてゆけJ.00 
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す
で
に
時
代
遅
抗
の
マ
シ
ン
で

コ
ン
テ
ス
ト
に
恒
腸

か
の
エ
ニ

ッ
ク
ス
が
、
「
ゲ
l
ム
ホ
ビ
l
プ
ロ
グ
ラ

ム
コ
ン
テ
ス
ト
」
と
い
う

一
般
公
募
の
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
の
は
、
ご
存
じ
で
し

ょ
う
か
？

1
9
8
2年
の
こ
ろ
の
話
な
の
で
す
が
、

そ
の
第
l
回
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者
の
中
に
は
、

『ド
ラ

ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
」
シ
リ
ー
ズ
で
お
な
じ
み
の
堀
井
雄

二
氏
、
チ
ユ
ン
ソ
フ
ト
の
社
長
で
あ
る
中
村
光

一
氏、

強
い
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
持
つ
オ
セ
ロ
・
将
棋
で
有
名

な
森
田
和
郎
氏
ら
を
は
じ
め
と
す
る
、
現
在
も
大
物

と
し
て
業
界
に
君
臨
す
る
著
名
な
方
々
が
応
募
し
て

い
た
こ
と
で
も
有
名
な
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
の
公
募
が
は
じ
ま
っ
た

1
9
8
1
、

2
年
の
こ
ろ
と
い
う
と
、

ま
だ
フ

ァ
ミ
コ
ン
等
の
、

い
わ
ゆ
る
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
！
と
呼
ば
れ
る
ハ

l
ド
は

な
く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
1
ム
と
い
え
ば
パ
ソ
コ

ン
（
マ
イ
コ
ン
）
が
主
流
だ
っ
た
時
代
で
す
。
パ
ソ

s 

コ
ン
の
機
種
で
い
う
と
、

N
E
C
の
P
C｜
6
0
0

ー
や
P
C
8
8
0
1
、
富
士
通
の

F
M1
8
、
F

M
l
7
、
シ
ャ
ー
プ
は

X
l
、
M
Z｜

ω
Bと
い
っ

た
あ
た
り
が
売
れ
て
い
ま
し
た
。
で
、
コ
ン
テ
ス
ト

受
賞
作
品
は
1
9
8
3年
の
2
月
に

一
斉
に
発
売
に

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
質
の
高
さ
で
、
あ
っ
と
い
う

聞
に
世
間
で
も
評
判
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
も
、
受

賞
し
た
作
者
た
ち
は
、
み
る
み
る
う
ち
に
有
名
に
な

り
、
そ
し
て
お
金
持
ち
に
な
り
ま
し
た
か
ら
ね
。
う

ら
や
ま
し
い
限
り
で
す
：
：
：
。
今
回
は
、
そ
ん
な
時

代
の
お
話
で
す
。

さ
て
さ
て
、
私
が
今
回
取
り
あ
げ
た
い
の
は
、
エ

ニ
ッ
ク
ス
の
第
2
回
ゲ
1
ム
ホ
ビ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ

ン
テ
ス
ト
で
大
賞
を
受
賞
し
た

『
F
A
N
F
U
N』

と
い
う
グ
l
ム
で
す
。
こ
い
つ
は
私
の
人
生
の
中
で

も
ち
ょ
っ
と
し
た
事
件
で
し
た
（
ち
ょ
い
大
袈
裟
か

な
？
て
で
も
、
は
っ
き
り
い
っ
て
こ
い
つ
に
は
目
か

ら
ウ
ロ
コ
が
落
ち
ま
し
た
か
ら
ね
。

第
2
回
の
受
賞
作
品
は
、

1
9
8
3年
の

m月
に

発
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
賞
を
取
っ
た
『
F
A
N

F
U
N」
と
い
う
ゲ
l
ム
は
、
対
応
機
種
が
、
な
ん

と
す
で
に
枯
れ
つ
つ
あ
っ
た

N
E
C
の
P
C1
8
0

0
1と
い
う
パ
ソ
コ
ン
で
し
た
。
こ
い
つ
に
は
驚
か

さ
れ
ま
し
た
ね
。
つ
ま
り
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か

と
い
い
ま
す
と
、
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

N
I
N

T
E
N
D
O
臼
全
盛
の
時
代
に
、
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ミ

コ
ン
版
の
ゲ
l
ム
を
堂
々
と
発
表
、
発
売
す
る
と
い

う
感
じ
な
ん
で
す
よ
。
い
や
l
、
応
募
す
る
ほ
う
も

応
募
す
る
ほ
う
だ
け
ど
、
大
賞
に
す
る
ほ
う
も
す
る

ほ
う
だ
、
と
思
っ
た
の
が
綾
初
の
感
想
で
し
た
。

当
時
の
主
流
で
あ
っ
た
パ
ソ
コ
ン
は
P
C｜
8
8

0
1。
画
面
解
像
度
が
、

6
4
0
×
2
0
0ド
ッ
ト
。

で
、
カ
ラ

1
8色
表
示
。
こ
れ
で
も
当
時
は
最
先
端

に
近
い
ス
ペ
ァ
ク
で
す
が
、
な
ん
と
P
C｜
8
0
0

ー
は
1
6
0
×
1
0
0し
か
な
く
、
し
か
も
カ
ラ
ー

は
8
色
。
お
ま
け
に
メ
モ
リ
ー
は
標
準
で
時
キ
ロ
バ

イ
ト
で
す
よ
。
間
違
い
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
、
キ
ロ
パ

イ
卜
で
す
。
路
キ
ロ
バ
イ
ト
じ
ゃ
あ
、

「ぁ
l
」
っ
て

少なくとも7トラスの皆さんとラブデリッヲの皆さんとヲエストの皆さんとステインタの皆さ
んには注目してます．（東京郵畠くまで絵師カオルノ）

膏書面孟彊
注目している若手ヲり工イヲーを曹えて下さい．



戸
を
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
た
ら
、
そ
れ
だ
け
で
終
わ
っ

ち
ゃ
い
そ
う
な
、
容
量
で
す
か
ら
ね
。
も
っ
と
も
P

C
｜
8
8
0
ー
で
も
臼
キ
ロ
バ
イ
ト
し
か
な
い
ん
で

す
け
ど
。
前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
つ
ま
り

P
C1
8
0
0
1
は
、
そ
う
い
う
よ
う
な
、
少
々
ス

ペ
ッ
ク
的
に
は
過
渡
期
の
パ
ソ

コ
ン
だ
っ
た
ん
で
す

よ
。
で
、
コ
ン
テ
ス
ト
大
賞
が

P
C
1
8
0
0
1
の

『F
A
N
F
U
N」
。
よ
う
す
る
に
何
が
言
い
た
い
の
か

と
い
い
ま
す
と
、

『
F
A
N
F
U
N」
登
場
以
前
の
ゲ

ー
ム
と
い
う
の
が
、

絵
だ
け
が
や
た
ら
に
凝
っ
て
い

る
と
か
、
音
が
相
当
い
い
だ
と
か
：
：
：
、
そ
れ
は
そ

れ
な
り
に
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
も
楽
し
か

っ
た
の
は
事

実
な
ん
で
す
が
、
な
ん
か
違
う
よ
な
あ
と
い
う
、
感

・・・・テレビゲーム温披知斬

作者は宮田康宏．以下パッケージのプロフィールを転般。「昭和39

年生まれ。愛知県出身。現在岡県に在住。大学1年生です。マイコ

ン歴は5年。画面を飽きさせない工夫をしています．風船のなめら

かな動曹と、..感の変化をつけ、臨場感のあるゲームを作りますJ

じ
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

『F
A
N
F
U
N」
は
、
次
々
に
生
ま
れ
て
く
る

風
船
を
、
地
面
に
落
と
さ
な
い
よ
う
下
か
ら
フ
ァ
ン

で
あ
お
ぎ
、
す
べ
て
の
風
船
を
ゴ
ー
ル
に
運
ぶ
、
と

い
う
シ
ン
プ
ル
な
ル
l
ル
。
し
か
も
、
お
お
つ
ぶ
の

粗
い
ド

ッ
ト
絵
な
ん
だ
け
ど
、
風
船
に
は
顔
が
あ
っ

て
、
表
情
が
い
い
わ
、
ふ
わ
ふ
わ
感
は
リ
ア
ル
だ
わ
、

動
き
が
と
に
か
く
速
い
わ
：
：
：
、
つ
ま
り
解
像
度
の

悪
さ
を
す
べ
て
セ
ン
ス
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
ん
で
す

よ
。
し
か
も
、
ゲ
l
ム
も
楽
し
い
。
ゴ
1
ル
に

一
定

数
の
風
船
を
入
れ
れ
ば
そ
の
面
は
ク
リ
ア
な
ん
だ
け

ど
、
面
が
進
む
に
つ
れ
、
フ
ァ
ン
の
風
を
さ
え
ぎ
る

障
害
物
な
ど
が
ふ
え
た
り
、
風
船
が

一
度
に
た
く
さ

ん
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
り
と
難
易
度
が
あ
が
る
。

し
か
し
構
成
は
、
い
た

っ
て
シ
ン
プ
ル
と
い
う
ポ
リ

シ
ー
は
変
わ
ら
な
い
。
作
者
が
、

当
時
ど
の
よ
う
な

意
図
で
、

P
C｜
8
0
0
1
で
コ

ン
テ
ス
ト
に
応
募

し
た
の
か
不
明
だ
け
ど
、
そ
の
粗
い
ド

ッ
ト
に
対
し

て
表
情
笠
か
な
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
相
反
す
る

よ
う
な
作
り
に
は
、
感
動
す
ら
覚
え
ま
し
た
。
い
や

l
、
本
当
に
や
ら
れ
ま
し
た
よ
。
こ
ん
な
手
が
あ
っ

た
か
、
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
ま
あ
、
エ
ニ

ッ
ク
ス

の
審
査
員
の
方
々
も
同
様
な
気
持
ち
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
大
賞
に
は
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
ね
。
ほ
か
に
も
い
い
作
品
が
い

っ
ぱ
い
あ
り

ま
し
た
し
ね
・
・
・
・
・
・
。

と
い
う
わ
け
で
、
歴
史
は
繰
り
返
さ
れ
る
と
い
う

絡
言
（
？
）
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
今
、
乙
の
ゲ
1

ム
業
界
に
必
要
な
の
は
、

『
F
A
N
F
U
N」
の
よ
う

な
ゲ
l
ム
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

C
G
が
す

ご
い
と
か
、
豪
華
声
優
う
ん
ぬ
ん
と
い

っ
た
よ
う
な

売
り
文
句
を
並
べ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
う
い
う
刺
激
は

エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
い

っ
ぽ
う
で
す
か
ら
ね
。
多
く

の
ソ
フ
ト
ハ
ウ
ス
が
、
最
近
は
ソ
フ
ト
が
売
れ
な
く

な
っ
た
と
嘆
い
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
昨
今
、

そ
う
い
う
刺
激
が
麻
簿
し
つ
つ
あ
る
ゲ
l
ム
ユ
ー
ザ

ー
に
対
し
、
現
状
の
方
向
性
で
ゲ
l
ム
を
提
供
し
て

い
く
の
は
、
そ
れ
こ
そ
相
当
の
カ
が
な
い
と
太
万
打

ち
で
き
な
い
の
は
、

当
た
り
前
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

は
っ
き
り
言
っ
て
物
量
勝
負
し
か
な
い
で
は
な
い
か

圃圃圃圃圃圃且.z.:JJ:.l且m...圃圃圃圃 メーカー：工ニッヲス／横種：陀・脚1・MKll・陀右前1・MKll／侮格：叫卿／発売日：留年10月
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そ
う
い
う
C
Gば
り
ば
り
の
ゲ
l
ム
を
否
定
す
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
ろ
そ
ろ
限
界
が
見
え
て
き
て

い
る
、
と
思
う
の
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

も
っ
と
新
し
い
モ
ノ
、
も
っ
と
シ
ン
プ
ル
な
モ
ノ
を

追
求
す
る
べ
き
時
代
に
来
て
い
る
の
に
、
み
ん
な
が

み
ん
な
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
あ
の
時
代
、
新
し
い
モ
ノ
に
対
し
て
、
ゲ
ー
ム

ク
リ
エ
イ
タ
ー
は
も
っ
と
敏
感
に
反
応
し
て
い
た
は

ず
で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
新
し
い
タ
イ
プ
の
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
が
作
り
た
か
っ
た
人
た
ち
は
、

今
、
ど
こ
に
行
っ
ち
ゃ
っ
て
る
の
で
し
ょ
う
か
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
映
画
を
め
ざ
し
て
も
、
め
ざ
し
て

い
る
関
は
映
画
を
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ろ
そ
ろ

『
F
A
N
F
U
N」

の
時
代
だ
と
思
う
の
で
す
が
・
：
：
。
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今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
ゲ
ー
ム
．
ぞ
れ

鉱
サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク
を
テ
ー
マ
に
し
た
ア

ク
シ
ョ
ン
R
P
G
『
シ
ャ
ド
ウ
ラ
ン
』
だ
。

圃
障
の
組

aに
射
殺
害
れ
た
ハ
ッ
カ
ー
の

主
λ
ハ
ム
が
犬
の
舗
盤
の
カ
で
復
活
．
だ
が
、

理
渇
の
シ
ョ
ッ
ク
で
包
舗
を
失
い
自
分
を

殺
し
た
犯
入
を
覚
え
て
い
な
い
。
わ
ず
か

な
観
憶
を
積
り
に
犯
人
を
追
い
求
め
る
・

『マ
リ
オ
』
の
よ
う
な
世
界
観
し
か
な
い

当
時
の
窓
庭
用
ゲ
l
ム
で
、
こ
の
作
品
の

放
つ
輝
き
は
鎗
せ
ら
れ
る
物
だ
っ
た
。

恐
ろ
し
く
様
易
度
の
高
い
ア
ク
シ
ョ
ン

の
戦
闘
、
毘
を
回
避
し
な
が
ら
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
に
進
入
す
る
ハ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
、
気

を
鎌
け
ば
即
死
の
緊
張
感
が
付
き
ま
と

う
。
確
か
に
厳
し
い
ゲ
l
ム
だ
が
理
不
尽

な
死
は
な
い
。
「
す
べ
て
は
自
分
の
責
任
」

と
自
覚
さ
せ
る
厳
し
い
父
の
よ
う
な
作
品

だ
。

（
大
和
田
信
）

ど
う
や
ら
世
間
申
館
、
そ
し
て
ゲ
ー
ム

批

m・
集
虚
聞
で
隊
『
ス
パ
E
X』
M
シ
リ

ー
ズ
の
中
で
－
暑
僻
舗
が
高
い
よ
う
で
す

が
、
こ
れ
は
会
〈
も
っ
て
併
せ
ま
せ
ん
な

あ
。
も
ち
ろ
ん
忽
高
健
作
は
こ
れ
、
『
ス

ー
パ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ア
イ
タ
l
E』
！

ゲ
l
ム
内
容
は
と
冨
い
ま
す
と
実
に
初
代

『ス
ト
E
』
ら
し
〈
、
「
間
合
い
を
見
切
っ

て
足
拡
い
」
な
ど
が
趨
軍
要
と
シ
ブ
き
満

点
。
そ
の
上
役
げ
ハ
メ
で
苑
亡
、
め
く
り

ジ
ャ
ン
プ
か
ら
銀
繕
連
続
投
で
即
死
、
飛

ぴ
道
具
逮
打
で
鳥
カ
ゴ
に
な
り
緩
慢
な
死

な
ど
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
面
で
も
非
情
な
作

り
で
好
感
が
持
て
ま
す
。
フ
ェ
イ
ロ
ン
使

い
の
知
り
合
い
は
掴
慣
が
ヨ
ガ
フ
7
イ
ア
を

撃
っ
た
び
「
ま
た
ハ
メ
が
飛
ん
で
き
た
よ

1
」
と
喜
ん
で
く
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ

ぞ
真
の

『ス
ト
E
』
で
す
な
！（高

須
憲
一
郎
）

ゲームヲリエイ宮ーで買うゲームを決めているわけではないので、注目している人は特にいま
せん。人間性で面白い人はけっこういます付ど。（愛知県荻巌）

い
わ
ゆ
る
『
大
砲
略
』
タ
イ
プ
の
現
代

続
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
が
、

T
－
平
に
作

り
と

g
れ
た
快
hw．
独
特
の
白
昼
曹
笛
’
シ

ス
テ
ム
と
ホ
貸
し
い
思
考
ル
ー
チ
ン
が
鴎

み
合
い
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
モ
ー
ド
で
は

手
応
え
の
あ
る
峨
い
が
獲
し
め
る
。
生
意

気
に
待
ち
伏
せ
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
、
降
伏
さ
せ
た
時
の
喜
び
は
閑
種
ゲ
ー

ム
よ
り
大
き
い
。
オ
プ
シ
ョ
ン
の
倖
蒼
璽

．
鎮
で
は
、

4
ヶ
国
1
7
0橿
の
兵
根
か

ら
自
分
の
好
み
で
理
想
の
軍
を
．
成
で
き

る
。
且
厩
強
の
戦
車
、
畳
強
の
戦
闘
峰
、

且皿

強の・・
・・
・－で
敵
を
踏
み
に
じ
る
も
よ
し
、

趣
味
に
走
っ
て
使
え
な
い
兵
器
ば
か
り
遺

ぴ
、
後
で
泣
き
を
見
る
の
も
ま
た
一
興
で

す
。
ち
な
み
に
自
衛
隊
の
兵
器
が
、
値
段

ば
か
り
高
く
性
能
が
今

一
つ
と
忠
実
に
再

現
さ
れ
、
制
作
者
の
妙
な
こ
だ
わ
り
を
感

じ
ま
し
た
。

（

若
訟
和
樹
）

読者の主聾
注目している若手ヲり工イターを担えて下古い．



特
殊
僅
惨
を
信
用
し
た
3
0ス
ク
ロ
ー

ル
タ
イ
プ
の
シ
ュ
l
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ム
．

機
銅
圃
慣
の
縁
縫
樽
の
よ
う
な
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
で
駿
－

mヱ
ア
ク
ラ
フ
ト
毒
血
撮
り
鼠

を
寧
一
破
し
て
い
く
・
ス
テ
ー
ジ
健
市
街
、

海
止
、
工
場
、
地
下
道
、
容
儀
な
ど
で
時

間
霞
定
は
全
て
『
夜
、
銀
灰
色
の
幽
領
事

な
が
ら
の
自
織
が
夜
の
舗
を
疾
走
す
る
と

ζ
ろ
に
訟
を
含
む
当
時
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
遺

u除
い
し
れ
た
。
ス
ト
ー
リ
ー
が
、

a－

が
、
－
M町
、
週
出
MF、
そ
し
て
8
6
M
M
F、

と
に
か
く
す
べ
て
が
梅
好
い
い
1

だ
が
、
大

g
g体
の
宿
命
か
．
情
聞
と

終
に
1
台
、
ま
た
1
台
と
ゲ
1
セ
ン
か
ら

穫
を
鴻
し
て
い
っ
た
＠
弘
の
い
曾
つ
げ
の

店
で
帥
悼
『
ス
ズ
カ
S
ア
ワ
l
ズ
』
導
入
の

た
め
に
鋸
〈
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
併
す
ま

じ
1

『
ス
ズ
カ
』

l

（
や
つ
あ
た
り
｝

（
繍
魯
晶
明
）

自個
い性
。的

A誌
は ts」

の
皐パ
~ 卜

Jレ
が
函

メーカー セガ／榔種 アーケード
／発売年度 部年

繭
さ
ん
が
生
ま
れ
て
初
め
て
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
で
1
コ
イ
ン
ク
リ
ア
し
た
ゲ
I
ム

が
『
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ゾ
1
ン
』
で
す
。
・

岨
慢
の
虫
に
憾
t
ポ
ム
を
落
と
し
た
鼠
問
！

扇
面
内
の
オ
パ
オ
パ
（
父
｝
と
同
じ
漢
を

漉
し
ま
し
た
よ
私
は
。
窓
庭
用
の
移
植
厳

も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
（
ス
ー
パ
ー
ウ
ル

ト
ラ
〔
中
崎
｝
ト
ッ
ト
と
か
、

d
zデ

ノ
・
ロ
ー
マ
｝
が
イ
ツ
ち
帯
っ
て
て
ス
ゴ

い
マ
ー
ク
麗
厳
島
丈
サ
ン
・
予
が
園
”
を
見

ぜ
た
F
C慮
、
隠
し
で
ス
ペ
ー
ス
ハ
リ
ア

l
薗
が
入
っ
た

xm田
原
な
ど
名
作
ぞ
ろ
い

な
ん
で
す
が
、
甥
縛
し
て
た
P
Cエ
ン
ジ

ン
康
が
な
ん
と
も
ム
ゴ
い
出
議
で

a。
し

ば
ら
く
N
E
Cアペ－－
a
l不
措
幅
広
歯
周
っ

ち
ゃ
い
ま
レ
た
・
そ
れ
に
し
て
も
、
．
8
の

頃
は
シ
ュ

I
テ
ィ
ン
グ
ゲ
l
ム
も
各
役
個

性
に
あ
ふ
れ
で
い
ま
し
た
な

s・（
繭
蛍
久
｝

ボスコニアン
「
心
の
－
本
」
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で

す
が
、
あ
え
て
奮
化
稼
『
X
6
8
0
0
0

厩
ポ
ス
2
2
7ン
』
を
取
り
上
げ
て
み
た

い
少
量
い
ま
す
．
偶
像
こ
れ
が
『
心
の
－

本
』
か
と
奮
い
ま
す
と
、
私
に
「
ゲ
ー
ム

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
持
つ
可
修
羅
の
一
鋪
」

皐
支
て
〈
れ
た
ゲ
ー
ム
だ
か
ら
、
で
す
。

X
鎗
園
周
肱
「
早
す
ぎ
た
鎗
鼻
立
と
曾
わ
れ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
店
の
ぽ
ぽ
ペ
タ
嘗
績
な
の

で
す
が
‘
『
オ
リ
ジ
ナ
ル

e
e
Mが
入
っ

て
い
＠
』
と
い
う
方
マ
ケ
が
あ
り
ま
す
e

こ
れ
が
寵
圃
晴
ら
し
く
由
民
い
の
で
す
！
こ

れ
の
＠
陰
で
筆
者
U
『
ポ
ス
コ
－
－
7
・4
2

に
i
iゲ
ー
ム
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
い
う

『
情
疎
圃
E
M
V
ゲ
ー
ム
性
と
い
う
『
容
栃
』

審
蔀
書
立
て
、
憲
－
ら
し
い
「
昧
』
を
出

す
こ
と
が
・
6
・・・・・・それを再

a・
さ
せ

て
〈
れ
た
M
7
1
ム
、
ぞ
れ
が

x
a販
の

京
ス
ヨ
－
7
と
で
し
た
・
宙
M

－e

ほとんど知ら辛いのですが、強いて曾えば 『デスクリムゾンjの憎H下者が『デスヲリムゾン2J
等でどんなものを作るかでしょうか。（神奈川県眼鏡連理事）

『
ロ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
』
で
す
よ
、

M
S

X
慮。書

置
を
4
分
割
し
た
り
、
わ
け
わ
か
ら

ん
ア
イ
テ
ム
を
遁
加
し
た
り
し
た
ヤ
ツ
は

温
う
か
ら
お
。
何
が
集
晴
ら
し
い
か
魁
閉

し
た
〈
な
い
ぐ
ら
い
惚
れ
て
る
ん
だ
よ
。

で
も
‘
ど
ん
な
ゲ
ー
ム
か
知
ら
な
い
ヤ
ン

グ
の
た
め
に
、
ち
ょ
っ
と
だ
付
健
司
入

が
走
っ
て

aラ
智
会
績
を
取
っ
て
－

aを

上
が
る
ア
タ
シ

a
ン
パ
ズ
ル
M
7
1
ム
マ
‘

シ
ン
プ
ル
で
奥
が
潔
〈
て
多
様
な
遭
ぴ
殺

が
で
き
て
富
雇
が
あ
っ
て
、
e
e
aあ
．
、

と
う
や
っ
て
．
い
て
る
戸
G
で
も
、
－
ぜ

を
感
じ
る
ね
え
、
パ
ブ
ロ
フ
の
犬
じ
帯
な

い
け
ど
、
ロ
ー
ド
ラ
と
書
い
た
だ
け
で
、

saた
ま
ら
な
い
よ
・
『
ロ
ー
ド
ラ
ン
ナ

ー
』
が
な
け
れ
ば
僕
院
自
ら
の
命
を
た
っ

て
た
か
も
し
れ
な
い
。
ゲ
ー
ム
が
人
の
晶
帽

を
教
う
こ
と
も
あ
る
ん
だ
よ
米
先
－

8

観音の主彊
注目している若手ヲリ工イターを教えて下さい．



fUFOJ ( 

ヂ

レ
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．ゲ

a
’

自『u 
分 E

~b 
E函亘~

itチ
何 l
がム
で堅
持脈

るに
の出
かま
をす

イチ
『 ヤ
U レ
Fン
Oジ
』 ヤ

をブ
制 ル
作 か
しっ
た魅

~i 
2偏

チ2
1送
坐り
＇－：出
支ぢ
通1
支ハ

ゥ
タス
イ
ル E

Z三
れ
をそ
歯今
き

~. 
人
担

’E /'( 

…
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
合
わ
せ
て
。
み
ん
…
で
き
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

…

立
し
、
今
に
至
る

一

時

期

は

「

幸

せ

病

」

に

か

…
な
で
雪
解
く
の
が
面
白
か
っ
た
ん
で
…

－
｜
最
初
に
み
な
さ
ん
が
ゲ
l
ム
を
作
…

｜
｜
倉
島
さ
ん
は
？

か

つ

て

た

ん

で

す

よ

（

き

…

す

よ

。
逆
に
パ
ー
テ
ィ
ー
ゲ
l
ム
み
た
…

ろ
う
と
思
っ
た
の
は
い
つ
頃
で
す
か
？
…
倉
聖

幸
氏
（
以
下
倉
島
）
一
ま
あ
同

｜
｜
ま
ず
、
最
初
に

『U
F
O」
チ
l

…
い
な
も
の
は
全
然
遊
ば
な
か
っ
た
で
す
…
工
藤
一
僕
は
大
学
を
卒
業
し
た
と
き
で

…
じ
よ
う
な
も
の
で
す
よ
。
僕
も
や
っ
ぱ

ム
の
み
な
さ
ん
が
、
ど
ん
な
ゲ
l
ム
で

…
ね
。
今
で
も
、
シ
ュ

l
テ
ィ
ン
グ
と
か
…
す
。
学
生
時
代
は
ず
っ
と
バ
ン
ド
ゃ
っ

…
り
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
か
に
な
り
た

育
っ
て
き
た
の
か
、
こ
こ
か
ら
掘
り
下
…

ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
l
ム
を
、
み
ん
な
で
一
…
て
い
た
ん
で
す
よ
。
バ
ン
ド
で
食
っ
て
…
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
じ
ゃ
食
つ

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

…
機
交
代
で
ク
リ
ア
を
目
指
す
と
か
、
そ
…
い
き
た
い
な
あ
な
ん
て
思
っ
て
い
た
ん
…
て
い
け
な
い
の
で
。
ゲ
l
ム
会
社
に
就

工
藤
太
郎
氏
（
以
下
工
藤
）
一
や
っ
ぱ
…
う
い
う
遊
び
を
よ
く
や
り
ま
す
よ
（
笑
）
。
…
で
す
け
ど
、
厳
し
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
…
検
し
て
：
・
今
に
至
る
と
（
笑
）
。

り
、
み
ん
な
フ
ァ
ミ
コ
ン
か
ら
で
す
ね
。
…
ー
ー
ゲ
l
ム
に
対
す
る
楽
し
み
方
と
い

…
貧
乏
も
イ
ヤ
で
す
し
（
笑
）
。
そ
れ
で

…
｜
｜
ラ
プ
デ
リ
ッ
ク
創
設
、
現
在
に
至

僕
は
な
か
で
も
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ゲ
l

…
う
か
、

姿
勢
が
普
通
と
は
違
い
ま
す
よ
…
ゲ
l
ム
会
社
の
サ
ウ
ン
ド
に
入
り
ま
し
…
る
ま
で
の
道
程
を
教
え
て
下
さ
い
。

ム
に
凄
く
ハ
マ
り
ま
し
た
。

一
番
フ
ァ
…

ね
。
素
直
に
与
え
ら
れ
た
ル
l
ル
で
は
…
た
。そ
こ
で
安
遣
さ
ん
と
知
り
合
っ
て
、

…
工
藤
一
だ
い
た
い
僕
等
が
ゲ
l
ム
制
作

ミ
コ
ン
で
遊
ん
で
い
た
時
期
が
、
高
校
…

遊
べ
な
い
み
た
い
な
。

…
ず
っ
と
一
緒
に
や
っ
て
い
た
ん
で
す
。
…
に
携
わ
り
始
め
た
時
期
っ
て
：
・
叩
年
位

・
大
学
く
ら
い
で
、
そ
の
こ
ろ
の
仲
間
…

工
藤
一
そ
う
で
す
ね
。
た
だ
、
僕
ら
の
…
で
も
僕
は
、
完
成
し
た
ゲ
l
ム
に
音
を
…
前
か
な
、
ゲ
l
ム
を
作
っ
て
い
る
人
と

を
み
ん
な
集
め
て
『さ
ん
ま
の
名
探
偵
』
…
世
代
は
、
情
操
教
育
さ
れ
る
よ
う
な
頃
…
付
け
る
た
び
に
「
こ
う
し
た
方
が
面
白
…
い
う
の
は
、
ゲ
l
ム
を
ち
ょ
っ
と
馬
鹿

や

『新
・
鬼
ヶ
島
」
を
一
緒
に
遊
ぶ
ん
…
に
フ
ァ
ミ
コ
ン
が
な
か
っ
た
で
す
か
ら
。
…
い
の
に
な
あ
」
っ
て
思
っ
て
い
た
ん
で
…
に
し
な
が
ら
作
っ
て
い
る
人
が
結
構
多

で
す
（
笑
）
。
あ
の
辺
の
ア
ド
ベ
ン
チ

…
わ
り
と
ク
ー
ル
な
自
で
ゲ
l
ム
を
見
て
…
す
よ
。
し
か
も
、
そ
れ
が
的
を
射
て
い
…
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
僕
等
も
音
楽
や
絵

ャ
l
を
買
っ
で
き
た
ら
、
学
校
に
行
つ

…
き
た
の
で
、
そ
う
い
う
つ
き
あ
い
方
が
…
た
（
笑
）
。
そ
れ
で
企
画
に
移
り
、
独
…
で
食
え
な
い
か
ら
、
と
い
う
理
由
で
ゲ



－
ム
会
社
に
入
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
…
ィ
テ
ィ
ブ
な
部
分
を
曲
げ
る
と
い
う

…

…

き
ゃ
い
け
な
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
り

す
か
ら
。
で
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
仕
…
か
、
完
成
度
を
落
と
す
と
い
う
こ
と
は
、

…
制
作
環
境
陪
ラ
イ
ブ
で
す
よ
。
…
ま
し
た
ね
（
笑
）
。
鰻
終
的
に
僕
等
は

事
を
お
ろ
そ
か
に
し
た
り
、
自
分
の
や
…
す
ご
く
園
田
陶
し
い
こ
と
な
ん
で
す
。
ゃ

…
仕
様
書
な
ん
て
な
い
。

…
何
を
作
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
と
。
そ
れ

り
た
い
こ
と
を
押
し
殺
し
て
仕
事
す
る
…
っ
ぱ
り
僕
等
は
な
ん
だ
か
ん
だ
言
っ
て

…

l
lラ
プ
デ
リ
ッ
ク
で
は
や
り
た
い
こ
…

で
自
分
遣
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と

環
境
が
、
す
ご
く
イ
ヤ
だ
っ
た
。
例
え
…
も
ゲ
l
ム
が
好
き
だ
か
ら
、
も
っ
と
ポ

…
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
2
年
前
に
発
売
…

い
う
か
、

『U
F
O
』
チ
l
ム
は
何
が

ぱ
、
や
り
た
い
こ
と
を
す
る
と
き
障
害
…
ジ
テ
ィ
ブ
に
自
分
た
ち
の
や
り
た
い
こ

…
さ
れ
た

『
m
o
o
n」
だ
っ
た
ん
で
す

…
得
意
な
の
か
、
も
う
一
回
見
極
め
な
く

に
な
る
こ
と
の
一
つ
に
、
肌
の
合
わ
な
…
と
が
で
き
る
環
境
で
ゲ
l
ム
を
作
り
た

…

か

？

…

ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う

い
メ
ン
バ
ー
と
チ
l
ム
を
組
ん
で
一
緒
…
い
と
思
っ
て
、
ラ
ブ
デ
リ
ッ
ク
を
立
ち

…
工
藤
一
そ
う
で
す
ね
。
た
だ
、
ゲ
l
ム

…
い
っ
た
意
味
で

『U
F
O
』
は
特
殊
だ

に
仕
事
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
映
像
…
上
げ
た
ん
で
す
。

…
と
し
て
は
新
し
い
発
明
を
し
た
わ
け
じ

…
っ
た
ん
で
す
よ
。
音
楽
で
も
セ
カ
ン
ド

で
も
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
人
聞
が
叩
人
…

ー
ー
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
と
い
う
こ
…

ゃ
な
い
で
す
か
ら
。
結
局
シ
ス
テ
ム
自

…
ア
ル
バ
ム
は
酷
酷
し
い
の
と
同
じ
よ
う
に
。

も
い
る
と
大
変
で
す
よ
。
「
タ
ッ
チ
を
…

と
は
、
難
し
い
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
？
…

体
は
あ
り
が
ち
じ
ゃ
な

合
わ
せ
ろ
」
と
雷
う
の
も
お
こ
が
ま
し
…
工
藤
一
う
ー
ん
、
そ
う
で
す
ね
。
た
だ
、…

い
で
す
か
。
マ
ッ
プ
を

い
だ
ろ
う
し
、
見
劣
り
す
る
人
の
絵
を
…
大
き
い
会
社
に
い
た
ら
「
頑
張
っ
て
新
…
歩
い
て
情
報
を
集
め

全
部
カ
ッ
ト
す
る
の
は
可
哀
想
だ
か
ら
…
し
い
も
の
を
作
る
」
と
思
っ
て
い
て
も
、
…
る
。
あ
る
程
度
の
ゲ
ー

と
少
し
入
れ
て
あ
げ
た
り
。
そ
う
い
う

…
会
社
の
巨
大
な
シ
ス
テ
ム
に
飲
ま
れ
て
…
ム
の
文
法
が
ま
ず
あ

政
治
的
な
と
こ
ろ
で
、
自
分
の
ク
リ
エ
…
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
。
僕
も
た
ぶ
ん
…
る
。
リ
ソ
ー
ス
で
勝
負

一
歩
間
違
え
ば
そ
う
な
る
だ
ろ
う
と
思
…
な
ん
で
す
。
『
テ
卜
リ

い
ま
す
よ
。

…
ス
」
を
作
る
よ
う
な
わ

…
倉
島
一
僕
自
身
そ
う
で
し
た
ね
。
な
ん
…
け
じ
ゃ
な
い
。

…
て
い
う
か
、

一
時
期
「
幸
せ
病
」
に
か

…
｜
｜
ア
レ
は
神
の
啓
示

…
か
っ
た
み
た
い
で
し
た
（
笑
）
。
お
金

…
で
す
か
ら
ね
（
笑
）
。

を
貰
え
て
、
長
い
休
暇
を
貰
え
て
れ
ば

…
で
は

『U
F
O』
は
ど

…
「
も
う
ず
っ
と
こ
こ
に
い
よ
う
、
会
社
…
ん
な
意
図
で
？

の
た
め
に
働
こ
う
」
と
思
い
ま
す
よ
。
…
工
藤
一

『
m
o
o
n
』

も
っ
と
も
僕
の
場
合
は
、
太
郎
ち
ゃ
ん

…
み
た
い
に
奇
を
て
ら
う

…
が
や
っ
て
来
て
「
お
前
そ
れ
で
い
い
の

…
こ
と
で
実
績
が
で
き
る

…
か
！
」
と
ビ
ン
タ
さ
れ
て
目
が
覚
め
ま

…
と
、
今
度
は
そ
れ
に
対

…
し
た
け
ど
ね
（
笑
）
。

…
し
で
も
奇
を
て
ら
わ
な

．．． ，テレビゲーム温融知新

「マザーJも原画や仕様’なしに作られたそうだ。

左から、タラフィ ッヲデザイナー倉島一幸氏、サウンドヲリエイ宮一安遭・宜氏、
ゲームデザイナーエ麓太郎氏。
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｜
｜
苦
労
し
た
ポ
イ
ン
ト
は
？

…
い
く
つ
か
用
意
し
て
、
そ
れ
を
ラ
ン
ダ
…
在
の
ゲ
l
ム
制

工
藤
一

『
m
o
o
n」
は
R
P
G
の
シ

…
ム
で
言
わ
せ
て
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
1

…
作
の
あ
り
方
と

ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、
世
界
観
だ
け
を

…
時
間
分
く
ら
い
ま
で
流
し
て
量
後
に
…
し
て
、
こ
れ
だ

従
来
の
も
の
と
変
え
る
こ
と
で
成
立
し
…
「
じ
ゃ
l
ね
l
」
と
言
っ
て
切
ろ
う
と
…
け
技
術
力
・
表

ま
し
た
。
だ
け
ど
今
度
は
、
さ
っ
き
の

…
憲
初
は
思
っ
て
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
1

…
現
能
力
が
向
上

『テ
ト
リ
ス
」
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、
…
時
の
最
初
の
方
の
電
話
し
て
る
状
態
の
…
し
て
、
で
き
る

新
し
い
ゲ
l
ム
を
発
明
す
る
方
向
に
し

…
ア
ニ
メ
だ
け
作
っ
て
、
無
言
の
ま
ま
し
…
こ
と
が
多
く
な

た
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
一
時
期
も

…
ば
ら
く
置
い
と
い
た
。
そ
れ
が
見
慣
れ
…
っ

て
く
る
と
、

の
す
ご
い
ア
ン
グ
ラ
な
方
向
に
、
言
う

…
て
く
る
と
何
か
味
を
感
じ
た
も
の
で
、
…
そ
れ
を
利
用
す

な
れ
ば
ゲ
l
ム
じ
ゃ
な
い
よ
う
な
方
向

…
何
に
も
言
わ
ず
に
切
る
と
い
う
状
況
に

…
る
た
め
に
は
人

に
行
き
か
け
ま
し
た
ね
。
時
間
も
人
数

…
変
え
た
ん
で
す
。
す
る
と
今
度
は
、
会
…
数
が
必
要
じ
ゃ

も
な
い
の
に
迷
っ
て
・
：
（
笑
）
。

…

話
し
て
た
の
が
段
々
言
葉
が
少
な
く
な
…
な
い
で
す
か
。

｜
｜
実
際
ど
の
く
ら
い
の
人
数
で
制
作

…
り
、
険
悪
な
ム
l
ド
で
切
る
と
い
う
雰
…
で
も
人
を
噌
や

し
て
る
ん
で
す
か
？

…
囲
気
に
見
え
る
。
そ
う
し
た
ら
倉
ち
ゃ
…
す
こ
と
に
よ
っ

安
達
昌
宣
氏
（
以
下
安
達
）
一

9
人
ぐ

…
ん
が

「
こ
れ
は
た
ぶ
ん
彼
氏
と
電
話
し
…
て
一
人
一
人
の

ら
い
で
す
ね
。

…
て
ん
だ
よ
」
と
言
い
出
し
て
。
そ
の
場
…
マ
ン
パ
ワ
ー
が

ーーー

一
桁
で
す
か
（
笑
）
。
少
な
い
で
…

で
「
よ
し
、
そ
う
し
よ
う
」
と

（笑）
。
…
薄
ま
っ
て
し
ま

す
ね
。

…
最
初
の
繕
想
と
は
遭
う
シ
l
ン
に
な
っ
…
う
リ
ス
ク
の
方

工
藤
一
そ
れ
ぐ
ら
い
じ
ゃ
な
い
と
僕
等
…
た
ん
で
す
。

…
が
、
僕
等
は
怖

の
場
合
は
意
士
山
の
疎
通
が
取
れ
な
い
ん
…

｜
｜
開
発
現
場
の
ノ
リ
が
そ
の
ま
ま
生

…
い
ん
で
す
よ
。

で
す
。
制
作
環
境
が
す
ご
く
ラ
イ
ブ
で

…
き
て
い
る
ん
で
す
ね
。

…
絵
や
C

G
は
す

す
か
ら
。
仕
様
書
な
ん
て
な
い
で
す
か
…
工
藤
一
そ
れ
で
幽
を
書
い
て
る
コ
ン
ポ
…
ご
く
き
れ
い
で
、
完
成
度
も
高
い
か
も

…

ら
ね
（
笑
）
。

…
l
ザ
l
の
谷
口
君
に
「
曲
は
だ
ん
だ
ん
…
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
僕
等
の
よ
う
な
作
…

｜
｜
ラ
イ
ブ
？

…
重
く
な
る
感
じ
に
」
と
発
注
し
直
し
ま
…
り
手
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
ラ
イ
ブ

…

工
藤
一
例
え
ば
、

『
U
F
O」
の
イ
ベ
…
し
た
（
笑
）
。
そ
ん
な
も
ん
な
ん
で
す
…
な
作
品
と
比
べ
た
と
き
、
ユ
ー
ザ
ー
の
…

ン
ト
の
一
つ
で
、

O

L
が
午
前
O
時
に
…
け
ど
ね
。
で
も
、
多
人
数
の
流
れ
作
業
…
心
に
は
僕
等
の
作
品
が
残
る
と
思
う
…

電
話
を
す
る
シ
l
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
…
で
は
絶
対
生
ま
れ
な
い
、
ア
ド
リ
ブ
性
…
し
、
き
っ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
み
た
い
な
も
…

「
ウ
ソ
」
や
「
マ
ジ
」
と
い
う
言
葉
を
…
の
面
白
さ
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
あ
、
現
…
の
が
伝
わ
る
と
思
う
ん
で
す
。
も
ち
ろ

fUFOJ ( 

ん
す
ご
い
妓
術
力
で
作
ら
れ
た
ゲ
l
ム

も
あ
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
よ
、
だ
か

ら
こ
そ
僕
等
の
作
る
も
の
に
、
あ
る
意

味
が
見
い
だ
せ
る
と
い
う
か
・：
ま
あ
、

ゲ
l
ム
制
作
と
い
う
の
は
隙
間
産
業
で

す
か
ら
（
笑
）
。



．．．．テレビゲーム温故知覇

工
藤
一
だ
か
ら
キ
ャ
ラ
デ
ザ
イ
ン
な
ん
…
感
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

…

も
知
っ
て
い
て
ゲ
i
ム
を
作
っ
て
い
る

も
は
や

E号
だ
け
で
肱
寝
せ
な
い

…
か
も
、
ま
ず
置
い
て
み
る
ん
で
す
。
そ
…
工
藤
一
僕
は
逆
に
他
の
ゲ
l
ム
メ
l
カ
…
世
代
で
す
。
い
く
つ
も
知
っ
て
い
る
楽

U
F
O」
の
世
界

…
れ
で
適
当
に
動
か
し
て
み
る
。
命
が
入
…
ー
が
、
ど
う
し
て
そ
こ
ま
で
？
り
な
い
…
し
み
の
な
か
で
、
ゲ
l
ム
だ
か
ら
で
き

｜
｜

『
m
o
o
n－
『
U
F
O』
の
流
…

る
の
を
待
つ
（
笑
）
。
な
ん
か
言
い
方
…
の
か
の
方
が
不
思
織
で
す
よ
。
そ
の
辺

…
る
楽
し
み
方
と
い
う
も
の
を
僕
等
な
り

れ
を
見
て
い
て
思
う
ん
で
す
が
、

絵
と
…

が
大
袈
裟
で
す
け
ど
ホ
ン
卜
に
そ
う
な
…
が
考
え
方
と
し
て
納
得
で
き
な
い
し
、
…
に
考
え
て
い
こ
う
と
恩
っ
て
い
ま
す

音
楽
に
は
や
は
り
こ
だ
わ
り
が
あ
る
ん
…
ん
で
す
。
歩
く
ス
ピ
ー
ド
と
か
変
え
て
…
ク
リ
ヱ
イ
タ
ー
と
し
て
世
界
を
作
る
こ
…
ね
。
そ
れ
と
、
こ
こ
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
し

で

し

ょ

う

か

？

…

み
て
「
コ
イ
ツ
の
感
じ
だ
と
こ
の
く
ら
…
と
に
「
お
ろ
そ
か
」
で
す
よ
ね
。
ま
あ
、
…
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
ラ
ブ
デ

工
藤
一
そ
う
で
す
ね
、
特
に
そ
こ
は
こ

…
い
だ
な
」
っ
て
見
え
て
く
る
ん
で
す
。
…
そ
の
お
か
げ
で
僕
等
が
飯
食
え
る
の
か

…
リ
ッ
ク
は

『
m
o
o
n』
以
降
、

2
チ

だ
わ
っ
て
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
ゲ
l
ム

…
あ
と
は
そ
れ
を
ゲ
l
ム
の
な
か
で
再
現
…
も
し
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
（
笑
）
。

…
l
ム
に
分
か
れ
て
制
作
活
動
を
続
け
て

の
目
的
ば
か
り
追
っ
て
欲
し
く
な
い
ん

…
す
る
だ
け
で
す
よ
。

…
ーーー
あ
る
意
味
で
『
U
F
O』
は

「閲
…
き
た
ん
で
す
が
、
僕
等

『U
F
O』
チ

で
す
よ
。
ゲ
l
ム
と
関
係
な
い
部
分
で
…

｜
｜
音
に
関
し
て
の
こ
だ
わ
り
も
す
ご

…
違
い
探
し
」
と
い
う
、
音
と
映
像
が
ゲ
…

l
ム
は
、
今
度
ラ
ブ
デ
リ
ッ
ク
を
織
れ

も
キ
ャ
ラ
は
動
い
て
い
る
ん
で
す
。
で

…
い
で
す
よ
ね
。
例
え
ば
、
ア
パ
ー
ト
の
…

l
ム
性
に
密
接
に
関
わ
る
も
の
だ
か
ら
…

て
新
し
い
チ
ー
ム
「
バ
ン
プ
l
ル
」
を

も
、
そ
れ
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
イ
ベ
ン
ト

…
住
人
の
足
音
な
ん
か
も
近
づ
く
に
つ
れ
…
こ
だ
わ
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？

…
旗
婦
げ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

風
に
演
出
す
る
と
「
見
な
さ
い
よ
」
的

…
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
大
き
く
な
る
。

…
工
藤
一

『U
F
O」
は
か
な
り
音
や
ア

…
｜
｜
ラ
プ
デ
リ
ッ
ク
の
遺
伝
子
が
分
か

に
な
る
け
ど
、
今
回
そ
う
い
っ
た
提
示
…
安
達
一

『
m
o
o
n』
の
時
か
ら
の
基
…
ニ
メ
l
シ
ョ
ン
に
対
す
る
負
担
は
大
き

…
れ
た
わ
け
で
す
ね
。

を
ま
っ
た
く
し
な
い
で
表
現
し
た
ん
で

…
本
で
す
よ
。
そ
れ
だ
け
で
世
界
の
安
定
…
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

『口
l
グ
」
…
工
藤
一
そ
う
で
す
ね
。
ラ
ブ
デ
リ
ッ
ク

す
。
だ
か
ら
、
キ
ャ
ラ
の
動
き
は
背
景
…

ι
…
は
記
号
だ
け
で
十
分
選
べ
ま
す
よ
ね
。
…
か
ら

「U
F
O』
チ
l
ム
が
自
分
を
捜

n

－
 

ア
ニ
メ
に
近
い
で
し
ょ
う
。
そ

の

方

が

…

∞

…

記

号

だ

け

で

も

良

い

ゲ

l
ム
性
に
あ
え

…
す
旅
に
出
た
っ
て
と
こ
ろ
で
す
か
ね
。

m
 

キ
ャ
ラ
が
可
愛
い
し
、
切
な
く
見
え
る
…

引

…
て
絵
を
付
け
た
の
が

『ト
ル
ネ
コ
」
で

…
た
だ

『
m
o
o
n」
か
ら

『
U
F
O
』

と
思
う
ん
で
す
。

…

胡

…

す
。
だ
け
ど

『U
F
O』
を
客
観
的
に

…
へ
の
流
れ
を
気
に
入
っ
て
く
れ
た
人
は

｜
｜
キ
ャ
ラ
作
り
に
愛
を
感
じ
ま
す
ね
。

…

飢

…

見
た
と
き
に
、
「
転
ん
で
る
か
ら
怪
し

…
絶
対
裏
切
り
ま
せ
ん
か
ら
。
ち
な
み
に

洛
E

E
E
 

倉
島
一
ゲ
l
ム

で

ア

ニ

メ

ー

シ

ョ

ン

を

…

ィ

…

い

」

と

か

、

ア

ニ

メ

ー

シ

ョ

ン

と

音

そ

…
7
月
に
は
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
ス
タ
l
凶

作

っ

て

る

と

い

う

こ

と

が

、

そ

の

愛

に

…

テ

…

の

も

の

が

ゲ

l
ム
性
に
上
手
く
融
合
し

…
卜
し
ま
し
た
ん
で
、
今
後
と
も
「
パ
ン
印

チ

通
ず
る
か
わ
か
ら
な
い
で
す
け
ど
も
。
…

ゎ

…

た

、

も

う

記

号

じ

ゃ

表

わ

せ

な

い

世

界

…
プ
l
ル
」
を
よ
ろ
し
く
、
と
い
う
こ
と
却

僕
は
普
か
ら
わ
り
と
人
形
が
好
き
で
、
…

ω
…
で
は
あ
る
な
あ
と
思
い
ま
す
。

…

で
お
願
い
し
ま
す
（
笑
）。

帥

D
r

・

そ
の
延
長
線
上
で
チ
マ
チ
マ
し
た
の
を
…

m

…
｜
｜
今
後
は
ど
う
い
う
展
開
を
？

…
ー
ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

削

動
か
し
て
る
の
が
楽
し
い
ん
で
す
。
む
…

H

…
工
藤
一
最
初
に
も
少
し
話
し
ま
し
た
…

（
聞
き
手

・
構
成
／
大
和
田
信）

M
E

れ

し
ろ
健
偏
愛
か
な
。

…

こ

…

が

、

僕

等

は

ゲ

l
ム
じ
ゃ
な
い
楽
し
み
…

酢

ヨ



進
化
し
続
け
る
ゲ
ー
ム
の
表
現
力
の

新
し
い
方
向
性
を
『
U
F
O』
は
示
し
た

テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
は
過
去
初
余
年
の
歴

史
の
中
で
、
ア
ク
シ
ョ

ン、

R
P
G
、

S
L
G
な
ど
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
へ
と

進
化
・
細
分
化
し
て
い

っ
た
。
今
で
は

ジ
ャ
ン
ル
分
け
に
迷
う
作
品
も
珍
し
く

な
い
。
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
ボ
タ
ン
を
押

す
と
い
う
単
純
な
シ
ス
テ
ム
に
、
音
楽

を
密
接
に
盛
り
込
む
こ
と
で
生
ま
れ
た

「音
ゲ
l
」
な
ど
は
そ
の
好
例
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
ユ
ー
ザ
ー
は
た
だ
目
新

し
さ
だ
け
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な

い
。
そ
の
作
品
が
ゲ
1
ム
と
し
て
成
立

し
て
い
な
け
れ
ば
、
パ
カ
ゲ
l

（
ク
ソ

ゲ
l
）
と
し
て
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
瑚
笑
を

買
う
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
れ
ま
で
に
な
い
ゲ
l
ム
の
切
り
口

を
持
っ
た
、
そ
れ
で
い
て
製
品
感
の
あ

る
作
品
が
求
め
ら
れ
て
い
る
昨
今
。
そ

[BJ 

…
の
中
で
、
こ
の

『U
F
O」
は
、
確
か
…
と
は
い
え
、
普
通
に
宇
宙
人
を
撮
影
…

i
ム

性

と

念

い

る
。

…
な
ゲ
l
ム
性
に
独
特
の
世
界
観
を
融
合

…
し
た
だ
け
で
は
足
り
ず
、
各
宇
宙
人
の

…
寸
加
え

τ
4

a』
ぞ

l

…
さ
せ
る
こ
と
で
生
ま
れ
た
、
希
有
な
作

…
特
徴
を
示
す

「ば
っ
ち
シ
l
ン
」
が
写

…

れ
口
つ
札

P
1
ム
性
白
骨
在

…
口
聞
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

…
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
救
出
リ
…

’
村
ι
こ
E
な
ど
で
も
岬
置
さ
棋
だ
。

－

a

f

戸
、
‘

事
故
に
よ
り
某
ア
パ
ー
ト
に
落
下
し

…
ス
ト
に
書
か
れ
た
ヒ
ン
ト
か
ら
、

宇
宙

…

子
作
ピ

yグ
、
一
ぞ
容
テ
ム
参
議
杭
な
物
語

…
た
宇
宙
パ

ス
「
ダ
イ
マ
・
オ
l
号」
。
…
人
の
行
動
を
絞
り
込
み
、
「
ば

っ
ち
シ

…
の
補
完
だ
。
2
階
建
て
ア
パ
ー
ト
の
中

…
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
目
的
は
、
地
球
環
境
の
…

l
ン
」
の
撮
影
に
成
功
す
れ
ば
、
遭
難
…
に
広
が
る
、

8
つ
の
部
屋
と
廊
下
を
含

…
た
め
に
透
明
化
し
た
宇
宙
人
の
乗
客
乗
…
し
た
宇
宙
人
本
人
と
確
認
さ
れ
、
晴
れ
…
め
た
、

9
つ
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
。

…
員
出
名
を
探
し
出
し
救
出
す
る
こ
と
だ
。
…
て
救
出
成
功
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
ヒ
ン
…
こ
の
中
で
住
人
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
・
自

救
出
の
た
め
に
は
、
自
に
見
え
な
い
…
ト
を
元
に
画
面
を
見
な
が
ら
宇
宙
人
の
…
分
た
ち
の
都
合
で
動
き
回
り
、
小
さ
な

…
宇
宙
人
た
ち
を
映
し
出
す
コ
ス
モ
ス
キ
…
行
動
を
推
理
す
る
の
が
、
こ
の
ゲ
l
ム
…
ド
ラ
マ
を
繰
り
広
げ
て
い
く
。
宇
宙
人

ヤ
ナ
l

（
つ
ま
り
カ
メ
ラ
）
で
、
彼
ら
…
の
命
。ま
た
推
理
が
当
た

っ
て
い
て
も
、
…
を
救
出
し
て
い
く
中
で
、
プ
レ
イ
ヤ
ー

…
が
潜
ん
で
い
そ
う
な
場
所
を
撮
影
し
、
…
「
ば

っ
ち
シ
l
ン」

を
撮
り
逃
さ
な
い
…
は
必
然
的
に
住
人
た
ち
の
ド
ラ
マ
に
係

…
そ
の
姿
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
…
よ
う
に
、
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
シ
…

わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ
。

…
ぃ
。
住
人
た
ち
が
不
自
然
に
転
ん
だ
り
…
ヤ

ツ
タ
l
を
切
る
こ
と
も
大
切
だ
。
こ
…
た
と
え
ば
ゲ
l
ム
開
始
直
後
に
、
親

…
し
た
ら
要
チ
ェ

ッ
ク
だ
。
「
も
し
か
し
…
の
「
間
違
い
探
し
」
＋
ア
ク
シ
ョ
ン
要
…
父
が
廊
下
で
宇
宙
人
バ
ナ
ナ
7
を
踏
ん

…
た
ら
宇
宙
人
の
仕
業
か
も
？
」
と
、
勘

…
素
が
、
単
調
な
中
に
も
適
度
な
緊
張
感

…
づ
け
て
、
転
ん
で
し
ま
う
と
い
う
シ
チ

…
を
働
か
せ
て
写
真
を
撮
影
し
て
い
く
。

…
を
生
む
、
『
U
F
O』
な
ら
で
は
の
ゲ

…
ユ
エ

l
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
そ
の
ま
ま
で



・・・・テレビゲーム温故知新

は
親
父
は
気
絶
し
た
ま
ま
で
、
朝
ま
で

目
覚
め
る
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
で
バ
ナ

ナ
7
を
救
出
す
れ
ば
、
親
父
は
何
事
も
…

な
く
自
分
の
部
屋
に
戻
り
、
そ
こ
で
別
…

の
ド
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
る
と
い
う
具
合
…

だ
。古
ア
パ
ー
ト
と
い
う
狭
い
舞
台
で
、

出
演
者
は
物
を

一
切
諮
ら
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
世
界
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ

て
い
き
、
幾
多
の
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ

…

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
「
間
違
い
探
し
」
と
「
ザ
ッ
ピ

…

ン
グ
」
が

「
U
F
O』
を
構
成
す
る
全

…

要
素
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
ゲ

l
ム
性
に
密
接
に
絡
み
、

作
品
を
ま
と
め
上
げ
た
、
セ
ン
ス
あ
る

映
像
と
音
楽
に
、
本
作
品
が
醸
し
出
す
…

夫
副で

…

ん

H

b
L

・

つ
作品’

H

か0

・
H

・』

・

O

H
 

る

日

寝で

日

中の

…

スケ‘ンン・っ
ア
恩

フ
と
・

魅
力
の
秘
密
が
あ
る
。

…
さ
り
げ
な
い
行
動
を
見
守
る
う
ち
に
、

…
受
け
す
る
作
品
で
は
な
い
。
中
に
は
何

携
帯
ゲ

l
ム
機
の
魅
力
を
語
る
上
…
シ
ャ

ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
逃
が
す
ま
い
…
が
面
白
い
の
か
、
わ
か
ら
な
い
ユ
ー
ザ

で
、
よ
く
言
わ
れ
る
「
ゲ
l
ム
性
の
高
…
と
張
り
つ
め
て
い
た
気
持
ち
が
、
し
だ
…
ー
も
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。少
な
く
と
も
、

い
作
品
な
ら
ば
、
映
像
な
ど
は
関
係
な
…
い
に
な
ご
ん
で
く
る
。
物
言
わ
ぬ
住
人
…
古
ア
パ
ー
ト
の
ひ
な
び
た
畳
に
哀
愁
を

い
」
と
い
う
認
識
は
、
間
違
っ
て
は
い
…
た
ち
の
さ
り
げ
な
い
仕
草
や
様
々
な
表
…
感
じ
な
い
で
あ
ろ
う
、
海
外
ユ
ー
ザ
ー

な
い
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
…
情
か
ら
、
彼
ら
の
恩
い
や
こ
れ
ま
で
の
…
に
は
受
け
な
い
タ
イ
プ
の
作
品
だ
。
し

『F
F』
シ
リ
ー
ズ
は
、
「
咽
」
以
降

一

…
人
生
が
透
け
て
見
え
て
く
る
。

…
か
し
、
心
に
残
る
作
品
と
い
う
の
は
、

定
レ
ベ
ル
の
ゲ
！
ム
性
を
保
ち
な
が
…
ま
た
住
人
た
ち
と
は
対
象
的
に
、
記
…
本
当
は
そ
う
い
う
物
で
は
な
い
だ
ろ
う

ら
、
ハ
リ
ウ

ッ
ド
映
画
の
よ
う
に

一
目
…
号
化
さ
れ
た
宇
宙
人
た
ち
の
デ
ザ
イ
ン

…
か
。
自
分
と
波
長
の
合
う
作
品
と
出
会

で
「
ス
ゴ
イ
」
と
言
わ
せ
る
ピ
ジ
ユ
ア
…
も
上
手
い
。
明
年
代
ア
メ
リ
カ
の
チ
l

…
っ
た
か
ら
こ
そ
、
作
品
の
感
動
が
増
す

ル
を
提
示
し
て
、

一
般
層
に
ア
ピ
ー
ル
…
プ

S
Fを
仕
切
衡
と
さ
せ
る
宇
宙
船
内
の
…
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
ハ
ー
ド

し
て
き
た
。
「
F
F』
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
…
デ
ザ
イ
ン
も
、
ア
パ
ー
ト
の
中
と
は
う
…
の
進
化
に
伴
い
映
像
と
音
が
進
歩
し
た

重
視
の
姿
勢
に
は
異
論
も
多
い
が
、
映
…
っ
て
変
わ
っ
た
、
サ
ク
サ
ク
と
動
く
操

…
か
ら
こ
そ
、
味
わ
え
る
感
動
で
あ
り
、

画
が
モ
ノ
ク
ロ
か
ら
カ
ラ
l
へ
と
進
化
…
作
感
を
強
め
て
い
る
。
ア
パ
ー
ト
と
字
…
ゲ
1
ム
と
い
う
文
化
の
広
が
り
を
感
じ

し
た
よ
う
に
、
ゲ
ー
ム
の
進
化
を
考
え
…
宙
船
、
住
人
た
ち
と
宇
宙
人
と
い
う
よ
…
る
の
だ
。
今
後
も
こ
う
し
た
セ
ン
ス
の

る
と
、
映
像
技
術
そ
の
も
の
の
進
化
も
、
…
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
が
対
比
し
て
…
あ
る
、
個
性
的
な
作
品
が
世
に
関
わ
れ

ま
た
重
要
な
要
素
と
な
る
だ
ろ
う
。

…
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
の
も
、

一
見
地
…
る
こ
と
を
望
む
。
パ
カ
ゲ
l
は
除
く
け

た
だ
し
、
全
て
の
ゲ
｜
ム
が
映
像
技
…
昧
な
画
面
に
メ
リ
ハ
リ
を
付
け
る
上
で
…
ど
。

術
の
進
化
と
い
う
文
脈
で
進
む
べ
き
日
役
立
っ
て
お
り
、
巧
み
な
演
出
法
だ
。

…

司

一
だ
は
ろ

・

／

け

οも

一
品
ゲ
ん
向
だ
ふ

圃

ン

だ
M
M開

だ
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
事
実
…
音
楽
も
ア
メ
リ
カ
ン
コ
メ
デ
ィ
調
あ
…
一

心
の
込
傾
る
担

圃

ぽ
い
＼
清

一
巳
数
り
の
れ
例

圃

っ

し

M
N

『
U
F
O』
は

『
F
F』
と
は
ま

っ
た
…
り
、
レ
ゲ
エ
調
あ
り
と
、
世
界
観
に
マ
…
一

M
複
盛
こ
わ
引

圃

L
Tヨ
可
ア
託

一
勧
は
を
も
問
彰

圃
副
ス

副

島

く
違
う
方
向
性
で
、
映
像
を
進
化
さ
せ
…

ッ
チ
し
た
メ
ロ
デ
ィ
が
流
れ
秀
逸
だ
。
…
一

伽
年
ス
後
が
開

園
M

イ
則
ト
ジ

m
L

て
い
る
。
そ
れ
は
技
術
力
と
い
う
よ
り
…
も
ち
ろ
ん
B
G
Mだ
す
で
な
く
、
宇
宙
…

E
一冊
4
U
A
崎
北

－

M
か
判

η
と
…一明

ー

…

L
一国
立
の
う
一
ゲ

・
M
l
m町
弾
特
提
ロ

も
、
映
像
が
持
つ
表
現
力
と
言
い
直
し
…
人
探
索
の
た
め
こ
ヒ
ノ
卜
と
な
る
音
も
・
一

湘

ι
自
思
タ－
b
Fι
山
側
：
一
狙
で
こ

l

－

…

l
一刻

こ
独
と
イ
芯

園

P
／
団
第
パ
）
草

た
方
が
い
い
だ
ろ
う
。

…
隠
さ
れ
て
お
り
、
音
の
使
い
方
は
相
当
…

F
一
九
一丸
山
山
蜘

園
川
↑物
酔
飢
M
4

ア
パ
ー
ト
の
穆
ん
だ
色
彩
な
ど
、
哀
…
に
奥
深
い
。

…
口
一
目
前
川
M
M
E
隔

月

m
d

一一『玩

一

年

融

ヒ

よ

ン

園

愁
潔
う
タ

ッ
チ
で
捕
か
れ
た
世
界
。
愛
…
セ
ン
ス
に
つ
い
て
は
個
人
の
趣
味
も
…

円
一
川
を
が
、
セ

E
m
ト
ー
戸
胃
ク

ω

一

口

性

晶

き

・

E
F－－ブは一
F

情
深
く
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
住
人
た
ち
の
…
大
い
に
影
響
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
万
人
…

p一
問
ム
作
続
う

E
m
ト
倒
ラ
で
仙
川

メーカー：アスキー／健種 ：プレイステーション／価格 ：》5,800/
発売日：・99年6月24日
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レ
6
．ゲー

ヂ

くfカルドセてトエキスパンシヨンj

00 

ヒ
ッ
で
き
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
一

ち
ゃ
ん
と
仕
上
げ
る
こ
と
は
約
束
す
る

園
そ
の
出
来
映
え
は
職
人
芸
と
も
冨
わ
れ
、
高
い
評
価
を
受
け
た
ト
レ
l
デ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
ボ
ー
ド
ゲ
l
ム

－
こ
の
名
作
を
制
作
し
た
若
干
5
名
の
ソ
フ
ト
ハ
ウ
ス
「
大
宮
ソ
フ
ト
」
に
、
そ
の
こ
だ
わ
り
を
聞
く
。

や
り
込
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
ば

か
り
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
人
た
ち
を

裏
切
ら
な
い
よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
や

り
た
い
こ
と
を
組
み
込
ん
で
：・
と
、
か

な
り
せ
め
ぎ
合
い
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

…
実
際
の
作
業
で
は
、
カ
ー
ド
の
入
れ
替

え
な
ど
に
よ
る
ゲ
l
ム
バ
ラ
ン
ス
の
変

更
に
、
か
な
り
気
を
使
い
ま
し
た
。

…
鈴
木
英
夫
氏

（以
下
、
鈴
木
）

二
最
初

は
、
移
植
な
ん
だ
し
簡
単
に
で
き
る
だ

…
ろ
う
と
「
サ
ク
っ
と
や
っ
ち
ゃ
い
ま
す

よ
l
」
と
か
言
っ
て
い
た
ん
で
す
。
で

…
も
、
大
宮
ソ
フ
ト
と
い
う
の
は
頭
の
悪

い
会
社
で
し
て

（笑
）
、
メ
ン
バ
ー
み

ん
な
が
、
自
分
の
担
当
で
気
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
を
ど
ん
ど
ん
直
し
始
め
る

ん
で
す
よ
。
普
通
だ
っ
た
ら
移
植
版
で

…
等
、
舷
張
・
後
付
け
と
い
う
ス
タ
イ
ル

す
か
ら
、
セ
ー
ル
ス
を
考
え
て
派
手
に

…
が
一
般
的
に
な
っ
て
く
れ
ば
、
是
非
や

…
し
た
り
、
自
の
つ
き
や
す
い
と
こ
ろ
を

…
り
た
い
と
は
思
い
ま
す
。
制
D
D
な
ん

…
集
中
的
に
手
を
入
れ
た
り
す
る
も
の
な

…
て
い
う
の
は
そ
う
い
っ
た
意
味
で
魅
力

の
か
も
知
れ
な
い
の
で
す
が
、
誰
も
気

…
的
で
す
よ
ね
。
た
だ
、
そ
う
い
っ
た
舷

…
が
つ
か
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
に
ば
か
り

…
張
要
素
が
な
く
と
も
、

最
初
に
発
売
さ

…
時
間
を
か
け
て
は
ヒ
l
ヒ
l
言
っ
て
ま

…
れ
た
商
品
が
き
ち
っ
と
完
成
し
て
い
て

し
た

（笑
）。

…
欲
し
い
ん
で
す
。
ま
ず
商
品
と
し
て
1

…
｜
｜
今
回
の

「
エ
キ
ス
パ
ン
シ

ョ
ン
」
…
0
0
%
の
面
白
さ
を
持
っ
て
い
て
、
拡

は
C
Dl
R
O
M
に
よ
る
マ

ッ
プ
デ
l

…
張
要
素
で
1
2
0
%楽
し
め
る
と
い
う

タ
の
拡
張
機
能
が
入

っ
て
い
ま
す
が
、
…
よ
う
な
。
で
す
が
、
大
宮
ソ
フ
ト
が
本

こ
う
い

っ
た
拡
張
性
に
つ
い
て
は
、
ど
…

当
に
目
指
し
て
い
る
ゴ
l
ル
と
い
う
の

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

…
は
、
チ
ユ
ン
ソ
フ
ト
さ
ん
の

「風
来
の

…
鈴
木
一

『カ
ル
ド
セ
プ
卜
』
は
卜
レ
l

…
シ
レ
ン
』
の
よ
う
な
ゲ
l
ム
な
ん
で
す
。

…
デ
イ
ン
ク
カ
l
ド
ゲ
l
ム
の
要
素
を
取

…
商
品
と
し
て

1
0
0
%
完
成
し
て
い

り
入
れ
て
い
ま
す
し
、
新
カ
l
ド
追
加

…
て
、
な
お
か
つ

1
0
0
0回
遊
べ
る
ゲ

｜
｜
ま
ず
、

今
回
発
売
さ
れ
た

『カ
ル

ド
セ
プ
ト
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
」
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
プ
レ
イ

し
て
み
て
、
た
だ
の
移
植
で
は
な
い
な

と
思
っ
た
ん
で
す
が
。

神
宮
孝
行
氏

（以
下
、
神
宮
）
一
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。『
エ
キ
ス
パ
ン

シ
ヨ
ン
』
に
関
し
て
は
、
僕
等
も
、
何

も
考
え
ず
に
S
S
版
か
ら
の
単
純
移
纏

と
い
う
の
は
や
り
た
く
な
い
な
あ
と
思

っ
て
い
ま
し
て
。
ま
た
、
「カ
ル
ド
セ

プ
ト
』
が
好
き
と
嘗
っ
て
く
だ
さ
る
フ

ァ
ン
の
方
と
い
う
の
は
、
す
ご
く
深
〈



－
ム
っ
て
本
当
に
素
晴
ら
し
い
と
思
う

…
も
良
か
っ
た
の
で
少
し
良
い
点
数
を
つ

…
ツ
シ
ャ
ー
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ

…
す

（笑
可

ん
で
す
よ
。

…

け
て
も
い
い
か
な
と
は
思
い
ま
す
。

…

ん
。
で
も
、
ク
オ
リ
テ
ィ
よ
り
も
セ
l

…
｜
｜
こ
う
し
て
お
話
を
聞
い
た
り
、
制

｜
｜
今
回
の
『
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
』
日
｜
｜
『
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
」
は
発
売
…

ル
ス
春
二
番
念
頭
に
お
い
て
ゲ
l
ム
開

…
作
さ
れ
た
タ
イ
ト
ル
を
思
い
浮
か
べ
て

は
1
0
0
%
の
出
来
で
し
た
か
。

…
元
が
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
さ
ん
な
…

発
を
行
え
ば
、
ユ
ー
ザ
ー
さ
ん
に
ど
う

…
み
る
と
、
大
宮
ソ
フ
ト
さ
ん
の
制
作
姿

鈴
木
一
い
や
あ
、
ま
だ
ま
だ
で
す
。
手

…
ん
で
す
よ
ね
。

…
し
で
も
伝
わ
っ
て
し
ま
う
と
思
う
ん
で

…
勢
に
職
人
の
気
質
と
い
う
か
技
み
た
い

を
入
れ
た
と
言
っ
て
も
現
実
的
な
範
鴫

…
鈴
木
一
そ
う
な
ん
で
す
。
今
回
メ
デ
ィ
…
す
。
開
発
陣
は
セ
ー
ル
ス
に
振
り
回
さ
…

な
も
の
を
感
じ
ま
す
。

の
話
で
す
か
ら
。
極
端
な
話
、
社
長
と
…
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
さ
ん
と
組
む
こ
と
が
…
れ
ず
、
ゲ
l
ム
の
ク
オ
リ
テ
ィ
に
専
念
…
鈴
木
一
う
ー
ん
、
で
も
僕
等
は
職
人
の

し
て
で
は
な
く
プ
ロ
ク
ラ
マ
l
の
立
場

…
で
き
た
こ
と
は
、
僕
等
に
と
っ
て
す
ご
…
で
き
る
体
制
は
、
今
国
体
験
さ
せ
て
い

…
味
を
大
事
に
・：
な
ん
で
い
う
の
は
全
然

で
も
の
を
言
え
ぱ
、
全
部
作
り
直
し
た

…
く
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
し
た
。
は
っ
き

…
た
だ
い
て
非
常
に
や
り
や
す
か
っ
た
で

…
考
え
て
い
な
い
ん
で
す
。
例
え
ば
、
仮

い
っ
て
い
う
く
ら
い
の
気
持
ち
で
す
。…

り
言
っ
て
、
大
宮
ソ
フ
ト
に
は
ゲ
l
ム

…
す
ね
。

…
に
ゲ
l
ム
制
作
の
職
人
さ
ん
が
い
る
と

も
し
満
点
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
ゲ
l

…
の
開
発
機
能
し
か
な
い
で
す
か
ら
（
笑
）
。

…
み
ん
な
の
な
か
に
一
致

ム
が
で
き
れ
ば
、
も
う
悔
い
な
く
大
宮

…
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
広
告
展
開
・
販
売

・…
し
た
ク
オ
リ
テ
ィ
ラ
イ

ソ
フ
ト
を
廃
業
し
て
、
大
宮
食
堂
で
も

…
な
ど
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
テ
コ
入
れ

…ン
が
あ
る
ん
で
す

は
じ
め
て
皿
洗
い
で
も
や
り
ま
す
よ

…
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
C
M
ひ
と
日

（笑）
。
で
す
が
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た

…
っ
と
っ
て
も
、
是
初
、
僕
等
は
最
近
よ

…
｜
｜
大
宮
ソ
フ
ト
さ
ん
は
S
F

な
か
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
方
々
の
評
判

…
く
目
に
す
る
よ
う
な
ラ
イ
ト
な
感
じ
の

…

cの
『ガ
ン
ハ
ザ
ー
ド
』
な
ど

田
晴
嵐
B
B事
訴
田
園
置ヨ
・

、。

…
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
の
で
す
…

を
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

d
幽
圃
聞

3a闘
静
也
叫
…

が
、
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
さ
ん
に
…
鈴
木
一
そ
う
で
す
ね
、
そ
の
他

酬
町
岨
悶
圃
院
回
開
醐
暗
号

…「
『カ
ル
ド
セ
プ
卜
」
は
そ
う
い
う
ゲ
l

…
に
は
メ
ガ
ド
ラ
イ
ブ
の

『ロ
l

咽品””
hn
目、，
国耳園司温－－－
F

姻・翁
ν
岨司

】k
・
・

e

胴
桜
酔
臨
由
国
眠
，

a

同
一
は
…
ム
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
H
」
と
逆
に
怒
…
ド
モ
ナ
l
ク
』
移
植
版
、
私
個

t

－
 

一
、一局
、e
幽
闘
訓
冨
時

五

…

ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
て
（
笑
）
。
荘
厳

…
人
と
し
て
は

「重
装
機
兵
ヴ
ア

’Y補
描
咽
圃圃置
埴
…
な
感
じ
の
す
る
素
晴
ら
し
い
C
M
を
作
…
ル
ケ
ン
』
、
「軍
装
機
兵
レ
イ
ノ

d
既
日
薗
園
田
崎

…
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

…
ス
」
な
ど
の
制
作
に
携
わ
り
ま

1

ー

戸詞
唱
咽
入
ペ
ス

…
｜
｜
ゲ
l
ム
業
界
に
パ
プ
リ
ッ
シ
ャ
l

…
し
た
。

司
園
田
匝
司
副
・
・
ム
，一

ツ

置
調
噛
噸一
hu

…
（
販
売
）
と
デ
ベ
ロ
ッ
パ
l
（
開
発
）
の

…
｜
｜
『
重
装
機
兵
ヴ
ア
ル
ケ
ン
」

闇
脳
：
一
圃
は

…
分
業
の
必
要
性
は
感
じ
ら
れ
ま
す
か
。

…
は
名
作
で
し
た
。
3
0
0
0回

d
k
司
川
…
鈴
木
一
そ
う
で
す
ね
。
ゲ
l
ム
開
発
に
…

以
上
や
り
ま
し
た
よ
。

刷
…
お
い
て
、
開
発
陣
に
セ
ー
ル
ス
の
プ
レ
…
鈴
木
一
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

・・・・テレビゲーム温故知覇

左から、企画部長神宮孝行氏、取締役社長鈴木英夫氏。

区E



し
て
、
職
人
の
技
を
持
っ
と
ま
わ
り
が

…
こ
れ
ぐ
ち
い
は
し
な
い
と
い
け
な
い
だ

認
め
た
と
し
て
・
も
、
本
人
は
分
か
ら
な

…
ろ
う
と
い
う
線
が
い
つ
も
頭
の
中
に
あ

…

い
と
い
う
か
、
あ
ま
り
関
係
の
な
い
こ

…
る
ん
で
す
。
ゲ
l
ム
制
作
で
ご
飯
を
食
…

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
人
に
と

…
べ
て
い
る
人
と
、
そ
う
で
な
い
ア
マ
チ

…

っ
て
み
れ
ば
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
魔
法

…
ュ

ア
の
人
の
差
は
何
か
と
い
え
ば
、
こ
…

だ
っ
た
ら
こ
う
い
う
ふ
う
に
表
現
す
る
日
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ラ
イ
ン
を
ど
こ
に
引
く

よ
な
あ
と
か
、
ロ
ボ
ッ
ト
だ
っ
た
ら
こ

…
か
が
遭
う
だ
け
な
の
で
は
な
い
の
で
し

…

ん
な
感
じ
で
動
く
よ
な
あ
と
か
、
当
た

…
ょ
う
か
。
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
の
中
に
は

り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
お
こ
な
う

…
技
術
力
や
発
想
力
の
点
で
、
プ
ロ
の
人

普
通
の
こ
と
な
ん
で
す
よ
。
ま
わ
り
で
…
を
凌
駕
し
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
る
…

い
く
ら
あ
り
が
た
が
ら
れ
で
も
、
下
駄

目
か
と
は
思
う
の
で
す
が
、
プ
ロ
は
ど
れ

屋
は
下
駄
を
作
る
工
程
を
た
だ
忠
実
に

…
だ
け
苦
労
し
て
作
っ
て
も
客
観
的
に
見

…

お
こ
な
っ
て
い
る
だ
け
な
ん
だ
と
思
う

…
て
ク
オ
リ
テ
ィ
ラ
イ
ン
に
達
し
て
い
な

…

ん
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
大
宮

…
い
か
ら
使
え
な
い
と
判
断
で
き
る
と
恩
…

ソ
フ
ト
は
、
営
業
す
る
と
き
に
半
分
冗

…
う
ん
で
す
。
ま
あ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

…

談
な
ん
で
す
け
ど
「
ヒ
ッ
ト
作
が
で
き

…
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
例
え
ば
、
今
マ

る
か
ど
う
か
は
保
置
で
き
ま
せ
ん
が
、

…
ス
タ
l
ア
ッ
プ
し
な
い
と
会
社
が
潰
れ

ち
ゃ
ん
と
仕
上
げ
る
こ
と
は
約
束
し
ま

…
て
し
ま
う
な
ん
て
言
う
と
き
は
泣
く
泣
…
神
宮
一
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
人
間
が
ロ
を

す
」
と
雷
つ
て
は
い
ま
す
け
ど
も
（
笑
）
。…

く
下
げ
る
こ
と
も
あ
る
か
と
は
思
う
ん
…
だ
す
と
い
う
の
は
珍
し
い
と
思
い
ま

ー
ー
で
も
、
そ
れ
は
す
ご
く
重
要
な
こ
…

で
す
が
。

…

す
。
で
す
が
、
も
う
長
い
こ
と
一
緒
に

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
の
ゲ
l

…
｜
｜
『
カ
ル
ド
セ
プ
ト
」
の
時
は
ど
う
…

や
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
示
し
合
わ
さ

ム
業
界
で
は
下
駄
を
最
後
ま
で
作
る
こ
…
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

…
ず
と
も
、
み
ん
な
の
な
か
で
一
致
し
た

と
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
…

鈴
木
一

『カ
ル
ド
セ
プ
ト
』
の
時
と
い

…
ク
オ
リ
テ
ィ
ラ
イ
ン
が
出
来
上
が
っ
て

す
し
。

…
う
か
、
大
宮
ソ
フ
ト
は

5
人
で
や
っ
て
…
い
ま
し
た
ね
。

鈴
木
一
そ
う
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん

…
ま
す
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
相
互
チ
工
ツ

…
｜
｜
あ
る
程
度
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ラ
イ
ン

ね
。
他
の
メ
ー
カ
ー
さ
ん
で
は
ど
う
な
…
ク
体
制
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
演
出
が

…
を
引
く
た
め
に
は
人
数
と
密
接
な
関
係

の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
大
宮
ソ
フ
ト
…
出
来
上
が
れ
ば
、
そ
れ
を
全
員
で
チ
工
…

が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

で
は
、
商
品
と
し
て
お
金
を
頂
く
以
上
、
…
ツ
ク
し
て
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

…

鈴
木
一
そ
う
で
す
ね
。
少
な
く
と
も
意

( r.カルドセむエキスバンシヨンj

ヨE

…
志
疎
通
の
点
で
効
率
は
い
い
だ
ろ
う
な

…
あ
と
、
な
ん
と
な
く
思
い
ま
す
。
制
作

チ
ー
ム
が
数
十
人
と
い
る
よ
う
な
開
発

…
現
場
で
は
、
自
分
の
担
当
し
て
い
る
仕

…
事
が
ゲ
l
ム
の
な
か
で
ど
う
い
っ
た
位

…
置
づ
け
に
あ
る
の
か
な
ん
で
い
う
こ
と

…
も
分
か
り
づ
ら
く
な
る
か
と
思
い
ま
す

…
し
。
大
規
模
な
制
作
チ
l
ム
は
、
如
何

…
に
効
率
化
が
図
れ
る
か
と
い
う
の
が
鍵

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で

も
、
我
々
も
常
々
人
を
増
や
し
た
い
と



は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
（
笑
）
。

－
｜
自
分
た
ち
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ラ
イ
ン

に
は
、
や
っ
ぱ
り
面
白
い
と
い
う
自
信

が
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
一
い
や
、
ま
さ
か
（
笑
）
。
開
発

を
始
め
て
か
ら
工
場
で
出
来
上
が
る
ま

で
、
い
つ
も
い
つ
も
「
こ
れ
で
大
丈
夫

か
な
大
丈
夫
か
な
、
ユ
ー
ザ
ー
の
み
ん

な
に
怒
ら
れ
な
い
か
な
」
っ
て
ド
キ
ド

キ
し
て
い
ま
す
よ
。だ
か
ら
こ
そ
逆
に
、

ク
オ
リ
テ
ィ
ラ
イ
ン
を
下
げ
る
こ
と
を

恐
れ
、
テ
ン
シ
ョ
ン
を
保
っ
て
い
ら
れ

る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
ひ
と
つ
安
易
に

流
し
は
じ
め
た
ら
落
ち
て
い
く
の
は
た

や
す
い
で
す
か
ら
。
自
分
た
ち
が
面
白

い
と
思
っ
て
作
っ
て
い
る
も
の
に
、
期

・・・・テレビゲーム温故知踊
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ント..臨｝との闘会いItあったと周
いている0 lflt涜れ、窓作にでメデ

ィアファクトリー＜•殉.‘＇ fl・
わり、今回のチームが爽認したわけ

だが、これ依すご＜ •-v:•事件＇！！.－＞
たわ付だ．大宮ソフトltHに専念
で’る環境毒、マリーがル＂・れた
クリヱイターを、メディアファクト

リ－It・れたソフト、そしてユーザ
-Itこれから.，..らのゲームにとて

6・縛できるのだから． ｛・.”｝

側 冒 岡田
モノポリーとマジック：ザ・ギャ

ザリングのミックス。．にでも思い
つきそうで・もやらなかったことを
大宮ソフト！：＊illにキッチリ作って
きた。『カルドセプトJItその.飽
きれ涼みのあるゲーム佳から、カル
トなセガサターンの名作とまで呼ば
れた。しかし、その鎗宛以前からマ
リーガルマネジメント｛マネジメ



ヂ

レ
6
．ゲー

fバイオレンスキラー～TUROKNEW GENERATION) ． 
そ
ろ
そ
ろ
新
し
い
タ
イ
プ
の

ブ
ラ
ン
ド
が
で
き
て
も
よ
い

g
e
m
z
i
（
ゲ
ン
ジ）
。
ク
リ
エ
イ
…

タ
l
の
開
発
支
援
で
有
名
な
マ
リ
l
ガ
…

ル
マ
、ネ
ジ
メ
ン
ト
が
管
理
す
る
、
ゲ
1

ム
ソ
フ
ト
の
新
し
い
．ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
…

そ
の
第

一
弾
ソ
フ
ト
と
な

っ
た
の
が、

米
ア
ク
レ
イ
ム
社
で
開
発
さ
れ
た

『パ

イ
オ
レ
ン
ス
キ
ラ
l
」
だ
。
現
在
の
市
…

場
の
中
で
ブ
ラ
ン
ド
が
持
つ
意
味
と
は

何
か
、
同
社
の
ブ
ラ
ン
ド
担
当
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
で
あ
る
安
藤
氏
に
伺
っ
た
。

「

N
併
で
は

『
マ
リ
オ
』
を
始
め
と

…

し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
ソ
フ
ト
以
外

…

に
も
、
年
齢
層
が
比
較
的
高
い
人
向
け
、

大
人
で
も
十
分
に
楽
し
め
る
ソ
フ
ト
は

…
あ
り
ま
し
た
が
、
必
ず
し
も
き
ち
ん
と

世
の
中
に
出
て
な
か
っ
た
と
思
う
ん
で
…

す
。そ
の
あ
た
り
を
何
と
か
し
た
い
ね
、

と
い
う
話
は
、
以
前
か
ら
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
今
回

『バ
イ
オ
レ
ン
ス
…

キ
ラ
l
」
の
販
売
に
携
わ
る
中
で
、
具

体
的
に
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上

げ
、
そ
の
第
一
弾
ソ
フ
ト
と
し
て
取
り

上
げ
る
こ
と
で
、
ブ
ラ
ン
ド
の
持
つ
主

張
も
含
め
て
世
の
中
に
問
い
か
け
た
い

と
考
え
た
の
で
す
」

年
間
に
千
本
強
の
タ
イ
ト
ル
が
発
売

さ
れ
る
中
で
、
ど
の
ソ
フ
ト
を
選
ん
だ

ら
い
い
か
、
わ
か
ら
な
い
ユ
ー
ザ
ー
も
…

多
い
。

一
方
で
良
質
な
ソ
フ
ト
が
市
場
…

で
埋
も
れ
て
い
る
現
状
も
あ
る
。
こ
れ

を
う
ま
く
結
ぶ
仕
組
み
を
作
り
た
い
と

い
う
。

g
e
m
z
i
の
具
体
的
な
意
味

…

は
囲
み
を
見
て
も
ら
う
と
し
て
、
自
力

で
き
ち
ん
と
枠
組
み
を
作
り
、
ユ
ー
ザ
H

l
に
ソ
フ
ト
を
届
け
て
い
く
、
と
い
う
…

意
味
も
込
め
て
、
こ
う
し
た
言
葉
を
選

ん
だ
と
安
藤
氏
は
諮
っ
た
。

と
こ
ろ
で
今
回
第

一
弾
と
な

っ
た

『バ
イ
オ
レ
ン
ス
キ
ラ
l
』
は
、
海
外
…

で
は

『テ
ュ
ロ
ッ
ク

2
』
と
し
て
知
ら
…

れ
る
ソ
フ
ト
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
…

1
4
0万
本
、
欧
州
も
含
め
る
と
1
8
…

0
万
本
以
上
売
れ
た
大
ヒ

ッ
ト
タ
イ
ト

ル
だ
。
し
か
し
、

『テ
ユ
ロ
Y

ク
1
』
は
…

ア
メ
リ
カ
で
こ
そ
ミ
リ
オ
ン
ソ
フ
ト
と
…

な
っ
た
が
、
園
内
で
は
販
売
に
苦
戦
し

た
ソ
フ
ト
、
ま
た
大
味
な
洋
ゲ
ー
と
し

て
の
認
知
度
が
高
い
。
今
回
タ
イ
ト
ル

直司
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新メ
しl
いカ
ブl
ヲ E」

ンと
ド6
Dわ
瞳れ
守な

をM

－
年
聞
に
千
本
以
上
の
タ
イ
ト
ル
が
発
売
さ
れ
る
中
で
、
ユ
ー
ザ
ー
に
ソ
フ
ト
を
既
知
し
て
も
ら
う
努
力
也
ま
た
高
ま
っ
す
い
語
。

－マリ
l
ガ
ル
が
管
理
す
る
新
ブ
ラ
ン
ド

『
g
e
m
z
i
（
ゲ
ン
ジ
）
』
の
意
味
と
は
何
か
？

＠ 

!g~mzi 
[Independence] 
[Zip] 
[Equal] 
[Generous] 
[Mad about] 



を
変
更
し
た
意
味
と
は
何
か
。
ま
た

「バ
イ
オ
レ
ン
ス
キ
ラ

l
』
が
第

一
弾

と
な
っ
た
こ
と
で
、

g
e
m
z
l
が
洋

ゲ
l
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
識
さ
れ
る
恐

れ
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

「
『テ
ュ
ロ
ッ
ク
1
」
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
い
た
方
に
は
、
タ
イ
ト
ル
も
『i
2』

の
方
が
良
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し

『
1
」
を
手
に
し
て
楽
し
ま
れ

な
か
っ
た
方
、
ま
た
ゲ
l
ム
雑
誌
な
ど

で
タ
イ
ト
ル
だ
け
を
見
て
、
そ
れ
ほ
ど

売
れ
な
か
っ
た
ソ
フ
ト
、
と
い
う
印
象

を
持
た
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
、
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
は
引
き
ず

り
た
く
な
い
、
と
い
う
の
は
あ
り
ま
し

た
。
ま
た

g
e
m
z
i
は
洋
ゲ
l
に
だマリーガルマネジメント 安藤摂氏。

け
こ
だ
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

…

せ
ん
。
「
バ
イ
オ
レ
ン
ス
キ
ラ
l
」
で

そ
の
よ
う
に
恩
わ
れ
た
方
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
人
向
け
の
良
質
な

ソ
フ
ト
な
ら
、
す
べ
て
対
象
で
す
よ
」

g
e
m
Z
1ブ
ラ
ン
ド
で
リ
リ
ー
ス

さ
れ
る
ソ
フ
ト
は
、
当
面
メ
デ
ィ
ア
フ
…

ア
ク
ト
リ
l
お
よ
び
任
天
堂
か
ら
発
売
…

＆
販
売
さ
れ
る
ソ
フ
ト
の
予
定
だ
が
、

g
e
m
z
i
で
は
販
売
元
や
ハ

l
ド
を
…

…
限
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
後

…

の
展
開
に
つ
い
て
、

他
社
か
ら
の
問
い

日
合
わ
せ
も
あ
る
と
い
う
。
そ
の
際
に
基
…

…
準
と
な
る
の
が
、
マ
リ
l
ガ
ル
マ
ネ
ジ

…
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
で
も
そ

メ
ン
卜
の
チ
ュ
ー
ン
ナ

ッ
プ
部
隊
で
あ
…

れ
以
外
の
ブ
ラ
ン
ド
が
で
き
て
も
よ
い

る
猿
楽
庁
の
評
価
を
基
準
と
し
て
、
そ
…

と
思
う
の
で
す
。
ブ
ラ
ン
ド
に
は
、
商

の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
に
あ
っ
た
ソ
フ
…

品
を
買
う
と
き
の
安
心
感
や
期
待
感
な

…
ト
で
あ
れ
ば
、
発
売
元
を
問
わ
ず
に
プ
…

ど
、
商
品
単
体
で
は
な
か
な
か
差
別
化

ラ
ン
ド
を
貸
し
出
し
、
リ
リ
ー
ス
し
て
…
で
き
な
い
要
素
を
補
完
す
る
作
用
や
効

い
く
予
定
だ
と
い
う
。

…
果
が
あ
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
メ
l
カ

「
こ
れ
ま
で
ゲ
1
ム
の
ブ
ラ
ン
ド
と

…
l
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
ユ
ー
ザ
ー

い
え
ば
メ
ー
カ
ー
名
だ
っ
た
り
、
人
気
…
が
安
心
し
て
購
入
で
き
る
指
針
に
ま
で

…
シ
リ
ー
ズ
な
ら
タ
イ
ト
ル
名
が
ブ
ラ
ン
…
育
て
る
こ
と
が
理
想
で
す
ね
」

…
ド
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
ぁ
…

中
高
生
の
可
処
分
所
得
が
携
帯
電
話

…
と
は
洋
ゲ
！
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
が
作
ら
…

な
ど
ゲ
1
ム
以
外
の
娯
楽
に
流
れ
て
い

…
れ
た
場
所
や
、
軍
近
で
は
一
部
の
開
発
…
る
昨
今
、

タ
イ
ト
ル
の
噌
加
も
伴
っ
て

…
者
も
、
ユ
ー
ザ
ー
の
安
心
感
と
期
待
感
…

1
本
あ
た
り
の
平
均
販
売
枚
数
は
低
下

…
と
い
う
意
味
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ

…
を
続
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
ソ
フ

『バイオレンスキラー』は宮レントの羽賀研二氏を起用し

たTVCFでも館周となった．

ト
の
内
容
と
共
に
、
ソ
フ
ト
を
認
知
さ

せ
る
努
力
も
ま
た
重
要
だ
ろ
う
。
ま
た

ゲ
l
ム
ソ
フ
ト
の
開
発
が
大
型
化
し
て

い
く
中
で
、
開
発
と
販
売
の
分
化
な
ど
、

メ
ー
カ
ー
を
超
え
た
制
作
の
見
直
し
が

進
ん
で
お
り
、
こ
の
点
で
も
メ
ー
カ
ー

…
に
縛
ら
れ
な
い
ブ
ラ
ン
ド
を
提
供
し
て

い
く

g
e
m
z
l
の
姿
勢
は
、
過
去
に

…
類
を
見
な
い
挑
戦
だ
と
も
言
え
る
。
肇

や
か
な
新
ハ

1
ド
の
発
表
の
陰
で
業
界

…
再
編
が
静
か
に
進
む
中
、

g
e
m
z
i

…
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
感
と
そ
の
使
命

も
、
ま
た
高
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。（

聞
き
手
・
構
成
／
編
集
部
）

直E
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g
e
m
z
iの
「
大
人
向
け
」

ユ
ー
ザ
ー
の
心
に
届
い
た
か
？

－ge
m
z
i第
一
弾
と
し
て
発
売
さ
れ
た

『バ
イ
オ
レ
ン
ス
キ
ラ
I
T

圃

T
V
C
Fな
ど
話
題
性
は
十
分
だ
が
、
そ
の
真
価
は
？

『バ
イ
オ
レ
ン
ス
キ
ラ
l
』
は、

m別

年
に
発
売
さ
れ
た

『時
空
戦
士
テ
ュ
ロ

ッ
ク
』

の
統
編
で
、
海
外
で
は

『テ
ュ

…

ロ
ッ
ク
2
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
発
売

…

さ
れ
て
い
る
ソ
フ
ト
で
あ
る
。
ド
ゥ
l

ム
タ
イ
プ
と
呼
ば
れ
る
自
分
視
点
の
ア

ク
シ
ョ
ン
ゲ
l
ム
で
、
銃
撃
し
て
敵
を
…

倒
す
と
血
が
吹
き
出
る
な
ど
の
N
臼
ら

し
く
な
い
残
虐
な
描
写
が
売
り
だ
。
開

発
が
難
し
い
と
言
わ
れ
る
N
似
で
、
高
…

い
技
術
力
を
誇
る
米
ア
ク
レ
イ
ム
社
が
…

開
発
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
1
4
0万
本

の
ヒ

ッ
ト
を
記
録
し
て
い
る
。

ま
た
、
マ
リ
l
ガ
ル
マ
、ネ
ジ
メ
ン
卜

が
立
ち
上
げ
た
大
人
向
け
の
ソ
フ
ト
ブ

ラ
ン
ド
「

g
e
m
Z
1」
の
第

一
弾
ソ

フ
ト
で
も
あ
る
。
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
た

服
装
の
羽
賀
研
二
が
「ま
だ
ま
だ
っ
！
」

と
言
う
C
M
は
、
「
生
き
残
っ
て
や
る
」
…
敵
に
捕
ま
っ
た
人
間
の
死
体
を
、
ナ
イ
…
に

3
D

す
る
よ
う

と
い
う
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
！
と
共
に
イ
ン
…
フ
な
ど
で
切
り
刻
め
る
と
い

っ
た
要
素

…
に
な
つ

っ
て
は
も
ど

パ
ク
ト
十
分
で
、
否
応
に
も
期
待
が
高
…
も
あ
り
、
バ
イ
オ
レ
ン
ス
な
気
分
を
盛
…
か
し
さ
を

d

ろ
え
も
と
も
と

ま
っ
た
。

…
り
上
げ
て
く
れ
る
。

…
p
C向
け
の
同
ジ
ャ
ン
ル
の
ゲ
l
ム
で

シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
は
ド
ゥ

l
ム
系
…
ま
た
こ
の
ソ
フ
ト
は
、

N
似
の
メ
モ
…
は
、
ユ
ー
ザ
ー
キ
ー
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

と
呼
ば
れ
る
自
分
視
点
の
シ
ュ

l
テ
ィ

…
リ
を
拡
張
す
る

「
ハ
イ
レ
ゾ
パ
ッ
ク
」

…
す
る
こ
と
が
ゲ
1
ム
を
遊
ぶ
上
で
不
文

ン
グ
で
、
各
面
で
設
定
さ
れ
た
、

子
供
…
対
応
第

一
弾
の
ソ
フ
ト
で
も
あ
り
、
船
…

律
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
ソ
フ
ト
も
そ

を
救
出
す
る
な
ど
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
を
逮
…
が
陸
揚
げ
さ
れ
て
い
る
港
や
、
崩
壊
し
…
の
ル
1
ル
に
従
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

成
し
な
が
ら
、
迷
路
を
進
ん
で
い
く
と
…
た
庭
園
な
ど
、
空
気
感
ま
で
伝
わ
っ
て

…
れ
る
。
し
か
し
日
本
の
ユ
ー
ザ
ー
で
、

い
う
タ
イ
プ
で
あ
る
。
途
中
に
落
ち
て
…
く
る
よ
う
な
美
し
い

3
D空
間
を
堪
能
…
乙
の
ル
l
ル
に
す
ぐ
に
気
が
つ
く
人
は

い
る
銃
器
や
弾
薬
を
獲
得
し
な
が
ら
、
…
で
き
る
。
過
去
の
任
天
堂
発
の
ソ
フ
ト
…
少
な
い
だ
ろ
う
と
想
像
が
つ
く
。

い
か
に
も
凶
悪
な
恐
竜
の
化
け
物
連
中

…
に
は
な
か

っ
た
独
特
の
質
感
が
表
現
さ
…
ま
た
、
謎
解
き
の
た
め
に
ワ
l
プ
装

を
撃
ち
ま
く
り
、
倒
し
て
進
ん
で
い
く
。
…
れ
て
お
り
、
マ
ッ
プ
の
進
行
が
楽
し
み
…

置
を
通
し
て
マ

ァ
プ
聞
を
往
来
す
る
展

大
人
向
け
を
謡
う
ソ
フ
ト
だ
け
あ
っ

…
に
な
る
、
い
い
雰
囲
気
が
あ
る
。

…
聞
に
な
る
の
だ
が
、
画
面
上
に
は
情
報

て
、
敵
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
と
き
に
…
た
だ
、
こ
の
ゲ
l
ム
が
ユ
ー
ザ
ー
に
…
が
最
小
限
し
か
提
示
さ
れ
な
い
た
め
、

吹
き
出
す
血
は
激
し
い
。
特
に
人
間
型
…
対
し
て
不
親
切
な
ゲ
l
ム
で
あ
る
こ
と
…
ワ
1
プ
装
置
聞
の
相
互
関
係
が
つ
か
み

タ
イ
プ
の
敵
を
倒
し
た
と
き
は
、
な
ん
…
も
確
か
だ
。
キ
l
設
定
が
デ
フ
ォ
ル
ト
…
に
く
く
、
展
開
が
わ
か
り
に
く
い
。
函

と
も
昔
口
え
な
い
手
応
え
が
あ
る
。
ま
た
…
の
状
態
で
は
移
動
に
C
ボ
タ
ン
、
照
準
…
面
上
に
マ

ッ
プ
を
表
示
、
宇
る
機
能
も
あ



る
が
、
マ
ッ
プ
そ
の
も
の
が
広
い
た
め
、
…
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
ス
ー
パ
ー
ヒ
1

自
分
の
現
在
位
置
を
正
確
に
把
握
し
…
ロ

l
の
身
で
あ
る
テ
ユ
ロ

ッ
ク
は
、
敵

て
、
謎
解
き
に
繋
げ
る
快
感
に
も
乏
し
…
の
攻
撃
に
対
し
て
圧
倒
的
な
パ
ワ
ー
を

い
。
ミ
ッ
シ

ョ
ン
の
進
行
状
況
も
同
様
…
持
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

で
、
最
初
に
大
雑
把
な
説
明
が
行
わ
れ
…
戦
闘
の
展
開
が
敵
か
ら
ダ
メ
ー
ジ
を
受

た
後
で
、
ほ
と
ん
ど
追
加
の
情
報
提
供
…
け
る
こ
と
を
前
提
に
し
な
が
ら
、
自
分

が
な
く
、
自
分
の
進
行
が
正
し
い
の
か
…
の
持
つ
銃
器
の
射
程
内
に
移
動
し
て
、

ど
う
か
不
安
に
な
る
。

…
敵
を
攻
撃
す
る
と
い
う
プ
レ
イ
に
な
り

さ
ら
に
、

C

M
イ
メ
ー
ジ
で
も
あ
る
…
が
ち
だ
。

緊
迫
感
に
乏
し
い
。
確
か
に
敵
を
様
々
…
そ
れ
が
難
易
度
を
適
度
に
下
げ
て
く

な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
銃
器
で
倒
す
の
…
れ
て
い
る
商
も
あ
る
の
だ
が
、

「恐
怖
」

は
、
間
違
い
な
く
気
持
ち
が
い
い
。
ま
…
と
い
う
緊
張
感
に
は
乏
し
い
。
ど
ち
ら

た
、
発
見
さ
れ
な
い
よ
う
に
敵
を
捕
捉
…
か
と
い
う
と
、
マ

ッ
プ
の
謎
を
根
気
よ

し
、
頭
部
を
ね
ら
い
打
ち
し
て

一
撃
で

…
く
解
い
て
い
く
探
検
的
な
要
素
の
方

倒
す
「
ヘ

ッ
ド
シ
ョ

ッ
ト
」
に
は
、
銃
…
が
、
こ
の
ソ
フ
ト
の
本
来
の
魅
力
で
あ

撃
戦
な
ら
で
は
の
楽
し
み
を
感
じ
る
こ

…
り
、
イ
メ
ー
ジ
を
適
確
に
伝
え
き
れ
て

い
な
い
印
象
を
受
け
る
。

そ
れ
で
も
、
こ
の
ゲ
！
ム
を
ク
ソ
ゲ

！
と
言
っ
て
片
づ
け
る
に
は
惜
し
い
ほ

怜
…
ど
、
ゲ
l
ム
自
体
は
良
く
練
り
込
ま
れ

u
…
て
い
る
。
マ
ッ
プ
を
進
め
て
い
き
、
キ

t
－
 

釦
…

l
操
作
が
自
分
の
体
に
適
応
し
た
後
に

t
－
 

ゅ
…

生
ま
れ
る
パ
ッ
ド
と
の

一
体
感
の
強
さ

1

・

唄

…

は
、
ド
ゥ
l
ム
系
な
ら
で
は
の
魅
力
が

1

・

晴
…
あ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
に
何
時
間
も
か
け
て

1

・

4

…
マ

ッ
プ
を
俳
個
さ
せ
、
謎
解
き
を
さ
せ

対
…
る
カ
も
持
っ
て
い
る
。

む

…

た

だ

、
そ
れ
だ
け
に
日
本
の
ユ
ー
ザ
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商
サ
ン
炎
の
＋
番
問
負
、
第
二
回
目
の
舞
台
と
な
る
の
跡
、

都
市
ア
サ
ク
サ
！
ア
サ
ク
サ
の
ド
サ
ク
サ
に
紛
れ
て
商
玄

染
ま
り
、
雷
門
に
サ
ン
ダ
l
！
デ
ス
ト
ロ
イ
！

…
い
で
す
か
。
来
て
し
ま
っ
た
以
上
は
し
…
後
二
度

と

お

目

か

る

機

会

除

夜

…
ょ
う
が
な
い
の
で
圏
内
を
回
っ
て
何
か
…
と
思
う
の
で
、
本
帯
好
き
は
吸
ぴ
一
”
一
ウ
ナ
相
転
．
抽
叩
た
り
‘
式

I
ル

…
珍
し
い
も
の
を
棚
体
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
日
来
園
す
る
こ
と
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

…
キ
l
パ
ー
に
な
っ
て
飛
ん
で
く
る
ポ
l

今
回
の
テ

1
マ
は
「
温
故
知
新
」
。
…
そ
れ
に
し
て
も
（

一
応
）
仕
事
で
来
て
…
上
映
終
了
後
外
に
出
る
と
な
ん
と
そ
こ
…
ル
を
受
け
た
り
す
る
と
い

っ
た
内
容
。

と
い
う
こ
と
で
、
本
臼
は
日
本
の
ア
ミ
…
い
る
我
々
は
と
も
か
く
、
こ
ん
な
雨
の
…
に
は
「
ダ
ン
ス
ダ
ン
ス
レ
ボ
リ
ュ

1
シ

…
ハ
イ
テ
ク
な
の
か
ロ
l
テ
ク
な
の
か
さ

ユ
l
ズ
メ
ン
ト
パ

l
ク
発
祥
の
地
、
浅
…
日
で
も
花
や
し
き
に
遊
び
に
く
る
モ
ノ
…
ョ
ン
2
n
d
M
I
X』
が
1

前
回
の
…

っ
ぱ
り
解
ら
な
い
不
思
議
な
存
在
感
を

草
は
「
花
や
し
き
」
遊
園
地
に
や
っ
て
…
好
き
が
結
構
い
た
の
に
は
ず
い
ぶ
ん
驚
…
苦
い
記
憶
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
す
。
ま
、
…
醸
し
出
し
て
お
り
ま
す
。
と
、
同
行
し

ま
い
り
ま
し
た
H

巨
大
化
し
た
他
の
…
か
さ
れ
ま
す
な
あ
。

…
ま
さ
か
こ
こ
で
再
挑
戦
？
う
、
う
あ
…
た
編
集
部
松
井
氏
が
映
画

『リ
ン
グ
』

テ
l
マ
パ

l
ク
等
に
は
無
い
、
素
朴
な
…
ま
ず
入
っ
て
み
た
の
は
3
D
シ
ア
タ
…
晶
、
も
う
い
や
だ
あ
｜
｜
｜
と
、
そ
こ
…
プ
リ
ク
ラ
を
発
見
。
も
し
か
し
て
写
真

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
数
々
を
体
験
す
る
…

l

『鬼
太
郎
の
幽
霊
電
車
」。

特
殊
な
…
か
ら

一
目
散
に
逃
げ
出
す
南
サ
ン
で
あ
…
に
霊
が
写
る
と
か
、
日
に
日
に
写
真
が

こ
と
に
よ
り
、
現
代
人
が
失
っ
て
し
ま
…
メ
ガ
ネ
を
か
け
る
と
飛
び
出
し
て
見
え
…
り
ま
し
た
。

…
変
化
し
て
い
く
と
か

一
週
間
後
に
死
ん

っ
た
何
か
を
探
し
て
み
よ
う
・
・
・
と
の
…
る
C
G
の
短
編
映
画
。
お
話
が
少
々
説
…
そ
の
後
、雨
は
ま
す
ま
す
強
く
な
り
、
…
じ
ゃ
う
と
か
何
か
あ
る
の
か
？

オ
カ

社
会
派
企
画
（
大
ウ
ソ
）
だ
っ
た
の
で
…
教
臭
い
の
が
な
ん
で
す
が
、

主
人
公
の
日
圏
内
の
ゲ
l
セ
ン
に
一
時
い雨
宿
り
。
こ
…
ル
卜
大
好
き
ッ
子
の
松
井
さ
ん
、
喜
び

す
が
あ
い
に
く
そ
の
日
は
：
：
・
雨
。
ぉ
…
少
年
の
ツ
ラ
や
ね
ず
み
男
の
手
の
表
情
…
こ
で
ま
ず
目
を
引
い
た
の
は
カ
ナ
ダ
製
…

勇
ん
で
撮
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
た
だ
写

か
げ
で
ほ
と
ん
ど
の
乗
り
物
が
動
い
て
…
な
ど
、
水
木
し
げ
る
テ
イ
ス
ト
が
3
D

…
の
体
感
ゲ
l
ム
。
と
い

っ
て
も
イ
ス
が
…

真
に

『リ
ン
グ
』
っ
て
書
い
て
あ
る
だ

お
り
ま
せ
ん
。
い
き
な
り
企
画
倒
れ
で

H
C
G
に
よ
っ
て
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
…
回
っ
た
り
グ
ラ
グ
ラ
揺
れ
た
り
と
い
う
…
け
の
代
物
で
し
た
。
一
同
ガ

ッ
ク
リ
。

す
か
？
ま
あ
6
月
だ
し
。
こ
う
い
う
…
て
仰
天
。
フ
ル

C
G
の
山
じ
じ
い
や
海
…
モ
ノ
で
は
な
く
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
本
人
が
…
と
こ
ろ
で
、
こ
の
花
や
し
き
に
あ
る

の
も
季
節
感
が
あ
っ
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
…
和
尚
（
ど
マ
イ
ナ
ー
妖
怪
）
な
ん
て
今
…
プ
ル
l
一
色
の
背
景
の
前
に
立
ち
、
商
…
モ
グ
ラ
た
た
き
は
た
だ
叩
く
だ
け
で
は



ダ
メ
で
、
ハ
ン
マ
ー
で
穴
に
押
し
込
む
…
く
な

っ
ち
ゃ
う
。
花
や
し
き
そ
ば
の
映
…
浅
草
と
い
え
ば
娯
楽
の
殿
堂
、
娯
楽
…

よ
う
に
し
な
い
と
点
数
が
カ
ウ
ン
ト
さ
…
函
館
で
は
パ
メ
ラ
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
主

…
と
い
え
ば
ス
ト
リ
ッ
プ
ー
と
い
う
こ
と

れ
な
い
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
盲
点
を
つ
い
…
演

『パ
1
プ

・
ワ
イ
ヤ
ー
」
絶
賛
上
映
…
で
劇
場
に
向
か
お
う
と
す
る
と
、
料
金

た
秀
逸
な
ゲ
l
ム
デ
ザ
イ
ン
だ
。

…
中
。
次
週
か
ら
は

『チ
ェ
ー
ン
リ
ア
ク
…
が
高
い
と
い

っ
て
ダ
メ
出
し
を
食
ら
っ

聞
サ
ン
の
し
ょ
ぼ
く
れ
浅
草
日
限

…
シ

ョ
ン
』
だ
っ
て
。
素
晴
ら
し
い
。

…
て
し
ま

っ
た
。
草
凪
純
ち
ゃ
ん
の
く
び
…

h
E

…

ま

た

ゲ

l
セ
ン
に
入
る
の
も
シ
ャ
ク
…
れ
具
合
を
生
で
見
た
か

っ
た
の
に

s
nそ
の
他
あ
ち
こ
ち

1

…
な
の
で
ス
マ
ー
ト
ボ
l
ル
場
に
入

っ
て
…
ゲ
｜
ム
批
評
、
意
外
と
し
み

っ
た
れ
だ
。

こ
の
後
は
せ

っ
か
く
だ
か
ら
と
浅
草
日
み
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
ボ
l
ル
は
皆
さ
…

1
8
0度
ム

l
ド
を
変
え
、
浅
草
R
O

の
町
を
ぶ
ら
つ
い
て
み
る
こ
と
に
。
浅
…
ん
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ピ

l
玉

…

xは
4
階
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
倶
楽
部
」

草
に
は
数
年
前

一
度
来
て
い
る
の
で
す
…
よ
り
少
し
大
き
め
の
ガ
ラ
ス
球
を
使
っ

…
に
向
か
う
。
こ
こ
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
グ

が
、
ず
い
ぶ
ん
様
子
が
変
わ
っ
て
ま
す
。
…
た
パ
チ
ン
コ
の
よ
う
な
ゲ
l
ム
。
こ
れ
…

ッ
ズ
の
専
門
S
H
O
P。
奥
の
ス
テ
1

何
や
ら
キ
レ
イ
な
ピ
ル
が
い
っ
ぱ
い
建
…
が
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
面
白
い
1

す
べ
て
…
ジ
で
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
て
…

っ
て
る
の
ヨ
。
以
前
は
も
っ
と
煤
け
た
…
が
ア
ナ
ロ
グ
な
の
で
自
分
で
色
々
と
テ
…
い
ま
す
。
こ
の
日
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ダ
…
定
名

・
し
よ
う
た
い
ふ
め
い
の
そ
ん
ざ

ボ
ロ

ッ
ち
い
雰
囲
気
だ
っ
た
の
に
：
：
：
…
ク
ニ

ッ
ク
を
開
発
で
き
る
の
で
す
。
同
…
イ
ナ
が
登
場
、
子
供
た
ち
と
ゲ
l
ム
に
…
い
」
の
文
字
。
不
安
と
緊
張
の
下
で
の

で
も
場
外
馬
券
売
場
の
前
に
は
人
生
拾
…
じ

2
0
0円
払
う
な
ら

『
D
D
R』
よ
…
興
じ
て
い
た
。
南
サ
ン
は
入
口
左
側
に
…
デ
ィ
ナ
ー
と
栂
成
り
ま
し
た
が
、
ま
た

て
去
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
う
な
親
父
が
群
れ
…
り
こ
っ
ち
で
す
な
。
キ
ま
す
よ
今
年
は
。
…
い
る
動
刻
の
ペ
ギ
ラ
に
感
心
。
翼
が
成

…

一
つ
こ
の
世
の
謎
を
解
い
た
こ
と
で
大

な
し
て
い
て
木
村
拓
哉
が
出
て
る
C
M
…
ス
マ
ー
ト
ボ
l
ル
。
ポ
ス
タ
ー
に
あ
っ

…
田
亨
の
デ
ザ
イ
ン
函
み
た
く
羽
毛
状
デ
…
人
に
近
づ
い
た
気
が
し
た
南
サ
ン
な
の

の
イ
メ
ー
ジ
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
う
れ
し
…
た
新
台

『く
の

一
組
』。

遊
び
た
い
！

…
イ
テ
ィ

l
ル
に
な
っ
て
る
ん
だ
よ
ね
。

…
で
し
た
。

同
行
の
松
井
氏
が
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
に
…
最
後
は
こ
の
店
で
も
ら
っ
た
福
引
券

…
見
と
れ
て
い
た
た
め
時
聞
が
ず
い
ぶ
ん

…
を
持
っ
て
雷
門
前
の
福
引
会
場
へ
。
こ

…
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
腹
も
減
っ
た
…
こ
に
来
て
や

っ
と
「
勝
負
」
っ
ぽ
く
な

の
で
下
町
名
物
・
も
ん
じ
ゃ
焼
き
を
食
…
り
ま
し
た
：
：
：
が
！
ハ
ズ
れ
て
し
ま

べ
に
い
く
こ
と
に
。
実
は
南
サ
ン
、
こ
…
い
ま
し
た
。
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ペ

ー
パ
ー
獲

…
の
歳
に
な
る
ま
で
も
ん
じ
ゃ
焼
き
と
い
…
得
。
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
福
引
の
景

…
う
も
の
を
見
た
こ
と
も
食
べ
た
こ
と
も
…
口
問
。
特
賞
か
ら
四
等
賞
ま
で
全
部
「
現

…
な
か

っ
た
の
で
す
。
料
理
が
運
ば
れ
て
…
金
」
！
何
か
当
て
た
ら
し
い
オ

ッ
サ

…
来
る
ま
で
の
問
、
頭
の
中
に
あ
る
の
は
…
ン
が
馬
券
売
場
に
走
っ
て
ま
し
た
。
さ

…
何
や
ら
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
映
像
と
「
不
確
…
す
が
浅
草
。
素
晴
ら
し
い
1
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売
れ
な
い
ア
イ
ド
ル
3
入
車

－チ
ャ
イ

ル
ス
」
を
ス
タ
ー
に
す
る
の
が
目
的
、
と

い
う

『チ
ャ
イ
ル
ズ
ク
エ
ス
ト
』。

C
M

に
は
も
ち
ろ
ん
チ
ャ
イ
ル
ズ
た
ち
が
出

演
。
ラ
サ
｜
ル
「
両
さ
ん
」
石
井
も
出
て

ま
す
。
キ
リ
コ
こ
と
磯
野
貴
理
子
は
と
も

か
く
、
久
留
穂
子
（リ
ン
）
と
茂
野
裕
子

（ユ
ウ
コ
）
の

二

時

人

は

ど

こ

へ

行

で

ス

っ
ち
ゃ
っ
た

の

セ

で
し
ょ
う
か
o

W

L

ご

存

じ

の

方

は

刊

札

ご
連
絡
を
。

実
ん

望

書

現

せ

各
社
C

M
に
引
っ
張
り
だ
こ
の
所
さ

ん
。
そ
ん
な
所
さ
ん
も
、
か
つ
て
は
デ
ィ

ス
ク
シ
ス
テ
ム
の
飯
で
し
た
。『
リ
ン
ク

の
冒
険』

C
M
で
は
、

魔
術
師
の
コ
ス
プ

レ
も
披
露
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
え
ば

『所
さ
ん
の
ま
も
る
も
せ
め
る
も
』
な
ん

て
ゲ
l
ム
も
あ
り
ま
し
た
な
あ
。『
カ
ケ

フ
く
ん
の
ジ
ャ

帥

ン
プ
天
国
』
と

ー

も
ど
も
思
い
出

M

し
た
く
な
い
ソ

ω
？

一
か
怯

フ

ト

の

ひ

と

つ

ゲ

か

で
す
。

．け吻
司
、

ま
た
所
さ
ん
？
い
や
い
や
ウ
回
の

主
役
は
横
に
い
る
女
の
子
、
真
下
こ
の
み

で
す
。
所
さ
ん
と
一
緒
に
デ
ィ
ス
ク
シ
ス

テ
ム
の
C
M
に
出
て
た
彼
女
。
子
役
と
し

て
一
世
を
風
廃
し
た
も
の
の
、
デ
ブ
化
↓

芸
能
界
抹
殺
の
ル
l
ト
を
辿
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
前
、
久
し
ぶ
り
に
ワ

イ
ド
シ
ョ
ー
に

一

一
ッ

－

‘．，－
ヨ

出
て
ま
し
た

一

薗
閉
夕

子
y

－
4

・・・
周回E
司

、

』

q
，‘

が
、
ピ
l
コ

に

雇

ι

川
れ
三

「
太

っ
て
る
」
函

E
A之
ど

と
批
評
さ
れ
て

一

f

L

叫

斗
）
八
恥

ま
し
た

（泣
）。
一

1

1
1
1
1

一｛

一
対
附

そ
し
て
最
後
は
、
出
ま
し
た
ビ
l
ト
た

け
し
l

出
演
す
る
の
は
モ
チ
ロ
ン
製
作

総
指
揮
を
担
当
し
た
伝
説
の
ソ
フ
ト

『た

け
し
の
挑
戦
状
」
！
今
や
カ
ン
ヌ
映
画

祭
で
特
集
が
組
ま
れ
る
ほ
ど
の
大
監
督
が
、

2
コ
ン
マ
イ
ク
に
向
か
っ
て

「あ
1
な
た

ー
の
た
1
め
な
i
ら
ど
1
こ
ま
ー
で
も
1
」

と
歌
っ
て
お

り

澗

ま
す
。
実

に

賓

の

重
な

「

こ

こ

が

市

へ
ン
だ
よ

ビ

｜

岬

叫

ト
た
け
し」

映

制

時

像
で
す
。

界
」

世
地

直E

こ
の
夏
、
け
つ
こ
う
妖
気
で
す
］
・
：

・：
す
ご
い
コ
ピ
ー
。
デ
ィ
ス
ク
シ
ス
テ
ム

版

『奇
身
怪
界
』
の
C
M
で
、
小
夜
ち
ゃ

ん
の
コ
ス
プ
レ
し
な
が
ら
歌
い
踊
る
の

は
、
伊
藤
美
紀
ち
ゃ
ん
。「
東
京
ラ
ブ
ス

ト
ー
リ
ー
」
な
ど
に
出
演
し
て
い
た
彼
女

も
、
今
で
は
V
シ
ネ
マ
の
女
優
さ
ん
。
で

も
、
僕

た

ち

は

没

1
1
 

応
援
し
て
い
ま

。
念

’

M
残

す
。
ガ
ン
バ
レ
、

C
が

熱

血

フ

ア

ミ

コ

刷

ゆ

ン
少
女

！

判

的

に
で

と
せ

陣4圃ゲーム批肝ライブ（25号事関｝に侵害、またしても壇身ちあき樟ご揖棋のビデオを恒用きぜていただきました．ありがとうございました．



’aw,1育
ゲ
ー
ム
開
発
者
の
視
線
は

い
つ
も
同
じ
方
を
向
い
て
い
た

4
 

テ
レ
ビ
ゲ
1
ム
業
界
は
歴
史
が
た
ど
り
に
く
い
と
言
わ

れ
る
。
現
在
年
間
千
本
以
上
発
売
さ
れ
て
い
る
ゲ
l
ム
ソ

フ
ト
も
、
そ
の
多
く
は
発
売
後
四
散
す
る
こ
と
が
多
い
。

「ゲ
I
ム
ア
ー
カ
イ
ブ

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
注
）
な
ど
、

テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
の
記
録
保
管
を
目
指
す
動
き
も
あ
る
が
、

ま
だ
そ
の
試
み
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。
こ
れ
が
業
務
用

と
も
な
れ
ば
、

記
録
や
保
存
は
な
い
に
等
し
い
。

ま
た
開
発
者
が
露
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
つ
い

最
近
の
で
き
ご
と
だ
。
人
材
の
流
動
も
激
し
く
、
当
時
の

資
料
も
少
な
い
。
未
だ
に
開
発
者
不
明
の
ソ
フ
ト
も
多
い
。

こ
う
し
た
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
『
ス
ペ
ー
ス

イ
ン
ペ

l
ダ

l
」
存
・
皮
切
り
に
、
開
発
者
の
視
点
か
ら
ゲ

ー
ム
業
界
の
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
大

き
な
喜
び
だ
っ
た
。

今
回
取
材
し
た
開
発
者
が
異
口
同
音
に
告
げ
た
の
は

「
面
白
い
ゲ
1
ム
を
作
る
上
で

一
番
大
切
な
こ
と
は
ア
イ

デ
ィ
ア
」
と
い
う
こ
と
だ
。
テ
レ
ピ
ゲ
l
ム
の
本
質
は
、

ス
イ
Y

チ
（
A
ボ
タ
ン
）
を
入
れ
た
と
き
の
気
持
ち
よ
さ

で
あ
り
、
面
白
い
ゲ
l
ム
は
い
つ
も
ユ
ー
ザ
ー
多
桑
し
ま

’司p’‘

存
主
み
、
映
画
文
化
の
帽
を
広
げ
た
こ
と
も
、
ま
た
事
実

だ
ろ
う
。

，

テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
も
ま
た
、
技
術
の
進
化
を
植
に
新
し
い

エ
ン
タ
テ
イ
メ
〉
ト
を
生
み
出
し
て
き
た
。
そ
れ
は
映
像

表
現
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。
携
帯
ゲ
1
ム
機
の
普
及
や
ネ

y
ト
ワ
l
ク
の
浸
透
で
、
テ
レ
ビ
の
前
で
パ
ッ
ド
を
獲
る

と
い
う
プ
V
イ
ス
タ
イ
ル
も
、
今
後
多
様
性
を
槽
そ
う
と

し
て
い
る
。

a
f
ま
た
、

一
世
を
風
擁
し
た
『
た
ま
ご
つ
ち
」
も
、
デ
ジ

タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
巧
み
な
融
ム
品
だ
っ
た
。
か
つ
て
エ

レ
メ
カ
が
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
へ
と
進
化
し
た
よ
う
に
、
フ
ァ

ミ
コ
ン
が
ロ
ボ
ッ
ト
と
繋
が
り
、
画
面
の
内
側
と
外
側
の

両
方
か
ら
で
楽
し
さ
を
見
せ
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
新
し

い
定
義
の
「
ゲ
l
ム
」
が
登
場
す
る
予
感
も
あ
る
。

ゲ
ー
ム
を
取
り
巻
く
環
境
は
こ
れ
か
ら
も
変
化
し
て
い

く
だ
ろ
う
し
、
ゲ
ー
ム
の
定
義
も
多
様
性
を
増
し
て
い
く

だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
開
発
者
の
視
線
は
、
ず
っ
と
同
じ
方

向
を
向
い
て
い
る
だ
ろ
う
し
、
そ
こ
に
は
新
旧
の
差
な
ど

な
い
に
違
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
人
間
の
喜
怒
哀
楽
を
刺

激
す
る

「感
情
刺
激
回
路
」
こ
そ
が
、
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
の

本
質
な
の
だ
か
ら
。

aE果部）

そ
こ
で
変
わ
る
も
の
、

変
わ
5
な
い
も
の
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

せ
た
か
、
喜
ば
せ
る
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
満
ち
て
い
る
。

思
え
ば
娯
楽
は
い
つ
も
人
間
の
喜
怒
哀
楽
と

一
番
近
い
場

所
に
い
た
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
喜
ば
れ
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

存
轟
轟
慨
す
る
こ
と
が
、
ゲ
l
ム
開
発
者
の
仕
事
で
あ
る
こ

と
は
、
い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
。

J

そ
の

一
方
で
、
ゲ
寸
ム
開
発
の
大
型
化
門
誌
の
進
歩

な
ど
で
、
「
ゲ
1
ム
を
取
り
巻
く
環
境
」
は
大
き
ぐ
変
化

し
た
と
も
聞
か
れ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
開
発
毒

身
は

何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
の
1
、
周
り
は
大
き
く
凌
化
し
た

と
言
え
そ
う
だ
。
だ
が
、
そ
れ
も
考
え
れ
ば
当
然
の
乙
と

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
か
ら
少
同
視
野
を
広
げ
て
み
る
と
、
映

爾
や
テ
レ
ビ
、
写
真
、
裏
切
ど、

2紀
に
入
っ
て
大

本
語
と
呼
ば
れ
る
分
野
は
ρ
技
術
の
進
化
を
糧
に
し
て
、

新
し
い
創
造
物
を
生
み
出
し
て
き
た
。
し
ば
し
ば
テ
レ
ビ

ゲ
l
ム
と
比
較
さ
れ
る
映
画
も
、
と
の

一
世
紀
で
サ
イ
レ

ン
ト
か
ら
ト
ー
キ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ
か
ら
カ
ラ
l
そ
し
て
C

G
へ
と
、
表
現
形
式
存
v
大
き
く
変
え
て
い
っ
た
。
そ
れ
に

伴
っ
て
映
画
業
界
も
進
化
と
淘
汰
を
繰
り
返
し
、
現
在
へ

と
至
っ
て
い
る
。

映
画
の
本
質
と
映
像
技
術
の
向
上
は
、
直
接
は
関
係
が

な
い
。
し
か
し
、
映
像
技
術
の
進
化
が
様
々
な
表
現
手
段

タームアーカイブ・フロジ%~ト ： II!・Uザ・酬チパ－~·・・珊・2・・文学co.：・鋳調官竃.古れ~L\f> .ヨ!JIテレビゲームの鴎と保存・研究駒市河内外・蜘 ：//www.K~Jplpp/ 



NARITA 
TOHL 
ウルトラマンやウルトラ怪獣のデ
ザインを始め、特損艶術監督や彫
刻家として著名な成田亨氏に聞い
た。
~圃目今回は新怪獣のデザインをお願L、した訳です

が、怪獣の解説をお願いします。

Al. 名前は飛電剣（ヒリュウケン）です。手裏剣

怪獣で、大きさも手裏剣程度。体が刃物状に

なっていて、無数の群で相手を取り囲んで攻

掌します。私はこれまで何十体ものウルトラ

怪獣をデザインしてきましたが、どれも中に

人が入るため、デザイン上の制約がありまし

た。そこで今回はそうした束縛から隠れて、

本当に怪獣がいるとしたら、と考えました。

~成田さんが怪獣をデザインされる上で一番重要
祝されていることは何ですか？

A2. 意外性です。怪獣といえば無意磁のうちに人

間より大き1J.物を想像しますが、むしろ宇宙

ノミやシラミ、ダニといった小さ忽生物が地

球に飛来した5、どん1J.形1J.んだろうと考え

る方がわくわくします。

~成田さんは特撮美術と共に彫刻家としても著

名ですが、彫刻を通して表現されたいことは

何ですか？

A3. それは厳しい。彫刻家は何を表現したいかで

み1J.迷っています。ただ戦後美術の潤流がフ

ランスからアメリ力に移ると、美術もポップ

アート忽ど錨象的な物が主流に怒りました。

しかし、私はある程度具体的恕物か5破れた

く忽いと思っています。

~現在成田さんが最も表現されたいと思われて

いるテーマは何ですか？

A4. 雲です。これまでも特撮美術を過してホリゾ

ントの背療に無数の雲を描いてきました。お

そらく雲をちゃんと繍ける絵箔きは私一人だ

と思っています。また彫刻jではウルトラマン

をきちんと作って残したいです。円谷ブロが

作るハリポテではなく、本当のウルトラマン

を。

~最近はゲーム業界でも成閉さんが摘かれた怪

l誠に影響を受けたデザイナーが数多く います。

こうしたデザイナ一、また読者にメッセージ

をお願いします。

A5. もっと自由になった方がいいと患います。怪

獣はメソポタミアに人聞の文明が量量生したと

きから存在してきました。既存の物に縛5れ

ることなく、独自の創造、クリエイティブを

追求して下さい。

PROFILE 
a園亨｛なりた・とおる｝ : 1929年生まれ．彫刻憲特橿美術監
督．武蔵野美術学綬革．新申昨臨会に14年間出品．新宮家賞受賞（62

年）．京都府おI町に『鬼モ二ユメントl建立（90年）、花上市の『鬼
の館jレリーフ串H乍ゆ4年）．特輝美術監督としての代表作は『第三次
世界大戦 41時間の恐怖J(60年）． 『戦争と人間』 （7071年）．『新
幹線大爆砲J(75年）、『ウルトラロJ(66年）‘『ウルトラマンJ(66・
67年）砿ど多数．現在東京都日野市在住．

[]!] 
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2•~·時男.四~~）f~晶忌~~＇
「総合エンタテイメントJを名集るには、あまりにも省みられることの忽いゲーム

のシナリオ。その在り方を 『サンダーjが考察する！

-s•tl'J.lfrl目ーーーーーーーーーーーーーー・
「大ショック！！ 猿がゲームを？J。猿とゲームの意外すぎる関係が今明5かに！

＠デイアブ口を超えるか！？ エパークエス卜 ｜ 8月下旬
発事予定日驚憎のネットワークRPG『エパークエストjの魅力と攻略情報を、あt.I.たに十分

ご漫解いただけるまでお伝えします！
A4耳目v自白日円 （予価｝．． 発行マィヲロデザイン出版局

〒104-0043 東京都申央区演2-4-1

マイヲロタJレーブピル
TEL03-3206-l 64 l （腫売｝

/FAX.03-3551-1208 

がっぷちゃんと獅子丸先生の「ゲーム業界ピカレスクまんが 積えτ思いひとJ

そのほか、あの有名クリ工イターへの鎗じ込みインタビューや、続んだSD
のフタがあく作局批解、エッセイ、今はまだ脅えないマル秘企画が目白押し。
目下ゴリゴリ制作中ですH

矛＝メ批贋創刊号
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n1 ァ：JC・圃’と衛生
20隼＠”を鍾たガンダム唱E巡る織々 1J;思.と肱．’u 声．という嶋震のフシギ

C<Mm デジタル・ア.：.JC•前線
作局批餌彼氏彼女＠．傭／ガザラキ／他

ヨE

141!1縄／11”買／帽網棚a>
－－－’”守イヲロデザイン睡蝿闘

干1040倒a，央軍調241MGピル



「
コ
レ
肱
憶
に
売
ろ
う
と
し
て
作

っ
た
の
か
し

S
i－
－
・
？
」
月
に
印
本

以
上
タ
イ
ト
ル
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て

い
る
今
日
こ
の
頃
、
そ
ん
恕
に
一
杯

作
っ
て
も
売
れ
ね

l
よ
！
皆
ゲ
ー

ム
を
企
画
す
る
時
、
一
体
ど
れ
だ
け

買
う
人
間
の
事
を
リ
ア
ル
に
考
え
て

い
る
の
か
し
ら
と
思
う
の
よ
畳
近
。

制
作
会
社
持
ち
込
み
の
企
画
書
を
見

る
と
た
ま
l
に
自
に
す
る
の
が

〈
一

般
周
・
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
を
想
定
〉

と
い
う
一
文
。
こ
の
言
葉
を
見
る
に

つ
け
、
そ
の
考
え
の
浅
さ
に
醇
易
す

る
の
だ
け
れ
ど
、
実
際
「
ラ
イ
ト
ユ

ー
ザ
ー
」
と
言
わ
れ
て
い
る
一
般
消

貧
者
が
年
に
何
本
ゲ
ー
ム
を
買
う
の

か
理
解
し
て
い
る
の
か
し
ら
？
年

1
1
2
本
し
か
ゲ
l
ム
を
買
わ
な
い

よ
う
な
連
中
は
、
今
年
で
言
え
ば

『
F
F
唖
」
と

『ウ
ン
ジ
ヤ
マ
』
あ
た

り
を
買
っ
ち
や
っ
た
ら
も
う
そ
こ
で

打
ち
止
め
で
、
そ
の
下
に

「
ロ
ボ
ッ

ト
大
戦
』
や
ら

「
D
D
R
」
や
ら
が

控
え
て
る
っ
て
の
に
、

一
体
そ
の
持

っ
て
き
た
「
ゲ
l
ム
」
は
客
が
何
番

目
に
手
に
と

っ
て
貰
え
る
よ
う
な
代

物
な
の
か
を
じ
っ
く
り
と
考
え
て
か

ら
書
い
て
簸
き
た
い
の
よ
。
ま
逆
に

「あ
ざ
と
い
」
企
蘭
と
い
う
の
も
あ
る

わ
よ
ね
。
特
定
層
が
絶
対
興
味
を
そ

そ
る
よ
う
な
盛
り
つ
け
を
し
て
、
ゲ

！
ム
内
容
以
外
で
既
に
訴
求
カ
を
持

た
せ
、
且
取
も
回
収
率
の
高
い
手
段
で

リ
リ
ー
ス
す
る
タ
イ
プ
。
い
わ
ゆ
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
物
の
中
に
は
露
骨
に

そ
ん
な
の
も
あ
る
け
ど
、
ゲ
ー
ム
単

体
の
内
容
を
見
ち
ゃ
え
ぱ
、
お
子
チ

ヤ
マ
遣
に
ダ
メ
ゲ
l
だ
の
業
界
悪
の

極
み
の
よ
う
に
郷
品
糊
さ
れ
る
け
ど
、

そ
れ
を
言
い
換
え
れ
ば

「
ユ
ー
ザ
ー

を
よ
く
分
か
っ
て
る
」
と
い
う
こ
と

な
の
。
得
て
し
て
そ
ん
な
ゲ
l
ム
は
、

大
抵
自
分
の
作
っ
た
物
の
身
の
程
を

よ
く
解
っ
て
て
、
何
か
新
し
い
仕
組
問

け
と
か
ユ
ー
ザ
ー
を
広
げ
て
み
よ
う

と
か
余
計
な
ス
ケ
ベ
心
を
考
え
ず
に

必
要
震
小
限
の
投
資
で
確
実
に
目
標

分
を
回
収
す
る
の
。
で
も
そ
れ
が
こ

の
時
世
の
正
解
よ
ね
l
。
と
い
う
わ

け
で
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
確
実
に
鮫
り

込
み
そ
れ
に
見
合
っ
た
規
模
の
企
画

を
立
て
る
の
が
今
や
大
命
題
な
の
だ

が
、
泣
け
て
く
る
ほ
ど
そ
り
ゃ
オ
メ

l
鮫
り
過
ぎ
だ
ろ
！
と
い
う
ゲ
l

ム
も
ホ
ン
ト
に
あ
る
わ
ね
結
構
。
そ

ん
な
暑
さ
で
ダ
ラ
ダ
ラ
と
患
痴
っ
た

前
置
き
の
す
え
に
今
回
紹
介
す
る
の

は
F
C
『プ
ロ
野
疎
？
寝
入
’
件
！
」

で
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
の
は
い

い
ん
で
す
！
面
白
い
も
の
に
面
白

い
も
の
を
乗
せ
れ
ば
も
っ
と
良
く
な

る
の
も
ア
リ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ー

で
も
な
ん
で
プ
ロ
野
穆
に
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
を
震
ぜ
ち
ゃ
う
ワ
ケ

W

ま

l
こ
う
い
う
不
可
解
な
組
み
合
わ
せ

は
、
量
近
で
も
P
S
で
声
優
と
ポ
ー

リ
ン
ク
し
た
り
、

G
B
で
ウ
ル
ト
ラ

マ
ン
に
パ
チ
ン
コ
さ
ぜ
た
り
と
か
、

と
う
て
い
思
い
つ
か
な
い
組
み
合
わ

せ
を
考
え
た
り
し
ま
す
が
、
唯
で
さ

え
ニ

ッ
チ
な
シ
ェ
ア
を
更
に
ピ
ン
ホ

ー
ル
に
級
り
込
ん
で
ド
ン
だ
け
マ
卜

がつぶ揚子丸｛がつぶししまる｝
1968；手生まれ．アーケード及びコンシューマの企画蟻プロデューサー．手がけた作品に葺聾積用実写流血和且
格闘ゲームがある．バカ雄E車町ライターを量卑し、仕司匹との葛.に悩むシックでメロウな31• • -． 



リ
ク
ス
が
重
な
る
の
か
マ
ジ
で
真
剣

に
考
え
た
の
か
悩
み
は
っ
き
ま
せ
ん

が、

『
フ
ア
ミ
ス
タ
」
と

「神
宮
寺
」

の
2
つ
の
シ
ェ
ア
が
そ
の
ま
ま
イ
タ

ダ
キ
マ
ン
ボ
で
グ
l
！
と
小
躍
り

し
て
る
企
画
屋
の
姿
を
想
像
す
る
と
、

今
な
ら
企
画
書
の
段
階
で
裏
紙
（
エ

コ
ロ
ジ
ー
だ
か
ら
ネ
）
決
定
で
す
が
、

こ
の
ゲ
l
ム
の
発
売
当
時
は
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
に
は
悪
い
時
代
で
、
そ
ん

な
こ
と
深
く
考
え
な
く
と
も
そ
れ
怒

り
に
売
れ
ち
や
っ
た
り
し
た
の
で
し

ょ
う
。
そ
う
い
や
「
だ
ん
ご
3
兄
鎗
」

も、

3
つ
4
つ
か
ら
ア
ニ
メ
化
の
引

き
合
い
が
あ
っ
た
そ
う
だ
け
ど
そ
ろ

そ
ろ
頭
が
冷
え
た
頃
か
し
ら
。
大
ま

さま－コ・iuと

。

るれ

た

わ

J

濃
引

ド
H
H

必
zw

峨
剛

困
の

ス

瞬

マ

幽

岡

山
断

ク
ン

が
コ

れ

ブ
こ
力

か
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
ざ
つ
く
り
と
脱

明
す
る
と
、
自
宅
ヘ
ガ
ン
ア
ン
ツ
の

ほ
S
選
手
が
偽
札
の
入
っ
た
ア
タ
ッ

シ
ュ
ケ
ー
ス
を
持
っ
て
き
た
お
か
げ

で
殺
人
事
件
の
容
疑
者
に
さ
れ
警
察

に
追
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
い
が
わ

す
ぐ
る
く
ん
が
無
実
を
鉦
明
す
る
為

に
、
機
浜
か
ら
広
島
・
名
古
屋
と

セ
・
パ
両
リ
l
グ
の
球
団
・
球
場
へ

と
お
務
魔
し
な
が
ら
、
事
件
の
謎
に

せ
ま
っ
て
い
く
と
い
う
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
で
す
。
ゲ
ー
ム
進
行
的
に
は
、

ド
ラ
ク
エ
の
よ
う
な
マ
ッ
プ
画
面
を

徒
歩
や
車
で
移
勘
し
、
出
会
う
人
物

そ
の
他
と
の
会
話
や
調
べ
る
こ
と
で

フ
ラ
グ
が
立
つ
と
い
う

『さ
ん
ま
の

名
標
鯛
』
形
式
で
す
が
、
最
初
は
関

係
者
の
話
を
聞
き
込
み
が
中
心
だ
っ

た
の
で
結
構
情
マ
ジ
で
作
っ
て
る
の
か

し
ら
と
恩
い
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
、

池
の
中
の
子
犬
を
助
け
る
と
か
段
々

無
茶
苦
茶
に
な
っ
て
い
く
ス
タ
ミ
ナ

の
無
さ
が
あ
る
意
味
好
意
的
で
し
た

が
実
存
キ
ャ
ラ
の
台
詞
一
つ
一
つ
が
、

某
山
な
ど
「
僚
は
視
の
七
光
り
じ
ゃ

忽
い
で
す
よ
」
な
ど
中
途
半
端
に
生

臭
く
て
、
い
が
わ
く
ん
が
事
情
性
を
陽

し
て
ガ
ン
ア
ン
ツ
の
プ
ロ
テ
ス
ト
を

受
け
、
遠
投
や
ノ
ッ
ク
に
合
格
し
な

い
と
先
に
進
め
な
い
と
い
う
鱒
忽
節

分
で
野
疎
ゲ
ー
ム
が
出
し
ゃ
ば
っ
て

く
る
の
が
い
や
参
り
ま
し
た
。
き
っ

ち
り
ス
ポ
ー
ツ
や
ア
ク
シ
ョ
ン
の
要

素
を
取
り
入
れ
て
る
ん
だ
モ

l
ン
と

い
う
制
作
者
の
意
地
の
よ
う
な
も
の

を
感
じ
取
り
ま
し
た
け
ど
、
マ
ッ
プ

中
で
職
務
質
問
さ
れ
る
と
、
い
き
な

り
い
が
わ
く
ん
が
・
冒
頭
曹
を
慢
し
ま

く
る
縦
ス
ク
ロ
ー
ル
シ
ュ

l
テ
イ
ン

タ
に
な
る
の
が
「
あ
ん
た
、
全
然
無

実
ゃ
な
い
ゃ
ん
！
」
と
妙
な
突
っ
込

み
所
を
与
え
て
し
ま
う
の
が
ち
ょ
っ

と
ナ
ン
で
す
な
あ
。
ゲ
ー
ム
中
、

自
宅
や
関
係
者
に
電
話
を
す
る

事
が
で
き
る
の
で
す
が
、
個
師
作

が
本
当
に
電
話
番
号
を
入
力
し

て
番
号
も
ま
た
横
浜
辺
り
だ
と

「

0
4
4
1
1

0

4

8

8

1

4
」
と
か
中
途
半
端
に
リ
ア
ル

で
し
て
、
獅
子
丸
思
わ
ず
本
当

に
か
げ
て
み
た
り
し
ま
し
た
が

「
こ
の
番
号
は
現
在
使
わ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
」
わ
か
っ
と
る
わ

あ
1

こ
の
フ
ル
ス
イ
ン
グ
で

空
娠
り
を
し
て
し
ま
っ
た
盛
り
つ
け

は
い
か
が
な
も
の
か
と
思
い
ま
す
が
、

今
や
も
う
お
い
そ
れ
と
こ
ん
な
イ
ー

ジ
ー
な
野
球
物
は
出
せ
な
く
な
っ
ち

ゃ
い
ま
し
た
な
。
そ
れ
と
い
う
の
も

某
社
が
日
本
プ
ロ
野
琢
の
権
利
を
牛

耳
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
な
ん
で
す
け

ど
あ
の
周
鹿
也
会
”
な
あ
も
う
み

ん
な
ゲ
l
ム
で
実
名
選
手
使
う
の
な

ん
か
や
め
よ
う
ぜ
l

キ
ャ
ラ
と
球
団

ロ
ゴ
に
エ
デ
ィ
ッ
ト
モ

l
ド
を
つ
け

て
一
字
遣
い
で
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
！
ガ

ン
ア
ン
ツ
万
歳
H

（
思
考
停
止
中
）



ゲ
ー
ム
業
界
に
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
ま
く
る
、
浪
速
の
ド
ツ
キ
連
載
、

岡宅宣起の

大
反
響
で
第
5
回
目

今
回
は
自
分
の
経
歴
を
娠
り
返
り
つ
つ
、
業
界
の
人

材
育
成
に
つ
い
て
チ
ョ
イ
と
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
か
。

こ
の
オ
カ
モ
卜
が
ゲ
l
ム
業
界
に
入
っ
た
の
は
、
今

を
去
る
こ
と
げ
年
あ
ま
り
の
昔
：：：
と
い
う
よ
う
な
書

き
出
し
は
前
回
も
使
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
そ

の
げ
年
前
が
ど
ん
な
時
代
か
と
い
う
と
、
年
号
は
平
成

で
は
な
く
昭
和
で
、
列
車
や
船
の
動
力
は
主
に
蒸
気
機

関
、
豊
臣
秀
吉
田
が
ま
だ
木
下
藤
吉
郎
だ
っ
た
と
い
う
頃

で
す
（
一
部
、
事
実
に
反
す
る
記
述
が
あ
り
ま
す
）
。

当
時
、
普
通
の
人
間
に
と
っ
て
本
格
的
な
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
と
い
う
も
の
は
、
あ
ま
り
実
感
の
な
い
、
半
分
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
み
た
い
な
存
在
で
し
た
。
い
ず
れ
生
活
に

関
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
見
え
な
い
と
こ
ろ

で
は
も
う
使
わ
れ
て
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
、

5
年
叩
年
の

う
ち
に
一
般
家
庭
に
ボ
ン
ボ
ン
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る

と
は
、
だ
れ
も
恩
っ
ち
ゃ
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。

一
般
人
で
も
買
え
る
値
段
の
本
格
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、

当
時
マ
イ
コ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
私
ら
下
品
な
若
僧

ど
も
は
「
マ
イ
・
コ
ン
ド
l
ム
」
な
ど
と
言
っ
て
ま
し

た
が
、
性
能
的
に
は
多
分
、
今
の
携
帯
電
話
か
ら
通
信

機
能
と
記
憶
能
力
を
奪
っ
た
程
度
の
も
ん
で
し
ょ
う
。

や
た
ら
と
手
が
か
か
る
割
に
、
大
し
た
こ
と
は
で
き
な

い
。
ま
、
高
価
な
オ
モ
チ
ャ
で
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
社
会
の
可
能
性
に
つ
い
て
語
る
奴
は

あ
ち
こ
ち
に
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
連
中
の
大
部
分
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
持
つ
て
な
い
か
、
持
っ
て
で
も
使
う

こ
と
が
で
き
ず
、
ほ
と
ん
ど
受
け
売
り
や
漠
然
と
し
た

イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
偉
そ
う
に
雷
っ
て
い
た
も
ん
で
す
。

ゲ
ー
ム
業
界
は
と
い
う
と
、

『ス
ペ
ー
ス
イ
ン
ベ
l
ダ

l
』
は
も
う
時
代
遅
れ
で
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
通
う

の
は
不
良
と
マ
ニ
ア
だ
け
で
し
た
。『
イ
ン
ベ
l
ダ
l
」

の
余
波
が
衰
え
る
と
同
時
に
、
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
と
い
う

一
過
性
の
娘
楽
も
消
え
て
い
く
ん
だ
と
、
み
ん
な
な
ん

と
な
く
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
こ
ん
な
暗
黒
時
代
に
、

鉄
砲
を
活
用
し
て
長
篠
の
戦
い
に
臨
ん
だ
織
図
信
長
は

や
っ
ぱ
り
偉
か
っ
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
二
部
、
不
正

確
な
記
述
が
あ
り
ま
す
）
。

そ
ん
な
心
細
い
状
況
の
中
、
私
は
ち
ょ
っ
と
し
た
腰

掛
け
の
つ
も
り
で
、
絵
描
き
と
し
て
コ
ナ
ミ
に
入
社
し

ま
し
た
。
当
然
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
は
知
議
も
興
味
も

ジ
ェ
ン
ジ
ェ
ン
持
つ
て
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
播
磨
さ

ん
と
い
う
上
司
か
ら
ゲ
l
ム
の
何
た
る
か
を
教
わ
っ
た

結
果
、
絵
だ
け
じ
ゃ
な
く
企
画
ゃ
な
ん
か
に
も
関
わ
っ

て、

2
本
ば
か
り
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
社
会
人
に
な
り

た
て
の
ハ
ナ
た
れ
小
僧
が
、
最
初
に
つ
い
た
師
匠
で
し

た
ね
。

そ
れ
か
ら
、
ヵ
プ
コ
ン
に
拾
わ
れ
て
か
ら
の
師
匠
が
、

現
在
常
務
取
締
役
の
青
木
さ
ん
。
私
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
の
基
本
発
想
を
教
え
て
く
れ
た
大
恩
人
で
す
。
ま、

要
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
人
間
と
同
じ
で
、
使
う
側
が
ち

ゃ
ん
と
し
た
指
示
を
出
さ
な
い
と
カ
が
発
婦
で
き
な
い

っ
て
事
で
す
け
ど
、
道
具
と
し
て
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

本
質
を
理
解
で
き
た
の
は
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

い
や
、
こ
の
青
木
さ
ん
か
ら
は
、
人
間
と
し
て
教
わ

っ
た
も
の
の
ほ
う
が
大
き
か
っ
た
か
な
。
当
時
間
ω
歳、

押
せ
押
せ
の
人
生
を
突
っ
走
り
、
他
人
に
も
無
意
識
に

そ
の
テ
ン
シ
ョ
ン
を
要
求
し
て
い
た
生
意
気
盛
り
の
私

に
、
人
を
使
う
な
ら
優
し
さ
を
知
ら
に
ゃ
あ
な
ら
ん
と

伝
え
て
く
れ
た
の
が
青
木
さ
ん
で
す
か
ら
。
で
、
そ
れ

か
ら
の
私
は
と
い
え
ば
、
船
水
や
安
田
を
は
じ
め
と
す

直E



岡本音起の冨わしてもらうで ｜

る
部
下
を
、
キ
ビ
シ
イ
な
り
に
可
愛
が
っ
て
き
た
つ
も

り
で
す
。
ガ
キ
み
た
い
な
と
こ
は
い
つ
ま
で
も
抜
け
な

い
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
な
ら
立
派
な
ガ
キ
大
将
に
な
っ
て

や
ろ
う
と
思
っ
て
。
今
じ
ゃ
青
木
さ
ん
と
私
の
肩
書
き

は
タ
メ
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
が
、
今
で
も
「
お
っ
さ

ん
、
お
っ
さ
ん
」
と
呼
ん
で
慕
っ
て
ま
す
。
ガ
キ
大
将

が
償
町
の
ご
隠
居
に
な
っ
く
み
た
い
に
。
っ
て
、
青
木

さ
ん
パ
リ
パ
リ
現
役
だ
け
ど
ね
。

カ
プ
コ
ン
で
も
う
ひ
と
り
私
を
育
て
て
く
れ
た
師
匠

が
、
今
は
S
N
K
の
専
務
に
な
っ
て
る
西
山
さ
ん
。
以

前
は
l
R
E
M
に
勧
め
で
た
人
で
、
卜
シ
で
私
よ
り
5

つ
ぐ
ら
い
上
、
ゲ
ー
ム
界
の
実
績
じ
ゃ
も
っ
と
上
だ
っ

た
の
に
、
ま
だ
ま
だ
駆
け
出
し
の
私
を
「
さ
ん
」
付
け

で
呼
ん
で
対
等
に
扱
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
仕
様
書
の
書

き
方
と
か
そ
う
い
う
、
開
発
を
正
確
に
能
率
的
に
進
め

る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
主
に
こ
の
人
か
ら
授
か
っ
た

も
ん
で
す
。

そ
の
頃
に
な
る
と
部
下
も
も
う
お
人
近
か
っ
た
し
、

先
輩
の
数
な
ん
て
そ
う
多
く
な
か
っ
た
か
ら
、
後
は
だ

い
た
い
自
分
の
経
験
と
動
、
そ
れ
か
ら
本
な
ん
か
を
読

ん
で
独
学
で
す
。
数
年
前
、
カ
プ
コ
ン
が
ボ
ス
ト
ン
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
っ
て
い
う
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

会
社
を
招
い
て
助
言
を
仰
い
だ
時
、
そ
こ
の
社
長
の
堀

紘
一
さ
ん
つ
て
人
に
は
刺
激
を
受
け
ま
し
た
け
ど
ね
。

あ
あ
、
世
の
中
こ
ん
な
頭
の
い
い
人
が
い
る
も
ん
だ
な
、

自
分
も
頑
張
ら
に
ゃ
い
か
ん
な
、
と
。

今
に
し
て
思
え
ば
、
私
の
業
界
人
生
、
恵
ま
れ
ま
く

っ
て
ま
し
た
ね
。
当
時
は
色
々
な
面
で
制
約
が
厳
し
か

っ
た
か
ら
、
逆
に
隙
間
を
突
く
斬
新
な
発
想
っ
て
も
の

が
出
し
や
す
か
っ
た
し
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
が
遅

か
っ
た
か
ら
、
つ
い
て
い
く
の
も
楽
だ
っ
た
。
開
発
チ

ー
ム
の
人
数
が
少
な
い
せ
い
で
い
ろ
ん
な
役
割
を
兼
任

し
て
、
そ
の
中
か
ら
自
分
に
合
っ
た
職
種
を
見
つ
け
る

こ
と
も
で
き
た
し
、
ゲ
ー
ム
の
数
も
多
く
な
い
か
ら
、

工
夫
し
た
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
手
応
え
が
あ
っ
た
。
ま
あ

そ
の
分
金
回
り
は
悪
か
っ
た
け
ど
、
方
々
で
い
い
上
司

や
お
手
本
に
恵
ま
れ
て
、
能
力
を
磨
く
チ
ャ
ン
ス
も
発

揮
押
す
る
チ
ャ
ン
ス
も
ど
ん
ど
ん
与
え
ら
れ
て
ま
し
た
。

そ
れ
に
比
べ
る
と
、
今
か
ら
こ
の
世
界
に
入
っ
て
く

る
若
い
人
は
窮
屈
で
し
ょ
う
。
企
画
で
入
っ
た
人
が
作

幽
で
恩
わ
ぬ
才
能
を
発
揮
す
る
な
ん
て
機
会
は
ま
す
な

い
し
、
専
門
分
野
の
技
能
は
高
く
て
当
た
り
前
。
腕
が

良
く
て
も
、
作
風
に
ア
ク
が
強
す
，き
た
ら
偉
く
な
る
ま

で
抑
え
て
い
か
な
き
ゃ
な
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
そ
の
上
、

大
作
化
が
進
ん
じ
ゃ
っ
て
る
か
ら
、
み
ん
な
つ
い
つ
い

目
冒
険
は
避
け
ち
ゃ
う
し
。

こ
れ
じ
ゃ
い
か
ん
、
も
っ
と
次
世
代
の
人
材
の
た
め

に
骨
を
折
っ
て
お
か
ね
ば
と
、
常
々
恩
つ
て
は
い
る
ん
げ

で
す
が
、
な
か
な
か
個
別
に
指
導
す
る
余
裕
は
あ
り
ま
倒

せ
ん
。

だ
か
ら
せ
め
て
、
企
画
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
つ
一
明

い
て
私
が
蓄
え
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
繋
理
し
て
、
い
ず
れ
マ
鵬

ニ
ユ
ア
ル
に
ま
と
め
て
み
よ
う
と
思
っ
て
ま
す
。
マ
ニ
羽

ユ
ア
ル
と
い
う
と
眉
を
ひ
そ
め
る
人
も
い
ま
す
が
、
開
「

発
の
仕
事
が
こ
れ
だ
け
複
雑
に
な
っ
ち
ゃ
う
と
、
本
人

山

が
体
験
を
積
む
に
し
て
も
踏
み
台
が
必
要
で
す
よ
。
要
コ

は
、
本
人
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
使
わ
れ
な
い
こ
と
で
す
ね
。
4

で
、
本
当
は
そ
れ
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
な
ん
か
↓

で
無
料
配
布
し
た
い
と
こ
ろ
だ
け
ど
、
会
社
の
立
場
を
仰

考
え
た
ら
、
き
っ
と
社
外
秘
っ
て
こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
う
D

ん
だ
ろ
う
な
。

幻

と
に
か
く
、
ま
だ
見
ぬ
後
継
者
た
ち
に
は
、
な
る
べ

民

く
進
み
や
す
い
道
を
つ
け
て
お
き
た
い
も
ん
で
す
。
そ
柑

れ
が
結
局
、
私
を
育
て
て
く
れ
た
先
箪
達
へ
の
、
恩
返
附

し
に
も
な
る
は
ず
だ
か
ら
。

蜘本発開
る

ン
い

コ
て

ブ

し
カ
ス

社
一

A
E

ユ

式

デ
株
ロ

き’M
 

よとも山
即時

宜．．
． 

イラスト薗柑キヌ



コ
ジ
マ
シ
ネ
マ
開
潰
の
挨
拶

観
ま
し
た
！
観
ま
し
た
！
遂
に

「マ
ト
リ

ッ
ク
ス
」
を
！
前
号
で
も

軽
く
触
れ
て
い
ま
し
た
が
、
な
ん
せ
あ

の

『
ス
タ
l
・
ウ
ォ

l
ズ
」
よ
り
も
観

た
か
っ
た
映
画
な
の
で
す
。
今
年
の
頭

に
ワ
l
ナ
l
の
試
写
室
で
予
告
編
を
観

て
以
来
、
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
た
の

で
す
。
と
い
う
の
も
、
ず
っ
と
待
機
状

態
に
な
っ
て
い
る
次
企
画
の
ア
ク
シ
ョ

ン

・
ア
イ
デ
ィ
ア
（
墜
を
走
っ
て
弾
を

避
け
る
、
高
速
で
弾
を
避
け
る
等
）
や
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
－
イ
メ
ー
ジ
に
非
常
に

ダ
ブ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
す
。

「
や
ら
れ
た

H
」
と
い
う
感
覚
と
同
時

に
、
妙
な
親
近
感
が
湧
き
ま
し
た
。
き

っ
と
「
ニ
ュ
l
ロ
マ
ン
サ
l
」
を
普
い

て
い
る
時
に

『プ
レ
ラ
ン
』
を
観
た
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ギ
プ
ス
ン
も
同
じ
気
持
ち

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

今
秋
は

「マ
ト
リ
ッ
ク
ス
」、
一
押
し
1

『
マ
ト
リ

ッ
ク
ス
』
へ
の
期
待
度
は

か
な
り
の
も
の
で
し
た
が
、
さ
ら
に
お

つ
り
が
来
る
面
白
さ
で
し
た
。
た
だ
意

外
だ
っ
た
の
は
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
等
か
ら
、

現
代
ア
ク
シ
ョ
ン
劇
を
想
像
し
て
い
た

の
で
す
が
、
実
際
は
か
な
り
ヘ
ビ
！
な

設
定
の
サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク

S
F
で
あ
っ

た
り
し
ま
す
。
コ
ミ

ッ
ク
や
ゲ

l
ム、

ア
ニ
メ
、
カ
ン
フ

l
映
画
と
い
っ
た

様
々
な
要
素
を
デ
ジ
タ
ル
と
い
う
魔
法

で
ハ
リ
ウ
ッ
ド
的
に

M
I
X
し
て
こ
そ

実
現
し
た
、
オ
タ
ク
兄
弟
監
督
に
よ
る

次
世
代
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
映
画
H

実
は
こ
の
映
画
、
既
に

3
回
も
観
て

い
ま
す
。
最
初
は

E
3
シ
ョ

l
の
際
、

5
月
に
ロ
ス
で
観
ま
し
た
。
思
っ
た
よ

り
ス
ト
ー
リ
ー
が
込
み
入
っ
て
い
た
の

で
、
語
学
力
の
乏
し
い
僕
に
は
難
解
な

内
容
で
、
ア
ク
シ
ョ
ン
・
シ
l
ン
を
楽

し
む
の
が
せ
い
ぜ
い
で
し
た
。
6
月
末

に
試
写
会
に
呼
ん
で
も
ら
い
、
日
本
語

字
幕
版
を
観
ま
し
た
。
そ
こ
で
単
な
る

ア
ク
シ
ョ
ン

S
F映
画
で
は
な
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
説
教
臭
い
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
す
が
、
「
聖
書
」
や
「
数
学
」
、

「
心
理
学
」
と
い
っ
た
エ

ッ
セ
ン
ス
を

取
り
入
れ
た
、
哲
学
的
な
奥
行
き
も
備

え
た
映
画
だ

っ
た
の
で
す
。
ま
あ
、
こ

う
い
う
側
面
も
オ
タ
ク
的
で
あ
っ
た
り

し
ま
す
が
。

cm イラスト：新川洋司

キ
ア
ヌ
復
活
！

キ
ャ
リ
E
H
ア
ン
・
モ
ス
魅
力
昨
裂
1

「
キ
ア
ヌ
・
リ
ー
ブ
ス
」
「
サ
イ
バ

ー
パ
ン
ク
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
閥

く
と
、

『
J

M
」
を
思
い
出
す
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
安
心
し
て
下

さ
い
。
そ
の
心
配
は
不
要
で
す
。
ま
っ

た
く
別
物
で
あ
る
と
同
時
に
、

『
ス
ピ

ー
ド
』
の
頃
の
、
あ
の
神
経
質
で
頼
り

な
げ
な
キ
ア
ヌ
が
復
活
で
す
。
相
変
わ

ら
ず
の
大
根
演
技
に
は
違
い
な
い
の
で

す
が
、
カ
ン
フ
l
や
ア
ク
シ
ョ
ン
・
シ

ー
ン
を
吹
き
替
え
な
し
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
今
回
注
目
す
べ
き
は

キ
ア
ヌ
よ
り
も
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
キ
ャ
リ

ー

u
ア
ン
・
モ
ス
で
し
ょ
う
。
完
全
に

キ
ア
ヌ
や
フ
ィ

ッ
シ

ュ
パ

l
ン
を
食
っ

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
彼
女
の
た
め
の



プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
画
と
い
っ
て
も
い

い
か
も
。
と
に
か
く
、
格
好
い
い
！

一
番
お
い
し
い
所
は
す
べ
て
彼
女
が
持

っ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
強
い
だ
け

で
は
な
く
、
母
性
的
な
優
し
さ
等
も
上

手
く
捕
か
れ
て
い
ま
す
。
前
作

『バ
ウ

ン
ド
』
で
も
そ
う
で
し
た
が
、
ウ
ォ
シ

ャ
ウ
ス
キ
l
監
督
は
「
強
い
現
代
女
性
」

を
描
く
の
が
得
意
な
よ
う
で
す
。

本
場
カ
ン
フ
l
・
ア
ク
シ
ョ
ン

と
ワ
イ
ヤ
ー
ワ
ー
ク

こ
の
映
画
の
見
所
は
銃
撃
戦
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ク
シ
ョ
ン
監
督
を

あ
の

『
ワ
ン

・
チ
ャ
イ
』
シ
リ
ー
ズ
等

で
お
馴
染
み
の
ユ
エ
ン
・
ウ
1
ピ
ン
が

行
っ
て
い
る
の
で
す
。
特
に
今
回
は
ウ

l
ピ
ン
師
匠
を
機
材
丸
ご
と
香
港
か
ら

招
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
カ

ン
フ

l
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
完
成
度
は
ハ

リ
ウ

ッ
ド
映
画
で
は
突
出
し
て
い
ま

す
。
キ
ア
ヌ
を
始
め
、
フ
ィ

ッ
シ

ュ
パ

l
ン
や
モ
ス
等
の
俳
優
陣
に

4
ヵ
月
半

か
け
て
カ
ン
フ
！
と
ワ
イ
ヤ
ー
の
訓
練

を
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
カ
ン
フ

l
フ
ァ
ン
も
涙
も
の
の
仕
上
が
り
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

墜

走

り
や
キ
リ

モ
ミ
宙
返
り
等
、
香
港
映
画
で
は
す
で

に
見
慣
れ
た
ワ
イ
ヤ
ー
ワ
l
ク
も
、
ハ

リ
ウ

ッ
ド
の
俳
優
が
見
事
に
こ
な
す
こ

と
で
か
な
り
斬
新
な
映
像
に
見
え
ま

す
。
ヴ
ア
ン
ダ
ム
で
は
な
く
、
キ
ア
ヌ

た
ち
に
カ
ン
フ
ー
を
ト
レ
ー
ス
さ
せ
る

こ
と
で
、

「
M
A
T
R
I
X」
と
い
う

電
脳
世
界
の
設
定
を
よ
り
引
き
立
て
て

い
ま
す
。
ま
さ
に
確
信
犯
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
按
備
と

ア
イ
デ
ィ
ア
の
融
合

さ
す
が
は
デ
ジ
タ
ル
世
代
の
監
督
、

V
F
X
、
C
G
の
使
い
方
が
上
手
い
で

す
。
技
術
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
上
手
く
融

合
さ
せ
て
、
観
た
こ
と
の
な
い
ビ
ジ
ュ

ア
ル
を
作
り
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い

ま
す
。
さ
り
げ
な
い
と
こ
ろ
に
も
、
そ

の
才
能
は
窺
え
ま
す
。
「
M
A
T
R
I

X
」
の
モ
ニ
タ
ー
画
面
で
緑
の
デ
ー
タ

が
雨
の
消
の
よ
う
に
上
か
ら
下
へ
流
れ

る
エ
フ

ェ
ク
ト
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ

の
斬
新
な
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
感
心

し
ま
し
た
。
常
に
モ
ニ
タ
ー
の
走
査
線

を
水
平
方
向
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
描
い
て

い
る
我
々
に
は
、
と
て
も
思
い
つ
か
な

い
表
現
で
す
。
デ
ー
タ
が
数
字
で
は
な

く
、
カ
タ
カ
ナ
で
あ
る
工
夫
も
ニ
ク
イ

で
す
。
ま
た
、
キ
ア
ヌ
が
エ

1
ジ
ェ
ン

るれゐ
C倒

d

圧
岬

果
関関

輔

M
L
h
 

畑
町以

ト
に
捕
ま

っ
て
車
に
連
行
さ
れ
る
シ
ー

ン
。
通
常
の
ス
ピ
ー
ド
の
映
像
な
の
で

す
が
、
阜
の
ド
ア
ミ
ラ
l
の
中
だ
け
高

速
度
撮
影
さ
れ
た
映
像
が
組
み
込
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
非
常
に
印
象
的
な
映
像

に
仕
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
V
F
X
に

よ
る
心
理
描
写
で
す
。

S
F
Xと
ゲ
l
ム
創
作

観
た
こ
と
の
な
い
映
像
を
「
具
現
化
」

す
る
た
め
に
、
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
ボ
ー

ド
を
描
き
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
捻
っ
て、

新
し
い
技
術
や
手
法
を
編
み
出
す
。
そ

れ
に
よ
っ
て
映
画
の
新
し
い
局
面
が
生

ま
れ
て
い
く
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
ア
イ

デ
ィ
ア
に
よ
り
、
際
限
な
く
広
が
る
イ

マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
：
：
：
。
こ
れ
が

S
F

X
の
基
本
で
あ
り
、
そ
れ
が
映
画
の
醍

醐
味
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
も

『2
0
0

1
年
宇
宙
の
旅
」
や

『ス
タ

l
・
ウ
オ

l
ズ
』
、
『
T
2
」
、
『ジ

ユ
ラ
シ

ッ
ク
・

パ
l
ク
』
等
、
あ
る
作
品
の
技
術
開
拓

に
よ
っ
て
新
し
い
世
界
へ
の
扉
が
い
く

つ
も
開
か
れ
、
映
画
産
業
は
そ
の
都
度
、

成
長
し
て
き
ま
し
た
。
『
マ
ト
リ

ッ
ク

ス
』
も
、
そ
う
い
う
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
的

な
功
績
を
残
す
映
画
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ゲ
ー
ム
も
同
じ
で
す
。
ア
イ
デ
ィ

ア
と
技
術
が
う
ま
く
結
び
つ
い
た
時
、

そ
れ
ま
で
に
観
た
こ
と
の
な
か

っ
た、

体
験
し
た
こ
と
の
な
か

っ
た
世
界
が
見

え
て
く
る
、
そ
し
て
さ
ら
に
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
の
枠
が
広
が

っ
て
い
く
・
：

：・
。
次
も
そ
ん
な
ゲ
l
ム
を
作
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

『
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
』

ヨ
m
z
b
詔
買

監
薗
／
脚
本
H
ラけ
f
A＆
ア
ン
デ
ィ
l

ウ
芦
ン
ヤ
ウ
ス
キ
i

主
調
”
キ
ア
ヌ
リ
ー
ブ
ス
／
キ
ヤ
リ
M
ア
ン
モ
ス

ブ
ロ
ク
一
フ
マ
ー
と
し
て
働
く
ネ
オ
｛キ
ア
ヌ
リ
ー
ブ
ス
）

は、

園
近

「起
き
て
い
て
も
ま
だ
’
を
買
て
い
る
よ
う
高
感

覚
」
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
．
あ
る
目
、
彼
の
パ
ソ
コ
ン
の
モ

ニ
タ
ー
に
不
可
思
踊
立
文
字
列
が
浮
か
び
上
が
る
・「
マ
ト

リ
ッ
ヲ
ス
が
狙
っ
て
い
る
」

・

（

ワ
l
ナ
l

ブ
ラ
ザ

ー
ス
配
飴

9
月
公
開
予
定
）
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あ
る
日
の
こ
と
・：

やっと出た「新耳袋j第四巻、
円本版メンインブラックとも
言える 「以い男たちJの話と、
山の上にあるナゾの牛舎の話
の「山の牧場j が面白いそ二
ちなみにこれを省いてる時、
またマシンがトビました。
どうやら「新耳袋」と脊くだ
けでマズイみたい…、
あまりに何度もトプんで、
さすがにちょっと寒気が・1

これも先入観だと思いたい
ですな、いやマジで

.，，，，.－－一、....＿＿＿ l息7t;ll!(i)アレ
〆 ？マ ＼！といっしょtCね．

( l恒~~EVJ'f!£sr
I説明しよう！デビルポストとIi悪廃絵師こと

は
の
三

く
号
よ

’U同
月
同
月

詳
1
を

A
吋
呈
政

9
批

9
ム

9

一
1
ゲ
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f
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辛
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大好評連載カズマデラックス第13回！！
えーと
毛主に鯵に…、
「これ防1i./...<n持ヮ
？：＇＇る ・a<r神’i!t" （；）ソ7トに
おきt:;寧官官’－
友人惨いっちの
みうにt?-"Zしt:;
とごろか句，8tl)
ゲー心中盤ぬ
タシジョン
奄・H ・H ・＇＇J

イヤー・・・、
ごれについ乞＇＊
Mさ，l.'6わか？t:
§iff t!いだか勾・H

；突さ<nMしに
し6-ろか、

＼一一
It.ー、 teしかに
rM旬JlJh書ヤパイラ乞
奮う6-~－. 丑三つ略
（潔夜<nZ時～4時）と
いう（；）'/JtJfeナマナマ
しい．
.に怖い演出が土手，，
ゲ－ul三営オti;付
ハマヮ乞や？t:る
tまいかちしオt~い
けど、何かあるぬ
か司与しれ＠い竜S・...

「たぶんア レかも・・・j

今回、紹介させていただいた万の、お名前はあえてイニシャルとさせていただきました。また演出上、
文面を多少変更して、紹介させていただいている事をお詫びします。

ι ・子一周 ｛練｝アトラス第一開発部開完関アートディレヲター．グラフィツカーとしてアトラスに入社後．『女神転生』シリ－；（のビジュアル
~I デザイン奄掛ける． その醐咽性はシリーズの世界観ほかか闘いもので制、 艇のファン硝7し切る．
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吹
き
荒
れ
る

五
月
の
嵐
の
な
か
で

中
古
ソ
フ
ト
流
通
は
是
か
非
か
。

ゲ
l
ム
は
映
画
で
あ
る
か
否
か
。

大
手
ゲ
l
ム
ソ
フ
ト
メ
ー
カ
ー
が
団

結
し
て
臨
み
、
中
古
ソ
フ
ト
流
通
の
是

非
を
め
ぐ
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た

織
烈
な
戦
い
。
そ
の
行
方
を
左
右
す
る

で
あ
ろ
う
最
初
の
判
決
が
下
さ
れ
た

5

月
幻
日
は
、

J

R
中
央
線
や
京
葉
線
が

一
時
不
通
と
な
る
ほ
ど
の
強
風
が
吹
き

荒
れ
て
い
た
。
典
型
的
な
メ
イ
ス
ト
ー

ム
で
あ
る
。

同
じ
目
、
菟
罪
か
否
か
で
世
間
を
騒
…
約
3
倍
と
な
っ
た
貴
重
な
傍
聴
券
を
手
…
『
パ
ス
ト
・
ア

・
ム
l
プ
」
の
2
作
品
）

…
が
せ
て
き
た
有
名
な
刑
事
事
件
の
公
判

…
に
し
た
者
は

一
斉
に
法
廷
へ
と
向
か
…
の
中
古
品
の
販
売
に
つ
い
て
、
被
告
が

…
が
聞
か
れ
て
お
り
、
東
京
地
裁
の
玄
関

…
ぅ
。
い
よ
い
よ
、
判
決
の
と
き
は
目
前
…
右
各
ゲ
l
ム
ソ
フ
ト
の
著
作
権
に
基
づ

…
前
は
大
勢
の
人
で
溢
れ
か
え
っ
て
い

…
に
迫
っ
て
い
た
。

…
く
差
止
請
求
権
を
有
し
な
い
こ
と
を
確

…
た
。岡
崎
戸
や
怒
号
が
響
き
渡
る
人
の
群
。
…

…
認
す
る
」

…
そ
の
対
岸
に
、
ず
ら
り
と
並
ん
だ

1
0
…

ゲ

l
ム

陪

映

画

に

非

ず

…
早
い
話
が
「
中
古
ソ
フ
ト
の
流
通
は

…
O
人
を
超
え
る
列
は
、
上
昇
・
エ
ニ
ッ

…

…
合
法
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

…
ク
ス
裁
判
の
傍
聴
券
希
望
者
た
ち
だ
。
…

冒
頭
で
簡
潔
に
結
論
を
述
べ
た
東
京
…
勿
体
ぶ
る
必
要
も
な
か
ろ
う
。
そ
の

…
そ
ば
に
は
原
告

・
上
昇
の
金
岡
社
長
や

…
地
裁

・
三
村
量

一
裁
判
長
に
倣
っ
て
、
…
日
の
ニ
ュ

ー
ス
番
組
は
、
我
々
が
予
想

…
被
告

・
エ
ニ
ッ
ク
ス
の
福
嶋
社
長
の
姿
…
最
初
に
主
文
を
紹
介
し
て
み
る
こ
と
に
…
し
た
以
上
に
詳
細
な
情
報
を
伝
え
て
い

…
も
見
え
る
。

…
し
よ
う
。

…
た
（
T
B
Sな
ど
短
い
時
間
の
な
か
で

両
陣
営
と
も
異
口
同
音
に
「
絶
対
勝
…
「
原
告
の
行
う
ゲ
l
ム
ソ
フ
ト
目
録
記
…
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
た
特
集
も

て
る
」
と
断
言
し
揺
る
ぎ
な
い
自
信
を
…
載
の
各
ゲ
l
ム
ソ
フ
ト
（
『
ス
タ

1
ォ
…
あ
っ
た
が
、
「
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
l
シ
ョ

…
持
っ
て
臨
ん
だ
こ
の
裁
判
。
抽
選
倍
率

…
1
シ
ャ
ン
セ
カ
ン
ド
ス
ト
ー
リ
ー
』
…
ン
」
の
某
コ
メ
ン
テ
l
タ
l
の
解
説
は
、
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な
ん
と
も
ト
ン
チ
ン
カ
ン
だ
っ
た
よ
う
…
度
と
い
う
独
特
の
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
…
れ
る
も
の
で
あ
り
、
複
製
物
た
る
プ
リ

な
気
が
す
る
）
。

…
投
下
し
た
資
金
の
回
収
を
行
っ
て
き
た

…
ン
ト
・
フ
ィ
ル
ム
を
上
映
す
る
こ
と
に

前
号
ま
で
に
何
度
も
繰
り
返
し
述
べ

…
社
会
的
実
態
を
解
説
し
た
う
え
で
、
こ
…
よ
り
常
に
同

一
内
容
の
連
続
影
像
が
も

で
き
た
こ
と
だ
が
、
中
古
ソ
フ
ト
問
題
…
の
地
位
を
頒
布
権
と
い
う
特
殊
な
権
利
…
た
ら
さ
れ
る
こ
と
で
、
広
範
な
地
域
に

と
は
「
ゲ
l
ム
は
映
画
の
著
作
物
に
あ
…
で
保
護
す
る
こ
と
が
適
当
と
説
い
た
。
…
お
け
る
多
数
の
映
函
館
で
の
上
映
を
通

た
る
か
？
」
「
ゲ
l
ム
ソ
フ
ト
に
頒
布
権
…
わ
か
り
や
す
く
い
え
ば
、
映
画
に
限
っ
…
じ
て
膨
大
な
数
の
観
客
に
対
し
て
、
聞

は
あ
る
の
か
？
」
を
巡
る
争
い
で
あ
る
。
…
て
い
え
ば
頒
布
権
と
い
う
強
い
権
利
を
…

一
の
思
想
・
感
情
の
表
現
を
伝
達
す
る

本
裁
判
で
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え

「ゲ

…
認
め
て
も
O
K
、
と
い
う
こ
と
を
再
確
…
こ
と
が
可
能
な
も
の
」
と
論
じ
る

（わ

l
ム
は
映
画
の
著
作
物
に
該
当
し
、
頒
…
認
し
た
わ
け
だ
。

…
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
法
律

布
権
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
」

「ゲ
i

…
続
い
て
「
映
画
の
著
作
物
」
で
あ
る
…
的
表
現
っ
て
こ
ん
な
も
の
で
す
。
ち
な

ム
は
映
画
の
著
作
物
で
あ
り
、
頒
布
権
…
た
め
の
基
本
的
要
件
を
確
認
す
る
。
こ
…
み
に

「影
像
」
は
法
律
用
語
）
。

が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
、
い
っ
た
ん
適
…
こ
で
「
劇
場
周
映
画
に
お
い
て
思
想
・
…
裁
判
所
は
、
前
記

一
文
の
「
編
集
等

法
に
譲
渡
さ
れ
た
あ
と
、
頒
布
権
が
消
…
感
情
の
創
作
的
表
現
は
、
フ
ィ
ル
ム
編
…
に
お
い
て

一
定
の
内
容
の
影
像
を
選

尽
す
る
か
否
か
」
の
2
点
が
争
点
と
さ

…
集
等
の
行
為
を
通
じ
て

一
定
の
内
容
の
…
択
」
「

一
定
の
順
序
で
組
み
合
わ
せ
る
」

れ
て
い
た
。

…
影
像
を
選
択
し
、
こ
れ
を

一
定
の
順
序
…
「
常
に
同

一
内
容
」
「
連
続
影
像
」

「同

裁
判
所
は
ま
ず

「劇
場
周
映
画
の
特
…
で
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
…

一
の
思
想
・
感
情
の
表
現
を
伝
達
」
に

殊
性
」
に
言
及
し
、

「劇

場

周

映

画

は

、

…

…

着

目

し

、

こ

れ

ら

が

映

画

と

ゲ

1
ム
を

オ
リ
ジ
ナ

ル

・

フ

ィ

ル

ム

を

基

に

し

て

…

掴

圃

航

。
…
隔
て
る
部
分
だ
と
指
摘
し
た
。

団

』
界
ヴ
日

複
製
さ
れ
た
プ
リ
ン
ト

・フ
ィ
ル
ム
を
…
円

上
U

…

ゲ

1
ム
は
、

た
と
え
同
じ
ソ
フ
ト
を

映
画
館
に
お
い
て
上
映
し
、
映
し
出
さ
…

圃

4
M

…
使
っ
て
も
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
コ
ン

－

リ

遣

れ
る
視
聴
覚
的
表
現
を

一
度

に

多

数

の

…

圃

－

t
…
卜
ロ
ー
ラ
ー
の
具
体
的
な
操
作
に
応
じ

－－－－

a
h
l

，‘． 

観
客
に
鑑
賞
さ
せ
る
と
い
う
形
態
で
利
…

・

z
m
…
て
、
画
面
上
に
表
示
さ
れ
る
影
像
の
内

・

・

ド

る

日

用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と

ま

と

め

て

…

・

ン

れ

…

容

や

順

序

は

、
各
回
の
プ
レ
イ
に
よ
っ

－

圃

カ

わ

…

い
る
。
ま
た
劇
場
周
映
画
は

一
度

に

多

…

・

セ

恩

…

て

異

な

る

。
よ
っ
て
ゲ
l
ム
は
映
画
の

・

・

・

’

ル

’

』

・

l

，

．

 

数
の
観
客
に
鑑
賞
さ
せ
る
こ
と
に
意
味
…
副

i
h

む
…
著
作
物
と
し
て
の
要
件
を
満
た
さ
ず
、

d
a問
、

y

：日

が
あ
り
、
他
の
著
作
物
の
よ
う
に
多
数
…

均

二
郎
…
著
作
権
法
二
条
三
項
に
い
う
「
映
画
の

司
直

オ

M
H

の
綾
製
物
が
公
衆
に
直
接
販
売
さ
れ
な
…

広

一
一
四
…
著
作
物
」
に
は
該
当
し
な
い
‘
と
判
断

，．

9
r
H
 

い
と
い
う
点
を
指
摘
。
さ
ら
に
配
給
制
…

袖

M
h
…
さ
れ
た
の
だ
。
こ
れ
も
わ
か
り
や
す
く

い
え
ば
、
「
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
性
の

…
あ
る
ゲ
l
ム
は
映
画
で
は
な
い
」
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
論
点
に
加
え
て
、
ゲ
ー
ム
ソ
フ

ト
は

一
種
の
素
材
と
し
て
の
多
様
な
影

像
の
集
合
で
あ
り
、
ゲ
ー
ム
著
作
者
の

…
編
集
行
為
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
プ
レ

イ
ヤ
l
が
、
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
を
観

て
聞
い
て
感
じ
る
も
の
で
は
な
い
と
言

及
。
一

般
的
な
劇
場
周
映
画
の
よ
う
に

「こ
の
カ

ッ
ト
の
次
に
こ
の
シ
l
ン
を

…
掃
入
」
と
い
っ
た
見
せ
方
、
作
り
方
を

し
な
い
か
ぎ
り
は
、
映
画
と
は
認
め
ら

れ
な
い
と
説
明
す
る
。
も
ち
ろ
ん
「
ど

の事鼎
材
を
集
め
る
か
」
と
い
う
点
に
著

…
作
物
と
し
て
の
要
件
が
あ
る
と
も
考
え

ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
裁

…
判
所
は
「
劇
場
周
映
画
の
ス
チ
ー
ル
写

…
真
も
著
作
物
だ
が
、
そ
れ
を
並
べ
て
も

…
映
画
と
は
い
え
な
い
」
と
否
定
し
た
。

メ
ー
カ
ー
側
が
主
張
す
る
「
ゲ
l
ム

．
が
映
画
の
著
作
物
で
あ
る
」
と
い
う
前

…
提
条
件
が
否
定
さ
れ
た
わ
け
だ
か
ら
、

い
う
ま
で
も
な
く
頒
布
権
は
存
在
し
な

い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

中
古
ソ
フ
ト
の

…
販
売
を
差
し
止
め
る
権
利
は
な
い
と
結

…
論
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
部
で
は
、
過
去
に
「
ゲ
l
ム
は
映

畠くまで既存の治揮の枠内での解釈でしょう．この判決を土台に斬しい法体系を組み上げて欲
しいものです。（大阪府蘭岡賢一）ヨE



画
の
著
作
物
で
あ
る
」
と
司
法
判
断
が
…
表
情
と
笑
顔
二

方
の
メ
ー
カ
ー
側
は
、
…
部
分
が
、
そ
も
そ
も
著
作
者
の
判
断
で

下
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

二
つ
め
の
争
…
エ
ニ
ッ
ク
ス
福
嶋
社
長
の
首
を
傾
げ
る
…
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
物
に
固
…

点
で
あ
る
「
映
画
の
著
作
物
で
は
あ
る
日
仕
草
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

…
定
さ
れ
て
い
る
（
映
画
同
様
、
編
集
行
…

こ

と

を

認

め

た

う

え

で

頒

布

権

が

消

尽

…

…

為

が

あ

る

こ

と

反

論

し

た

。

す
る
か
否
か
が
問
題
に
な
る
の
で
は
」
…
申
古
ソ
フ
ト
聞
掴
は
嘗
わ
ら
な
い

…

福

嶋

社
長
は
冒
頭
で
「
こ
う
い
う
考

…

と

の

見

方

が

あ

っ

た

よ

う

だ

が

、

そ

れ

…

…

え

方

も

あ

る

の

か

な

と

思

い

ま

し

た

」

ど
こ
ろ
か
、
の
っ
け
の
部
分
か
ら
完
全
…
こ
の
裁
判
の
あ
と
、
前
後
し
て
双
方
…
と
感
想
を
述
べ
、
取
引
の
あ
る
小
売
店

に
否
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
だ
。

…
の
記
者
会
見
が
関
か
れ
た
。

…
に
対
し
て
は
引
き
続
き
9
ヶ
月
の
中
古

…

こ
れ
は
あ
る
意
味
、
非
常
に
画
期
的
…
敗
れ
た
エ
ニ
ッ
ク
ス
側
の
潰
野
英
夫
…
ソ
フ
ト
取
扱
禁
止
と

7
%
の
著
作
権
料
…

な
判
決
で
あ
る
。
日
本
の
裁
判
で
は
、
…
弁
護
士
は
、
ゲ
ー
ム
が
映
画
の
著
作
物
…
を
求
め
る
と
回
答
。
こ
れ
を
受
け
て
社
…

過
去
の
判
例
に
背
く
こ
と
自
体
が
珍
し
…
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
過
去
の
判
例
を
…
団
法
人
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
ウ
ェ

い
こ
と
な
の
だ
か
ら
（
も
っ
と
も
限
定

…
再
度
強
調
し
、
遺
憾
の
意
を
表
明
。
ま
…
ア
著
作
権
協
会
（

A
c
e
s）
の
久
保
…

的
に
は
、
こ
の
判
決
に
先
駆
け
て
コ

l

…
た
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
性
に
関
す
る
…
田
裕
専
務
理
事
は
「
ゲ
l
ム
ソ
フ
ト
市
…
や
か
な
ム
l
ド
で
行
わ
れ
た
。

エ
l
の

『三
園
志
皿
』
裁
判
で
も
同
ソ
…
判
断
に
つ
い
て
は
、
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
…
場
に
お
い
て
は
4
0
4
8万
本
、
約
l

…
弁
護
団
の
藤
田
康
幸
弁
護
士
は
「
こ

フ
ト
は
映
画
の
著
作
物
で
は
な
い
と
さ
…

l
の
操
作
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
像
…

3
9
5
億
円
相
当
の
中
古
品
が
販
売
さ
…
の
事
件
と
い
う
の
は
表
面
的
に
は
著
作

れ
て
は
い
た
）
。
メ
ー
カ
ー
側
と
す
れ
…
の
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
か
と
い
う
…
れ
て
お
り
、
こ
の
売
り
上
げ
に
つ
い
て
…
権
法
の
解
釈
を
巡
る
対
立
だ
が
、
よ
り

ぱ
考
え
も
し
な
か

っ
た
判
決
、
ま
さ
に

…

…
は
な
ん
ら
メ
ー
カ
ー
へ
の
還
元
が
為
さ
…
本
質
的
に
は
、
い
わ
ば
特
権
的
な
利
益

青
天
の
鐸
露
で
あ
る
。

…

ι
…
れ
て
い
な
い
」
（数
字
は
平
成
9
年

c
…
を
擁
護
す
る
の
か
、
よ
り
普
遍
的
な
利

え
日

長
々
と
書
い
て
き
た
が
、
実
際
の
裁

…

見

H
E
S
A
調
べ
）
と
し
た
う
え
で
、
メ
l

…
益
を
擁
護
す
る
の
か
の
対
立
だ
っ
た
」

d
司

日

判
で
は
、
裁
判
長
に
よ
っ
て
主
文
が
言

…

顔

日

カ

l
こ
対
す
る
経
済
的
な
保
護
を
改
め
…
と
語
り
、
以
下
の
よ
う
に
続
け
た
。

の
…

l

い
渡
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
あ
っ
さ
り
…

田

…
て
訴
え
た
。
ま
た
、
こ
の
席
で
メ
l
カ
…

「
大
量
生
産
さ
れ

一
般
に
広
く
販
売
さ

し
た
も
の
だ
。

…

矧

…
l
側
は
控
訴
す
る
旨
を
発
表
し
て
い
…
れ
て
い
る
商
品
で
、
流
通
の
隅
々
ま
で

6
3

・

一
同
固
唾
を
の
ん
で
見
守
っ
て
：
：
：
…

∞

…
る
。

…
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
が
あ
る
な
ど

A

H

・

と
思
う
間
も
な
く
雌
雄
を
決
す
る
判
定
…

。
u

一
方
の
上
昇

・
中
古
ソ
フ
ト
業
界
側

…

と
い
う
主
張
は
ゲ
l
ム
ソ
フ
ト
以
外
に

国
凶

い

が
下
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
瞬
間
の

…

露

日
の
記
者
会
見
立
、
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
ソ
フ
…
な
い
の
で
す
。
ま
た
日
本
以
外
の
国
で

弁

一

l

両
陣
営
の
表
情
は
見
事
に
好
対
照
だ
っ

…

瑚

…

ト

ウ

エ

ア

流
通
協
会
（
A
R
T
S）
の
…
ゲ
l
ム
に
頒
布
権
を
認
め
ろ
と
主
張
す

た
（
当
た
り
前
か
？
）
。
上
昇
・
中
古

…

け

…

新

谷

雄

二
代
表
理
事
、
上
昇
の
金
岡
勇
…
る
例
も
な
い
。一

旦
適
法
に
譲
渡
が
行

ソ

フ

ト

業

界

側

の

弁

議

団

は

、

安

猪

の

…

に

…

均

社

長

の

挨

拶

に

は

じ

ま

り

、

終

始

和

…

わ

れ

た

ら

、

そ

の

後

は

頒

布

権

は

及

ば
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上昇側弁.図。非常にたくさんの報道陣が集まった。
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な

い

と

さ

れ

て

い

る

の

が

国

際

的

な

常

…

…

と

福

嶋

氏

。
さ
ら
に

「中
古
ソ
フ
ト
業

…
ょ
。
別
に

S
C
E
ー
さ
ん
に
任
せ
た
か

識
で
す
。
そ

ん

な

グ

ロ

ー

バ

ル

ス

タ

ン

…

…

者

側

の

S
C
E
ー
さ
ん
が
儲
け
す
ぎ
て
…
ら
と
い

っ
て
、
自
由
な
商
品
コ

ン
ト
ロ

ダ

l
ド
に
反
す
る
よ
う
な
主
張

を

日

本

…

申

古

ソ

フ

ト

が

ゲ

l
ム
メ
I
…
い
る
と
い
う
主
張
も
お
か
し
い
」
と
S

…
l
ル
が
阻
害
さ
れ
て
い
た
わ
け
じ
ゃ
あ

、
…
カ
1
の
息
の
棋
を
止
め
る
0
・

の
裁
判
所
が
認
め
た
ら
世
界
の
笑
L
者

日

…

c
E
Iを
弁
護
す
る
。

…
り
ま
せ
ん
」

に
な

っ
た
で
し
ょ
う
。
も
と
も
と
著
作
…
さ
て
、
そ
れ
か
ら
数
日
後
：
・
・
：
。
…
「
S
C
E
ー
さ
ん
は
、
後
発
な
が
ら
、
…
さ
ら
に
福
嶋
氏
は
、

P
S
2
時
代
の

権
法
の
目
的
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
…
我
々
は
ま
ず
エ
ニ

ッ
ク
ス
を
訪
ね
、
福
…
あ
れ
だ
け
の
市
場
を
作
り
上
げ
た
わ
け
…
到
孝
信
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
同
時
に
、
危

な
ん
で
す
。
著
作
権
法
第

一
条
に
替
か
…
嶋
康
博
社
長
に
改
め
て
裁
判
の
感
想
を
…
で
す
か
ら
、

当
然
の
報
酬
で
し
ょ
う
。
…
機
苧
伊
感
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
語
る
。

れ
て
い
る
同
法
の
目
的
は
、
文
化
の
発
…
う
か
が
っ
た
。

…
ス
ー
パ
ー
フ

ァ
ミ
コ
ン
時
代
の
任
天
堂

…
「
フ
ァ
ミ
コ
ン
か
ら
ス
ー
パ
ー
フ

ア
ミ

展
を
促
す
こ
と
。
文
化
の
発
展
を
促
す
…
「
苦
し
ん
だ
末
の
判
決
だ
っ
た
の
で
は
…
さ
ん
だ

っ
て
同
じ
こ
と
で
し
た
。
も
し
…
コ
ン
、
そ
し
て

C
D
，R
O
M
に
な

っ

た
め
に
は
、
著
作
権
者
の
利
益
を

一
方
…
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
ね
。
た
だ
…
利
益
配
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
の
な
…
て
い
く
に
つ
れ
、
ど
ん
ど
ん
利
益
が
縮

的
に
擁
護
す
る
だ
け
で
な
く
、
著
作
権
…
し
、
こ
れ
で
中
古
ソ
フ
ト
流
通
が
全
面
…
ら
、
き
ち
ん
と
話
し
合
え
ば
い
い
だ
け
…
小
し
て
い
る
ん
で
す
。
将
来
、
よ
り
大

者
の
利
益
と
利
用
者
の
利
益
の
パ
ラ
ン
…
的
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
…
の
こ
と
で
す
。
エ
ニ

ッ
ク
ス
が
自
社
流
…
き
な
メ
モ
リ
ー
を
も
つ
も
の
、
さ
ら
に

ス
を
取
り
な
が
ら
保
護
を
は
か

っ
て
い
…
と
思
い
ま
す
。
判
決
の
翌
日
に
は
、
契
…
通
を
始
め
た
の
は
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
…
高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
の
ハ

l
ド
が
出
て
き

く
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
」
…
約
し
て
い
る
小
売
店
さ
ん
に
向
け
て
…
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
メ
l
ヵ
…
て
、
今
よ
り
も
っ
と
儲
か
ら
な
く
な
っ

ま
た
、
メ
ー
カ
ー
側
の
「
中
古
市
場
…
『
こ
れ
ま
で
の
契
約
（
条
件
付
き
の
中
…
！
と
し
て
自
分
の
商
品
を
自
分
で
扱
う
…
た
場
合
に
ど
う
な
る
と
思
い
ま
す
か
？

の
存
在
に
よ

っ
て
新
品
の
販
売
機
会
を
…
古
ソ
フ
ト
販
売
容
認
）
は
変
わ
り
ま
せ
…
こ
と
が
自
然
だ
と
思

っ
た
か
ら
で
す
…
ゲ
l
ム
業
界
全
体
が
、
あ
る
日
突
然
ク

喪
失
す
る
と
、
投
下
資
本
の
回
収
の
機
…
ん
』
と

手

紙

を

出

し

ま

し

た

」

…

…

ラ

イ

シ
ス
を
迎
え
る
よ
う
な
こ
と
は
な

会

が

奪

わ

れ

る

」

と

い

う

主

張

に

対

し

…

福

嶋

氏

は

、

今

回

の

裁

判

に

負

け

は

…

…

い

で

し

ょ

う

。
し
か
し
、
徐
々
に
落
ち

て
は

「投
下
資
本
回
収
が
必
ず
保
証
さ
…
し
た
が
、
現
状
は
何
も
変
わ
ら
な
い
と
…

。
“
込
む
こ
と
は
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

氏

日

れ
る
商
品
な
ど
と
い
う
も
の
は
現
代
社
…
強
調
す
る
。
ま

た

、

契

約

し

て

い

る

小

…

附

…

う

か

：

：

・

」

会
で
は
あ
り
え
な
い
」
と
厳
し
く
こ
れ
…
売
店
か
ら
も
異
議
申
し
立
て
な
ど
は

一

…

制

…

ハ

イ

ス

ペ

ッ
ク
の
ハ
ー
ド
に
伴
う
投

を
批
判
し
て
い
る
。

…
件
も
な
か

っ
た
と
い
う
。

…

M

…
下
資
本
の
増
大
が
、
資
本
の
回
収
を
よ

勿
論
、
ま
だ
第

一
ラ
ウ
ン
ド
が
終
了
…
上
昇
は
本
誌
で
も
常
々

「中

古

ソ

フ

…

附

…

り

困

難

に

さ

せ

る

。
そ
し
て
次
な
る
ゲ

し
た
に
過
ぎ
な
い
。
今
後
も

「ゲ
l
ム
…
ト
問
題
の
根
幹
は
、
現
在
の
ゲ
1
ム

流

…

鯛

…

l
ム
の
開
発
費
の
た
め
の
真
っ
当
な
資

代
…

が
映
画
の
著
作
物
で
あ
る
か
否
か
」
の
…
通
そ
の
も
の
に
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
…

z
u
本
回
収
を
阻
害
す
る
の
は
何
か
？

そ

ヲ
U

戦
い
は
高
裁
、
最
高
裁
と
続
い
て
い
く
…
た
が
、

こ

の

点

に

つ

い

て

質

問

す

る

と

…

日

…

れ

が

中

古

ソ

フ

ト

流

通

だ

と

暗

に

福

嶋

の
だ
。

…
「
エ
ニ

ッ
ク
ス
で
は
返
品
（
商
品
の
交

…

工

…

氏

は

主
張
し
て
い
る
の
だ
。

…

換

）

も

あ

る

程

度

認

め

て

い

ま

す

よ

」

…

崎

市

…

211••••1·…いいい
申書ソフト濁・2…
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中
古
ソ
フ
ト
業
界
側
は
こ
れ
ま
で
の

…
流
れ
て
い
く
も
の
も
相
当
あ
り
ま
す
。
…
入
る
と
問
屋
の
よ
う
な
中
間
流
通
が
な

取
材
の
な
か
で
も
再
三
に
わ
た

っ
て

…
私
は
適
正
な
流
通
が
実
行
さ
れ
て
い
た
…
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
た
し
か
に
、
そ

「
中
古
ソ
フ
ト
問
題
は
流
通
の
問
題
だ
」
…
ら
、
あ
と
印
万
本
は
売
れ
て
い
た
と
思
…
の
お
か
げ
で
ソ
フ
ト
の
価
格
が
下
が
っ

と
説
い
て
い
た
が
、
金
岡
氏
は
す
る
ど
…
い
ま
す
よ
。
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。

s
…
た
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
は
あ
り
ま
す
。
し

？
の
の
判
決
が
ど
ち
ら
に
こ
ろ
ん
だ
と
一
い
矛
先
を
現
在
の
ゲ
l
ム
流
通
を
作
り
…

C
E
Iは
専
門
店
の
低
迷
を
単
品
管
理
…
か
し
、
こ
れ
は
森
林
を
伐
採
し
て
森
の

こ
ろ
で
、
お
そ
ら
く
メ
ー
カ
ー
側
は
何
…
上
げ
た

S
C
E
I
に
向
け
て
い
る
。

…
能
力
が
欠
け
て
い
る
た
め
と
決
め
つ
け
…
保
水
効
果
を
な
く
す
よ
う
な
も
の
。
エ

も
変
わ
ら
な
い
ん
で
す
。
た
だ
、
我
々
…
「
中
古
ソ
フ
ト
に
よ
る
新
品
販
売
機
会

…
て
い
ま
す
。
売
れ
る
も
の
を
売
れ
る
だ
…
ニ
ッ
ク
ス
の
よ
う
な
カ
の
あ
る
メ

1
カ

に
し
て
み
れ
ば
、
勝
利
し
て
や
っ
と
現
…
の
被
害
よ
り
、
メ
ー
カ
ー
自
身
が
き
ち
…
け
仕
入
れ
て
追
加
発
注
す
れ
ば
い
い
…
ー
な
ら
自
分
で
売
る
こ
と
も
で
き
ま
す

状
維
持
と
い
う
紛
れ
も
な
い
死
活
問
題
…
ん
と
し
た
形
で
流
通
に
流
さ
な
い
被
害
…
と
。
と
こ
ろ
が
本
当
に
売
れ
る
ソ
フ
ト
…
が
、
弱
小
メ
ー
カ
ー
は
S
C
E
Iが
売

な

ん

で

す

よ

」

…

の

方

が

大

き

い

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

…

は

追

加

発

注

し

て

も

モ

ノ

が

な

い

。
そ
…
れ
な
い
と
言
っ

た
ら
も
は
や
そ
れ
ま

そ
う
語
る
の
は
、
第

一
審
で
勝
訴
し
…
か
。
た
と
え
ば

『
F
F
咽
」
。
売
る
態

…
も
そ
も
単
品
管
理
ど
こ
ろ
か
単
品
の
予
…
で
。
以
前
の
よ
う
に
問
屋
に
す
が
り
つ

た
上
昇
の
金
岡
社
長
だ
。
氏
は
「
エ
ン
…
勢
が
整
っ
て
い
る
専
門
店
に
は
充
分
な
…
測
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
実
状
…
く
こ
と
さ
え
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

タ
テ
イ
メ
ン
ト
産
業
は
水
物
」
と
い
う
。
…
数
の
ソ
フ
ト
が
な
く
、
コ
ン
ビ
ニ
に
は

…
な
の
に
、
メ
ー
カ
ー
は
土
壇
場
ま
で
情
…
た
。
そ
れ
以
上
作
ら
せ
て
も
ら
え
な
い

「小
売
業
が
そ
の
波
に
乗
っ
た
の
も
事
…
過
剰
に
出
回
っ
て
い
る
。
こ
の
過
剰
に
…
報
を
見
せ
な
い
。
単
に
『
い
い
ソ
フ
ト
…
ん
で
す
か
ら
。
そ
れ
だ
け
な
ら
ま
だ
し

実
だ
が
」

と
前
置
き
し
た
う
え
で

「ゲ

…
出
回
っ
た
ソ
フ
ト
の
な
か
に
は
、
コ
ン

…
で
す
よ
』
と
い
う
だ
け
。
ど
う
転
ん
で

…
も、

S
C
E
Iは
、
今
ま
で
問
屋
が
持

l
ム
業
界
は
か
つ
て
の
ゲ
l
ム
パ
プ
ル
…
ピ
ニ
か
ら
横
流
し
す
る
形
で
関
市
場
に
…
も
不
良
在
庫
を
抱
え
る
は
め
に
陥
り
ま
…
っ
て
い
た
保
証
機
能
を
我
々
小
売
に
要

を
引
き
ず
っ
て
い
る
」
と
説
く
。

…

…

す

。
我
々
と
し
て
は
、
い
ち
早
く
不
良
…
求
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

「ゲ

l
ム

は

出

せ

ば

簡

単

に

ミ

リ

オ

ン

…

…

在

庫

に

な

り

そ

う

な

商

品

を

換

金

す

る

…

も

っ

と

保

証

金

を

よ

こ

し

な

さ

い

、

と

を
記
録
す
る
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
し

…

…

こ

と

で

し

か

在

庫

の

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

が

…

い

う

こ

と

で

す

よ

。
ま
た
、
定
価
で
売

か

し

当

時

は

メ

ー

カ

ー

の

数

も

数

十

し

…

…

で

き

な

い

の

で

す

。
任
天
堂
が
頂
点
を
…
れ
ば
利
益
が
出
る
か
ら
真
面
目
に
商
売

か
な
か

っ
た
わ
け
で
す
。
今
で
は
数
百
…

。
…
極
め
て
い
た
時
代
の
流
通
は
蹴
か

っ
た

…
し
ろ
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

実

で
す
よ
。
競

争

が

激

し

く

な

っ

て

い

る

…

械

…

と

い

わ

れ

て

い

ま

す

が

、

そ

れ

で

も

利

…

際

の

と

こ

ろ

定

価

販

売

で

き

る

よ

う

な

勇

わ
け
だ
か
ら
、
普
と
同
じ
よ
う
に
は
い
日

間

…
点
は
あ
り
ま
し
た
。
売
れ
な
い
ソ
フ
ト
…
ソ
フ
ト
は
全
体
の

l
割
が
関
の
山
で
す

金

日

日

き
ま
せ
ん
。
い

う

ま

で

も

な

く

自

由

市

…

役

…
で
も
問
屋
を
通
し
て
安
く
売
り
さ
ば
け
…
ょ
。
我
々
は
思
う
ん
で
す
。
ク
ソ
ゲ
1

鋪

…

、

‘

場
の
な
か
で
淘
汰
さ
れ
る
メ
ー
カ
ー
も
…

取
日

ぱ
メ
ー
カ
ー
は
な
ん
と
カ
回
収
す
る
…
い
っ
ぱ
い
押
し
つ
け
て
お
い
て
そ
れ
は

表
日

出
て
き
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
メ
ー
カ
ー
…

代

日
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
ら
。
無
論
、
き
…
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
」

界
…

は
自
ら
の
保
護
を
真
っ
先
に
訴
え
て
い
…

上
…

わ
め
て
不
透
明
な
こ
と
で
は
あ
る
の
で

…

s
c
E
Iは
、
森
の
木
を
切
り
倒
し

る
。
こ

れ

は

お

か

し

な

話

で

す

よ

」

…

憎

…

す

が

。
し
か
し
、

S
C
E
I
の
時
代
に
…
て
（
問
屋
を
な
く
し
て
）
通
行
を
容
易

－－－ － －－－ ．． ．． ．．・・ －－ －－ ．． －－ －－ ・・ ．． ．． ． －－ －ー・・ ・ー ・・・・・.............・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・目・・田・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー ・・ー・・ ーー ーー．．． ．． ．．． 
ーーー・・..............・・.....................・・0・・・・・・・・・・・e・・・・・・・・・・・・・・・・ーー ーー・・ ーー ーー・・ーー ー・・・ ー－ －－．． ．． ．・・ ・・ ・・ ・．． ．．．・－ －－－．－－ e・・・・ー ーー・・・ー・ー ・・

E原

と告
E 
E 上
ゐ塁

翼手

巨E
現方の歩み寄りのきっかけになればいいなあと思います．中古ソフトが無〈なるのもイヤだt1
れども、 メーカーが，aれるのもイヤだ．（東京航 小林貴光）
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に
し
（
価
格
を
下
げ
た
）
通
商
も
盛
ん
…

に
な
っ
た
（
多
く
の
メ
ー
カ
ー
が
多
く
…

の
ソ
フ
ト
を
制
作

・
販
売
で
き
る
）
。

一
見
、
メ
ー
カ
ー
、
ユ
ー
ザ
ー
と
も
に

喜
ば
し
い
形
だ
が
、
森
の
保
水
効
果
…

（
問
屋
に
よ
る
メ
ー
カ
ー
の
リ
ス
ク
回
…

遊
）
が
消
え
た
た
め
、
土
砂
（
リ
ス
ク
）

が
川
下
に
流
れ
出
し
た
、
と
上
昇
は
言

…

う
の
だ
。
川
下
に
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん

小
売
店
と
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
。

「
1
万
円
だ
っ
た
カ
セ

ッ
ト
が
5
8
0

o円
の
C
Dl
R
O
M
に
な
っ
た
。
こ
…

れ
に
よ
り
メ
ー
カ
ー
は
お
%
は
余
計
に

売
ら
な
い
と
同
じ
利
益
が
出
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
S
C
E
ー
と
し
て
…

は
単
価
を
落
と
せ
ば
、
売
り
上
げ
が
倍
…

噌
す
る
と
い
う
読
み
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
実
際
は
、
そ
の
予
測
…

ほ
ど
市
場
規
模
は
広
が
ら
な
か
っ
た
わ

け
で
す
し
、
競
合
メ
ー
カ
ー
が
急
増
し

た
こ
と
で
結
果
的
に
パ
イ
を
食
い
合
っ

て
ソ
フ
ト
l
本
あ
た
り
の
発
売
本
数
が

洛
ち
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
い
え
ば
ハ

ー
ド
ス
ペ

ッ
ク
が
あ
が

っ
た
た
め
開
発

コ
ス
ト
が
高
騰
す
る
。
メ
ー
カ
ー
に
は

小
売
店
か
ら
の
返
口
聞
を
受
け
付
け
る
余

裕
は
な
い
。
小
売
店
は
小
売
店
で
単
価

…

が
下
が
っ
て
、
以
前
よ
り
た
く
さ
ん
売

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
な
…
ω
l
ω
%
、

妥
当
な
小
売
の
マ
ー
ジ
ン

…
ど
、
不
良
在
庫
を
抱
え
る
怖
さ
を
考
え

り
の
タ
イ
ト
ル
数
を
用
意
し
な
け
れ
ば
…
は
ω
%
く
ら
い
な
ん
で
す
よ
。
メ
ー
カ

…
れ
ば
実
際
リ
ピ
ー
ト
な
ん
で
で
き
な
い

な
ら
な
い
が
、
結
果
的
に
不
良
在
庫
が
…
ー
は
ソ
フ
ト
を
作
る
リ
ス
ク
が
あ
る
と
…
で
す
よ
」

増
え
る
だ
け
。
仕
方
が
な
い
か
ら
中
古
…
い
い
ま
す
が
、
我
々
に
だ
っ
て
店
舗
を
…
ま
た
氏
か
ら
は、

次
の
よ
う
な
著
作

ソ
フ
ト
で
食
い
つ
な
ぐ
。
す
る
と
今
度
…
借
り
る
リ
ス
ク
や
人
を
雇
う
リ
ス
ク
は
…
権
関
連
の
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

は
メ
ー
カ
ー
が
中
古
ソ
フ
ト
は
著
作
権
…
あ
る
。
現
在
、

定
価
で
得
ら
れ
る
お
%

…
「
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
全
て
の
著
作
物

法
違
反
だ
と
騒
ぐ
：・
悪
循
環
で
す
よ
…
の
粗
利
は
、
店
舗
間
の
競
争
に
よ
っ
て

…
に
頒
布
権
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
が
グ
ロ

ね
。
本
当
に
問
題
な
の
は
、
今
回
の
中

…
ω
%
引
き
位
の
販
売
価
格
に
な
り
ま
す

…

l
パ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
言
わ
れ
て
い

古
問
題
で
S
C
E
Iが
蚊
帳
の
外
に
い

…
か
ら
、
実
質
店
%
の
粗
利
に
な
り
ま
す
。
…
ま
す
が
、
実
は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
で

る
と
い
う
事
実
。
そ
も
そ
も
の
原
因
は
…
こ
れ
で
は
ど
う
考
え
て
も
無
理
で
す
よ
…
は
頒
布
権
と
い
う
名
前
が
同
じ
だ
け
で

S
C
E
I流
通
に
あ
る
と
い
う
の
に
」
…
（
笑
）
。
日
%
っ
て
い
う
の
は
、

6
枚
仕

…
対
象
と
内
容
が
ま
る
っ
き
り
遣
う
法
律

薗
田
町
田
町
剤
耐
前
副
制
割
引
副
田
町
田
園

…
入
れ
て
5
枚
売
り
、
－
枚
デ
ィ
ス
プ
レ
…
な
ん
で
す
よ
。
た
ま
た
ま
ア
メ
リ
カ
の

－
 

E咽
岨
岨

www臨
田
山
岡
山
田
畑
岨
目

…
イ
す
れ
ば
チ
ャ
ラ
と
い
う
数
字
で
す
。
…
あ
る
法
律
を
頒
布
権
と
訳
し
た
こ
と
が

シ

ョ

ッ

プ

だ

け

に

リ

ス

ク

を

…

人
件
費
の
ぶ
ん
だ
け
損
を
す
る
計
算
に

…
間
違
い
な
ん
で
す
。
映
画
の
著
作
物
に

背
負
b
せ

る

の

か

？

…

な

る

。
だ
い
た
い

S
C
E
I
が
リ
ピ
｜
…
の
み
認
め
ら
れ
た
強
力
な
権
限
を
持
つ

「僕
は

S
C
E
ー
さ
ん
を
嫌
い
で
は
あ
…
ト
を
確
立
し
た
と
言
わ
れ
て
ま
す
け
…
日
本
の
頒
布
権
が
、
名
前
が
同
じ
と
い

り
ま
せ
ん
し
、
多
分
目
指
し
て
い
る
目
…

．
…
う
と
こ
ろ
で
ゲ
l
ム
に
ま
で
適
用
さ
れ

氏

楳
（
ゲ
1
ム
と
い
う
文
化
の
発
展
）
は

…

ニ

…

ょ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
気
づ
い
て

鐘

一
緒
だ
と
思
う
ん
で
す
。
た

だ

、

方

法

…

谷

…

か

、

今

度

の

著

作

権

法

改

正

で

譲

渡

権

新

論

が

違

う

だ

け

の

話

」

…

醜

…

と

い

う

言
葉
が
出
来
ま
し
た
が
、
こ
の

A
R
T
S
の

代

表

理

事

を

務

め

る

株

…

傾

…

譲

渡

権

が

ア

メ

リ

カ

で

い

う

頒

布

権

と

式
会
社
ア
ク
ト
（
F
C
チ
ェ

ー
ン

「わ
…

m
…
同
じ
内
容
の
も
の
な
ん
で
す
ね
。
ま
だ

ん
ぱ
く
こ
ぞ
う
」
）
社
長

・
新
谷
雄
二
氏

…

恥

…

審

議

の

途

中

な

の

で

決

定
さ
れ
た
わ
け

祉

…

は
そ
う
語
り
つ
つ
も
「
掛
け
率
が
符
%

…

役

目
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

譲
渡
権
で
は
、

締
日

で
返
品
ナ
シ

っ
て
い
う
の
は
、
普
通
は

日

取

日

フ
ァ
ー
ス
ト
セ
ル
ド
ク
ト
リ
ン
、
つ
ま

－E

…
 

商
売
に
な
り
ま
せ
ん
」
と
手
厳
し
い
。

…

附

…

り
第

一
頒
布
を
も
っ
て
消
尽
す
る
と
明

「他
の

一
般

的

な

商

品

の

小

売

を

考

え

…

円

…
文
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
映
画
は
こ

れ

ば

、

適

正

な

卸

値

と

い

う

の

は

大

体

…

憎

…

れ

ま

で

通

り

で

、

ゲ

l

ム

に

関

し

て

は

、

~基当i』園陸］＿=i=-=:t~~~ 
i溢温主~J-iλ.Ji
幽瞳岨臥進出

，
 

J
 、

b
 

f
 

、
．．
 、

平~圃・M

どっちにしろユーザーにしわ寄ぜがきそう＇ll%のリベートと中古車摩止時期を決定する方向で
なんとかして欲しい。畠とルールを守る厳売店にはメリットを股けるとか。（岡山県 うどん）巨司
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映
画
の
著
作
物
と
認
め
ら
れ
た
判
例
も

あ
る
為
、
司
法
の
判
断
に
任
せ
る
と
い

う
内
容
な
ん
で
す
。
そ
の
場
合
、
現
在

一
番
新
し
い
判
例
は
前
回
の
裁
判
で

我
々
が
い
た
だ
い
た
判
決
で
す
の
で
、

第

一
頒
布
を
も
っ
て
消
尽
す
る
と
考
え

る
の
が
当
た
り
前
だ
と
思
う
ん
で
す
。

ま
あ
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
メ
ー
カ
ー
側

の
言
い
分
は
根
拠
に
乏
し
い
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
ね
」

新
作
で
は
商
売
に
な
ら
な
い

と
い
う
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
官
す

中
古
ソ
フ
ト
業
者
に
対
し
て
、
新
作

販
売
と
リ
ピ
ー
ト
に
可
能
性
を
見
出
し

て
い
る
シ
ョ

ッ
プ
も
あ
る
。
苦
戦
の
続

く
新
作
専
門
シ
ョ

ッ
プ
の
な
か
で
凶
年

連
続
前
年
比
ア
ッ
プ
を
続
け
て
い
る
の

が

F
C
チ
ェ
ー
ン
の
ト

ッ
プ
ボ
l
イ
で

あ
る
。
「
新
作
で
は
商
売
に
な
ら
な
い
」

と
い
わ
れ
て
い
る
な
か
、
同
社
の
松
藤

博
次
社
長
は
、
こ
う
し
た
業
界
の
声
を

き
っ
ぱ
り
と
否
定
す
る
。

「
S
C
E
I
が
参
入
し
て
リ
ピ
ー
ト
ビ

ジ
ネ
ス
が
浸
透
し
て
以
来
、
確
か
に
粗

利
は
下
が
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
リ

サ
イ
ク
ル
を
や
ら
な
い
と
、
新
口
問
ビ
ジ

確 Oがでり ;iでヨ新う と タ ま 売 な こ 注 の適利ん言語つ利な業ネ
かアいすま H 十ノ作べトで lせ る ん と すた正益大品ん高こ者ス
にイい か す 料 分 lのき ツすはんリで 。るめにが事のでがとさが
後テとら 。も」タ評少プ よ ちがスす新段にリ取な回す高はん成
者ム い 。我あとや 価数ボ」や、ク 。作階はピれの転 。け な は り
のとうそ々り松詳を精 l んそを新はで 2 Iるはに粗れい 言 立
方 8もれは旭藤細下鋭イ と れ 背品ゲ商、ト弓、加利ぱ 。いた
が 0 のに陣ぎ氏はしのは 存を負ピ l品 3 す 4こ 速 を 商 粗 ま な
括 Oで品物るは 一 て 仕 プ 在回わジム選ケる y のが低売利すい
揃 アも術館とい年い入レ す避なネの択月こ語加つくとががと
えイ なえじ、う以るスイ るすくス研を前と回速く設し低、中
はテいがややtl 0 内 。タン とるては究誤にで転を 。定てく実古

。多な断 の し ッ と いフは赤がら初 す さ 利 いす成とはソ
い な 5いいが も か フ も うィな字重な期 。 ~用ちれりもそフ
でら O方ん鈍 のしがい こルりで要い発そ弐しぱば立粗んト

る新？ジ ッのの多る 要す揃るつし
に品 D ネプノ読々新事求 。えゲてよ
はが C スボウみあ作実さこが lいう
、な E と 1ハはるで、れこいムる

やら Iいてウ当とも同るでいがヒし
は ぶさうたをたい車社のもレ、 ツか
り魅んの於持るう去はで店孟よ卜し
資力がは ちそ 。突 世 す 側 特り作、
金あ白 l智正常う往 j、間」に；多やお
がる 指いで勝だ々 J が 口口 9 く気客
かお し」もを 。にな注 定もあには
か 店 てと「統こしり目 め？る入自
つ をいい新けれて」し の 伍 方 つ 分 ーーー － . 一千
てっ；z う品るだ、 と て カんをての 圃・E祖国初哩~圃民
きくて 。ピトけそがい がで品い知（株）トップボーイ代表取節役松蔵樽次氏。

「 ギ 也 エいト S岡 田聞 か知だフどなで「は 難 え し い い け ま
そ」氏 l 。 流新 c• I・l もれしトういす世非ましらい 。 人れす
2とはン新通品 E依 ｜目lしま、がいんが間常たいれでそ問ぱし
そ力「加品 rシ E鰭 l園 lれせ商なうで、でに、でたすうでな
も 説 中盟の信ョ がと ｜自｜ まん売く方す私 はあ中し利ねな運らそ
察 す古店み疑 ツ 考 し ｜闘｜ せがとな向よ子結 つ 古よ益 。る営なれ

自モ喜兵員争画 雲寺｜国 会主主 2 語 t； ~l6 ：；£野 i~it ~ tf
の かイう悼係 輔門l回l」業はももけ全がしト」にりつな良の

らヤ某人者 晶店｜園｜ に 成 思 う ど 炊れた問 な、きけい在
の！大はで 厩腫｜聞 はりわと今気ても題 らもりれ立庫
脱 ・手少中 亮営｜閤｜ な立なも後にいのに なう 言 ぱ 地 も
却回 F な古 のと ｜固 らつい中裁しるだっ け少つなで持

ン が中 C くソ 帽 ｜． なか 。古判てさ Zい れしてら、た
カ良チなフ差 盟国 いもたソがいっ 。て ば考厳な良な

直百
なんでもっと阜〈雷わなかったんだろ？ 中古市場が広まる前に宵っておけばまだ遭っていた

と思う．（福岡県プーのつぶやき）



ヨ
ツ
プ
と
い
う
の
は
純
然
た
る
ゲ
l
ム
…
た
か
ら
。
し
か
し

3
年
目
に
な
っ
た
頃
日
ビ
ジ
ネ
ス
に
う
ま
く
転
換
し
て
い
け
な

シ
ョ

ッ
プ
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
…
か
ら
タ
イ
ト
ル
が
楢
唱
え
す
ぎ
て
、

売
れ

…

ぃ
。
そ
こ
で

『や
っ
ぱ
り
中
古
の
方
が

…
申
古
ソ
フ
ト
問
題
は

玩
具
専
門
店
や
デ
パ
ー
ト
の
玩
具
売
場
…
な
い
ソ
フ
ト
が
目
立
ち
始
め
ま
し
た
。
…
楽
に
儲
か
る
よ
ね
』
と
い
う
の
が
事
の

…
バ
パ
抜
き
で
る
る
！

を
除
い
て
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
シ
ョ

ッ
プ
の
…
中
古
販
売
店
と
違
っ
て
、
新
品
の
小
売
…
真
相
で
し
ょ
う
。
そ
う
な
ら
な
い
た

大
半
は
中
古
販
売
店
で
し
た
。
な
に
し

…
店
で
は
品
揃
え
が
命
で
す
。
1
本
で
も
…
に
も
S
C
E
I
は
最
初
の
段
階
で
小
売
…
「
前
か
ら
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
に
は
頒
布

ろ
、
任
天
堂
時
代
の
初
心
会
流
通
な
ん

…
多
く
の
タ
イ
ト
ル
を
売
り
切
れ
な
い
よ
…
店
の
利
益
幅
を
も
っ
と
確
保
し
て
お
く

…
権
が
あ
る
と
は
考
え
て
な
い
ん
で
・
：

て
、
売
れ
筋
商
品
は
ω
l
ω
%
の
卸
値
…
う
リ
ス
ク
を
負
っ
て
仕
入
れ
な
く
て
は
…
べ
き
だ
っ
た
。
小
売
店
の
側
も
早
い
段

…・：
。
映
画
と
同
じ
扱
い
っ
て
い
う
の
は

で
流
さ
れ
て
く
る
。
そ
の
代
わ
り
売
れ
…
な
ら
な
い
。
タ
イ
ト
ル
が
増
え
れ
ば
ハ
…
階
で
卸
値
や
返
品
に
つ
い
て
話
し
合
い
…
な
い
で
し
ょ
う
。
普
通
に
考
え
れ
ば

な
い
も
の
は
安
く
入
る
。
そ
ん
な
デ
タ
…
ズ
す
確
率
も
高
い
。
量
販
店
の
価
絡
競
…
を
す
べ
き
だ
っ
た
。
悲
し
い
か
な
と
の
…
（
笑
）
。
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
を
思
う
ん
だ

ラ
メ
が
当
た
り
前
で
し
た
か
ら
、
真
面
…
争
の
あ
お
り
も
受
け
、
不
良
在
庫
が
噌

…
業
界
は
ラ
イ
バ
ル
意
識
が
強
す
ぎ
て
小
…
っ
た
ら
買
い
取
り
を
す
る
場
が
あ
っ
て

目
に
新
品
を
仕
入
れ
た
り
し
な
い
。
そ
…
え
て
経
営
が
成
り
立
た
な
い
専
門
店
が
…
売
店
同
士
の
足
並
み
が
揃
わ
な
い
。
も
…
も
い
い
と
思
う
。
そ
れ
が
な
き
ゃ
不
燃

こ
に
出
て
き
た
の
が

S
C
E
Iな
ん
で
u

統
出
し
は
じ
め
ま
し
た
。
元
々
が
中
古
…
し
か
し
た
ら
S
C
E
ー
は
こ
う
な
る
こ
…
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
る
？
イ
ヤ
な
ら
お

す
。
中
古
で
な
く
新
品
で
勝
負
し
ま
し

…
に
依
存
し
た
シ
ョ
ッ
プ
ば
か
り
な
の
…
と
を
見
越
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
…
前
の
と
こ
ろ
が
引
き
取
れ
っ
て
感
じ
で

よ
う
、
と
。
卸
値
が
約
万
%
と
い
う
の

…
で
、
利
益
構
造
も
旧
態
依
然
と
し
た
も
…
ん
。
つ
ま
り
、
経
営
が
悪
化
す
る
店
が
…
す
か
ね
。
著
作
権
云
々
っ
て
メ
ー
カ
ー

が
決
し
て
安
い
わ
け
で
は
な
い
で
す
…
の
だ
っ
た
し
、
目
先
の
こ
と
し
か
見
な
…
楢
唱
え
て
淘
汰
の
時
代
が
始
ま
る
こ
と
…
の
経
営
者
が
言
っ
て
る
訳
で
し
ょ
。
経

が
、
売
れ
筋
で
も
閉
じ
下
代
で
買
え
る
…
い
よ
う
な
体
質
だ
っ
た
の
で
、
新
し
い
…
を
。
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
る
程
度
寡
占
化
す

…
営
者
は
自
分
で
ゲ
l
ム
買
わ
な
い

か

と
い
う
の
は
大
き
い
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
…

目

1

句

…
れ
ば
、

S
C
E
I
の
力
を
持
っ
て
業
界

…
ら
、
つ
ま
ん
な
か

っ
た
ゲ
l
ム
や
最
後

当
時
は
、
問
屋
を
介
す
る
初
心
会
流
通
…

昌

三

を

思

う

よ

う

に

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

し

て

い

…

ま

で

終
わ
っ
た
ゲ
l
ム
が
ど
ん
な
に
邪

の
惑
い
部
分
が
露
呈
し
て
き
た
時
期
…

EZ

持
…
け
る
わ
け
で
す
か
ら
。
新
品
専
門
店
は
、
…
魔
か
分
か
ん
な
い
。
だ
か
ら
そ
う
い
う

で
、
不
良
在
庫
の
問
題
も
噴
出
し
て
い
…

竺

竺

一
度
中
古
に
流
れ
れ
ば
、
も
う
S
C
E
…
こ
と
が
言
え
る
ん
だ
よ
。
自
分
の
金
で

た
か
ら
、
誰
の
目
に
も
S
C
E
I
が

白

…

日

…

I
流
通
の
枠
に
戻
れ
な
い
の
で
は
と
い
…
ゲ
l
ム
を
買
え
ば
い
い
ん
だ
よ
。
そ
う

レ
ι

日

馬
の
王
子
様
に
見
え
た
ん
で
す
」
…

一
…
う
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。
か
と
い
っ
…
す
り
や
ユ
ー
ザ
ー
の
気
持
ち
が
分
か
る

ナ
…

田

中

氏

は

ゲ

l

ム

ソ

フ

ト

流

通

の

歴

…

ン

日

て

新

品

で

利

益

の

出

る

構

造

を

S
C
E
…
ん
だ
か
ら
」

ラ
日

史
を
振
り
返
り
つ
つ
話
を
続
け
る
。

…

プ

H
I
は
用
意
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
矛
盾
…
そ
う
語
る
の
は
秋
葉
原
ゲ
l
ム
シ
ヨ

ム
…

「
P
S
1
1
2年
目

は

『

こ

れ

は

い

け

…

↑

…

に

ど

こ

ま

で

耐

え

ら

れ

る

か

。
「
専
門
…

ッ
プ

・
メ
y

セ
サ
ン
オ
｜
の
パ
イ
ヤ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
』
と
い
う
手
応
え
を
…

£
4
…
店
の
プ
ラ
イ
ド
と
し
て
新
品
を
扱
っ
て
…
l
・
稲
越

一
之
氏
。
最
後
は
氏
の
毒
舌

感
じ
て
い
ま
し
た
。
事

実

、

中

古

ソ

フ

…

帥

刊

…

い

き

た

い

』
と
い
う
意
気
込
み
だ
け
で
…
で
締
め
く
く
ろ
う
。

h
M
l
o
b

－
 

ト
販
売
も
か
な
り
自
粛
さ
れ
て
い
ま
し
…

町
向
…

営
業
を
続
け
て
い
る
の
が
現
状
で
す
」
…
「
確
か
に
販
売
店
は
新
日
間
で
上
が
り
が

2・遺，rII •I· · · · ー
申書ソフト’，.，.…・

ユーザーとしては仮に中古がなく在ったら書くなったで多少は本敏が減っても彼しい‘ノフ トを

買い続ける事に変わりはない。｛禍岡県天神）幽掴圃瞳通園直E



る
か
わ
り
に
販
促
物
を
つ
け

…
納
得
す
る
か
？
お
店
も
儲
か
っ
て
メ
l

…
卜
業
界
に
と
っ
て
の
死
活
問
題
な
の
だ

て
、
ウ
チ
で
買
っ
て
く
れ
る
…
ヵ
ー
も
儲
か

っ
て
ユ
ー
ザ
ー
は
満
足
し
…

（
す
で
に
ゲ
l
ム
ソ
フ
ト
販
売
の
大
手

お
客
さ
ん
を
し

っ
か
り
捕
ま
…
て
：
：
：
資
本
主
義
な
ん
だ
か
ら
そ
ん
な
…

F
C「ブ
ル
l
ト
」
が
自
己
破
産
し
た
こ

え
て
、
そ
う
い

っ
た
営
業
努

…
気
持
ち
の
悪
い
流
通
は
不
可
能
だ
よ
！
」
…
と
は
前
号
で
お
伝
え
し
た
。
ま
た
、
匿

カ
は
怠
っ
て
い
な
い
つ
も
り

H

H

名
で
取
材
を
お
願
い
し
た
、
あ
る
有
名

で
す
。
確
か
に

S
C
E
Iの
…

雌

が

、

中

古

ソ

フ

ト

開

園

を

…
F
Cま
、
す
で
に
ゲ
l
ム
ソ
フ
ト
販
売

流
通
が
完
壁
で
問
題
が

一
個
…

作

っ

た

の

か

？

…
で
の
ん
ト
慈
獲
得
を
あ
き
ら
め
事
業
規
模

も
な
い
と
い
う
わ
け
じ
ゃ
な

…

ゲ

l
ム
は
映
画
で
あ
る
か
否
か
。

…
を
縮
小
す
る
こ
と
を
決
め
た
と
い
う
）
。

ぃ
。
で
も
、
じ
ゃ
あ
ど
う
す
…
著
作
権
や
頒
布
権
と
い

っ
た
キ
l
ヮ

…

世

界

的

A
V
メ
ー
カ
ー
の
ゲ
l
ム
業

れ
ば
い
い
？

っ

て
聞
け
…

l
ド
を
知
ら
ず
、
中
古
ソ
フ
ト
問
題
に

…
界
へ
の
参
入
は、

多
く
の
メ
ー
カ
ー
、

取
れ
な
い
（
利
益
が
出
な
い
）
し
、
メ
…
ば
、
も
っ
と
卸
値
を
下
げ
て
返
品
も
で
…
関
す
る
知
識
も
持
た
ず
に
、
こ
の

一
文
…
シ
ョ

ッ
プ
、

そ
し
て
ユ
ー
ザ
ー
に
受
け

l
ヵ
ー
が
中
古
も
返
口聞
も
認
め
な
い

っ

…
き
て
と
し
か
言
わ
な
い
で
し
ょ
。
じ
ゃ

…
だ
け
を
聞
け
ば
、
何
と
も
は
や
滑
稽
な
…
入
れ
ら
れ
た
。
あ
る
小
売
店
の
関
係
者

て
い
う
の
は
お
か
し
い
と
は
思
う
よ
。
…
ぁ
、

今
度
は
お
前
の
と
こ
ろ
が
ノ
ン
リ

…
問
い
か
け
だ
。

…
は
当
時
の
S
C
Eー
を
「
救
世
主
の
よ

で
も
、
上
が
り
が
取
れ
な
い
っ
て
言
っ

…
ス
ク
か
よ
っ
て
（
笑
）
。
儲
か
る
時
は
…
だ
が
、
今
回
、
日
本
の
司
法
は
、
こ
…
う
だ
つ
た
」
と
表
現
す
る
。
何
か
が
変

て
い
る
販
売
店
が
何
を
し
て
い
る
か
と

…
『
S
C
E
ー
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
、

p
…
の
問
い
か
け
に
対
し
、
ゲ
1
ム
が
映
画

…
わ
る
、
変
え
て
く
れ
る
：
：
：
た
し
か
に

言
え
ば
、
値
引
き
し
て
新
品
を
安
く
売
…

s本
体
を
い

っ
ぱ
い
く
だ
さ
い
」
っ
て
…
で
は
な
い
理
由
を
大
真
面
目
に
、
そ
し
…

p
Sは
ゲ
l
ム
産
業
改
革
の
旗
手
だ
つ

っ
て
る
だ
け
。
自
分
た
ち
で
首
締
め
て
…

言
う
け
ど
、
そ
れ
が
売
れ
な
く
な
る
と
…
て
事
細
か
に
説
い
て
み
せ
た
。

…
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
歩
み
に
間
違
い
は

い
る
ん
だ
よ
。
こ
れ
も
お
か
し
い
。
こ
…

『
S
C
E
I
は
良
く
な
い
』
と
か
言
い
…
そ
れ
で
も
こ
の
問
題
に
解
決
の
糸
口
…
な
か

っ
た
の
か
？
歪
み
と
呼
べ
る
も

ん
な
古
雲
一一口
う
と

「あ
ん
た
ん
と
こ
ろ
は
…
出
す
し
ね
。
勝
手
な
ん
だ
よ
」

…
は
見
え
な
い
。
メ
ー
カ
ー
は
、
依
然
…
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
｜
｜
｜
そ
れ
が
中
古

ア
キ
パ
だ
か
ら
ね
』
な
ん
て
言
わ
れ
る
…
稲
越
氏
の
主
張
は
首
尾
一
貫
：
：
：
営
…
「
ゲ
l
ム
は
映
画
だ
」
と
主
張
し
続
け
な
…

ソ
フ
ト
問
題
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

ん
だ
け
れ
ど
も
、
ア
キ
パ
だ
か
ら
特
別
…

業
努
力
し
な
い
店
が
傾
く
だ
け
、
と
い
…
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
の
言
い
分
に
…
歪
み
が
こ
れ
だ
け
で
終
わ
れ
ば
い
い

っ
て
わ
け
で
も
な
い
。
ま
あ
、
新
作
ソ
…
う
こ
と
だ
。

…
沿
え
ば
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
…
の
だ
が
・

フ
卜
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
り
は
す
る
け
…
「
結
局
、
誰
か
が
パ
パ
を
引
か
な
き
ゃ

…
で、

今
後
の
ゲ
l
ム
制
作
を
左
右
す
る

ど
、
そ
れ
だ
っ
て
見
せ
て
も
ら
う
よ
う
…
な
ん
な
い
。
パ
パ
を
引
け
ば
岨
倒
れ
る
だ

…
億
単
位
の
開
発
貨
が
動
く
の
だ
か
ら
。

に
自
分
た
ち
で
努
力
し
て
環
境
作
り
を
…
け
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
努
力
し
な

…

結
局
の
と
こ
ろ
、
中
古
ソ
フ
ト
に
か

し
て
る
わ
け
だ
し
ね
。
黙
っ
て
で
も
人
…
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ど
ん
な
業
界
で
も

…
か
わ
る
著
作
権
問
題
と
は
「
利
」
の
奪
日

が
来
る
っ
て
こ
と
は
な
い
。
ち
ょ

っ
と
…
悶
じ
は
ず
。
そ
れ
だ
け
の
話
な
ん
だ
よ
。
…
い
A
口
い
な
の
だ
ろ
う
。
し
か
も
そ
の
是

は
あ
る
け
ど
（
笑
）
。
定
価
で
販
売
す
…
ど
ん
な
流
通
シ
ス
テ
ム
だ
と
み
ん
な
が
…
非
は
、
双
方
の
、
と
り
わ
け
中
古
ソ
フ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー ・・ ・・・・ ・・・－ －－・・・－－ ・............・・・・・・・・・・・・・目・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・ ・・ーー ーー ・・ －－ －－ ・・ －－ －－ ・・－ －－ ・・－－ －－ ・・－ー ー・ ・ーー ・・・・・・・・・・・・・・・・..
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（練）

メ
ッ
セ
サ
ン
オ
l
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
仕
入
担
当
稲
越

一
之
氏
。
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。ヮンダパダ長沢薗伯のデッチアゲ連眠、よりアクチュアルに第三回！c
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受こ
けの
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てジ
し、は
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か
れ
こ
れ
十
数
年
も
前
の
こ
と
。

学
生
時
代
に
初
め
て
の
ア
メ
リ
カ
旅

行
を
し
た
時
に
気
付
い
た
こ
と
が
あ

る
。
「
俺
っ
て

『ホ
モ
ウ
ケ
」
の
い

い
人
な
の
か
も
し
ん
な
い
」
と
。
も

ち
ろ
ん
俺
自
身
に
は
「
ホ
モ
ツ
気
」

な
ん
て
微
塵
も
な
い
が
、
な
ん
で
か

そ
l
ゆ
l
人
に
ウ
ケ
が
い
い
み
た
い

sacrifice筋

rKINGPIN : Life of CrimeJ 

な
の
だ
。
け
っ
こ
l
堅
肥
り
な
体
型

な
の
で
、
き
っ
と
「
デ
ブ
（
非
ブ
ヨ

ブ
ヨ
系
）
専
ホ
モ
」
の
方
の
好
み
な

ん
だ
ろ
う
。
可
愛
い
ネ
ェ
ち
ゃ
ん
に

好
か
れ
る
方
が
婚
し
い
に
決
ま
っ
て

い
る
が
、
そ
っ
ち
に
ゃ
あ
モ
テ
な
い

ん
だ
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
。

さ
て
、
な
ん
で
「
デ
ブ
専
ホ
モ
」

E
E

－－－－－－ 

・

・

四

川

の
話
な
ん
ぞ
で
始
め
た
か
と
言
え

ば
、
今
回
の
お
題
が

『さ
Z
0
2
Z
H

E
s
a
o
Z
3
0』
だ
か
ら
だ
。
ゲ
ー

ム
内
容
は
、
こ
の
頁
で
は
お
馴
染
み

の

『ド
ゥ
l
ム
』
系
3
D
シ
ュ

l
テ

イ
ン
ク
に
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
要
素
を
加
え
た
も
の
。
武

器
を
ホ
ル
ス
タ
ー
に
し
ま
っ
て
お
け

0 1000 

976octave 

j’ 
も

瓦孟F』司50 500 

血みどろ
指針

ぱ
、
敵
キ
ヤ
ラ
に
近
づ
い
て
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
り
す
る
の
が
ポ
イ

ン
ト
。
こ
汚
い
草
ジ
ャ
ン
に
鉄
パ
イ

プ
1
本
で
ス
ラ
ム
衡
を
俳
御
す
る
チ

ン
ピ
ラ
か
ら
、
や
が
て
は
ス
l
ツ
を

ビ
シ
ッ
と
キ
メ
た
（
本
当
に
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
が
変
化
し
て
い
く
の
が
ち
ょ

っ
と
面
白
い
）
首
領
（
H
さ
Z
O
宝
Z
）

Writ時

に
成
り
上
が
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

：
・と
、
こ
れ
だ
け
な
ら
、
な
ん

で
「
デ
ブ
専
ホ
モ
」
の
話
が
関
係
あ

る
の
か
サ
ッ
パ
リ
分
か
ら
ん
だ
ろ

う
。
こ
の
ゲ
l
ム
、
主
人
公
を
は
じ

め
と
し
て
、
雑
魚
か
ら
ボ
ス
ま
で
出

て
く
る
奴
が
揃
い
も
揃
っ
て
デ
ブ
オ

ヤ
ジ
ば
か
り
な
の
だ
。
ス
キ
ン
ヘ
ッ

ド
の
ボ
デ
ィ
ピ
ア
ス
デ
ブ
、
薄
汚
れ

た
ラ
ン
ニ
ン
グ
姿
の
デ
ブ
、
マ
ッ
チ

ヨ
な
ヒ
ゲ
面
堅
肥
り
な
ど
、
デ
ブ
の

オ
ン
パ
レ
ー
ド
！
ス
マ
ー
ト
な
ヤ

ツ
な
ん
て
出
て
来
や
し
ね
え
。
マ
ッ

チ
ョ
な
ネ
工
ち
ゃ
ん
な
ら
、
た
ま
i

に
い
る
け
ど
、
そ
れ
だ
っ
て
ホ
ン
ト

に
数
え
る
ほ
ど
だ
。
こ
の
臭
っ
て
き

そ
う
な
オ
ヤ
ジ
た
ち
が
、

「O
C》
X
m

同
」
の
エ
ン
ジ
ン
を
改
良
し
た
美
麗

な
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
で
描
か
れ
る
の

だ
。
お
ま
け
に
こ
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

エ
ン
ジ
ン
の
特
性
な
の
か
な
ん
だ
か

知
ら
ん
が
、
ポ
リ
ゴ
ン
キ
ャ
ラ
の
身

体
が
フ
ル
フ
ル
と
波
打
つ
か
ら
た
ま

ら
な
い
。
い
や
も
う
、
気
色
悪
い
つ

つ
ー
か
、
な
ん
つ

l
か
、
そ
の
筋
の

人
な
ら
纏
し
い
ん
で
し
ょ
う
か
ね
、

コ
レ
？

最
近
の
こ
の
手
の
ゲ
l
ム
の
お
約

東
と
し
て
、
攻
撃
を
受
け
る
と
キ
ヤ

一市
一

E

－
 

ラ
が
ド
ン
ド
ン
血
ま
み
れ
に
な
っ
て

一↑
一

い
く
訳
で
す
が
、
こ
の
傷
跡
描
写
が

一軒
一

一太
一

ま
た
、
な
ん
か
「
た
だ
れ
た
」
み
た
湾一同

．
一

い
で
実
に
ヤ
な
感
じ
な
ん
で
す
わ
。
聞
M
E

一細川一

始
末
に
負
え
な
い
こ
と
に
、
コ
イ
ツ
人
誠

一恥
己
一

ら
が
ヘ
ン
に
打
た
れ
強
い
も
ん
で
、
向
島
↑

殴
っ
て
も
撃
っ
て
も
そ
う
簡
単
に
は
一
州
弘
一

死
ん
で
く
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
真
っ
偏
哩

．e曾
－

赤
に
た
だ
れ
た
イ
ヤ
げ
な
デ
ブ
が
、
一
好
う
一

画
面
一
杯
に
い
つ
ま
で
も
迫
っ
て
く

一↑旦
淳
肱
－

る
っ
て
寸
法
だ
。
こ
れ
作
っ
た
人
つ
仁
喧

て
、
絶
対
に
デ
ブ
好
き
か
、
強
烈
な

一↑蜘一

f

二
る
一

デ
ブ
嫌
い
カ
、
な
ん
か
デ
ブ
に
対
す

－ユ
言

一デ
同
一

る
ト
ラ
ウ
マ
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
ロ
に
一

－ua’一

股
聞
に
着
弾
し
た
時
に
、
キ
ユ
ツ
と
回
世
一咽

a
b一

内
股
に
な
っ
た
り
す
る
あ
た
り
の
ゲ
説
明
↑

イ
の
細
か
さ
に
も
、
な
ん
か
そ
ん
な

一司帰一

臭
い
が
漂
っ
て
る
し
。

一

泊同一

な
お
、
援
易
度
は

「ド
ゥ

l
ム
』
五
唾

系
の
中
で
も
群
を
抜
い
た
キ
ビ
し

一鴎肌一

さ
。

一
番
キ
ツ
ツ
イ
「
刃
m》
「
」
な

一醐畑一一1
・一

ん
て
選
ぼ
う
も
ん
な
ら
、
シ
ョ
ッ
ト

ガ
ン

1
発
喰
ら
え
ば
即
死
だ
し
、

「
2
0〈一の
m」
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

も
結
構
死
に
ま
く
る
ぞ
。
心
し
て
デ

ブ
ど
も
を
嫌
滅
し
、
輝
く
ス
ラ
ム
の

星
と
な
れ
l

I Ir.I H旧国II’掴



方
々
に
は
こ
の
よ
う
な
犯
罪
を
無
く
す
た
め
に
も

是
非
エ
ロ
ゲ
l
の
管
理
を
し
っ
か
り
し
て
い
た
だ

き
た
い
ー

さ
も
な
け
れ
ば
訴
え
ま
す
。
っ
て
い

う
か
も
う
・
た
い
た
い
犯
人
の
目
星
つ
い
て
ま
す
。

ラ
イ
オ
ン
丸
み
た
い
な
名
前
の
人
で
す
。
あ
1
ん

お
ね
が
い
だ
か
ら
返
し
て
よ
｛

f
f
（
ジ
ャ
イ

ア
ン
に
マ
ン
ガ
を
と
ら
れ
た
の
ぴ
太
風
に
）。

さ
て
今
回
は
そ
ん
な
繭
サ
ン
の
心
を
知
っ
て
知

ら
ず
か
盗
難
防
止
陵
辱
S
L
G
『
警
備
員
」
を
ご

紹
介
。
こ
の
ゲ
l
ム
で
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
デ
パ
ー

ト
の
警
備
員
と
し
て
監
視
ビ
デ
オ
を
セ
y
テ
ィ
ン

グ
し
た
り
店
内
を
チ
ン
タ
ラ
巡
回
し
た
り
し
て
お

り
ま
す
が
、
ち
ょ

っ
と
で
も
怪
し
い
動
き
を
す
る

客
（
特
に
女
性
）
を
見
つ
け
た
時
か
ら
そ
の
騒
は

野
獣
の
ソ
レ
と
化
し
ま
す
。
そ
し
て
女
が
商
品
を

ソ
ッ
と
懐
に
忍
ば
せ
た
瞬
間
を
見
つ
け
る
や
否

や
1

ガ
ー
ド
マ
ン
ガ
ー
ド
マ
ン
こ
ち
ら
ガ
ー
ド

マ
ン
”
と
「
新

・
ト
ム
と
ジ
エ
リ
1
」
に
出
て

く
る
ブ
ル
ド
ッ
グ
並
み
の
勢
い
で
現
場
に
直
行
そ

の
場
で
御
用
。
万
引
し
た
方
に
も
職
場
で
の
ス
ト

レ
ス
や
苦
し
い
家
計
な
ど
彼
女
達
な
り
の
事
情
は

あ
る
で
し
ょ
う
が
そ
ん
な
事
知
っ
た
こ
っ
ち
ゃ
あ

り
ま
せ
ん
正
義
は
我
に
あ
り
。
「
警
察
に
は
言
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
何
で
も
し
ま
す
か
ら
」
な
ん
て

往
生
際
悪
い
こ
と
を
ぬ
か
す
女
は
B
l
Fの
警
備

室
に
連
れ
込
ん
で
ウ
リ
ャ
ウ
リ
ャ
ウ
リ
ャ
と
正
義

の
魂
棒
を
喰
ら
わ
せ
た
り
剃
毛
し
た
り
放
尿
さ
せ

た
り
し
ま
す
。
そ
ん
な
時
で
も
警
備
員
の
制
服
を

な
か
な
か
脱
が
な
い
主
人
公
の
職
業
意
識
に
は
多

大
な
る
賞
賛
と

「着
た
ま
ま
フ
ァ

ッ
ク
連
合
（
通

称
着
フ
連
こ
の
会
員
尚
偲
を
贈
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ち
な
み
に
あ
る
条
件
存
満
た
す
と
ゲ
l
ム

は
裏
シ
ナ
リ
オ
に
突
入
す
る
の
で
す
が
ハ

ッ
キ
リ

言
っ
て
コ
レ
は
蛇
足
。
お
好
き
な
方
だ
け
ど
う
ぞ
。

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
ゲ
l
ム
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
脅

か
れ
た
「7
周
年
記
念
ス
ペ
シ
ャ
ル
タ
イ
ト
ル
日
」

の
文
字
。
7
周
年
で
『
警
備
員
」
？
こ
の
ソ
フ

ト
に
か
け
る
メ
ー
カ
ー
の
気
概
を
感
じ
る
、
と
い

う
か
正
気
を
疑
い
た
く
な
り
ま
す
。

決定的瞬間 1 後は 「君ちょっと絢のなか、見せてもらえ

る？Jの呪文を唱えれば、彼女はメロメロ！！

ヨE



言ヲ三二言E二 :p~ 'Jス
ドにしたような、簡繁化されたちまちましたキャラ

クターがフィールドを歩いており、そのキャラの頭

の上に会話メッセージが流れて行き交う人同士で話

をしている。いざ戦闘開始と意気込んで敵に向かう

が、レベル1が倒せるのはミミズであった。このゲ

ームの目的が強く怒ること、レベルの高い者が全て、

なわりには、のどかで焔にいって害虫狩りしている

ようなのんびり感のある戦闘だ。もちろんレベルが

高く忽り（レベルの憲高値って部分の常識がこのゲ

ームには忽いらしく、レベル10000とかいくらし

い）手強い敵のいるところに行けばモンスターっぽ

いヤツもいるが、ボトルキャップフィギュアが歩い

てるのだから怖くない、むしろちょっと変忽形で面

白いのである 。 ゲームシステムとして

rEVERQUEST Jや rDIABLOJのようにハマる

というほど深くは忽いのだが、このちまちま感とゲ

ームを通しての仮の姿によるチャツト忽どをプレイ

するととに多くの人が楽しんでいるようである。特

にこのゲームにほとんどイベントはなく、ユーザー

主導のイベント制によって盛り上げているところ砿

ど、まさにそれである。今日は「かくれんぼをしま

ーす」とか、「僕に会えたら100万円J「マラソン

大会しますー」などかわいいものである。

洋ゲーや、ネットゲームの手始めとして気軽に遊

べるこの 『マジェスティjに、未だとの手未経験な

方lま少しでもふれてみるとおもしろいだろう。そし

て大型ネットゲームの中に飛び込んでいければ新し

いゲーム体験が出来るのでは芯いだろうか。

との手のネットゲームをドリームキャストでリリ

ースするとライトユーザーな人に受けそうと思うが

いかが砿ものか。

ジャンJ~ ： RPG/ 
メーカー： PANT悶帳T釘釘Cl.ffi'.l/
榔種：wn沿98／価格・フリーソフト

#9 マジヱスティ
このととろ 『臥／ERQUESTJで遊んでばかり、毎

日が面白すぎて知人を含めて盛り上がっております。

一方、との手の英語でのコミュニケーションに手の

ものができ忽い方もいると聞くので、それじゃあ日

本語で会話できる洋ゲーを取り上げてみることに。

タイトルは 『マジェスティ』。韓国PANTECHNET

の開発によるオンラインRPGである。弱国では好

評を得ているらしく、日本でも5月1日から正式版

がプレイできるように怠ったのだ。ちょっと待て。

穂国ってことは、ハングル文字打たなきゃいけ芯い

のか？ と不安になり、急いでネット検索開始。お

お！ 礎国サイトで流れている情報画菌は確かにハ

ングル文字があふれかえっていて、私かう見てパグ

かと思えるよう芯不可解忽文字の羅列が画面を埋め

ている。これはある意味すごい画面写真だけど、プ

レイするには雛しすぎる感がある。ということでア

ジアンパワーの中に飛び込むことは断念し、日本で

の情報を再検索。するとそこにあるじゃないですか。

最初から日本で検索し恕い自分の馬鹿さ加減にやや

も呆れながら、早速日本オフィシャルであるシステ

ムプロのHPを閲覧してみた。その案内によると、

日本語版として完全移植されており、日本専用のサ

ーバーが構築され、島国日本人の寄り添い精神にば

っちり対応している。そして目を引いたのが、ゲー

ムそのものの価格は芯く、ネットでの専用接続料を

支払う形の課金制がとうれており、飛び込みでやっ

てきても一定レベルまで無料で遊べる体験版忽ども

用意されていることだ。ネットゲームの多くが、製

品を購入し、別途接続料を払う形と怠っているモノ

が多い中、手軽fJ.形で提供されているのである。

ゲームの内容は、ク才一タービュー視点による敵

をマウスでクリックしてちくちく倒す、難しいこと

をあまり考えすにただひたすら強くなるRPGであ

る。グラフィック的には、ペプシのスター・ウ才一

ズボトルキャッブフィギュアをもっとあまいモール

洋ゲー

IR8j附

PRESENTS 

。叩97119田PANTECHNET/SYSTEMPRO

Kenzo Okamoto ．苦殊美術造形家． 映曹 TVCF・ゲーム萱どのい奇いろ芯モノを句作。日々、 KALI芯どでオンライン
ー一一－ 掴 ゲームに明け暮れるゲームジャンキー．今もコて 『EVERQUESTJに夢中．
181 I -

ス
ト
ー
リ
ー

u、
近
未
来
、
絵
画
相
争
勃

発
！

文
明
は
失
わ
れ
、
政
射
能
で
突
然

変
異
の
生
命
体
が
生
ま
れ
る
。
入
額
ピ
ン

ー
チ
！

と
い
う
い
つ
も
の
話
だ
。

『マS1:s:ス，ィ』＠・mJI
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『ガンスモークj＆『ガンフロンティアJ
『ガンスモークjメーカー カプコン／複橿アーケー ド／発売年度： ·as•李
『ガン7ロンティア』メーカー ．タイ トー／犠樋：アーケード／発売年度 ＇91年

さて、長く続いた「シューテイング迫電E砲jも、

今回で終了です。19回という極めて中途半舗な

数で終わるあたり、この連践のぞんざい忽存在宅E
象徴しているようですね。

r11後だか5何やってもいいよJとのことです

ので、私の心のシユーテイングゲームを2本、紹

介します。『ガンスモークjと 『ガンフロンティ

ア』です。いわゆる f西部劇つながりJ『ガンつ

ながりJですね。

ますI~ rガンスモーク』から。こ丁拳銃のシ工

リフが賞金首のならザ者をパリパりやつつけると

いう、『痛快鎖楽酉観劇J1J,んてキャッチがピッ

タリの作品。ボタン3つの組み合わぜで6方向に

撃ち分けるシステムが素晴らしい。しかし、どう

やっても前方にしか撃つことができ歩、 .織や後

ろにいるザコに異常に苦労させられる。「『ガンマ

ンは背後を取5れたら、死あるのみjという血の

鍵をゲームで表現しているんだなあ」と勝手忽解

釈をして感動したもんです。

あと、3面ポスとして唐突に出てくるこンジャ

(BGMも軍高）とか、画面積か5跳んできてナ

イフを刺して去っていく「一撃（だったかな？)J 
といったキャラも好きでした。これはドシャメシ

ャ面白かった忽ぁ。

そして 『ガンフロンティアJです。「タイト一

男泣きSTG4郡作（勝手に命名。残りの3つは

『ダライアスJrナイトストライカーJrメタルブ

ラックJ)Jの1：＜$：。

シリアス忽ストーリ一、 SFと西部開拓時代の

融合、銃器をモチーフにしたデザイン等々、確固

たる世界観を持った名作。その独特芯演出方法lま、
後の多くのSTGに影留を与えました。

この作品が私の心のゲームとなった理由l孟、

「嵐を感じることができたJか5。砂漠に欧く火

叢と砂金混じりの風、邪悪忽意書itJl欧かす焼け焦

げた風、人々の希望を乗せた一陣の風・…・・。そう

いった目には見え恕い『風jがゲームの申に確か

に存在しました。そんな『恩jを感じるために『ガ

ンフロンティア』をプレイしていたものです。ド

シャメシャ厳しかったですが （4面の銀色中型絡

が連続で出てくるところで何度死んだことか…・－。

あとザコの動きも嫌5しくて死ぬ）。

正直に曾うと、私lま両作品ともクリアしたこと

がありまぜん。ゲームセンターに毎日のように通

い、少ない小遣いをすべて注ぎ込んでプレイして

いたのですが、どうしてもクリアできませんでし

た。悔しかった。でも、楽しかった。ああ、あの

頃は純粋にゲームを楽しんでいたなあ。いまでも

ゲームで遊んでいるけど、それは情性に過ぎ忽い

のかなあ……。 そんなことを考えたりもする今日

との頃です。

こん忽スレッ力ラシのオールドゲーマーに、も

う一度ゲームの素晴らしさを知うしめる、フロン

ティアスピリッツ溢れる作品が置場することを祈

りつつ、この連践を終了させていただきます。ど

うもありがとうございました。 （完）

平町．ミチロワ【へいむじ曹・梅宮るう｝ 。『江戸川乱歩全量恐怖奇形人間1を観て置絶した7リーライタ一議エセ詩人.BGMI: 
MARILYN MA陥 ONの rROCKIS D臥DJ・ http~，川w01岬申骨net問的出m酬M ｜直！］



if日巴!Jgital 
憧~·新党社か5出ている 『よく飛ぶ紙飛行機

集』って本を知ってる？ 印刷してあるパーツを

切り抜き張り合わぜれば、本当によく飛ぶ紙飛行

機の一丁上がり。子供の頃、近所の空き地でガン

ガン飛ばして遊んだっけ。あの頃は大空に託して

いろいろ夢を見ていた忽あ、世界征服とか。

いかん暗く怠るには若くは広いけどまだ早い。

大空へと馳せた夢よもう 1度という訳で、今回は

パンダイからζの夏発売の憲新鋭飛行機玩具 fハ

イパーウインクスカイシャーク（以下ハイパー

ウイング）』に挑戦だ。「ハイパーJという冠が示

すように、ヨーヨー、ジターリング、ディアブロ

と続いたパンダイの「アクティブトイJ第4弾。

これまでの3製品が、温故知新とばかりに古くか

らある玩具をお色直しし、ルールを作って子供の

関心を惹とうとしていたのと比べると、 『ハイパ

ーウイングjは去年米国で発売されたばかりの、

・新鋭という点でちょっと遭う。掘り起こすネタ

も尽きたかと邪推できないととも忽いけれど、他

の玩異メーカーがけん玉やらベーゴマを、今風な

アレンジで売り出そうとしているその先を行くに

は、世界に目を向け『ハイパーJに相応しい 『ノ

ットデジタルJ'/J.商材を探し、 II新鋭だろうと早

めにツパをつけとく必要があるんだろう。

さて 『ハイパーウイングj。首からあるゴム動

力でプロペラを闘す数百円のチャチ忽奴とは、値

段も仕組みも格が遭う。だってエンジンがついて

るんだもん、こいつ。付属の空気ポンプで胴体部

分にシュコシユコと送り込まれた圧縮空気で、車

なんかのエンジンと同織に、シリンダーの中にあ

るピストンを上下さ世てプロペラを回転さぜて飛

んでいく。1回のチャージで100メートル以上

の滑空が可能とか。エンジンはプラスチック、胴

体や翼は発泡スチロールで出来ているから、見か

けの劃に80グラムと超軽い。

同じように圧縮空気で空を飛ぶ玩具にペットボ

トルロケットがあるけれど、殴計図どおりに組み

立てさえすれば飛んでくれるペットボトルロケッ

トと比べると、 『ハイパーウインク』はフライト

に至るまでの苦労が半鋪じゃ忽い。例えば主調の

左右のバランスや、水平尾翼のエレベーター、垂

直尾翼のラダーの向きをちょっと間違えただけ

で、努い良く回転しているプロペラを信頼して機

体を放り投げても、すぐさま下型E向き地面へと落

下してしまう。どうしてだ、何故怒んだとバラン

ス調堕してもやっぱり同じ。何度も失敗を繰り返

してはその都度外れて落ちた尾翼を鎗い、ポンプ

で空気を送り込んでは、広渇の人気の'/J.い渇所を

探し、風向きを見計らって叡り役げる。また墜落。

部品鎗い。そしてエアチャージの繰り返し。

プロペラが逆に回って風を前へと送り出してい

たことに何度目かの挑戦で気付いたり。「これじ

ゃあ飛ぶ釈忽いよJと独りブツブツ君つては空気

ポンプを押してる織を、公園に集まった家族連れ

やアベックたちからどう見られたかはあんまり想

像したくないけど、家の中でシュコシュコやって

プロペラを逆回転させ、「扇風機には怒るよ忽J
'/J.んて負け惜しみを雷ってたって楽しくない。人

目があっても気にせ＂§＇公園でテストを繰り返すし

か上還の遁はありえない。忍従と探求の玩具。

それでも翼の霞定、テスト飛行の繰り返しから、

100メートルとはいか怒いまでも、フワッと浮

かんで飛ぶというより凋んでいく織を一目見られ

るだけで、恥すかしい忽んて気持ちは消えてしま

う。元とはいっても気持ち悪いと思われても、僕

だってやっぱり男の子。金に女と切実さ卑近さが

いささか泊してはいるけれど、空飛，，3i玩具に夢を

託して、夏の週末を 『ハイパーウインクjで楽し

もう。あつまた港ちた。

発売元：パンヨfイ／価格別，980／発売日： 7月24日（パープ
Jレ）・8月下旬（ブラッヲ） ・9月下旬 （シルバー）
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こ
の
号
が
出
る
こ
ろ
に
は
、

熱
も
大
分
お
さ
ま
っ
て
る
と
思

わ
れ
る

『
ス
タ
l
・
ウ
ォ
l
ズ

主
ピ
ソ
l
ド
1
』
。
行
っ
て
き
ま

’
た
よ
先
々
行
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
。

日
本
劇
場
は
ス
ゴ
イ
行
列
で
も

す
大
変
な
盛
り
上
が
り
。
ボ

パ
・
フ
エ

y
ト
、
ス
ト
ー
ム
ト

、1
パ
ー
を
筆
頭
に
、
仮
装
し

民
熱
狂
的
な
フ

ァ
ン
が
勢
摘
い

岨
沼
ト
コ
な
ん
か
、
「
こ
こ
は
ア

ヲ
リ
カ
か
？
」
と
い
う
ぐ
ら
い

め
昆
景
で
し
た
。
肝
心
の
本
編

しの
方
は
：
；
：
ジ
ャ

1
・
ジ
ャ

1

3
え
出
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
の

に
ね
え
。
「
2
」
に
也
出
る
そ
う

で
も
う
カ
ン
カ
ン
だ
ぜ
。
ジ
ャ

ー
・
ジ
ャ

l
嫌
い
の
人
に
は

E
S・ミ
Z
Z
E
E－宮雪－
n

。
ヨ
が
オ
ス
ス
メ
。
ア
メ
リ
カ
で

も
嫌
わ
れ
ま
く
っ
て
ま
す
。

－

『マ
ト
リ
ッ
ク
ス
』

え
？
キ
ア
ヌ
が
サ
イ
バ
ー

一ア
ク
シ
ョ
ン
映
画
に
萱
場
？

ど
聞
い
て
、
す
わ
『
J
M
」
の

悪
夢
ふ
た
た
び
、
と
思
っ
た
人

も
多
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
心

配
ご
無
用
。
ボ
ッ
テ
リ
太
っ
た

身
体
を
見
事
に
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ

プ、

ト
レ

ン
チ

コ
ー
ト
姿
も
勇

ま
し
く
、
キ
ア
ヌ
が
飛
び
込
む

の
は
「
7
ト
リ
y
ク
ス
」
と
呼

ば
れ
る
謎
の
ヴ
ァ

l
チ
ャ
ル
世

界
だ
。
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
す

る
の
は
反
則
な
の
で
・
自
粛
し
ま

す
が
、
と
に
か
く
こ
の
映
画
、

何
が
ス
ゴ
イ

っ
て
カ
ン
フ

l
だ

よ
カ
ン
フ
l
！
『
酔
拳
」
『
フ

ィ
ス
ト

・
オ
プ
・
レ
ジ
エ
ン
ド
』

の
ユ
エ
ン
ウ
！
ピ
ン
民
管
を

武
術
指
導
に
招
い
た
だ
け
あ
っ

て
、
ド
ラ
ゴ
ン
魂
入
り
ま
く
り
。

壁
走
り
も
あ
る
し
。
さ
ら
に
、

キ
メ
の
シ
l
ン
で
は
、
最
近
流

行
の
マ
シ
ン
ガ
ン
綴
影
（
『
ロ
ス

ト
・
イ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
』
の
ワ

ー
プ
シ
l
ン
な
ど
で
使
用
さ
れ

た
、
静
止
し
た
人
間
の
周
り
を

カ
メ
ラ
が
ぐ
る
ぐ
る
回
る
技
法
）

を
多
用
、
イ
ヤ
ん
な
る
ほ
ど
カ

ッ
コ
イ
イ
！

後
半
で
は
、
あ
の
ト
レ
ン
チ

コ
ー
ト
マ
フ
ィ
ア
に
影
響
を

与
え
た
と
も
い
わ
れ
る
ド
迫
力

の
銃
撃
戦
も
展
開
。
弾
倉
な
ん

か
入
れ
換
え
て
ら
れ
る
か
、
と

『ス
9
1
・
ゥ
ォ
l
ズ
エ
ピ
ソ
ー
ド
1
／
フ
ァ
ン
ト
ム
・
メ
ナ
ス
』（
初
世
紀
F
O
X
配
信

『マ
ト
リ
ッヲ
ス』

（ワ
l
ナ
l

・ブ
ラ
ザ
ー
ス
配
鎗

9
月
公
開
予
定
）

『オ
l
Z
テ
ィ
ン
・
パ
ワ
l
ズ
一
デ
ラ
ッ
ヲ
ス
』
（
日
本
ヘ
ラ
ル
ド
配
鎗

9
月
公
開
予
定
）

ば
か
り
に
、
マ
シ
ン
ガ
ン
を
使

い
捨
て
し
な
が
ら
撃
ち
ま
く
る
。

薬
焚
の
数
も
ハ
ン
パ
じ
ゃ
な
い
。

監
督
・
脚
本
の
ウ
ォ
シ
ャ
ウ

ス
キ
l
兄
第
は
、
自
分
た
ち
の

大
好
き
な
ア
ニ
メ
、
香
港
映
画
、

S
F
の
要
素
を
プ
チ
込
ん
で
、

新
し
い
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

空
間
を
出
現
さ
せ
る
こ
と
に
成

功
し
た
。
オ
タ
ク
が
本
気
に
な

る
と
ス
ゴ
イ
ぜ
、
と
い
う
コ
ト

が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
ハ
イ
。

－

『オ

l
ス
テ
ィ
ン
・

パ
ワ
ー

ズ
一
デ
ラ
ッ
ク
ス
』

G
R
O
O
V
Y
B
A
B
Y
Y
 

E
A
H
－
と
い
う
ワ
ケ
で
、

あ
の
オ
l
ス
テ
ィ
ン
・
パ
ワ
ー

ズ
が
銀
幕
に
返
り
咲
き
！
な

ん
と
『
ス
タ
l
・
ウ
ォ

l
ズ

エ

ピ
ソ
ー
ド
l
』
を
抜
い
て
B
O

X
O
F
F
I
C
E第
一
位
を
獲

得
し
た
、
っ
て
ん
だ
か
ら
イ
ヤ

ワJ
 

ンィ。－アス＋
nv 

『免
叫

爆
ク

大

y

一
－フ

ワ
デ，
 

カ
ズ

・

パ
一

で
も
期
待
は
高
ま
る
と
い
う
も

の
。今

回
は
宿
敵
仇
E
V
I
L
に

M
O
J
O
（オ
l
ス
テ
ィ
ン
の

セ
y
ク
ス

・
パ
ワ

l
の
源
）
を

盗
ま
れ
た
オ

l
ス
テ
ィ
ン
が
、

明
年
代
の
ス
ウ
ィ
ン
ギ
ン
グ
・

ロ
ン
ド
ン
に
タ
イ
ム
ワ

l
プ、

C
I
A
の
美
女
フ
ェ
リ
シ
テ
ィ

（
ヘ
ザ
l
・
グ
ラ
ハ
ム
）
と
組
ん

で
大
活
躍
。
現
在
、
過
去
、
さ

ら
に
は
月
に
ま
で
押
し
か
け
て
、

て
ん
や
わ
ん
や
の
大
パ
カ
話
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
お
な
じ
み

の
キ
ャ
ラ
が
次
々
と
登
場
す
る

の
も
絡
し
い
が
、
前
作
に
輪
を

か
け
た
下
品
ギ
ャ
グ
の
数
々

（
ド
リ
フ
風
味
）
、
パ
カ
全
開
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
シ

ー
ン
と
、

必
要
な
ツ
ポ
は
全
て
お
さ
え
て

り
、
ま
さ
に
「
デ
ラ

ッ
ク
ス
」

な

一
本
。
く
だ
ら
な
い
の
は
先

刻
承
知
だ
ー
も
ち
ろ
ん
パ
ー

ト
・
パ
カ
ラ
ッ
ク
も
再
登
場
し

ま
す
。

予
告
編
で
も
言

っ
て
い
た
と

お
り
、
「
今
年

一
本
映
画
見
る
ん

な
ら
、
・
：
：
・
も
ち
ろ
ん
『
ス
タ

ー

・
ウ
ォ

l
ズ』
。
で
も
、
も
う

一
本
見
る
な
ら
『
オ
l
ス
テ
ィ

ン
・
パ
ワ
l
ズ
』
」
だ
！
パ
カ

は
世
界
を
救
う
1

公
開
中
）

直司
本女・イラスト ：パカヨシキ ー去年歯めた女囚＆パカ醜画尊門HPflnf・moPri曲 n／残歯女刑務所J所畳．今1i眼画版『サウスパーク1
IF見たくて死にそうです．アメリカに行書たいなあ.(http //home.into同inkor.jpfl burt) 



メーカーか§頂いた質量なタツズをプレゼントだ！

UFOタッズ 電策潰吋
（ラプデリ畠凶轟供） ruFoJストラップ （タイトーが

直司

久々 鐙羽田の福袋。何

が出るかお楽しみ

『電車でGO! 
2 1特製お策

漬けを 3食分

セットで

ご希望の方は官製薬書に住所、名前、電話番号、希望の商品名と、メーカーへの熱い思いをお書き添えの上で、

編集部「プレゼント係Jまで。締め切り ・8月末必着
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9
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ト
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？
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－
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タ
l
（A
C／
ナ
ム
コ
／
S
T
G）

・
ヘ
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メ
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A
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セ
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．
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S
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バ
ト
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ン
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ダ
サ
い
」
と
い
う

一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ

決
起
文
S
稜
々
は
な
ぜ
聴
車

…
が
、

テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
で
の
戦
車
の
活
躍
…

ゲ
ー
ム
特
集
を
企
画
し
た
の
か

…
を
阻
害
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
戦
闘

…
明E

る

日

戦
車
で
あ
る
。

…
機
や
ロ
ボ
y
ト
ば
か
り
が
活
躍
し
、
戦
…

園圃

て

日

戦
車
、
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
。
あ
ら
…
車
は
主
に
ヤ
ラ
レ
役
と
し
て
描
か
れ
て
…
目

h

…

ゆ
る
障
害
物
を
キ
ャ
タ
ピ
ラ
で
踏
み
つ
…
き
た
。
爆

撃

さ

れ

、

破

壊

さ

れ

、

挙

げ

…

－

軒

…

園

戦

日

ぶ
し
、
立
ち
は
だ
か
る
敵
は
砲
弾
で
木
…
句
の
果
て
に
は
怪
獣
に
踏
み
つ
ぶ
さ
れ
…

閣

が
日

－u

a
 

つ
端
微
盤
、
圧
倒
的
な
パ
ワ
l
で
制
圧
…
：
：
：
。
シ
ュ

l
テ
ィ
ン
グ
ゲ
l
ム
で
は
、
…

F

周

日

F

肉

日

す
る
。
縦
横
無
尽
に
戦
場
を
駆
け
め
ぐ
…

一
体
ど
れ
だ
け
の
戦
車
が
破
壊
さ
れ
た
…

噌

筋

…

る
姿
は
、
正
に
鉄
の
城
。
多
く
の
男
た
…
こ
と
か
（
特
に
東
亜
プ
ラ
ン
作
品
）
。

国
躍

披

U

ち
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
、
気
高
き
地
…
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
不
当
で
あ
る
！

…
E

恥
…

上
最
強
の
兵
器
。

…
ザ
コ
敵
扱
い
す
る
な
！
戦
車
は
本
当

…・

h

峨
…

：
：
：
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
テ
レ
ビ
ゲ
…
は
カ

ッ
コ
イ
イ
ん
だ
！
田
宮
模
型
の

…
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
戦
車
に
乗
っ
た

…

l
ム
に
お
け
る
戦
車
の
扱
い
は
良
く
な
…

M
M
シ
リ
ー
ズ
は
最
高
だ
1

戦
車
を
…
り
（
例

一
『
ス
タ
l
フ
オ

ッ
ク
ス

ω」

い

の

だ

ろ

う

か

？

…

パ

カ

に

す

る

な

！

…
『
イ
ン
カ
ミ
ン
グ
』
）
、
レ
l
ス
ゲ
1
ム

い
ろ
い
ろ
と
想
像
し
て
み
る
と
、
ど
…

：・

・
と
い
う
わ
け
で
、
戦
車
が
プ
レ
…
だ
け
ど
戦
車
に
乗
れ
た
り
（
例
一

『ラ

…

う
も
「
動
き
が
遅
い
、
鈍
い
、
泥
臭
い
、
…
イ
ヤ
l
キ
ャ
ラ
の
ゲ
l
ム
（
戦
車
ゲ
l

…
ン
ナ
パ
ウ
卜
』）
、
戦
争
S
L
G
で
登
場

…

ム
）
を
か
き
集
め
、
乙
こ
に
戦
車
ゲ
l

…
す
る
例
等
々
を
あ
げ
れ
ば
本
当
に
き
り

…

ー
…
ム
特
集
を
お
送
り
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
…
が
な
い
。
ま
た
、
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
…

う白
目
…
ま
す
。
戦
車
が
持
つ
魅
力
を
感
じ
て
い
…
紹
介
で
き
な
い
が
、

P
C
に
は
数
多
く
…

1

・

日

γ

…
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

…
の
戦
車
ゲ
l
ム
が
存
在
す
る
の
だ

0

4

・

肘

…

え

っ
、
「
戦
車
ゲ
l
ム
な
ん
て
、
あ
…
そ
う
、
時
代
は
戦
車
な
の
で
あ
る
。
…

削
…
ん
ま
り
な
い
だ
ろ
」

っ
て
？
前
ぺ
l

…
だ
か
ら
特
集
す
る
の
だ
！
題
し
て

…

u
h

…
ジ
の
年
表
を
見
た
ま

え

！

戦
車
ゲ
l

…
「
戦
車
で
G
0
1
」
。

－
 

u
…
ム
は
こ
ん
な
に
存
在
し
て
い
る
で
は
な
…
：
：
：
ど
う
で
す
か
タ
イ
ト
ー
さ
ん
、
…

ツ
…
い
か
！
こ
の
他
に
も
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
…

『戦
車
で

G
O
！
」
っ
て
作
り
ま
せ
ん

…

L
V

H
 

一山

…
キ
ャ
ラ
が
途
中
で
戦
車
に
乗
り
込
ん
だ
…
か
？

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
1

同
…
り
（
例
一

「怒
」
『
戦
場
の
狼
H
』
）

、

…

（

編

集

部

）

A
一口
u

・’

a
p一一首
↑

d

宅
Uz－－
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轟
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犠
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ゲ

l
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特
攻
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作
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1
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V

一ー、、

ーかえ
1

16
z

、
ノ

t
t
h
附

v
f
T
J

．， 
！’ 

一部

2
次
伊
界
大
川
町
の
川
中
村
告
－m
m
L
f

桃川一
W
S
L
G
C
、
一死
1
ハ
ノ
コ
、
／
か
ら
の

格
納
作
ノ
レ
イ
ヤ
ー

1
卜
イ

y
車
内
印
附

け
の
中
何
時
九
「
一な

C

E
ス
フ
ワ
号
円
桁

L
c
m
u
γ
4・0

川
時
移
動
フ
口

ト

方

式

や
か
一
刻
の
問
念
、
山
H
4開
力
や
防
引
力
の
出
刊
現

な
少
し
小

1
ト
ウ
ー
ム
J
コ
／
ヒ

h
y
の

ケ

ム糾げ
の
投
入
けか
日弁トド

仏
大
柿
小

4
ゐ

γ

J
な
と
ノ
ロ
ツ
y
ム
力
も
ん川
い

吋
円
山
川
春
小
ね
る
じ
つ
れ
ど
郎
防
も
成
長
4

る
か
・
て
L

辻
村
十
中
執

f
け
島

で

、
対
味

方
共
に
よ
く
好
ぬ

一花ミ
ハ
イ
ル
・
ヒ
ノ

ト
マ
ン
な
と
文
金
の

工
l
ス
も
宮
川
崎
す
る

か
、
あ
け
な
い
ほ

t－r
L
死
ぬ
の
え

」

れ

か
1
1城
市
兵
の
田
仏
人
C

を
よ
く
表
し
ど
い

る
土
占
に
松
本
山
A
H
士
の
戦
場
王
ん
か
シ

リ
ー
ス
の
世
界
な
の

1

好
評
に
つ

3
3

作
ま
て
い
町
慨
も
制
作
点
、
れ
え

直E

編
集
部



さ
て
、

般
車
ゲ
l
ム
と
冨
え
ば
ナ
ム

…

コ
で
あ
る
。
い
き
な
り
何
を
言
い
出
す
…

ん
だ
と
思
う
気
持
ち
を
抑
え
、
先
の
戦

車
ゲ
l
ム
年
表
を
見
て
欲
し
い
。
ほ
ら
、

ナ
ム
コ
の
作
品
が
異
様
に
多
い
で
し

ょ
？
そ
こ
で
、
ゲ
l
ム
史
に
燦
然
と
…

輝
く
ナ
ム
コ
戦
車
ゲ
l
ム
た
ち
を
ざ
っ
…

と
紹
介
し
た
い
。

ま
ず
は
名
作
『タ
ン
ク
パ
タ
リ
ア
ン
』

（明）
。
自
機
戦
車
を
操
作
し
、
敵
戦
車
…

部
隊
か
ら
自
軍
の
司
令
部
を
守
る
と
い

う
内
容
。
司
令
部
が
破
捕
相
さ
れ
る
と
即

…

ゲ
l
ム
オ
ー
バ
ー
な
の
で
、
時
に
は
自

機
を
犠
牲
に
し
て
司
令
部
を
守
っ
た
り
…

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
キ
ャ
タ
ピ
ラ

の
音
だ
け
が
鳴
り
響
く
中
、
シ
ビ
ア
な

市
街
戦
が
展
開
す
る
様
は
実
に
ク
l

ル
。「
バ
ト
ル
シ
テ
ィ
』
（
明
）
と
い
う
…

タ
イ
ト
ル
で
フ
ァ
ミ
コ
ン
に
移
植
さ
れ

た
り
、

『タ
ン
ク
フ
才

l
ス
』
（
別
）
と

い
う
リ
メ
イ
ク
作
が
作
ら
れ
た
の
も
、

『タ
ン
ク
パ
タ
リ
ア
ン
』
が
名
作
だ

っ

た
証
と
言
え
る
。

続
い
て
登
場
し
た
の
が

『グ
ロ
ブ
ダ

…

l
』
（
似
て

「ゼ
ビ
ウ
ス
』
に
出
て
く
…

る
弾
を
撃
つ
こ
と
す
ら
で
き
な
い

一
ザ
…

コ
キ
ャ
ラ
を
主
役
に
抜
同
情
す
る
と
い
…

ぅ
、
な
ん
と
も
大
胆
な
作
品
。
そ
の
大

胆
さ
と
は
裏
腹
に
回
定
画
面
の
地
味
な
…
（
阿
国
）
が
制
作
さ
れ
た
（
別
記
事
参
照
）
。

ゲ
l
ム
だ
が
、
敵
戦
車
を
誘
導
し
た
り

…
そ
し
て
明
年
、
ナ
ム
コ
は
究
極
と
も

誘
爆
に
よ
る
連
鎖
を
狙
う
な
ど
、
奥
深
…
い
え
る
戦
車
ゲ
l
ム
を
世
に
送
り
出

い
作
り
が
マ
ニ
ア
を
喰
ら
せ
た
。

…
す
。
そ
れ
が

『ト
l
キ
ヨ
l
ウ
ォ
l
ズ
』

そ
の

『グ
ロ
ブ
ダ
l
』
を
超
え
る
マ
…
だ
。
前
述
の

『タ
ン
ク
パ
タ
リ
ア
ン
」

ニ
ア

ッ
ク
な
作
品
が

『フ
レ
イ
ザ
l
」
…
を
ポ
リ
ゴ
ン
化
し
た
よ
う
な
内
容
で
、

（閉山）
。
斜
め
視
点
ス
ク
ロ
ー
ル
と
い
う
…
単
純
明
快
か
つ
爽
快
感
あ
ふ
れ
る
作

奇
抜
な
シ
ス
テ
ム
で
、
自
機
は
4
方
向
…
品
。
攻
撃
方
法
は
主
砲
の
み
、
と
に
か

に
し
か
動
け
ず
、
難
度
も
高
い
。
こ
う
…
く
相
手
チ
l
ム
の
戦
車
を
撃
破
し
ま
く

し
た
敷
居
の
高
さ
に
よ
っ
て
、
い
ま
い
…
る
だ
け
と
い
う
潔
さ
。
ゲ
1
ム
中
に
挿

ち
パ

ッ
と
し
な
か

っ
た
。
ゲ
l
ム
の
ラ
…
入
さ
れ
る
「
命
中
！
」
「
後
方
敵
機
！
」

ス
ト
は
、
な
ぜ
か
ホ
パ
l
ク
ラ
フ
ト
で
…
「
撃
破
！
」
と
い
っ
た
軍
人
チ

ッ
ク
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
特
攻
。
色
々
な
意
味
で
…
ボ
イ
ス
も
堪
ら
な
い
。
倒
し
た
敵
に
乗

泣
か
せ
る
ゲ
l
ム
で
あ
っ
た
。

…
り
上
げ
踏
み
つ
ぶ
す
様
は
、
正
に
戦
車

「プ
レ
イ
ザ
l
』
の
翌
年
に
発
売
さ
…
の
醍
醐
味
！
エ
ク
セ
レ
ン
ト
で
あ

れ
た
の
が

『ア
ザ
ル
ト
』
（W
）
で
あ
…
る
。
こ
れ
ぞ
戦
車
ゲ
l
ム
の
最
高
峰
だ
。

る
（
別
記
事
参
照
）
。
そ
し
て
、

『ア
サ
…
以
上
の
よ
う
に
、
数
多
く
の
戦
車
ゲ

ル
ト
」
の
ツ
イ
ン
レ
バ
ー
を
継
承
し
た
…

l
ム
を
輩
出
し
て
き
た
ナ
ム
コ
。一

体

の
が
、

『サ
イ
バ
ー
ス
レ
ッ
ド
』
（mm
）
。
…
な
ぜ
こ
こ
ま
で
戦
車
に
こ
だ
わ
る
の

正
確
に
言
え
ば
戦
車
ゲ
1
ム
で
は
な
い
…
か
？
推
測
す
る
に

「戦
車
っ
て
カ

ッ

か
も
知
れ
な
い
が
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
操
…
コ
イ
イ
け
ど
、
活
躍
す
る
の
は
ゲ
l
ム

作
す
る
「
ビ
ー
ク
ル
」
は
正
に
未
来
の
…
の
中
だ
け
に
し
よ
う
ね
」
と
い
う
ナ
ム

戦
車
と
い

っ
た
感
じ
。
ポ
リ
ゴ
ン
で
描
…
コ
流
の
反
戦
メ
y

セ
l
ジ
な
の
で
は
な

か
れ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
内
で
、
ビ
ー
ク
ル
…
い
で
し
ょ
う
か
。
な
ん
た

っ
て
「
戦
争

同
士
の

1
対
1
の
バ
ト
ル
が
展
開
す
…

反
対
1
」
。
ヱ

l
ス
コ
ン
パ
ッ
ト
3
の

る
。
「
3
D
空
間
で
の
対
戦
ゲ
l
ム
」
…
ナ
ム
コ
で
す
か
ら
。

（
編
集
部
）

と
い
う
流
れ
を
作
っ
た
作
品
で
も
あ
…

る
。
後
に
続
編

「サ
イ
バ
ー
コ
マ
ン
ド
」

直E
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一一一日．
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an・日日－
一

d
E
n
u
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圭
軍
事
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一一措置脅

戦
車
ゲ

1
ム
持
政
大
作
犠
2
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サイバーコマンド

「／／

圃1 、ヨ耐

ー
主
の
杭
千
円
川
合
同
怖
い

y

川
ソ
イ
ハ
コ

J

ン
卜
ば
サ
イ
ハ
ス
レ
ー
ト
の
け
行
悼

と
な
る
作
品
ヒ
ツ
ん
と
円
は
れ
る
円
干
や

2
本
の
y

j
ロ
ツ
レ
ハ
1
C
M
M
り
、
全
仰
の
ふ

う
ミ
サ
イ
ル
ケ
ハ
ル
力
／
の
2
つ
の
試
t
R
C
融

公
7

？
M唱
す
る
の
か
目
的
t
v
f
／
y
ル
プ
か
、
て

れ
ゆ
え
に
拘
涜
併
問
か
全
く
な
く
、
対
抗
ノ
レ

イ
ヤ
の
較
か
如
丈
l
去
れ
，
つ
ン
k
y
な
ン
λ

一アム
C
私

円

本

官

ぃ

k
ノ
ィ
川
レ
卜
」

b
f

：
a

L

J

i

－

－

j

l

d

 

AJVSλ
川
口
、
ノ

a
yト
ノ
‘
b
uご
S
K
覧

’
A

’R
γ
t
h
d
）

J

ヘ〉、
i

ノ
匂
凶
μ

ノ
r

守

μ
h
d
与
r
札

v
y
ι
3
4
J
I
f
h命

3
b
f
h
f、〈

ωト

い

か

出

M
1リ
か
あ
t
リ
L
少
化
く
、
一
H
什
再

会

m
H
4
」と

4
ら
州
諸
C

対
性
h
r
d抽
1

リ
ー
か

る
t

と
ほ
な
か

A
γ
t

ウ

ム

怜

ツ

ノ
J

f

ケ
、
日
正
k
k
m
h
cも
A
Y
一
色
な
い
レ
へ
ん

な
メ
け
に
、
販
2

ん
竹
聞
か
成
功
し
ど
い
れ
1

ハ

SJ1
口
、
／
仁
存
れ
ず
か
も
知
れ
な
い
、

件
、
引
一
ぷ
日
し
J
午
口
旧
A
F

日
A
h
－－

m

i
；
l
i
l
l
－

【

1

f

i

l

ー＝・

Zコ

亡ゴ

｜
｜
『
ト

I
キ
ヨ
1
ウ
方

l
ズ
』
＠
創
作

．．
 、
コ
ン
セ
フ
ト
惨
怨
ん
で
す
か
？

開
発
当
時
は
、
ロ
ケ
に

3
1
4名
グ
ル

ー
プ
の
お
客
様
が
多
く
、
そ
う
い
う
グ
ル

ー
プ
客
が
み
ん
な
で
一
緒
に
遊
べ
る
の
は

ド
ラ
イ
ブ
ゲ
l
ム
だ
け
、
と
い
う
状
況
だ

っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
じ
ゃ
淋
し
い
か
ら
、

何
か
ド
ラ
イ
ブ
以
外
で
グ
ル
ー
プ
で
遊
べ

る
も
の
を
作
ろ
う
、
そ
れ
は
や

っ
ぱ
り
ド

ン
パ
チ
も
の
な
の
で
は
ワ
：
：
：
と
い
う
感

じ
で
し
た
。

｜
｜
由
軍
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
’

a除
？

開
発
当
初
は
わ
た
し
も
含
め
て
、
戦
車

と
い
う
絵
柄
に
は
反
対
で
し
た
。
た
だ
誰

で
も
知
っ
て
る
と
い
う
意
味
で
安
定
感
の

あ
る
題
材
だ
し
、
形
状
も
単
純
で
ポ
リ
ゴ

ン
数
も
関
節
数
も
少
な
い
か
ら
、
画
面
に

大
量
に
山
山
す
に
は
処
理
負
荷
が
軽
く
て
い

い
だ
ろ
う
と
。
な
に
よ
り
「
戦
車
ゲ
l
ム」

よ
り
先
に
「
多
人
数
ゲ
l
ム
」
と
い
う
こ

と
が
重
要
で
し
た
。

l
l・
－
司
に
骨
噂
さ
れ
た
資
制
忽
ど
あ
れ
ば

怠
聞
か
世
下
さ
い
。

参
考
と
い
う
意
味
で
は
、
当
然
い
ろ
い

ろ
な
書
籍
や
ミ
リ
タ
リ
ー
雑
誌
や
ビ
デ
オ

は
見
ま
し
た
。
で
も
「
こ
れ
で
行
ζ
う
！
」

と
思
っ
た
決
め
手
は
『
さ
ら
ば
愛
し
き
ル

パ
ン
よ
』
で
す
。
ζ
れ
が
一
番
。
さ
ら
に ロ

亡コ

~－ 
亡コ

さ
か
の
ぼ
れ
ば

『
空
飛
ぶ
ゅ
う
れ
い
船
』
。

｜
｜

『ト

1
キ
ョ
l
ヲ
君
l
ズ
』
で
も
っ

と
も
と
だ

b
Sれ
た
粛
隊
ど
と
で
す
か
？

簡
単
操
作
で
戦
争
ご
っ
こ
、
と
い
う
点

で
す
。
「
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
戦
争
ご

っ
こ
」

す
る
ん
じ
ゃ
な
い
、
「
戦
争
ご
っ
こ
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
」
な
ん
だ
と
あ
ち
こ
ち
で
言
っ

て
歩
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

l
i－
－
へ
の
思
い
を
お
聞
か
曾
下
さ
い
。

兵
器
が
持
っ
て
る
パ
カ
っ
ぽ
さ
、
そ
れ

も
男
の
パ
カ
っ
ぽ
さ
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
で

て
る
と
こ
ろ
が
、
戦
車
の
持
ち
味
だ
と
思

っ
て
ま
す
。
戦
車
に
比
べ
る
と
、
飛
行
機

も
そ
う
で
す
け
ど
最
新
の
イ
1
ジ
ス
艦
な

ん
か
も
う
ハ
イ
テ
ク
の
固
ま
り
で
、
大
砲

っ
ぽ
い
大
砲
な
ん
か
な
く
て
、
な
ん
か
ア

タ
7
良
さ
そ
う
だ
け
ど
肉
体
的
じ
ゃ
な
い
。

セ
ク
シ
ャ
ル
な
印
象
が
簿
い
。
一

方
ま
だ

戦
車
に
は
、
む
き
だ
し
の
威
圧
感
、
重
量

感
等
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
外
観
に
で
て
い
る
。

照
れ
な
く
「
カ
ラ
ダ
で
っ
か
ち
」
と
い
う

か
。
ま
た
そ
う
い
う
マ
ッ
チ
ョ
な
存
在
に

依
存
し
た
が
る
心
浬
を
含
め
て
、
そ
れ
が

な
に
か
滑
稽
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
ゲ
l
ム

の
魅
力
に
な
る
か
ど
う
か
は
ま
た
別
で
す

A
M
 デ

ザ
イ
ナ
ー
に
は
ウ
ソ
で
も
い
い
か
ら

と
に
か
く
主
砲
は
で
か
く
描
い
て
く
れ
と
。

そ
う
い
う
時
代
錯
誤
な
重
厚
長
大
主
義
が

戦
車
の
ウ
リ
だ
と
言
っ
て
ま
し
た
。
細
く

す
る
と
カ

ッ
コ
わ
る
い

っ
て
い
う
か
、
情

け
な
く
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
ぽ
ん
と
は
陸

戦
な
ん
て
凄
惨
そ
の
も
の
な
ん
だ
け
ど
、

戦
車
に
は
ど
こ
か
憎
み
き
れ
な
い
、
滑
稽

な
側
面
が
あ
る
と
感
じ
て
ま
す
。

i
l－
－
に
、
忽
ぜ
ナ
ふ
コ
さ
ん

ua－

ゲ

1
ふ
が
多
い
＠
で
し
ょ
う
か
？

う
ー
ん
・・：：
な
ん
で
多
い
ん
で
し
ょ
う

ね
？

回
答
一
『
ト

1
キ
ョ

l
ウ
ォ

l
ズ
』
開
発

チ

l
ム

．田
町』 ．

咽

時著す副~ ~－ ' 
TtFr＂＂＇与望己主要務 〈

J鍵噂．、
必.~：~~~~ー－弘、

主砲を司Eったと曹の衛事が忘れられない fトーキョー
ウォーズJ.

。（橡）ナムコ

ヨE
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仁コ

｜
｜
『
鈍
色

1
』
＠
制
作
・
圃
・
コ
ン
セ

フ
ト
隊
忽
ん
で
，
か
？

重
視
し
た
の
は
「
戦
車
よ
り
戦
車
長
を

重
視
す
る
」
「
と
に
か
く
多
数
で
戦
闘
を
す

る
」
「
ド
イ
ツ
戦
車
に
偏
ら
な
い
」
の

3
点

で
す
。

ま
ず
最
初
の
点
は
、

1
両
単
位
で
戦
車

を
動
か
す
こ
の
ゲ
l
ム
で
は
、
戦
闘
力
は

兵
器
そ
の
も
の
の
性
能
よ
り
も
そ
れ
を
扱

う
人
間
に
図
る
所
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
と

考
え
、
自
分
の
配
下
と
な
る
戦
車
は
車
長

の
能
力
が
大
き
く
性
能
を
左
右
す
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
敵
戦
車
に

也
人
が
乗
っ
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
た

め
に
、
敵
戦
車
を
岨
事
曲
慨
し
た
時
に
は
そ
こ

か
ら
脱
出
す
る
乗
員
を
見
せ
た
り
、
極
端

に
被
弾
す
る
と
乗
車
が
破
摘
概
さ
れ
て
い
な

く
て
も
乗
員
が
戦
車
を
捨
て
て
脱
出
す
る

な
ど
の
要
素
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

次
の
点
は
、
も
っ
と
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高

い
戦
車
が
少
数
で
格
闘
ゲ
l
ム
の
よ
う
な

戦
い
を
繰
り
広
げ
る
と
い
う
案
も
あ
っ
た

の
で
す
が
、
第
2
次
大
戦
当
時
の
戦
車
の

質
と
構
造
か
ら
考
え
る
と
、
そ
う
い
う
戦

闘
は
あ
ま
り
適
し
て
い
な
い
と
考
え
、
多

数
同
士
の
ぶ
つ
か
り
合
い
に
主
眼
を
置
き

ま
し
た
。

最
後
の
点
は
：
：
：
開
発
チ

l
ム
内
に ロ

Eコ

室三1

r• 
伊
・
仏
・
ソ
の
戦
車
が
大
好
き
な
メ
ン
バ

ー
が
い
た
か
ら
で
す
。

ー
上
白
輔
扇
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
理
由
隊
？

同
世
代
で
戦
車
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

方
な
ら
、
左
右
履
帯
に
独
立
し
て
モ
ー
タ

ー
を
配
し
で
あ
っ
た
タ
ミ
ヤ
社
の
リ
モ
コ

ン
戦
車
シ
リ
ー
ズ
で
大
抵
遊
ん
だ
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
プ
レ
イ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
手
に

し
た
そ
の
瞬
間
か
ら

R
l／
R
2で
右
履

帯、

L
l／
L
2
で
左
履
帯
を
操
作
で
き

る
「
戦
車
ゲ
l
ム
」
を
い
つ
か
作
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

ー
ー
も
っ
と
も
と
だ
む
っ
た
腐
隊
？

ゲ
ー
ム
全
体
と
し
て
は
、
戦
争
を
い
た

ず
ら
に
美
化
し
た
り
無
期
や
た
ら
と
悲
惨

に
摘
い
た
り
し
て
ユ
ー
ザ
ー
に
制
作
側
の

価
値
観
を
抽
押
し
付
け
る
こ
と
な
く
、
で
き

る
だ
け
ど
く
自
然
な
「
戦
争
風
景
」
を
繍

き
、
そ
こ
に
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
参
加
し
て
也

ら
う
こ
と
で
戦
争
と
は
ど
う
い
う
も
の
な

の
か
を
ユ
ー
ザ
ー
そ
れ
ぞ
れ
に
判
断
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
に
留
意
し
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
泣
い
て
欲
し
い
シ

l
ン
で
悲

し
い
音
楽
を
鳴
ら
し
た
り
す
る
よ
う
な
ダ

イ
レ
ク
ト
な
表
現
は
楠
凹
ん
だ
つ
も
り
で
す
。

仁コ

「
戦
車
ゲ
l
ム
と
し
て
こ
だ
わ
っ
た」

点
は
、
戦
車
同
士
の
戦
闘
が
日
本
で
は
不

思
議
と
騎
士
と
騎
士
の
果
た
し
合
い
の
よ

う
な
テ
ク
ニ
カ
ル
な
も
の
だ
と
思
わ
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
も
っ
と
泥
臭
い
総
合
火

力
の
ぶ
つ
か
り
合
い
と
し
て
表
現
す
る
こ

と
を
重
要
視
し
ま
し
た
。

il
－
－
に
、
・
・
へ
の
思
い
、
今
後
＠

ご
予
定
忽
ど
お
聞
か
世
下
さ
い
。

と
に
か
く

一
般
の
イ
メ
ー
ジ
に
あ
る
戦

車
は
強
す
ぎ
、

美
し
す
ぎ
、
そ
れ
で
い
て

大
人
し
す
ぎ
る
と
恩
い
ま
す
。
も
っ
と
戦

車
は
や
た
ら
と
暴
れ
ま
わ
り
、
そ
う
か
と

思
え
ば
履
帯
が
切
れ
て
動
け
な
く
な

っ
て

い
た
り
、
背
後
か
ら
繰
り
寄
ら
れ
た
敵
に

あ
っ
さ
り
や
ら
れ
て
し
ま
う
、
そ
う
い
う

存
在
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
戦
車
に
関

わ
る
時
に
は
、
そ
の
よ
う
な
「
戦
車
の
格

好
感
さ
」
を
表
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
具
体
的
な
こ
と
は
現
時
点
で
発

表
で
き
ま
せ
ん
が
、
現
在
、
シ
ヤ
ン
グ

リ
・
ラ
ら
し
い
戦
車
ゲ
l
ム
を
検
討
中
で

す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。

回
答
一
『
鈍
色
の
攻
防
』
制
作
チ
l
ム

載
車
ゲ
l
ム
特
攻
大
作
蟻
3

00 

. ，，〆
'Jし;, 

J~ 1, 
,,, 'I'¥ 

'I'¥. 

1終

鈍色の攻防 32人の戦車長

明 ：11011/Iii y J,<J 0 0 (jl凶な f・;j

と、 2• ・おF理費聖ト
一、守 併 合唱明恒電量~－叫酔
；長 白山畿南l

前回－
F円、三

山一一 週・

日
早
本
的
し

1
弘
中
ん
？
一い
怖
心
自
己
川百出
S
T
G

f
か
独
特
の
似
竹
崎
h

し
、
多
く
の
J

レ
イ
ヤ

か
－P
ラ
う
f
pつ
つ
で
れ
ば
次
L
C

制
作
ー

の
ミ
ス
て
ほ
な
い
竹
ホ
中
止
ば
、

τ7い
う
も

の
な
の
且
v

j

t

の
ヴ
l
人
以
耐
え
F

な
月
間
4
山内

柏
崎
怜
辻
な
い
F
、
リ
〆
ル
な
け
い
柴
崎
l

吾
川
め
る

アイ一
y
Jノ
か
泊
附
！
日
帰
り
は
し
i
れ
C
い
る
川
村

L
幼
虫
酌
な
の
P
J
M
1
メ

h
y
l

吋
干
法
人

力
C
付
表
休
め
る
f
め、

m
v、
発
射
し
7
イ

ム
7
7
か
あ
る
宇
近
距
斜
ど
の
出
会
い
泊
、

出
世
、
究
明
の
白
砂
川
介
～
水
，
叫
し
げ
崎
山
げ
！
っ
れ
今

は
K
I

－
－
、
側
内
、
品
川
向
の
品
巾
1
汚
い

f
め
、
ハ
イ
λ
ヘ
ケ
な
竹
中
C
も
安
U
C
F

j
、
川
’
中
止
一
打
的
か
止
め
ら
れ
る
安
い
切
な

勝
利
川
川
栄
光

C
は
な
い
ス
ト
ー
リ
ー
も
A
A

め
、
川
帆
干
叫
ん
〆
出
円
山
川
4
r
h
w

「
い
う
制
作
白
川
t

同
1
1分
し
成
功
し
C
い
る

右
松
和
町
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a
n
E
臼
盟
十

4

－
E
m
u
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一一一一言一円

｜
｜
『
メ
タ
ス
ラ
』
シ
リ
ー
ズ
＠
制
作
．

園
、
コ
ン
セ
フ
ト
肱
怨
ん
で
す
か
？

・
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
が
発
散
で
き
る
、

派
手
で
爽
快
感
あ
ふ
れ
る
ゲ
l
ム
で
あ
る

こ
と
。

・コ
ミ
カ
ル
な
キ
ャ
ラ
を
採
用
す
る
が
、

エ
フ
ェ
ク
ト
や
キ
ャ
ラ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
は

リ
ア
ル
で
か
っ
こ
い
い
も
の
に
す
る
。

－
簡
便
な
操
作
を
採
用
し
、
議
で
も
楽

し
め
る
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
l
ム
で
あ
る
こ
と
。

：
：
：
な
ど
を
主
な
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て

制
作
に
臨
み
ま
し
た
。

l
im
－
－
zモ
チ
ー
フ
と
し
た
廻
由
怯
？

ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
l
ム
を
作
ろ
う
！
：
：
：

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
剣
と
簡
単
に
決
ま

っ
た
の
で
す
が
、
普
通
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
キ

ャ
ラ
で
は
面
白
く
な
い
の
で
、
何
か
変
わ

っ
た
も
の
を
、
と
様
索
し
て
い
る
う
ち
に

戦
車
の
ア
イ
デ
ア
が
出
て
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

で
、
そ
れ
が
跳
ん
だ
り
伏
せ
た
り
生
き

物
の
よ
う
に
動
く
と
な
る
と
、
こ
れ
は
お

客
さ
ん
の
目
を
引
く
の
で
は
な
い
か
と
。

ー
ー
・
も
と
だ
わ
っ
た
膚
隠
？

メ
カ
の
描
写
に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
が
、

最
も
と
だ
わ
っ
た
点
と
い
う
と
、
キ
ャ
ラ

土壇園田島暢【帥し串・ゅうい曹日｝：軍軍ライター．ゲームE崎いこともあってか．檀々 なジャンルをそっ章〈こなす．量近は基甑剤入まで考えた
『ソウルキャリパーjD C販の尭売を首を轟くして椿ち望Lんでいる．

ク
タ
l
の
生
き
て
い
る
感
じ
ゃ
、
生
活
感

の
描
写
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

『
メ
タ
ス
ラ
』
で
は
、
よ
く
「
ゲ
l
ム
に
直

接
関
係
な
い
キ
ャ
ラ
の
動
作
」
が
話
題
に

な
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
そ
の
こ

だ
わ
り
に
よ
る
も
の
で
、
「
ザ
コ
は
ザ
コ
な

り
に
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
だ
な
あ
」
み
た

い
な
こ
と
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
媛
し

い
で
す
。

直E

l
l・
－
に
．

m・
へ
の
思
い
、

9
・
＠

ご
予
定
忽
ど
怠
圃
か
曾
下
さ
い
。

鉄
と
鉄
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
砕
け
る
感

じ
ゃ
、
神
丸
の
ス
ピ
ー
ド
感
と
そ
の
威
カ

な
ど
と
い
っ
た
、
重
量
感
を
伴
う
迫
力
の

表
現
は
非
常
に
難
し
い
も
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
未
だ
に
十
分
表

現
し
き
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
に
課
題
を
残

す
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
『
メ
タ
ス
ラ
』
シ
リ
ー
ズ
の
新
作

を
制
作
中
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
シ
リ
ー
ズ

に
な
か
っ
た
新
要
素
を
満
載
し
、
必
ず
や

お
客
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
に

仕
上
げ
る
所
存
で
す
の
で
、
応
援
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

回
答
一
み
い
は
あ
（
『
メ
タ
ル
ス
ラ
ッ
グ
』

企
画
担
当
）
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置
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眠
司
自

同
叶
リ
パ
叶
問
斗
代
沌
1
ν
i
Hぺ
J
ウ

ム

ir川

l
M
h
u吋
小
仏
入
吟
J

川
庁
一
ー
ス
ム
ノ
メ
、
／

卜
各
川
町
一
，
L
フ
ル
川
ノ
ル

1r一
ノ
レ

J
V
！

一
h

f

j

’
》
一
、
、
h

～ノ！
A
1
・
K

P

1

F

J

h

r
’
十
七
う

J
h
h
F
u
r
－h
L〈
山

U

H

L

〕

i、

1
リ

J
コ
I

l

y

f
｝

i
i
k

t
f
U
1
2
t
i
e
d
－

d

l

？
l
y
－
一
、

いら、山川

f
は

1r
ン
付
知
か
L

山
い
i

j

今
凶
よ
川
什
立
C
取
リ

l
川
る
〆
サ
ル
ト

も、

y
ム
J

開
発
γ
U
宮
山
刊
用
Hm析
／
ス
一
ア

ム
2

P

L
川
町
い
戸

4
・h
凶
れ
吋
小
仏
人
件

出
存
ノ
ル
；
仙
沼

y
yケ
ン

／

S
T
G

巾
出
允
し
し
，
t
の
使
用
h
M
$
〈
日
対
ら
れ
ej

の
子
の
何
日
会
本
竹
ユ
ウ
ム
什

C
い’
h
J

V
〈ド同山川

γ
イ
λ
H
6
ン一
J
J

の
L
つ

れは

Y
4
U
レ
ハ
l
戸
的
惜
し
ご
臼
崎
氏
F

川
竹

4
0、
4
1
J向
白
も
回
れ
J
い
と
い
う
川

t

F
怖
い
作
品

C
し
A
T
J

内
外
肉
体
斗
、
ベ
咋

ιーザ

L

A

ハ
ィ
日
大
川
町
』
け
存
全
ど
叶
明

1

4
K
1
λ
一J

ン
勺
ノ
リ

y
p

い

1
W
H」
な
ン
ス
一
フ
ム
な

か

り

わ

「

の

m
m
F井
川
内

h

h

叫
い

2
つ
J
U

レ
ハ

l
F

A
L
l
u・
4
t
陥
れ
し
て
，
川

九
日
ー
、
仕
る
ソ
ハ
ン
フ
ル
な

自
陣
争
小
川
相
山
み
l
ひ
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ウ
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什
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辻
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叶
川
市
ウ
ム
小

J
ン
・
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、〆

ツ

ス

一

y
ノ
・
ル
メ
の
い
と
い

f

ノ
7
・

7
シ
ケ
舎
川
均
し

C
相
子
会

7
y
の
め

4
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0
対
円
〆
ハ
ソ
／
／
ヴ
ム

J
7
・
7
／
ケ

め
い
戸
勺
L
Hザ
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Mれ
じ
山
中
d

i
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一
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l
b同
や
や

り
【

r
M川
J
k
l
Y
9
U官
官
4
h
i出
す
め
た
臥
い
H
判
明
う

内
揮
し
十
七
人
し
L

か
出
来
つ
－

y
抗
争
く
問
円

、cれ
ご
い
る
ハ

l
y
p
m
リ
ム
け
わ
u
y
f
リ
、
力

y
l
リ
／
ケ
会
主
ズ
つ
ケ
l
J
J
レ
イ
ヤ
内
自

の
ノ

7
・
7
／
ヴ
か
竹
汁
M
4
っ
i
L

か
可
川

ノ

y
E叫

M
C
わ

K
M
h
l
m
＼
ゐ

円
！
ノ
、
－
コ
岡
山
！
な
本

4
う

L
L
F
J
F
M
L

闘
す

f
k
l
t
h

’J
1
7

－・4
U
＋
U
7
T

J

ン
ン
ー
し
け
l
け

y
小
ノ
／
・

7
／

ハノ
λ

、
小
、
J

な
わ
子
は
や
な
の
子
し
同
ん

て
も
ら
い
’
f

い
竹
千
ケ
の
A
U
川崎
c

jU
F
草
刈
叫

・' L、1

恥
と
い
う
わ
け
で
戦
車
ゲ
l
ム
特
集
を

↓
戦
お
送
り
し
た
わ
け
で
す
が
、
い
か
が
で

附
…
即
し
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
特
集
を
院
ん

ωが
で
「
戦
車
っ
て
カ
ツ
コ
イ
イ
や
！
よ

品
川
し
、
僕
も
戦
車
乗
り
を
目
指
す
ぞ
！
」

州
望
と
い
う
若
人
や
、
「
君
、
な
ん
で
も
今

回
欲
は
戦
車
ゲ
l
ム
が
ブ
l
ム
だ
そ
う
じ
ゃ

け
一
な
い
か
。
隠
し
に
ウ
チ
で
も
作
っ
た
ら

・・
キ
ど
う
だ
」
と
い
う
ゲ
l
ム
メ
ー
カ
ー
社

側
崎
長
さ
ん
が
現
れ
る
こ
と
を
巌
い
ま
す
。

B
「

本

当
は
も
っ
と
多
く
べ

l
ジ
を
割
い

R’
て
、
も
っ
と
も
っ
と
戦
車
ゲ
l
ム
を
取

4
4
り
上
げ
た
か
っ
た
。
特
に
P
C戦
車
ゲ

砂防

l
ム
は
良
質
の
も
の
が
山
の
よ
う
に
あ

・5
る
の
で
、
非
常
に
残
念
。
あ
と
、
こ
の

必
必
特
集
に
合
わ
せ
「
ホ
ン
モ
ノ
の
戦
車
に

amF乗
ろ
う
1
」
と
い
う
企
画
を
立
て
、
陸

b
h
上
自
衛
隊
に
取
材
依
頼
を
し
た
（
マ
ジ
）

V
河
ん
だ
け
ど
、
惜
し
く
も
実
現
に
は
歪
ら

団

4
な
か
っ
た
。
実
現
す
れ
ば
「
衝
で
見
か

削
明
け
た
小
野
戦
車
さ
ん
」
を
見
る
こ
と
が

～
出
来
た
の
に
：
：
・。

－F

そ
れ
で
は
次
号
、「
図
宮
様
型
協

．
，
貨
・
場
長
ゲ
l
ム
特
集
」
で
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
（
嘘
）
。

そして臓車は今日も行くのだ。（SFC

『スーパーバトルヲンヲjより）

直言日



直司

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
批
評
諮問一州事討議

エ一E
幾
多
の
可
能
性
を
秘
め
つ
つ
也
、

ヤか羽一
不
発
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
意
欲
作

凶一月
誌
花
以
ぷ
幹
事
務
恥
職
室
長

…
物
語
の
進
展
に
合
わ
せ
て
キ
ャ
ラ
ク
…

定
で
き
な
い
。
そ
の
点
か
ら
見
た
ら
、

タ
l
・が
勝
手
に
死
ん
で
い
っ
て
し
ま
…
や
は
り

『サ
ガ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
2

（以

ぅ
。
そ
の
た
め
、
思
い
入
れ
が
湧
か
…
下

『
2
』
）
」
は
異
色
作
と
い
わ
ざ
る
を

さ
て
、
い
よ
い
よ
後
編
で
あ
る
。
ま
…
ず
、
ま
た
ド
ラ
マ
的
な
意
味
で
も
盛
…

得
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ゲ
l
ム
と

ず
は
、
前
回
の
お
さ
ら
い
を
し
て
お
こ
…
り
上
が
り
に
欠
け
る
傾
向
が
強
い
…
い
う
、
よ
り
広
い
視
点
で
見
れ
ば
、
特

う
。
プ
レ
イ
開
始
後
、
約
二
十
時
間
弱
…
最
後
ま
で
解
い
て
み
て
、
こ
れ
ら
を
…
定
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
へ
の
思
い
入
れ
よ

の
時
点
で
感
じ
た
点
は
、
要
約
す
る
と

…
改
め
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
や
は
り
…
り
も
、
ワ
ー
ル
ド
そ
の
も
の
を
体
感
す

次
の
二
点
だ
っ
た
。

…
印
象
が
変
化
し
て
い
る
ご
と
に
気
づ
…
る
と
い
う
ゲ
l
ム
が
あ
っ
て
も
何
ら
問

一
．
全
体
と
し
て
ま
と
ま
り
が
よ
く
、
…
く
。
と
く
に
、
後
者
に
関
し
て
は
、
か
…
題
な
い
。
つ
ま
り
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は

テ
ン
ポ
も
い
い
が
、
戦
闘
が
単
調
で
、
…
な
り
好
意
的
な
印
象
に
変
わ
っ
た
。

…
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
世
界
を
感
じ
る
た
め
の

と
く
に
敵
ご
と
の
必
勝
法
が
確
立
さ
…

R
P
Gと
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
、
プ
レ

…
道
具
で
あ
る
と
割
り
切
る
こ
と
で
、
そ

れ
で
く
る
と
、
そ
れ
が
助
長
さ
れ
る
…

イ
ヤ
l
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
対
す
る
思

…
の
生
死
を
超
え
た
と
と
ろ
に
面
白
さ
を

ニ
．
百
年
の
歴
史
を
描
く
関
係
か
ら
、
…
い
入
れ
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
は
否

…
見
出
す
の
で
あ
る
。

キ
ャ
ラ
ク
タ

す
る
こ
と

視
自
動
畠
守
楽
し
ま

な
，い

と

一

え

て

こ
な
い
。
多

…
彩
な
登
場
人
物
や
、
そ
の
相
関
関
係
な

…
ど
も
、
な
る
べ
く
ク
ー
ル
に
、
巨
視
的

に
構
え
る
と
、
よ
り
鮮
明
に
見
え
て
き

て
面
白
さ
が
栂
す
。
と
く
に
物
語
が
分

か
っ
て
い
る
セ
カ
ン
ド
プ
レ
イ
に
な
る

と
、
お
の
お
の
の
セ
リ
フ
に
込
め
ら
れ

た
意
味
も
見
え
て
き
て
、
よ
り
深
く
世

…
界
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
た
遊
び
方
は
、
今
年
六
月
に

…

s
c
Eー
か
ら
発
売
さ
れ
た

『俺
の
屍

日
を
越
え
て
ゆ
け
』
な
ど
と
相
通
じ
る
と



ト批 鰐

こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
。
R
P
Gと
い
う
…

否
め
ず
、
純
粋
に
物
語
を
楽
し
む
と
い
い
ま
う
。
し
か
も
、
戦
闘
を
重
ね
て
技
ゃ
…
年
比
を
大
き
く
を
下
回
る
こ
と
は
で
き

よ
り
は
、

『
ダ
ー
ビ
ー
ス
タ
リ
オ
ン
」
…
う
点
ま
で
行
け
な
か
っ
た
の
が
残
念
だ

…
連
携
攻
撃
を
修
得
さ
せ
て
お
か
な
い
…
れ
ば
避
け
た
い
は
ず
だ
。
今
年
の
前
半

タ
イ
プ
の
S
L
G
に
似
て
い
る
よ
う
な

…
っ
た
。

…
と
、
先
へ
進
み
に
く
い
の
で
あ
る
か
ら
、
…
に
は
『
F
F」
『
サ
ガ
」
『
聖
剣
」
と
、

気
が
す
る
が
、
と
も
か
く
「
2
』
ま
、

“

日
無
理
矢
理
戦
翻
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

…
か
つ
て
S
F
C
で
名
を
馳
せ
た
三
本
柱

こ
う
し
た
割
り
切
り
が
徹
底
さ
れ
レ

…
番
目
漉
探
し
が
不
可
欠
と
な
る

…
り
、
次
第
に
わ
匂
気
そ
の
も
の
を
減
退
…
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
フ
ァ
ン
に
と
っ

り
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
あ
る
意
味
記
号

…
デ
ザ
イ
ン
に
は
不
満
が
残
る

…
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

…
て
は
た
ま
ら
な
く
魅
力
的
な
ラ
イ
ン
ナ

化
さ
れ
て
、
物
語
を
進
め
る
因
子
に
特
…

一
方
、
第
一
の
問
題
は
、

ラ
ス
ト
が

…

表

面

上
さ
ま
ざ
ま
な
戦
闘
シ
ス
テ
ム

…
ッ
プ
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
一
角
に

化
し
て
い
た
。
こ
れ
は

『
ロ
マ
ン
シ
ン
…
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
ス
ト
レ
ス
の
原
因
…
が
あ
ろ
う
と
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
ご
と
に
必
…
さ
え
、
十
分
な
開
発
時
聞
が
与
え
ら
れ

グ
サ
・
ガ
」

か
ら
続
く
、

こ
の
シ
リ

…
と
な
り
、
最
終
的
に
は
大
き
な
不
満
へ

…
勝
パ
タ
ー
ン
を
生
み
出
し
て
い
け
る
の

…
な
い
と
す
れ
ば
、
正
直
未
来
が
明
る
い

l
ズ
な
ら
で
は
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ

…
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

…
に
繋
が
ら
な
け
れ
ば
、
実
質
的
に
無
意
…
と
は
い
い
が
た
い
。
こ
う
し
た
状
態
を

り
、
そ
の
正
統
後
継
作
と
し
て
、
改
め
…

『2
』
の
戦
闘
シ
ス
テ
ム
が
多
岐
に
…
昧
で
あ
る
。
制
作
者
側
が
用
意
し
た
模
…
続
け
れ
ば
、
月
に
何
本
も
ソ
フ
ト
を
購

て
R
P
G
の
別
の
側
面
を
味
わ
わ
せ
て
…

渡
る
盤
か
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ

…
範
解
答
を
見
つ
け
な
い
と
ダ
メ
、
と
い
…
入
す
る
本
当
の
ゲ
l
ム
フ
ァ
ン
は
、
ど

く
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
魅

…
て
い
る
こ
と
は
前
回
も
述
べ
た
が
、
こ
…
っ
た
ゲ
－
ム
は
、
あ
ま
り
に
も
強
制
力
…
ん
ど
ん
業
界
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う

力
的
な
人
物
が
多
い
の
に
比
べ
て
、
物
…
れ
が
後
半
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
活
き
て
…
が
強
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

…
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
あ
ま
り
に
も

語
展
開
は
や
や
淡
泊
す
ぎ
た
嫌
い
が
強

…
こ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
モ
ン
ス
タ
ー

H

…
寂
し
い
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
。

…
聞
聾
の
た
め
の
時
聞
は
＋
分
に

ぃ
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
的
に
も
不
足
の
感
は

…
ご
と
に
、
有
効
な
技
や
連
携
攻
撃
が
あ

・…
与
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

ら
か
じ
め
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
修
日

…
得
し
て
い
な
い
場
合
、
与
え
る
ダ
メ
！
…

『2
』
は、

一
本
道
な
解
法
し
か
持
…

じ
…

ジ
が
低
す
ぎ
て
、
勝
つ
の
が
か
な
り
困
…
た
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
発
の

…

司

扱
t
が
ま

・

字
勝
す

ω
…
難
に
な
っ
て
く
る
の
だ
。
そ
の
代
わ
り
、
…
作
品
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、

…

耳

目
制
4

J
弘

－
凶

崎
町
肌

－Z
P
L
J
た
干

圃

S

G
F
事

M

…

一
度
有
効
な
攻
撃
方
法
を
確
立
す
る
…
こ
の
程
度
の
調
整
不
足
、
ス
タ

ッ
フ
が
…
一

。

う
l

明
品

目
川
／

L
＝
に

柄
、

、

；

一m
m
そ
い
い
乱
と

－

3
U
市
臨
ん
制
の

…
と
、

今
度
は
か
な
り
楽
に
倒
せ
る
よ
う
…

気
つ
カ
な
L
は
ず
も
な
L

に
も
関
わ
…

一
例
け
」
志
下
肢

園
川
ミ

M56

H

H

H

E

一
七

だ
川
州
国
芭
見

圃

’
e
ア
刊日

開
で
く

…
に
な
る
。
最
終
的
に
は
、
パ
タ
ー
ン
の
…
ら
ず
、
メ
ー
カ
ー
が
、
営
業
的
に
も
う
“

一陣
る
Z
一一一売、

圃
タ
フ
相
続
点
恒

．

日

…

L
一暗
い
川
『
販制動

圃
ス
い
1

』

ぃ
…
で
き
て
い
る
楽
勝
敵
と
、
苦
戦
必
至
の
…

開
発
時
間
を
与
え
て
い
ら
れ
な
い
と
い
日

一明
て
臥
作
λ
は

F
－
一m
H
れ
い
口
弘

H

H

…l
一水

コ
句
気
i
L

れ

固
ピ
／
日
さ
と
し
か

咽
…
敵
に
分
化
し
て
し
ま
い
、
戦
う
前
か
ら
、

…
う
ほ
ど
、
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
の
で
…

F
一
治

的

似

町

ι
E
↑

↑
嗣
続
臥
仙
川

拘
…
何
タ
l
ン
ぐ
ら
い
の
戦
闘
に
な
る
の
か
…
は
な
い
か
。
と
く
に
株
式
を
店
頭
公
開
…

o一
対

凶

壬

明

白

E
闘
円
W
駒
山
町
白
川

時
…

分
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

…
し
て
い
る
ス
ク
ウ
エ
ア
に
す
れ
ば
、
開
…

R
一

時

晴

〉

肋

札

E
Mド
川
淵
日
聞
は

削
…

で
は
、
ど
う
し
て
も
戦
闘
に
飽
き
て
し

…
発
の
遅
れ
な
ど
で
年
間
の
総
売
上
が
前
…

p一
限
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γ
J

一E
自
ら
生
み
出
し
た
「
作
品
」
を

，E‘、一－－－
a

B「
h

P

I

l

l

－

－

ヨ
vv
模
倣
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
制
作

日
吾
尽
は

「
パ
ニ
ッ
ク
ホ
ラ
よ
と
い
う
新
し
い
ゲ
l
ム
性
を
打
ち
出
す
は
ず
だ
っ
た

〉
二
己
「

し
か
し
、『
バ
イ
オ
』
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

6
年
前
、
僕
が
カ
プ
コ
ン
新
入
社
員
…
さ
ん
の
こ
の
言
葉
に
は
、
ゲ
ー
ム
制
作
…
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
と
思
－
主

と
し
て

C
S開
発
部
に
在
籍
し
て
い
た
…
の
前
提
で
あ
る
「
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
、

…コ
T
ィ
ノ
」
は
「バ
イ
オ
」
の

当
時
、
『
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
」
の
生
み
…
の
手
段
と
楽
し
い
時
聞
を
提
供
し
、
購
・

…
槙
倣
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
か

の
親
と
な
る
三
上
さ
ん
が
新
人
研
修
の
…
入
し
て
も
ら
う
」
と
い
う
重
要
な
「
商
・

担
当
で
あ
っ
た
。
「
す
ご
い
作
品
」
を
…
品
性
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。

…
さ
て
本
題
の

『デ
ィ
ノ
ク
ラ
イ
シ
ス
…
ま
ず
『
バ
イ
オ
』
の
ゲ
l
ム
性
は
、

作
り
た
が
る
新
人
企
画
マ
ン
の
僕
ら
に
…

『バ
イ
オ
」
の
原
点
は
、
「
お
化
け
…
（
以
下
デ
ィ
ノ
）
』
だ
が
、
こ
れ
も
「
今
…

「ゾ
ン
ピ
な
ら
武
器
が
な
く
て
も
思
い

彼
は
、
こ
う
叱
陀
し
た
。
「ゲ
l
ム
は
…

屋
敷
の
恐
怖
感
を
ゲ
l
ム
に
し
た
ら
お

…
度
は
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
爽
快
感
…
切
っ
て
突
っ
込
め
ば
先
に
進
め
る
か
も

作
品
ゃ
な
い
、
商
品
な
ん
や
。
ユ
ー
ザ
…
も
ろ
い
な
。
こ
れ
売
れ
る
ん
と
ち
ゃ
う
…
と
恐
怖
感
を
ゲ
l
ム
に
し
た
ら
お
も
ろ
…
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
ま
じ
り
の
恐
怖

l
に
プ
レ
イ
し
て
も
ら
っ
て
初
め
て
完

…
か
」
と
い
う
三
上
さ
ん
の
感
性
と
発
想
…
い
ん
ち
ゃ
う
か
？
恐
竜
な
ら
ど
う
…
感
。
そ
し
て
武
器
が
あ
れ
ば
圧
倒
的
に

成
す
る
の
が
ゲ
l
ム
や
。
だ
か
ら
作
品
…
が
生
ん
だ
「
商
品
企
画
」
で
あ
り
、
そ
…
ゃ
？
」
と
い
う
三
上
流
商
品
企
画
が
原
…
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
強
く
な
る
爽
快
感
」
で

か
ど
う
か
は
ユ
ー
ザ
ー
が
判
断
す
る
こ
…
れ
が
狙
い
通
り
に
「
怖
い
！
で
も
面
…
点
に
あ
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
三
上
“
あ
る
。
対
し
て

『デ
ィ
ノ
」
は
、
「
恐

と
や
ね
ん
。
最
良
の
商
品
を
ユ
ー
ザ
ー
…
白
い
！
」
と
多
く
の
人
に
受
け
入
れ
ら

…
さ
ん
が
会
社
の
商
品
戦
略
上
で
求
め
ら
…
竜
な
の
で
武
器
が
な
い
と
逃
げ
る
し
か

に
届
け
る
の
が
作
り
手
の
役
目
で
あ
っ
…
れ
た
結
果
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
与
え
ら
れ

…
れ
た
も
の
は
、
『
バ
イ
オ
』
の
別
パ

l

…
な
い
と
い
う
絶
望
的
な
恐
怖
感
。
そ
し

て
、
俺
の
作
品
だ
と
押
し
つ
け
る
の
は
…
た
称
号
が
「
作
品
」
な
の
で
あ
る
。

…
ジ
ョ
ン
を
作
れ
ー
と
い
う
も
の
だ
っ

…
て
武
器
が
あ
っ
て
も
圧
倒
的
に
不
利
だ

ゲ
1
ム
と
ち
ゃ
う
で
、
パ
カ
チ
ン
が
！
」
…
「
す
ご
い
作
品
」
と
自
ら
言
い
張
る
…
た
の
で
は
な
い
か
。
『バ
イ
オ
』
と
い
…
か
ら
、
麻
酔
で
い
か
に
や
り
過
ご
し
て

ゲ
1
ム
史
に
残
る
、
あ
の
独
創
的
な
…
ク
リ
エ
イ
タ
l
の
多
く
が
、
固
定
フ
ァ
…
う
完
成
さ
れ
た
「
作
品
」
の
亜
流
で
あ
…
逃
げ
る
か
と
い
う
戦
略
性
」
と
い
う
も

「作
品
」
を
作
っ
た
人
の
言
葉
と
は
思
…
ン
は
得
る
が
大
き
な
セ
ー
ル
ス
と
本
当

…
る
限
り
、
本
家
と
比
較
さ
れ
る
宿
命
は
…
の
だ
。
確
か
に
操
作
性
も
良
く
、
麻
酔

え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
三
上
…
に
面
白
い
ゲ
l
ム
性
を
生
み
出
せ
な
い
…
逃
れ
ら
れ
な
い
。
「
商
品
」
で
あ
る
以
…
が
乏
し
く
て
逃
げ
る
と
き
の
恐
怖
感
は

直E



あ
る
が
、
こ
れ
で
は
麻
酔
さ
え
あ
れ
ば
…
ズ
ル
的
謎
解
き
を
多
用
し
た
が
た
め
…
オ
』
の
固
定
カ
メ
ラ
と
操
作
感
を
踏
襲
…
が
パ
ー
に
な
る
と
い
う
安
易
な
も
の
だ

爽
快
感
も
恐
怖
感
も
感
じ
る
こ
と
が
な
…
に
、
ジ
ェ

ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
ス
ピ
l

…
す
る
限
り
、
そ
の
比
較
に
お
い
て
、
モ
…

っ
た
。

い
ま
ま
で
淡
々
と
ゲ
l
ム
が
進
ん
で
し

…
ド
感
を
殺
し
て
し
ま
い
、
事
務
的
な
お
…
デ
リ
ン
グ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
や
恐
竜
の
出
…

三
上
さ
ん
の
当
初
の
発
想
に
あ
っ
た

ま
う
の
だ
。
『
バ
イ
オ
』
の
ゲ
l
ム
性
…
使
い
ゲ
l
ム
を
時
間
稼
ぎ
だ
と
気
づ
き
…
現
数
は
低
下
し
、
背
景
も
プ
リ
レ
ン
ダ
…
で
あ
ろ
う
「
商
品
企
画
」
と
し
て
の
面

を
べ

l
ス
に
、
ゾ
ン
ピ
を
恐
竜
に
差
し
…
な
が
ら
強
要
さ
れ
る
羽
目
に
な
る
。
唯
一
の
美
し
さ
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
…
白
さ
に
は
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
自

替
え
る
こ
と
で
起
き
た
矛
盾
を
プ
レ
イ

…

一
の
救
い
は
、
個
々
の
パ
ズ
ル
の
謎
解
…
解
像
度
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ほ
…
ら
が
生
み
出
し
た

『バ
イ
オ
」
と
い
う

し
た
手
応
え
に
感
じ
て
し
ま
う
。

…
き
が
実
に
工
夫
さ
れ
面
白
い
こ
と
で
あ
…
ど
意
識
す
る
な
ら
、
通
常
は
プ
リ
レ
ン
…
完
成
さ
れ
た
「
作
品
」
を
会
社
の
戦
略

プ
レ
イ
時
間
稼
ぎ
の
手
段
で
も
あ
る
…
る
。

…
ダ
背
景
、
効
果
的
な
シ
l
ン
で
は
フ
ル
…
と
し
て
模
倣
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

要
所
要
所
の
パ
ズ
ル
的
謎
解
き
も
同
様
…
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
に
関
し
て
「バ
イ
オ
』
…
ポ
リ
ゴ
ン
と
使
い
分
け
る
の
が
ベ
タ
l

…
時
、
「
商
口
巴
と
し
て
の
方
向
性
を
誤

だ
。
『
バ
イ
オ
」
で
は
、
お
化
け
屋
敷
…
で
は
、
ポ
リ
ゴ
ン
数
を
ケ
チ
る
た
め
に
…
な
選
択
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

…
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
の
で
は
な
い

や
肝
試
し
で
恐
る
恐
る
お
墓
に
お
札
を
…
プ
リ
レ
ン
ダ
（
C
G取
り
込
み
）
の

一

…

『バ
イ
オ
」
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
「
パ
…
か
。
『バ
イ
オ
』
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
は

届
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
ル
l
ル
よ
ろ
…
枚
絵
の
背
景
に
座
標
を
計
算
し
て
ポ
リ
…
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
大
企
業
の
陰
…
ク
オ
リ
テ
ィ
が
低
い
が
、

一
本
の
作
品

し
く
、
個
々
の
謎
解
き
や
そ
の
た
め
の
…
ゴ
ン
キ
ャ
ラ
を
表
示
す
る
と
い
う
苦
肉
…
謀
」
を
プ
ロ

y
卜
と
し
て
、

ゾ
ン
ピ
や

…
と
し
て
見
る
と
完
成
度
が
高
い
こ
と
か

往
復
自
体
が
ゲ
l
ム
進
行
に
お
い
て
恐
日
の
策
を
取
っ
た
。
こ
れ
が
功
を
奏
し
て
、
…
ク
リ
l
チ
ャ

l
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
デ
…
ら
、

三
上
さ
ん
の
苦
悩
と
抵
抗
が
窺
え

怖
感
や
緊
迫
感
を
出
し
て
い
た
。
し
か
…
あ
の
独
特
の
操
作
感
と
美
し
い
背
景
と
…
ィ
テ
ー
ル
を
与
え
て
い
た
。
し
か
し

…
る
。自
由
な
発
想
が
商
品
化
さ
れ
る
時
、

し

『デ
ィ
ノ
』
で
は
過
剰
な
ま
で
に
パ
…
固
定
カ
メ
ラ
に
よ
る
客
観
的
臨
場
感
を
…

『デ
ィ
ノ
』
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
そ
れ
と
…
そ
れ
は
自
由
な
開
発
環
境
が
伴
っ
て
こ

一
生
み
出
し
た
。
し
か
し

『デ
ィ
ノ
」
で
…
比
較
す
る
以
前
の
お
粗
末
な
も
の
で
あ
…
そ
独
創
的
な
「
作
品
」
へ
と
昇
華
す
る

ト
…
は
、
フ
ル
ポ
リ
ゴ
ン
を
採
用
し
た
に
も
…
る
。
有
名
な
恐
竜
映
画
と
の
差
別
化
を
…
可
能
性
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
。

吋
…
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ベ
ン
ト
演
出
や
広
い
…
楽
し
み
に
し
な
が
ら
プ
レ
イ
す
る
と
、
…
司
て
を
立
斗

．

／

こ

れ

一
市
し
売
を
ゴ

圃

ン
ラ
ャ
ま

削
…

空
間
や
長
い
通
路
の
移
動
な
ど
で
プ
レ
…
次
々
と
襲
い
か
か
る
恐
竜
た
ち
と
ま
関
口
一

日日
と
販
店
チ

園

ョ
セ
チ
生

ー

…

一

4
画
め
田
げ

圃

ン
ン
ン
が
、
、

岨
…
イ
ヤ
ー
を
カ
メ
ラ
が
追
う
だ
け
で
、
後
…
連
性
の
な
い
「
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
…

一
か
企
た
浦
町

園

－↑

ォ
一
二
札

l

H

日

日

一

泡
点
す
っ
考
・

圃

ス日

υド
ワ
乙

イ
…
は

『バ
イ
オ
」
を
意
識
し
た
固
定
カ
メ
…
発
と
軍
事
利
用
」
と
い
う
や
す
こ
設
定
日
！
？
低
二
か
ッ
の
始

圃

ィ
n
ミ
ア
口
出

l
l

…
E
一七
コ
舌
に
畏
開

園

レ
月
の
る
オ
未

…
ラ
が
メ
イ
ン
と
な
り
、
フ
ル
ポ
リ
ゴ
ン
…
の
凝
っ
た
プ
ロ
ッ
ト
を
解
明
す
る
謎
解

H

J
一地
げ
に
J

店
も

圃

プ
柏
例
す
フ
草

H

H

H

L

一唄

ゴ
作

V
「

動

園

町

置
耐
異
衰
の
似

づ
…
の
醍
醐
味
で
あ
る
カ
メ
ラ
ワ
l
ク
に
よ
…
き
が
延
々
続
く
。
ど
ん
な
ど
ん
で
ん
返
…
一

陣
杭
制
T
り
活

，

v
円
M
M
代
く
も

1
一同
アト

ム
e

よ一

団
仏
／
目
て
を
多
る

と
…
る
迫
力
の
映
像
が
犠
牲
こ
な

っ
て
い
…
し
が
あ
る
の
か
と
思
い
き
や
：
：
：
ネ
タ
…

F
一｜
山
一
身
曹
リ

圃
ト
ン
売
し
S

、ぇ

日

l

H

U

一
ー
ゲ
転
の
フ

直
－

勺奨

と
P
後
超

H

…
る
。
確
か
に
現
行
P
S
の
ス
ペ
ッ
ク
を
…
パ
レ
な
の
で
詳
し
く
は
響
か
な
い
が
、
…
且
机
昨
日
ベ
ぬ

田
川

U
，r
E
M

縄

…
限
界
ま
で
引
き
出
し
て
見
事
な
フ
ル
ポ
…
設
定
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
や
デ
ィ
テ
ー
ル
…
旦
性
J

U
四
耽

E
ォ
トH

M
J
J

札
ム
ー

一
α
社
験
上
現

週
ィ

『
幡
ラ
配
一
が

恐

…
リ
ゴ
ン
を
実
現
し
て
い
る
が
、

「
パ
イ

…
ど
こ
ろ
か
、
す
べ
て
の
謎
解
き
の
努
力
…

p

一7
入
経
ち
実

包
バ

メ
酬
ホ
を
ゲ
た

メーカー：：カプコン／償種：プレイステーション／侮格：精,rm／発売日：明年7月1日
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直E

ま

一

』

ヴ

リ

で

も

あ

る

噂

ン

事
一

n

ス
テ
ム
は
i－
突
の
と
こ
ろ
従
武
如
何
P

G
の
フ
ラ
グ
立
て
と
な
ん
ら
変
わ
ら
な

い
が
、
上
手
い
演
出
が
施
さ
れ
「
お
使

い
」
を
や
ら
さ
れ
て
い
る
感
は
な
い
。

序
盤
の
シ
ナ
リ
オ
に
つ
い
て
は
や
や

強
引
な
展
開
が
目
立
つ
が
、
「
僕
ら
の

衝
を
守
ろ
う
」
的
な
当
初
の
使
命
は
、

「
普
通
に

R
P
G
を
楽
し
め
る
人
」
に

は
自
然
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
「
噂
が

現
実
に
な
る
」
と
い
う
舞
台
設
定
そ
の

も
の
も
、

シ
ナ
リ
オ
上
で
度
々
利
用
さ

れ
昇
華
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
マ
ニ
ア
は
納
得
し
な
い
。
何

故
な
ら

「
こ
ん
な

一
般
層
に
日
和
っ
た

ゲ

1
ム
」
に
メ
ガ
テ
ン
の
魅
力
を
見
い

だ
す
事
は
で
き
な
い
と
思
う
か
ら
だ
。

確
か
に
領
け
る

一
面
も
あ
る
。
メ
ガ



テ
ン
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
の
魅
力
に
、
金

…
を
投
げ
出
し
た
マ
ニ
ア
諸
君
。
も
う
少
…
人
公
た
ち
、
伏
線
が
多
く
ス
ッ
キ
リ
し
…
テ
ィ
を
取
り
戻
す
た
め
に
戦
う

「デ
ピ

子

一
馬
氏
の
個
性
的
か
つ
洗
練
さ
れ
た

…
し
だ
け
プ
レ
イ
し
続
け
て
欲
し
い
。

…
な
い
謎
も
全
て
中
盤
以
降
に
生
き
て
く
…
ル
サ
マ
ナ
1
」
と
続
編
『
ソ
ウ
ル
ハ
ッ

悪
魔
の
デ
ザ
イ
ン
が
あ
る
。

し
か
し
、
…

仮
面
（
ベ
ル
ソ
ナ
）
を
か
蕊
つ

…
る
。

守
し
て
ラ
ス
ト

ι待
つ
ど
ん
で
ん
…
ヵ
！
こ
。
メ
ガ
テ
ン
以
前
、
他
の
多

『
罪
」
で
は
堪
能
で
き
る
氏
の
イ
ラ
ス

・

，

H

店
経
し
最
刀
の
目
的
て
あ
る
仮
面
党
の
日
く
の

R
P
G
に
見
ら
れ
た
「
世
界
を
救

…
た

『揮
」
の
真
の
婆

u

…

1

．、
日

ト
と
言
え
ば
、

キ
ャ
ラ
絵
程
度
に
と
ど

H

H

陰
謀
を
防
く
使
命
も
偽
り
、
ラ
ス
ト
ノ
…
う
」
な
ど
と
い
う
偽
善
的
な
主
題
に
僻

制

ま
っ
て
い
る
。肝
心
の
悪
魔
と
言
え
ば
、
…
メ
ガ
テ
ン
の
花
で
あ
る
悪
魔
合
体
…
タ
リ
オ
ン
と
ヒ
ト
ラ
ー
の
打
倒
も
真
の
…
易
し
て
い
た
我
々
は
、
岡
シ
リ
ー
ズ
の

鋭

戦
闘
中
に
不
細
工
な
ド
ッ
ト
絵
で
再
現
…
は
、
最
も
深
く
フ
ァ
ン
を
惹
き
つ
け
て
…
目
的
で
は
な
い
。
「何
が
真
実
か
？
」
。
…
主
人
公
た
ち
の
精
神
的
成
長
の
物
語
に

旧

さ
れ
不
満
が
残
る
。
前
作
で
も
こ
の
不
…
い
た
要
素
の

一
つ
だ
。
し
か
し
前
作
に
…
主
人
公
た
ち
は
迷
い
、
苦
し
み
、
己
を
…
共
鳴
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

A

満
を
感
じ
た
が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

…
お
い
て
ペ
ル
ソ
ナ
合
体
と
段
階
を
踏
…
見
つ
め
直
す
。
好
き
に
な
れ
な
い
登
場
…
メ
ガ
テ
ン
と
は
な
に
か
、
本
質
的
な
釧￥

 

加
え
て
主
な
鷲
場
人
物
た
ち
が
、
序
…
み
、
『罪
」
に
お
い
て
は
完
全
に
消
滅
…
人
物
た
ち
は
成
長
し
、
や
が
て
魅
力
的

…
魅
力
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
そ
れ
は
魅
力
骨

盤
に
お
い
て
全
く
魅
力
を
感
じ
さ
せ
な
…
し
た
。
こ
の
変
更
で

『芝
は
致
命
的

…
な
者
へ
変
化
す
る
。
前
半
と
後
半
の
ギ
…
的
な
悪
魔
た
ち
と
の
交
流
で
あ
り
、
主
川

ぃ
。
高
慢
で
自
分
勝
手
な
ギ
ン

コ
、
ナ
…
に
メ
ガ
テ
ン
と
は
逮
う
も
の
だ
と
思
え
…

ヤ
ッ
プ
が
よ
り
感
動
を
も
た
ら
す
。
…
人
公
の
精
神
的
成
長
の
物
語
の
は
ず
泊

ル
シ
ス
卜
で
独
裁
者
の
栄
士
口
、
独
善
的
…
た
。
だ
が
、
合
体
魔
法
を
使
っ
て
い
る
…

「芝
で
描
か
れ
た
の
は
世
界
を
救
う
…
だ
。
そ
れ
な
ら
ば
シ
ス
テ
ム
の
変
更
も
仔

な
舞
耶
。
唯

一
の
救
い
は
前
作
に
も
登
…
と
新
し
い
ペ
ル
ソ
ナ
に
変
異
し
た
り
、
…
英
雄
物
語
で
は
な
い
、
主
人
公
た
ち
の
…
問
題
な
い
。

一円

場
し
た
ゆ
き
の
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か
。

…
悪
魔
と
の
会
話
で
強
力
な
魔
法
を
身
に
…
精
神
的
な
成
長
を
描
い
た
も
の
だ
。
こ
…

一
般
層
に
も
楽
し
め
る
ソ
フ
ト
な
仮
灯

だ
が
止
ま
れ
、
序
般
の
時
点
で
『
罪
』
…
つ
け
る
な
ど
、
通
常
の
プ
レ
イ
で
は
発
…
れ
は
メ
ガ
テ
ン
が
こ
れ
ま
で
提
示
し
て
…
面
を
か
ぶ
っ
た

「罪
」。

そ
の
仮
面
の
川ス

ー
…
見
で
き
な
い
要
素
も
多
々
あ
る
。
回
を
…
き
た
テ
l
マ
で
は
な
い
か
。

…
裏
側
に
は
メ
ガ
テ
ン
の
本
質
的
な
面
白
一
円

u

…
重
ね
る
ご
と
に
被
雑
化
す
る
悪
魔
合
体
…
確
か
に
世
界
中
の
神
話
か
ら
集
め
ら
…
さ
が
確
実
に
継
承
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

J

，

．

 

ぺ
…
に
代
わ
り
、
新
し
い
悪
魔
（
ぺ
ル
ソ
ナ
）
…
れ
た
悪
魔
た
ち
、
オ
カ
ル
ト
調
の
ス
ト
…

1
J
川
メ
し
真
は
．
／
ル
の
ヤ

4

ケ

H

H

H

一4
の
滅
の
晶

圃

ン

ベ
く
キ

－

ニ
一
…

の
育
成
法
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
エ
ン
…

l
リ
l
展
開
と
雰
囲
気
作
り
と
い
う
ダ
…
一

し
ら
幻
品
作

圃

ほ

・多
「

L
E
E

…
一
ル
か
に
作
の
圃
‘
「
品
数
は
在

．．
 

、
、
…
デ
ィ
ン
グ
を
普
通
に
目
指
す
分
に
は
攻
…

l
ク
な
世
界
観
も
メ
ガ
テ
ン
を
語
る
上
日
一

M
l

J
で一

圃

テ

作
ど
の
ご

．．
 

コ

日

日

日

一
刷
生
罪
と
タ

圃

Z
咽
的
芯
い
即

調

圃

…
略
の
難
易
度
は
低
い
が
、
マ
ニ
ア

ッ
ク
…
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
ォ
…
一
ゆ
転
『
こ
イ
払

圃
｝
イ
2
伝
闘
白
た

軍

園

。日

U

H

E
一七
神
は
る
工
す

圃
G

レ
胡
外
戦
面
し

関嗣明

一
一
…
に
楽
し
も
う
と
す
れ
ば
か
な
り
難
し
…
カ
ル
ト
好
き
ま
と
も
か
く
、
我
々
が
共
日
一

咽
女
初
け
り
で

圃
附
イ
イ
年
の
の
も
樽

聞
惇

ー

…

L
一咽
『
畳
一統
ク
メ

圃
t
i
田
ン
一
愚
を

剛

m

M
M
…
く
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
奥
行
き
の
あ
る
…
感
し
た
の
ま
そ
ん
な
警
な
理
由
で
ま
日

両

代
、
を
る
ダ

F
ナ
闘
い
テ
ユ
、
気

回

l

l

…｜一

大
初
に
イ
あ
と

国
ソ
／
沼
ガ
ピ
が
人

開
・

刑
問
…
作
り
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

…
な
い
。『
真
・
女
神
転
生
」
で
は
、
最
…

F
一

九

間

和

朗

蜘

車

川

日
明

U
h？
町
四

国
園

一
叫
ん
釦
…
も
ち
ろ
ん
ス
ト
ー
リ
ー
に
つ
い
て
も
…
初
は
救
世
主
と
し
て
躍
ら
さ
れ
る
主
人
…

o一
竺

）

抗

心
円

E
ル

ト
〆

ω
一
ら
し

a
・

5
序
盤
で
判
断
す
る
の
は
間
違
い
だ
。
学
…
公
が
、
自
我
に
目
覚
め
自
分
の
雲
で
…

円一

三

笠

F
M
嘉
tA

メ
剛
…
園
コ
メ
デ
ィ
調
の
展
開
、
算
に
つ
く
主
…
神
さ
え
殺
す
。
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
…

p一
四

が

と

弘

個
州
日
帥
町
一
設
す
豆

・・圃園園園田園圃
ゲームソフト批胃



E画

γ
J
E
E

－－名
作
シ
リ
ー
ス
の
解
体
と
創
造

方
羽

ゲ

I
ム
と
物
語
の
融
合
の
妙

凶
一
月

終
結
お
幻
誌
混
同
川
有
コ
ル
れ
ト
お
l

拐』

鞠
踊
性
と
ゲ
l
ム
性
の

巧
み
な
ブ
レ
ン
ド

大
好
評
を
博
し
た
ゲ
l
ム
の
続
編
を

作
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
前
作
の
テ

イ
ス
ト
か
ら
大
幅
に
逸
脱
せ
ず
に
、
ユ

ー
ザ
ー
を
よ
い
意
味
で
裏
切
ら
な
く
て

は
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
『エ

1
ス
コ
ン

パ
ッ
ト

3

エ
レ
ク
ト
ロ
ス
フ
ィ
ア
』

（
以
下
A
C
3）
は
、
家
庭
用
ド
ッ
グ

フ
ァ
イ
ト
ゲ
l
ム
と
し
て
完
成
の
域
に

あ
っ
た
「
エ

1
ス
コ
ン
パ
ッ
ト

2
』
（A

C
2）
の
続
編
と
し
て
、
前
作
を
超
え

る
宿
命
を
負
っ
て
制
作
さ
れ
た
ゲ
l
ム

だ
。

『
A
C
3」
は
「
今
ま
で
フ
ラ

イ
ト
シ
ュ

l
テ
ィ
ン
グ
ゲ
1
ム
を
遊
ん

だ
こ
と
の
な
い
人
に
も
遊
ん
で
も
ら
お

う
」
、
す
な
わ
ち
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
関
口

…
を
広
げ
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
設
計
…
場
の
思
惑
を
絡
め
な
が
ら
グ
l
ム
が
進
…
い
る
。
そ
の
た
め

…
さ
れ
た
。
そ
れ
に
従
っ
て
組
み
込
ま
れ
…
行
す
る
。

…
l
リ
l
の
受
け
止
め
方
が
異
な
り
、
ゲ

…
た
も
の
が
「
物
語
を
主
軸
に
お
い
た
ゲ

…
ス
ト
ー
リ
ー
は
途
中
幾
度
と
な
く
分
…

1
ム
に
対
す
る
思
い
入
れ
は
こ
こ
最
近

－
ム
構
成
」
と
「
ゲ
l
ム
シ
ス
テ
ム
の
…
岐
す
る
が
、
分
岐
の
や
り
方
が
ア
ド
べ
…
の
ゲ
l
ム
の
中
で
も
随

一
だ
。

…
単
純
化
」
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
改
革
は
、
…
ン
チ
ャ
l
ゲ
l
ム
の
よ
う
に
コ
マ
ン
ド
…
物
語
の
質
も
ま
ず
ま
ず
で
、
ラ
ス
ト

…
調
整
を
し
く
じ
る
と
従
来
の
フ
ァ
ン
か
…
で
選
択
す
る
の
で
は
な
く
、
戦
闘
中
に
…
の
ま
と
め
方
に
は
疑
問
が
残
る
も
の

ら
反
感
を
買
い
か
ね
な
い
も
の
で
あ
…
「
誰
に
つ
い
て
い
く
か
」
と
い
う
形
で
…
の
、

一
つ
の
物
語
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

…
り
、
制
作
者
の
セ
ン
ス
が
要
求
さ
れ
る
…
判
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
戦

…
か
ら
眺
め
る
の
は
、
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル

…
部
分
で
も
あ
る
。
は
た
し
て
、
こ
れ
ら
…
闘
シ

l
ン
と
ビ
ジ
ュ
ア
ル
シ

l
ン
の
つ
…
を
組
み
立
て
て
い
く
よ
う
な
楽
し
さ
が

の
改
革
は
う
ま
く
い
っ
た
の
ゆた
ろ
う
か
。

…
な
が
り
が
き
わ
め
て
’
自
然
で
、
物
語
と
…
あ
り
、
す
べ
て
の
ル
l
ト
を
試
し
た
く

ま
ず
、
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
見
て
み
よ
…
ゲ
l
ム
が
う
ま
く
融
合
し
て
い
る
。
ま
…
な
る
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。

…
ぅ
。
『
A
C
2」
で
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
…
た
、
物
語
も
単
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
解
説
…
物
語
の
導
入
は
、
「
A
C
2』
ま
で

「
傭
兵
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
立
場
を
…
す
る
の
で
は
な
く
、
ゲ
ー
ム
内
の
人
の
…
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
戦
う
た
め
に

…
与
え
、
物
語
は
あ
く
ま
で
も
戦
闘
の
補
…
表
情
や
世
界
観
を
重
点
的
に
描
く
こ
と

…
戦
う
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
か
ら

一
変

…
助
と
し
て
の
み
存
在
し
て
い
た
。
し
か
…
で
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
「
神
様
の
視
点
」
…
「
何
か
の
目
的
の
た
め
に
戦
う
（
あ
る

…
し
「
A
C
3」
で
は
2
0
4
0年
の
近
…
で
正
義
を
見
る
の
で
は
な
く
、
ゲ
l
ム
…
い
は
戦
わ
さ
れ
る
こ
よ
う
に
な
り
、

…
未
来
を
舞
台
に
、
人
類
の
電
脳
化
と
企
…
内
の
視
点
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
対
す
る
…
ド
ッ
グ
フ
ァ
イ
ト
そ
の
も
の
に
は
興
味

…
業
閥
抗
争
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
立
…
「
共
感
」
で
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
…
の
な
い
、
こ
う
い
っ
た
ゲ
｜
ム
を
敬
遠



し
て
い
た
層
を
意
識
し
て
い
る
。
現
に
…
は
フ
ィ
ー
ル
ド
内
を
飛
び
回
っ
て
敵
を

T
V
C
F
で
も
戦
闘
シ
l
ン
よ
り
も
ピ
…
探
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
ム

ジ
ユ
ア
ル
シ
l
ン
を
中
心
に
ア
ピ
ー
ル
…
ボ
タ
ン
と
ア
ナ
ロ
グ
レ
バ
ー
を
使
用
す

し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
方
向
性

…
る
こ
と
で
、
ロ

ッ
ク
オ
ン
し
た
敵
の
位

は
十
分
う
か
が
え
る
。

…
置
に
自
動
的
に
視
点
を
移
動
す
る
シ
ス

し
か
し
物
語
主
体
だ
か
ら
と
い

っ

…
テ
ム
が
組
み
込
ま
れ
た
。
こ
の
シ
ス
テ

て
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
コ
ン
パ
ッ
ト
シ
l

…
ム
は
秀
逸
で
、
常
に

「倒
す
べ
き
敵
」

ン
で
つ
ま
ず
い
て
し
ま
っ
て
は
意
味
が
…
が
マ
ー
ク
さ
れ
る
た
め
、
広
い
空
域
で

な
い
。
エ
ー
ス
コ
ン
パ
ッ
ト
は
た
だ
で
…
敵
を
見
失
う
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

さ
え
操
作
系
が
被
維
な
フ
ラ
イ
ト
シ
ュ
…
ま
た
、
機
体
が
大
き
く
傾
い
た
と
き

l
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ム
な
の
で
、
ゲ
l
ム

…
な
ど
ω巴
h
q『ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で

シ
ス
テ
ム
も
改
革
さ
れ
る
必
要
が
あ
…
瞬
時
に
水
平
飛
行
に
戻
せ
る
点
や
、
離

る
。
『
A
C
3
』
で
は
ど
の
よ
う
に
、
…

着
陸、

空
中
給
油
は
ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン

操
作
系
を
改
革
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

…
を
押
す
こ
と
で
自
動
的
に
行
っ
て
く
れ

強
制
ス
ク
ロ
ー
ル
の
シ
ュ
l
テ
ィ
ン

…
る
と
い

っ
た
点
な
ど
も
、
初
心
者
を
意

グ
ゲ
l
ム
と
違
っ
て、

『
A
C
3』
で
…
識
し
た
設
定
だ
。
機
体
性
能
も

『A
C

J

…
2
」
に
比
べ
失
速
し
に
く
く
、

姿
勢
変

e
1
h

・

一
向
…
化
も
ゆ
っ
く
り
と
、
か
つ
深
い
角
度
で

ω
…
旋
回
す
る
よ
う
に
な
り
、
か
な
り
豪
快

崎
…
に
飛
行
機
を
振
り
回
し
て
も
大
丈
夫
な

M

…
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「

－

U

引
…
で
は
、

冒
頭
に
書
い
た
よ
う
に

『A

b
E
’
H
 

飾
…

c
3」
は

「A
C
2』
の
続
編
と
し
て

。ν
・

限
…
成
功
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

F

－
 

断
…

『A
C
3』
の
見
た
目
は

『A
C
2』

市
…
か
ら
大
幅
に
変
わ
っ
た
。
物
語
も
随
所

仲
…
に
導
入
さ
れ
、

『
A
C
2」
に
あ
っ
た

“
…
ス
ト
イ
ッ
ク
さ
や
リ
ア
リ
テ
ィ
は
ほ
と

・・圃園圃園田園圃
ゲ ームソフト批静

ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
前
…
る
こ
と
は
、
ゲ
ー
ム
バ
ラ
ン
ス
の
崩
様

作
の
フ
ァ
ン
に
は
、
機
体
性
能
の
無
個
…

を
招
く
可
能
性
が
高
い
。
極
端
な
話

性
化
や
ダ
メ
ー
ジ
に
対
す
る
ぺ
ナ
ル
テ
…

『
エ
l
ス
コ
ン
パ

ッ
ト
』
シ
リ
ー
ズ
は
、

イ
が
な
く
な
り、

戦
略
性
が
低
下
し
た

…
シ
ス
テ
ム
は
『
A
C
2
』
の
ま
ま
追
加

こ
と
な
ど
期
待
外
れ
だ
っ
た
部
分
も
な

…
機
体
を
組
み
込
ん
だ
だ
け
で
も
従
来
の

い
わ
け
で
は
な
い
。

…
フ
ァ
ン
は
満
足
が
い

っ
た
は
ず
だ
。

し
か
し
、
「
A
C
3
』
は

『
エ
l
ス

…

し

か

し
あ
え
て
、

「
A
C
3』
は
l

コ
ン
パ
ッ
ト
」
シ
リ
ー
ズ
の
核
で
あ
る
…
か
ら
作
品
を
見
直
し
た
。
こ
れ
は
と
て

「手
軽
に
楽
し
め
る
ド

ッ
グ
フ
ァ
イ
ト

…
も
勇
気
が
い
る
こ
と
で
あ
り
、

会
社
が

ゲ
1
ム
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
し
っ

…
本
気
で
エ
l
ス
コ
ン
パ
ッ
ト
を
育
て
よ

か
り
と
押
さ
え
て
作
ら
れ
た
。
し
た
が
…
う
と
し
て
い
る
意
気
込
み
を
十
分
に
感

っ
て
「
ス
ト
ー
リ
ー
重
視
に
な
っ
た
か

…
じ
と
れ
る
。

…
ら
ド
ッ
グ
フ
ァ
イ
ト
が
な
お
ざ
り
に
な

…

こ
の
よ
う
に
、
安
易
な
続
編
で
満
足

っ
た
」
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
や
さ
し
…
せ
ず
、
新
し
い
エ
l
ス
コ
ン
パ
y

ト
を

…
く
な
っ
た
の
は
操
作
系
統
だ
け
で
、
戦
…
作
り
上
げ
、
な
お
か
つ
そ
れ
を
よ
く
ま

闘
が
始
ま
れ
ば
敵
は
本
気
で
攻
撃
を
仕
…
と
ま
っ
た
お
も
し
ろ
い
グ
l
ム
に
仕
上

…
掛
け
る
。
『
A
C
2」
に
比
べ
敵
の
背
…
げ
た
姿
勢
は
、
積
極
的
に
評
価
し
て
よ

…
後
を
取
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
お
り
、
…
い
だ
ろ
う
。

…
「
初
心
者
向
け
H
パ
カ
な
敵
」
と
い
う
、
…

司

こ
ん
U
タ
U

・

員ど

一
則
ど
わ

χ
一

e
圃

／

H
R

…
安
易
な
設
計
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

…
一

叶
ゆ
代
一
一
江
加

園

仏
師
乱
猷

さ
ら
に

『A
C
3
』
の
シ
チ
ュ
エ
l

…
一

川
山

三

ぷ

w
田

弘
訳
本
一

一に

ヒ
づ
一

v
e
－

－ア
自
主
を
要

…
シ
ョ
ン
で
し
か
で
き
な
い
、
成
層
圏
で
…
一
れ
た
気
タ

m
m
圃
｝
ス
却
傭
い
の

E
一計

」J
に
ギ
こ

口

圃

G
イ
月

・
戦
ど

の
ド
ッ
グ
フ
ァ
イ
ト
や

「ス
タ
1
・
ゥ

…

一

l
泊
分
『
割
問

圃
汀
ル制
漏
ら
芯

L
一
山

之
自
ら
畑
町

u
圃

M
H

コ
知
噸
伊
肢

オ

l
ズ
」
ば
り
の
狭
隆
な
ト
ン、
ネ
ル
を
…

｜
一男
し
る
が

m
w

，2
・
1
¢
J
l

ー
一，
泊
い
な
即
a
国
ト
・
1

作
自
の

…
抜
け
る
任
務
な
ど
、
ミ
ッ
シ

ョ
ン
の
多
…

E

出
て
ち
畑

m
E
ツ
／
兜
前
稼
で

一

モ
め
待
総
阿

国
パ

コ
発
ー
を
中

…
様
性
も

『A
C
2」
の
比
で
は
な
い
。

…
♀

口
一叫
駒
市
w
E
別
訪

問一
階
世

あ
る
意
味
完
成
の
域
に
達
し
て
い
る
…
旦

札
制
崎
潤
附

E
引
ト川
一附
－1
4

…
『
A
C
2」
を
シ
ス
テ
ム
面
で
い
じ
く

…
巳

山
肌
間
的

一・
個
F
K
醐
町
出
れ
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「
人
問
販
ダ
ビ
ス
タ
」
の
麗
に

聞
さ
れ
た
古
典
の
纏
承
と
発
属

『
俺
の
屍
を
越
え
て
ゆ
け
（
以
下
、

俺
屍
）
」
は
「
リ
ン
ダ
キ
ュ
ー
ブ
」
な

ど
、
発
売
さ
れ
た
途
端
に
各
ゲ
1
ム
誌

で
「
隠
れ
た
名
作
」
と
呼
ば
れ
る
作
風

を
得
意
（
？
）
と
す
る
ゲ
l
ム
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
桝
田
省
治
氏
が
制
作
し
た
R
P

G
だ
。

舞
台
は
平
安
時
代
風
の
日
本
。
都
で

は
鬼
が
跳
梁
政
属
し
て
お
り
、
人
々
は

そ
の
猛
威
に
お
び
え
な
が
ら
暮
ら
し
て

い
た
。
そ
こ
で
大
江
山
に
居
を
構
え
る

鬼
の
首
領
、
朱
点
童
子
を
討
伐
せ
ん
と
、

夫
婦
の
勇
者
が
立
ち
あ
が
る
（
ち
な
み

に
カ
ミ
さ
ん
は
天
女
）
。
と
こ
ろ
が
朱

点
章
子
の
卑
怯
な
民
に
は
ま
り
、
勇
者

E国

…
夫
婦
は
惜
し
く
も
敗
れ
て
し
ま
っ
た
。

…
ま
う
。
ふ
た
つ
め
は
「
種
絶
の
呪
い
」
。

・叩

し
か
も
勇
者
夫
婦
の
忘
れ
形
見
、
す
…
人
と
交
わ
っ
て
子
を
残
す
こ
と
が
で
き
ド

な
わ
ち
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
は
、
ふ
た
つ
の
…
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
勇
猛
だ
っ
《
山

…
呪
い
を
朱
点
童
子
に
か
け
ら
れ
て
し
ま
…
夫
婦
の
血
脈
が
途
切
れ
る
の
を
惜
し
勾

a

う
。
ひ
と
つ
は
「
短
命
の
呪
い
」
。
わ
…
だ
天
界
の
神
々
が
、
彼
ら
の
遺
児
に
手

ず
か
2
年
で
寿
命
が
つ
き
て
死
ん
で
し

…
を
さ
し
の
べ
る
。
神
々
と
交
わ
っ
て
子

…
を
産
み
、
力
を
蓄
え
て
朱
点
章
子
を
討

…

ゆ
…
ち
果
た
し
て
、呪
い
を
う
ち
切
れ
と
・
：
。

日
…
こ
の
よ
う
に

『
俺
屍
』
の
テ
l
マ
は
…

汁
…
「
世
代
交
代
」
。
そ
の
ゲ
l
ム
シ
ス
テ
ム
…

付
…
は
ぶ
っ
ち
ゃ
け
て
言
え
ば
「
人
間
版
ダ
…

は
…
ビ
ス
タ
」
だ
ろ
う
。

E

－
 

和
…
ま
ず
拠
点
と
な
る
「
当
主
の
館
」
か

1

・

間

…
ら
マ
y
プ
に
出
る
と
、
朱
点
章
子
が
住
…

E

－
 

幅

…
ま
う
大
江
山
と
3
カ
所
の
ダ
ン
ジ
ョ
ン

E

－
 

哨
…
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
多
数
の
鬼
が
う
ろ
…

闘
…
つ
い
て
い
る
。
そ
の
鬼
ど
も
を
な
ぎ
倒
…

時
…
し
て
戦
勝
点
（
経
験
点
）
を
得
て
、
キ
…

度
で
死
を
迎
え
て
し
ま
う
。
当
然
キ
ャ

ラ
が
い
な
く
な
れ
ば
ゲ
l
ム
オ
ー
バ
ー

だ
。
そ
こ
で
神
と
交
わ
る

「交
神
の
儀
」

を
執
り
行
い
、
よ
り
素
質
の
高
い
子
孫

を
残
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
遺
伝
情
報
が
膨
大
な
上
、
プ

レ
イ
ヤ
ー
の
思
惑
通
り
の
キ
ャ
ラ
が
生

ま
れ
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
。
時
に
は

不
肖
の
息
子
や
娘
も
生
ま
れ
て
く
る
。

そ
れ
で
も
隔
世
遺
伝
に
よ
っ
て
孫
の
代

か
ら
才
能
を
開
花
さ
せ
る
と
と
も
あ
る

の
だ
。
か
く
し
て
、
そ
れ
が

「家
系
図
」

に
刻
み
込
ま
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に、

『俺
屍
』
は
「
血
」
の
継
承
で

一
族
を



強
化
し
て
い
く
こ
と
が
、
シ
ス
テ
ム
の
…
で
は
な
い
。
『
リ
ン
ダ
キ
ュ
ー
ブ
』
も

柱
に
な
る
わ
け
だ
。

…
そ
う
だ
が
、
各
誌
の
レ
ビ
ュ
ー
で
言
わ

こ
の
受
け
継
が
れ
て
い
く
血
と
命
の
…
れ
て
し
ま
う
の
が
、
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
が

重
み
、
そ
し
て
志
半
ば
で
倒
れ
て
い
く
…
弱
い
、
と
い
う
こ
と
。
い
わ
く
P
C
エ

キ
ャ
ラ
の
哀
切
が
、
物
語
と
し
て
作
者
…

ン
ジ
ン
の
ゲ
l
ム
の
よ
う
だ
と
か
。
お

が
語
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
…
そ
ら
く
戦
闘
画
面
に
登
場
す
る
鬼
た
ち

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
て
く
る
。

…
が
、
日
本
画
（
京
極
夏
彦
の
京
極
堂
シ

実
家
に
墓
（
ご
本
尊
）
の
あ
る
方
は
、
…
リ
l
ズ
で
お
な
じ
み
と
な
っ
た
鳥
山
石

お
盆
に
で
も
墓
碑
銘
を
見
て
み
る
と
い
…
燕
の
「
画
図
百
鬼
夜
行
」
の
妖
怪
画
を

い
。
少
な
く
と
も
4
人
以
上
の
名
が
刻
…
イ
メ
ー
ジ
し
て
欲
し
い
）
調
で
捕
か
れ

ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
（
僕
の
実
家
で
は

…
て
い
る
た
め
だ
ろ
う
。

そ
う
だ
つ
た
）
。
そ
の
人
た
ち
が
い
な
…
実
際
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
に
つ
い
て
は
1

け
れ
ば
、
今
の
自
分
は
い
な
い
の
だ
と
…

2
8ピ
ッ
ト
マ
シ
ン
が
云
々
、
色
数
は

い
う
こ
と
を
、
僕
は
改
め
て
痛
感
さ
せ

…
ハ
イ
レ
ゾ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
何
万
色
と

ら
れ
た
。

…
い
う
時
代
に
あ
っ
て
、
「俺
屍
』
は
見

と
は
い
え
ツ

ッ
コ
ミ
処
が
な
い
わ
け
…
劣
り
す
る
。
商
品
カ
と
い
う
点
で
は
ユ

ー
ザ
1
に
対
す
る
訴
求
力
の
弱
さ
は
否

“
…
め
な
い
。

府

…

し
か
し
、
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
を
美
麗
に

帥
…
す
る
こ
と
が
、
本
作
に
と
っ
て
必
要
で
、

姐
…
作
品
に
も
プ
ラ
ス
に
作
用
す
る
も
の
だ

1

・

剣

…
と
思
え
な
い
の
も
確
か
だ
。

U

川
…
日
本
画
調
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
は
世
界

s
－
 

川町

…
観
に
マ
y
チ
し
て
お
り
、
違
和
感
も
な

，． 
女

…
く
、
こ
れ
以
外
の
絵
柄
と
い
う
の
が
逆

酬

…
に
考
え
に
く
い
。
ま
た
美
麗
に
す
れ
ば

t
－
 

日
…
す
る
ほ
ど
、
デ
ー
タ
の
読
み
込
み
に
時

伽
…
聞
が
か
か
り
、
ゲ
1
ム
の
テ
ン
ポ
が
悪

ゲームソフト It.. 

…
く
な
る
の
も
本
末
転
倒
だ
。
そ
の
点
…

p
G
で
こ
の
よ
う
な
快
感
を
得
る
の

『俺
屍
』
は
画
面
の
切
り
替
え
や
戦
闘
…
は
、
も
う
ず
い
ぶ
ん
久
し
ぶ
り
だ
。
朱

の
テ
ン
ポ
、
ま
た
フ
ィ
ー
ル
ド
画
面
か

H

点
童
子
に
よ
っ
て
鬼
に
さ
れ
た
神
々
の

ら
戦
闘
画
面
へ
の
切
り
替
え
の
演
出
な
…
解
放
な
ど
、
ゲ
l
ム
を
通
し
て
世
界
観

…
ど
、
ゲ
1
ム
の
展
開
が
非
常
に
心
地
よ
…

に
触
れ
る
仕
掛
け
も
数
多
い
。

日a

・

ぃ
。
キ
l
レ
ス
ポ
ン
ス
も
良
好
だ
。

…
そ
の
意
味
で
『
俺
屍
」
は
、
「
古
典
出

つ
ま
り
こ
の
貧
相
さ
（
郷
撤
し
て
い
…

の
継
承
と
発
展
」
が
高
レ
ベ

ル
で
表
現
制

る
わ
け
で
は
な
い
）
は
、
ゲ
l
ム
全
体
…
さ
れ
て
お
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
主
導
型
が
聞

の
お
も
し
ろ
さ
を
損
な
わ
な
い
た
め
…
隆
感
を
誇
っ
て
い
る
R
P
G
の

現

状

に

け

に
、
確
信
犯
的
に
採
用
さ
れ
た
も
の
な
…
対
す
る
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ン
チ
的
な
怠

帥

…
の
だ
ろ
う
。
ゲ
l
ム
の
本
質
を
見
ま
ご

…
昧
も
併
せ
持
っ
て
い
る
。

齢

…
う
と
と
な
く
、

丁
寧
な
作
り
込
み
を
行
…
か
つ
て
の
花
形
ジ
ャ
ン
ル
だ
っ
た

R

げヨ

…
っ
た
制
作
会
社
ア
ル
フ
ァ
シ
ス
テ
ム
に

…
P
Gが
凋
議
し
、
ド
ラ
ク
エ
や
F
Fな
↓

…
も
敬
意
を
表
し
た
い
。

…
ど
一
部
の
有
名
タ
イ
ト
ル
以
外
は
売
れ
好d

E
 

思
え
ば
原
初
の
R
P
Gと
は
『俺
屍
』
…
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
中
で
、
こ
の
品
川

…
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
主
導
型
の
も
の
だ
…

「桝
田
節
」
と
も
い
え
る
本
作
品

は

、

細

っ
た
。
過
去
に
例
を
と
っ
て
み
れ
ば

…
久
々
の
快
作
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
V

『
ロ
1
グ
』
や
『
ウ
ィ
ザ
l
ド
リ
イ
』
…
ろ
う
か
。

ー

…
が
そ
の
代
表
例
だ
ろ
う
。
こ

う

し

た

作

…

司
い
ら
っ
匂

．

陀
ヨ
け
目
γ

寸

一
曹

E
伸
二
」

P

圃

・
・
旧
日
」
哨
d

F

J

R

…
口
聞
は
ど
れ
も
日
分
程
度
の
プ
レ
イ
で
キ
…

一
川
副
司
利
松

園

児刊
釦
む
女

E
l

一
制
百
見
そ
の

圃

忽
き
こ
一

．．
 

ヤ
ラ
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
り
、

l
プ
…

一
叶
J

も

・ド

圃

ν前
で
す
ユ

国
国

、
…

一
点
配
事
す
一
私

圃

引
紅
白
キ

閉
幽

レ
イ
が
終
了
し
た
り
と
、

非
常
に
短
L

H

j
了
附
週
仕
ま
コ
芯

圃

ニ
汁
に
げ
ダ

阻
圃

F
』一
畑

、
り
ノ
こ

園

田日
間
溢
ン

哩温調

…
サ
イ
ク
ル
の
中
で
の
快
感
が
積
み
重
な
…

L
一＠
ト
附
間
引
釘

園
町
判
明
昨
尚
一
日

開
帽

…
っ
て
、
全
体
の
快
感
と
な
っ
て
、
た
。
…

l
一ト
て
・
」
コ

r
ろ

F
Rレ
W
の
星
版
。

開
園

L

…
l
一晦
ラ
の
わ
フ
だ

圏
摘
は
帥
で
て
S
た

醇
幽

…
こ
う
し
た
日
分
で
訪
れ
る
、
波
T
つ
よ

日

E
a－
－
乙
昧
－
へ
ん

置
ブ

一
眠
ま
め
P
れ

開
園

4

…F
一
ー
れ
忽
を
戸
る

置
・

ホ
：
る
集
き
さ

E

・

…
う
な
ゲ
l
ム
の
快
感
の
連
続
が
『俺
屍
」
…
且

一
一
一
仙
一
日
内
謁

E
P
附醐
則一慨口町山

a
－

t

…
l
一

年
マ
厳
メ
く

圏
キ
・
／
衝
動
評
も

a司

…
に
は
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
止
め
時
カ
難

u
R一

9
ヒ
の
も
い

E
タ
ト
ル
が
の
好

J

E

。

…

L

田
乏
世
て

、
置
ン
↓
一
／
石
く
・
ン
一
笠

…
し
い
、
中
毒
性
の
高
い
ゲ
l
ム
だ

R

H

P一

1
貧
す
け
グ

恒
リ
メ
工
踊
多
的
イ
一
刊
一



…
陥
り
が
ち
な
部
分
も
あ
る
。
欲
を
言
え

F
：
R
a・w
・7
9’
ヨ
〆
園
田
署
ヒ
〓
圃
旬
、

…M
U
ゴ
ヴ
バ
パ
訪
れ

コ一E
単
圃
E
J
a
，d

・・2ユ
ぶ
事
例

t
m

…
む
利
か
し
た
戦
闘
を
行
え
る
余
地
利
あ

（

1
p
t
h

，pp
・
－
凶

7

・PS
F

－
V
E
t
s首

h
…
れ
ま
良
か

っ
た
と
思
う
。
ま
た
、
戦
闘

一以
ス、－
vhm
武ス
y
J
nノ
書
掲
ゲ
I
h…

l

－
m

－一、
．J

’ma
d
－Z
3
3
1
4
4
ユ
書
H
m
A
4
4リ

ア
ク
シ
ョ
ン
が
追
求
さ
れ
る
あ
ま
り

一
一
一
一
園
田
園

‘

－

E
a

，

‘

1

E

‘
：
‘
．
l
l』

4

．

，

…
か
、
原
作
の
魅
力
の

一
つ
で
も
あ
る
遺

n－
’
－

U
原

作

に

近

い

爽

快

な

ア

ク

シ

ョ

ン

を

再

現

し

た

本

作

。

し

か

し

、

そ

こ

を

強

調

す

…
跡
探
索
や
隠
密
行
動
な
ど
へ
の
選
択
肢

〉

二

己

「

る

あ

ま

り

、

載

岡

部

分

以

外

の

自

由

度

に

乏

し

い

内

容

は

残

念

で

も

あ

っ

た

。

…
が
ほ
と
ん
ど
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

一「
l
l
l」
…

も

残

念

で

は

あ

っ

た

。

本
作
は
、
同
名
の
人
気
漫
画
「
ス
プ
…
ャ
ラ
た
ち
が
立
ち
ふ
さ
が
る
。
難
易
度
…
ゲ
1
ム
と
は
い
え
、
そ
う
簡
単
に
ス
プ
…
ポ
リ
ゴ
ン
で
捕
か
れ
た
古
代
遺
跡
な

リ
ガ
ン
」
を
原
作
と
し
た
3
D
ア
ク
シ
…
の
設
定
は
非
常
に
高
く
、
フ
ロ
ム
フ
ァ
…
リ
ガ
ン
に
な
れ
る
ハ
ズ
が
な
い
の
だ
。

…
ど
の
ス
テ
ー
ジ
や
敵
キ
ャ
ラ
に
違
和
感

ョ
ン
ゲ
l
ム
で
あ
る
。
制
作
は
、
コ
ン
…
ン
な
ら
ば
と
も
か
く
原
作
フ
ァ
ン
に
こ
…
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
は
、
銃
弾
の
回
避
、
…
を
感
じ
る
こ
と
は
少
な
く
、
ク
リ
ア
後

ス
タ
ン
ト
に
叩
万
本
を
超
え
る
ヒ
y

ト
…
の
設
定
は
、
と
疑
問
に
思
う
人
も
い
る
…
格
闘
戦
に
お
け
る
素
早
い
動
作
な
ど
操
…
の
や
り
込
み
要
素
も
満
載
な
本
作
だ
け

を
送
り
出
し
て
き
た
ブ
ロ
ム
・
ソ
フ
ト
…
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
考
え
て
み
…
作
系
の
熟
練
が
要
求
さ
れ
、
訓
練
を
積
日
に
、
そ
の
世
界
観
の
完
成
に
は
際
限
の

ウ
エ
ア
（
以
下
、
フ
ロ
ム
）
。
キ
ャ
ラ

…
れ
ば
、
こ
れ
は
当
然
な
こ
と
で
あ
る
。
…
め
ば
積
む
ほ
ど
ス
プ
リ
ガ
ン
よ
ろ
し
く
…
な
い
要
求
を
感
じ
て
し
ま
う
、
い
い
意

ク

タ

ー

も

の

に

は

初

挑

戦

の

フ

ロ

ム

、

…

ィ

…

ス

ピ

ー

ド

感

あ

る

動

作

が

可

能

と

な

…

昧

で

物

足

り

な

き

の

残

る

ゲ

l
ム
で
あ

果

た

し

て

、

原

作

フ

ァ

ン

を

満

足

さ

せ

…

円

…

る

。
ま
た
、
支
給
さ
れ
る
3
種
の
A

M

…
っ
た
。

オ

日

る

だ

け

の

ゲ

｜

ム

を

提

供

で

き

て

い

た

…

ヲ

日

ス

｜

ツ

に

よ

っ

て

ア

ク

シ

ョ

ン

は

多

彩

…

司

は

九

円

－

d

き
制
い

同

…

、

“

一

川
近
問
問

圃

ベ
リ
解
・
と

で
あ
ろ
う
か
。

…

り

日

に

変

化

し

ミ

ッ
シ

ョ
ン
攻
略
に
よ
る
…
一

同一
軍
花
川

園

円
相
健
作
た

F

－

；

i

a
 

ス
プ
リ
ガ
ン
と
は
人
間
離
れ
し
た
能

…

d

…
能
力
の
上
昇
も
あ
い
ま
っ
て
、
よ
り
本
…
一

引
’
丸
山
山
げ

四
お
忠
則
索
時
わ

ジ

…

日

一

日

t
要

F
m
w
園
日
計
割
問
開
ン
て

力
を
持
つ

S
級
特
殊
工
作
員
で
あ
る
。
…

ピ

…

物

の

ス

プ

リ

ガ

ン

こ

近

づ

い

た

と

実

感

日

；

一

山
愛
刷
工
払

m

－M－y
mw
跡
ヨ
フ

ー

…

E
一
ι
る

F
て
哩
f

圃

D
ト
ト
遺
シ
刷

本

作

の

目

的

は

、

そ

の

見

習

い

「

大

槻

…

が

…

で

き

る

。
ア
ク
J

ョ
ン
面
、
特
に
戦
闘
…

J

K
鰐

H
4
J
W

．
3

2
M
問、
ク
も

ゅ

…

、

日
L
一ー
に
ム
ト
中
沼

圃
｛
一
円
岨
山
ア
年

逮
樹
」
に
な
っ
て
、
数
々
の
任
務
を
こ
…

巾

…

に
お
け
る
原
作
の
爽
快
感
は
、
ほ
ぽ
再
…

l
一明
聞
の
日
摘
杭

，
J

お
附
則
泊
聞

な

し

、

本

物

の

ス

プ

リ

ガ

ン

を

目

指

す

…

帥

…

現

さ

れ

た

と

言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

…
F
一野
九
げ
紅
白
川

置
市
川
川
此
抗
心
冗

こ
と
だ
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
前
に
は
、
実
…

剛
山
一
…

た
だ
、
ボ
ス
戦
時
な
ど
は
、
原
作
の

…
。
一

一一一川槻一四川

E
山
刻
一
一
一
明
押
収

に

フ

ロ

ム

ら

し

い

、

難

解

か

つ

多

機

能

…

時

州
…

シ
ビ
ア
さ
が
よ
く
表
さ
れ
て
い
る
が
、
…
旦
古
川
引
間
瑚
川

E
4刊
明

jm
o
y
m

跡

並

…

T

H

L

7

、

る

旬

掴

ウ
カ
ニ
ド
メ
の
の

な

操

作

系

と

鬼

の

よ

う

に

強

い

ポ

ス

キ

…

遣

は

日

一
定
ノ
タ
l
ン
に
よ
る
単
調
な
作
業
に
…
巳
旧
川
市
芯

m
個
ト
長
陀
を
作
う
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…
わ
り
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
ク
リ
ア
意
欲
を

F
一i
鍵
瞥
伝
守
手
こ
プ
〆
f
J
r
b里
障
匝
民
訴
、

…
日
付
刊
行
れ
は
じ
り
れ
一

「
J
F
E
冒
司
岡
田
『
凋
島
F
司司’’・
4

E，
剖
t
E‘
『
．
4
・
‘
副
司
盆
周
副
副
咽
調
4
t司

sv
…
ボ
ス
の
残
り
体
力
が
表
示
さ
れ
な
い
点

ヨ
一川
自
ら
の
知
力
と
技
力
を
働
か
せ
て
こ
そ
の
魅
力

…ド
υ
日
百
九
γ
間

二－
一＝圃

4
｜

…
か
り
に
く
い
こ
と
も
あ
り
、
戦
い
が
長

引
吾
’
U
反

則

ス

レ

ス

レ

の

離

し

さ

。

世

間

の

風

潮

に

逆

ら

っ

て

ま

で

古

き

良

き

時

代

の

…
引
く
と
本
当
に
倒
せ
る
の
か
と
い
う
不

〉
二
己
「

A

・R
P
Gを
踏

慢

し

た

作

品

性

に

、

開

発

者

の

こ

だ

わ

り

が

見

え

た

。

…
安
が
募
る
ば
か
り
。
私
自
身
も
タ
ン
タ

一r
i
l
l
し

…

l
ム
と
い
う
ボ
ス
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

先
日
、
ゲ
1
ム
が
好
き
な
後
輩
と
話
…
る
。
ア
ク
シ
ョ
ン
の
難
易
度
は
、
最
近

…
想
で
取
る
べ
き
手
段
を
探
さ
ね
ば
な
ら
…
て
い
る
か
否
か
が
不
安
に
な
り
無
念
に

し
た
時
、
彼
が
攻
略
本
を
見
て
ゲ
l
ム
…
の
作
品
と
し
て
は
珍
し
い
ほ
ど
シ
ピ
…
な
い
。
手
ご
わ
い
ボ
ス
（
ア
ク
シ
ョ
ン
）
…
も
攻
略
本
の
カ
を
借
り
て
し
ま
っ
た
。

を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
を
普
通
だ
と
思
っ

…
ア
。
さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
は
、
シ
ス
テ
…
と
難
解
な
謎

（パ
ズ
ル
）
。
こ
の
2
つ
…

と
、
多
少
の
難
点
は
含
み
つ
つ
も
、

て
い
る
こ
と
に
鴛
か
さ
れ
た
。
攻
略
本
…
ム
面
に
関
す
る
説
明
が
必
要
最
低
限
し
…
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
攻
略
し
て
い
く

…
本
作
か
ら
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
姻
び
な
い

に
書
か
れ
た
正
解
を
な
ぞ
っ
て
プ
レ
イ
…
か
さ
れ
な
い
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
ゲ
l
…
過
程
こ
そ
、
本
作
最
大
の
魅
力
で
あ
る
。
…
開
発
者
の
明
確
な
ポ
リ
シ
ー
が
伝
わ
つ

す
る
こ
と
に
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
達
成
…
ム
中
は
常
に
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
自
身
の
発
…
こ
れ
ら
の
魅
力
は
攻
略
本
を
見
て

「結
…
て
く
る
。
本
作
を
遊
ぶ
時
は
そ
れ
に
応

感
が
あ
る
の
だ
ろ
う
？

…

…

果
」
だ
け
を
得
て
も
、
決
し
て
得
ら
れ
…
え
る
べ
く
、
開
発
者
と
の
真
剣
勝
負
だ

こ
の

『
エ
レ
メ
ン
タ
ル
ギ
ミ

ッ
ク

…

…

な

い

。
あ
く
ま
で
自
分
の
知
力
と
技
力
…
と
思
っ
て
挑
ん
で
も
ら
い
た
い
。

ギ
ア
」
の
魅
力
は
、
こ
の
後
輩
の
よ
う
…

…
を
働
か
せ
て
、
自
分
で
解
い
て
い
く
「過
…

ヨ

年
っ
て
広

・

け
し
ク

一
世

5
F
コ孟

・

5
E

に、

謎
を
自
力
で
解
こ
う
と
す
る
努
力
…

M

…
程」

で
こ
そ
味
わ
え
る
快
感
な
の
だ
。

…

一
蜘
日
一
ぷ
醐

－

ν
山
静
M

を
惜
し
む
タ
イ
プ
の
人
間
か
ら
は
、
理

…

一

一

…

：
：：
と
は
い
え
残
念
な
こ
と
に
、

そ

…

一
山
川
抗
駅
聞

－

r
g
m

解
さ
れ
な
い
に
違
い
な
い
。

…

d

…
の
快
感
を
阻
害
す
る
難
点
も
見
受
け
ら

…
L
U
主
制
日
間
航

園

山

町
一附
円、九

本
作
は
、
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い

…

千

日

れ
た
。
ま
ず
ま
テ
キ
ス
ト
面
の
弱
さ
o

n
－
－調

劉
↓
策
制
組

圃

）
aイ
前

副

A
ギ
凱

ン

…

l

…
L
一七

学
タ
草
今

b
圃

喝

デ
曲

で

フ

伊

る
「
エ

ッ
グ
」

と

呼

ば

れ

る

人

型

の

乗

…

ョ

…
気
合
の
入
っ
た
ム
ー
ビ
ー
シ
l
ノ
こ
比

H
I－－司
同
イ
、

、
し
，
剛
種
・
け
に
ツ
分

－

l

…l
一
小

人
一フ

惚

呪

通

園

ト

慎一間

だ
川町
ミ
部

物
に
乗
っ
て
冒
険
す
る
A
－

R
P
G

…

ト

…

べ
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
説
明
が
あ
っ
さ

…
王
判
駅
助
肺
唄

置し川
町制
λ
F
ギ
喝

だ
。
遇
措
吊
は
2
D
、
ボ
ス
戦
は
3
D
で

…

川

…

り
し
す
ぎ
て
い
る
。
全
体
的
な
テ
1
7
…
G
一

は
崎
町
J
拘

E
棚

田
働

河
内
法
一

展
開
し
、
先
に
進
む
た
め
に
は
パ
ズ
ル
…

行
…

が
「
発
達
し
た
科
学
文
明
へ
の
警
鐘
」
…

1

一一
ι
J
M

：
市
圏一川
ド川
河
川
ぷ
…

性
が
高
い
ト
ラ

ッ
プ

を

解

く

必

要

が

あ

…

引

…

的

な

あ

り

ふ

れ

た

物

で

あ

る

こ

と

も

加

…
旦

回
乞
川
川
和

田
町
U

ト
醐

投
性
問
削
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…
ト
で
き
な
い
。
ク
ラ
ブ
を
選
び
、
風
向

干一：

E

コ一・
2
＝
5
己、、
l
t
v－
E
E
2
F

…
江
口
誌
は
じ
れ

コ
一

EL
a
g
－
4

，．‘．‘
3
i’
園
側
｜
｜

E

，岨匂調剥．，
2
4

…
て
何
度
も
テ
ィ
ー
ン
ヨ
ッ
ト
を
放
っ
て

白
川
耳
目

V
Y
L
P
1
5
7
h
E
E
J与
こ

署

長

…
い
る
と
、
や
が
て
叩
の

8

9
は
ピ
ン

三一、
＝J
3と
E

－f
e
l
L宅
問

as－
－
田

…j
J
Yィ
j
i

－－3

－
－
－
一
圃
・
圃

4

1

1

l

J

H

う
に
な
る

t

そ
ご
カ
巴
広
セ
カ
ン
ド
シ

日

日

主

型

は

狙

っ

た

と

こ

ろ

に

ボ

l
ル

を

落

と

す

。

そ

れ

が

コ

ル

フ

と

い

う

ス

ポ

ー

ツ

の

神

髄

。

…
ヨ
ッ
ト
が
ま
た
大
変
な
の
だ
が
。

刷

Y
一

己

「

そ

の

本

質

を

上

手

く

跨

張

し

た

本

作

品

は

、

見

事

な

「

コ

ル

フ

」

ゲ

I
ム
だ
っ
た
。

…
？
？
と
ス
コ
ア
を
ズ
ル
ズ
ル
と
抑

一F
I
l
lL

…
崩
す
の
は
、
コ

l
ス
の
デ
コ
レ

l
シ
ョ

日

－
度
で
も
ゴ
ル
フ
場
の
コ
l
ス
に
立

…
勝
て
ず
に
い
る

「ワ
リ
オ
」
も
、
こ
の
…

巨
大
な
黄
色
い
輸
を
く
ぐ
ら
せ
消
し
た

…
ン
な
り
キ
ャ
ラ
の
可
愛
さ
に
惑
わ
さ
概

っ
た
こ
と
が
あ
る
人
な
ら
、
ボ
ー
ル
が
…

2
オ
ン
さ
せ
る
技
術
が
卓
越
し
て
お
…
上
で
、
パ
ー
を
ゲ
ッ
卜
す
れ
ば
コ
ン
プ

…
れ
、
実
は
コ
l
ス
も
気
象
条
件
も

「ゴ

W

最
初
は
前
に
す
ら
飛
ん
で
く
れ
ず
、
ボ
…
り
、
セ
カ
ン
ド
で
ピ
ン
ベ
タ
に
落
と
し
…
リ
l
ト
と
い
う
プ
レ
イ
内
容
は
、
傍
目
…
ル
フ
」
そ
の
も
の
で
あ
る

「
マ
リ
オ
ゴ
糊

ギ
ー
も
容
易
に
と
れ
な
い
こ
と
を
知
つ

…
楽
々
と
パ
l
デ
ィ
ー
を
と

っ
て
い
く
。

…
に
は
「
お
遊
び
」
に
し
か
映
ら
な
い
だ
…
ル
フ
似
」
の
本
質
を
、
見
失
っ
て
し
ま
格

て
い
る
。適
当
に
打
っ
て
も
前
に
飛
び
、
…
対
す
る
自
分
の
キ
ャ
ラ
は
、

2
オ
ン
…
ろ
う
。
あ
る
い
は
曲
芸
か
。
そ
れ
が
プ
…
う
か
ら
だ
ろ
う
。
集
中
。
そ
し
て
鍛
錬
泊

パ
1
デ
ィ
ー
も
l
ホ
l
ル
く
ら
い
は
と
…
に
成
功
し
て
も
ボ
1
ル
は
ピ
ン
か
ら

ω
…
レ
イ
を
続
け
て
l
つ
1
つ
コ
l
ス
を
潰
…
こ
そ
が
大
切
な
の
も
ま
た
、

『
マ
リ
オ

附

れ
て
し
ま
う
T

V
ゲ
l
ム
の
ゴ
ル
フ
…
メ
ー
ト
ル
以
上
も
離
れ
た
場
所
。
微
妙
…
し
、
ど
う
し
て
も
コ
ン
プ
リ
ー
ト
で
き
…
ゴ
ル
フ
巴
を
「
ゴ
ル
フ
」
た
ら
し
め
糊

を
、
だ
か
ら

「ゴ
ル
フ
」
と
認
め
た
く
…
な
う
ね
り
が
あ
る
グ
リ
ー
ン
で
は
、
強
…
な
い
コ
！
ス
に
突
き
当
た
っ
た
時
、
ピ

…
て
い
る
要
素
で
あ
ろ
う
。

助

な
い
気
持
ち
も
解
る
。

…
さ
と
方
向
を
誤
る
と
カ

ッ
プ
に
は
入
ら
…
ン
ポ
イ
ン
ト
で
狙
っ
た
場
所
に
ポ
l
ル
…

司

ゐ
一
の

・

2
が

眠

だ
が

『
マ
リ
オ
ゴ
ル
フ
巴
は
や
り
…
な
い
。
浮
島
に
落
と
し
ピ
ン
ペ
タ
を
…
を
落
と
す
こ
と
が
で
き
る
、
プ
ロ
ゴ
レ
…
一
附
随
一
一
一
配
列

－

／
伺
品
川

ー

…

一

か
盟
E

ぱ
ン

L
園

山

久

』
ゲ

カ

込
む
ほ
ど
に
「
ゴ
ル
フ
」
だ
と
認
め
ざ
…
楽
々
と
や
っ
て
の
け
る
プ
ロ
の
ツ
ア
l
…
フ

7
1
の
凄
さ
に
ハ
タ
と
気
付
く
。

…
一
吋
世
宵
飛
片

u

－h
r

M
－

ワ

｛

E

，B

；
E
E
R

・

；
s
t宇

メ

る
を
得
な
い
ゲ
l
ム
だ
っ
た
。
シ
ン
グ
…
と
同
様
に
、
セ
カ
ン
ド
シ
ョ

ッ
ト
も
疎
…
最
難
関
コ
l
ス
の
持
尾
を
飾
る
「
ピ
…

一併
記

事

官

圃

主

汚

キ

E
E

E
一＝
ク
E
干
官
コ

圃

ヌ
月

ム
J

．．．
． 

ル
程
度
の
2
人
が
プ
レ
イ
す
る
時
、
パ
…
か
に
で
き
な
い
シ
ピ
ア
さ
が
実
に
「
ゴ
…
l
チ
姫
の
指
輪
」
は
、
パ
ン
カ

1
2
…’一
抗
ぷ

右

主

ω
U
泊
ι

・・

－

i

l

；
！
；：

i
 

l
4
の
コ

1
ス
な
ら
2
オ
ン
さ
せ
、
パ
…
ル
フ
」

っ
ぽ
い
。

…
に
波
さ
れ
て
い
る
帯
状
の
芝
生
か
ら
輪
日
一
語
↑
川
畑

零

U
川
町
刊
劃

庖
圃

｜
デ
ィ
ー
を
ゲ
ッ
卜
す
る
繰
り
返
し
か
…

1
打
が
分
け
る
明
暗
は
、
付
属
モ
l

…
が
半
分
だ
け
生
え
て
い
て
、
テ
ィ
l
シ
…

F
一
聞
の
叩
山
動

置
山
第
コ
ー
か

聞
盟

－
r
r
2
3
1
2

M
し
完

I
I

Z
E

ら
ど
う
脱
落
し
な
い
か
が
「
ゴ
ル
フ
」
…
ド
の
「
リ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
」
で
更
に
色

…
ヨ
ッ
ト
で

2
つ
あ
る
根
本
の
ど
ち
ら
か
…

o一
怒
司
酬
明

冨
附
訪
蜘
鴨
川

置
圃

で
は
勝
負
の
カ
ギ
と
な
る
。
『
マ
リ
オ
…
濃
く
浮
か
び
上
が
る
。
コ
l
ス
か
ら
生
…
に
、
ピ
タ
リ
と
落
と
し
て
輸
を
消
し
て
…

R
一
間
取
刊
町
内

医
制
百
軒
仇

w

・・

一
回
配
う
船
一

週
ん
1
い
E
E
判
中
い

．．
 

ゴ
ル
フ
刷
出
』
で
何
度
挑
ん
で
も
未
だ
に
…
え
る
、
ま
た
は
コ
l
ス
上
に
浮
か
ん
だ

…
し
ま
わ
な
け
れ
ば
、
ま
ず
コ
ン
プ
リ
l
…

p
一

1
コ
ド
チ
力

恒
み
ト
剛
閉
ツ
く
熱

a

・
〉圃



ど
、
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
な
ら
で
は
の
ゲ
ー

ム
性
も
加
え
ら
れ
て
お
り
、
手
軽
に
遊

引

匝

フ

ァ

ミ

コ

ン

初

期

を

錦

繍

と

さ

せ

る

…

日

一
日

ド

ッ
チ
』
な

三
V

か
る
I
く
遊
べ
る
陣
取
り
ゲ
I
ム

…日
d
v
M
U
U
Mわ
い
れ
日

ご
－
一
・
・
圃

4

司
J

，

…
制
が
大
型
化
し
、
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
自
体

日
量
’
は

雌
も
が
一
度
は
遊
ん
だ
こ
と
の
あ
る
「
陣
取
り
ゲ
l
ム
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作

…
が
娯
楽
の
王
道
に
進
出
し
つ
つ
あ
る
中

〉
二
己
｛
｜

品

。

ネ

ガ

テ

ィ

ブ

チ

ェ

ッ

ク

で

は

計

れ

な

い

独

自

の

ダ

ラ

ダ

ラ

感

が

楽

し

い

。

…
で
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
初
期
の
よ
う
な
酒
落

一「
l
l
l
L

…
が
通
用
し
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
も
ち

お
そ
ら
く
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
チ
ェ
ッ
ク
で
…
が
ノ
l
天
気
な
こ
の
星
の
人
々
は
、
相
…
発
射
し
て
、

3
回
以
内
に
自
陣
地
に
一一

…
ろ
ん
す
べ
て
の
ゲ
l
ム
が

『ア
ン
カ
ー

評
価
す
る
と
、
数
多
く
の
問
題
点
が
噴
…
手
国
の
人
々
を
殺
し
て
領
土
を
奪
う
な
…
る
と
領
土
拡
大
が
可
能
。
こ
れ
を
繰
り
…
ズ
フ
ィ
ー
ル
ド
』
の
よ
う
な
お
手
軽
ゲ

出
す
る
作
品
だ
ろ
う
。
子
供
の
頃
に
遊
…
ん
て
夢
に
も
思
っ
ち
ゃ
い
な
い
。
そ
こ
…
返
し
て
世
界
統

一
を
成
し
遂
げ
る
の
が
…

l
ム
に
な
っ
て
し
ま
う
の
も
困
り
も
の

ん
だ
「
陣
取
り
ゲ
l
ム
」
を
モ
チ
ー
フ
…
で
彼
ら
が
選
ん
だ
戦
い
の
ル

l
ル
が
…
目
的
だ
。

…
だ
が
、
電
源
を
入
れ
る
前
に
「
ょ
っ
こ

に
し
た
こ
の
ゲ
l
ム
。
画
面
も
地
味
な
…

「
陣
取
り
ゲ
l
ム」
。
マ
ッ
プ
上
の
障
害
…
評
価
は
お
せ
じ
に
も
良
い
と
は
言
え

…
い
し
ょ
」
と
で
も
言
っ
て
し
ま
い
そ
う

ら
内
容
も
地
味
。
思
考
時
間
も
内
容
の
…
物
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
ア
ン
カ
ー
を
…
な
い
が
、
か
と
い
っ
て
遊
べ
な
い
わ
け
…
な
、
覚
悟
を
要
求
さ
れ
る
物
が
増
え
て

わ
り
に
長
く
、
サ
ク
サ
ク
感
も
薄
い
。
…

…

で

も

な

い

。
対
戦
で
遊
び
込
む
に
は
前
…
い
る
中
で
、
こ
ん
な
気
楽
な
ゲ
l
ム
の

し
か
も
マ
ッ
プ
の
中
央
部
を
先
に
取
っ
…

h

…
述
の
通
り
奥
深
さ
が
足
り
な
い
が
、
シ

…
存
在
は
逆
に
貴
重
に
思
え
る
の
だ
。

E

－
 

た
方
が
圧
倒
的
に
有
利
に
な
る
、

一
発
…

u
…
ン
グ
ル
プ
レ
イ
に
は
十
分
で
、
ち
ま
ち
…

司

野
に
機
チ

’

回
陣
を

逆

転

の

要

素

が

薄

い

、

ア

イ

テ

ム

が

今

…

動

…

ま

と

陣

地

を

広

げ

な

が

ら

、

次

第

に

相

…
一
叫

則
前
九
州

四

蜘
何
剛
恥

一
．1

、

チ

圃

’
を
引
の
T

ひ

と

つ

生

か

し

き

れ

て

い

な

い

な

ど

、

…

鼠

…

手

を

追

い

つ

め

て

い

く

の

は

、

エ

ア

l

…
一

1

・
コ
て
ガ
ム

圃

W

面
を
上
駅

の

…

日
一
眠

れ
ソ
し
を
、
1

圃
「
日
画
線
以
U

ゲ
l
ム

の

骨

組

み

が

む

き

出

し

の

ま

ま

…

供

H

マ
ッ
ト
を
プ
チ
プ
チ
と
減
し
て
い
く
よ
…

j

－昨

ま
パ
崩
ド
U

圃

ポ
3

・に

子

…

H
E一
一岬
喧
近
ち
ト
楽

園
ム
刷
版
内
一
意

提
示
さ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
に
…

・
…
う
な
快
感
が
あ
る
。
風
や
地
形
を
う
ま
…
’
一
白
市
川
愚
符
ポ
で

闇
ト
削
植
面
の
が

す
日

一

日
L
一刷

。
を
も
λ

圃
宇
都
移
画
媛
だ

も
か
か
わ
ら
ず
、
つ
い
ダ
ラ
ダ
ラ
と
遊
…

平

日
く
読
み
込
ん
で
、
ピ
ノ
ポ
イ
ン
ト
で
ア
…

uu
一柚

町
数
身
で

m
Fω
：
9

増
…

、

日
一
附
1
ゆ
だ

λ

み

国
D
m
日
古
も
全
単

ん
で
し
ま
う
、
不
思
議
な
魅
力
を
持
つ
…

断
…

ン
カ
1
を
発
射
す
る
に
は
、
そ
れ
な
り
…
王
一
。
醐
洲
町
北

置
仙
即
時
一
↓
肋
し
九

た
ゲ
1
ム
だ
。

…

市

…
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
必
要
だ
し
、
マ
ッ
プ
…

旦

作
輔
供
向
肘

E
明
日
W
万
一
札
白
川

と
あ
る
惑
星
の

と

あ

る

時

代

で

国

家

…

臥

…

攻

略

の

楽

し

み

も

あ

る

。
ま
た
制
限
タ
…

旦

同
駅
弘
刊

m
E
Mり
ド
川
出
掛
町一岨

で
日

・

一
一

散
ま
ら
差

zfぺ
ι
一
敵
を
る

問
の
侵
略
戦
争
が
勃
発
し
た
。
と

こ

ろ

…

線

H

l
ン
内
に
障
害
物
を
ク
リ
ア
さ
せ
る
な

…
p
一

ゲ
外
は
す
ヤ

E
少
し「剛
ゲ
る
地
取

ゲームソフト批胃
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01999Sammy ・圃園開掴幽・圧司



先
人
目
く
「
山
は
登
る
よ
り
、
降
り

る
方
が
難
し
い
」
。
冒
険
家
・
植
村
直

己
も
マ

ッ
キ
ン
リ
ー
を
登
頂
し
た
が
下

山
途
中
に
遭
難
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

行
き
は
よ
い
よ
い
帰
り
は
怖
い
。
そ
ん

な
真
理
を
説
い
た
の
が
「
と
ん
で
も
ク

ラ
イ
シ
ス
！
」
で
あ
る
。

帰
宅
す
る
家
族
四
人
が
と
ん
で
も
な

い
目
に
会
う
と
い
う
本
作
品
、

言
っ
て

し
ま
え
ば
ミ
ニ
ゲ
1
ム
集
で
あ
る
。
各

ミ
ニ
ゲ
l
ム
は
ど
れ
も
単
純
な
も
の
だ

が
、
そ
れ
ら
を
ス
ト
ー
リ
ー
の
合
間
合

聞
に
持
入
し
、
テ
ン
ポ
よ
く
遊
ば
せ
る

と
と
に
成
功
し
て
い
る
。

ミ
ニ
ゲ
l
ム
集
と
い
え
ば
、
安
易
な

作
り
に
よ
っ
て
「
お
寒
い
」
も
の
に
な

っ
た
り
も
す
る
が
（
例
一

『
せ
が
た
三

四
郎
真
剣
遊
戯
』
）
、
本
作
品
が
寒
く

マじ O そ ノfな
ニや ！つ ロら
アな」くデず
』いやりィに
そか、の精済
っ とコロ抽ん
く心ナゴ＇~だ
り配ミが『理
のにに出電由
ゲな訴る車は
1 るえ『で
人 『 ら担に徹
長ピれ架 λ底
ん 1るで了し

「おやじギャタJ的なシチュエーションとセンスが昨裂。 守、 トん Gι た

庄司

そ
の
突
き
抜
け
具
合
が
気
持
ち
ょ
い
。

ま
た
、
音
楽
を
東
京
ス
カ
パ
ラ
ダ
イ
ス

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
担
当
す
る
な
ど
、
ス

タ
ッ
フ
の
顔
ぶ
れ
が
作
品
の
質
的
向
上

に

一
役
買
っ
て
い
る
。

パ
カ
ゲ
ー
だ
か
ら
と
い

っ
て
手
を
抜

か
ず
、
き
ち
ん
と
作
ら
れ
て
い
る
と
い

う
印
象
。
そ
れ
を

『と
ん
で
も
ク
ラ
イ

シ
ス
1
」
の
評
価
と
し
た
い
。
た
だ
し
、

「一

通
り
遊
ん
で
し
ま
う
と
、
再
び
遊

ぶ
気
に
は
な
れ
な
い
」
と
い
う
欠
点
は
、

い
た
し
か
た
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

メーカー：徳間書店／償種：プレイステーション／価格：￥5,800／発売日 ：・99年6月24日
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と
ま
と
の
な
す
な
す
ぷ
か
ぷ
か
ぴ
！

と
ま
と
の
な
す
な
す
ぷ
か
ぷ
か
ぴ
！
と

ま
と
の
な
す
な
す
ぷ
か
ぷ
か
ぴ
l
以
下

延
々
と
繰
り
返
す
。
子
供
は
意
味
不
明

の
言
葉
を
奇
妙
な
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
飽

き
も
せ
ず
繰
り
返
す
生
き
物
だ
。
と
ま

と
の
な
す
な
す
ぷ
か
ぷ
か
ぴ
！
と
電
車

で
言
い
つ
づ
け
、
私
の
頭
に
そ
の
フ
レ

ー
ズ
を
伝
染
さ
せ
る
。
な
ぜ
子
供
は
繰

り
返
す
の
だ
ろ
う
。
口
が
気
持
ち
良
い

の
だ
ろ
う
な
あ
。
な
ん
か
、
気
持
ち
良

い
も
の
。
と
ま
と
の
な
す
な
す
ぷ
か
ぷ

か
ぴ
l
。

『せ
が
れ
い
じ
り
』
は
、
せ
が
れ
と

い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
モ
ノ
に
触
れ
、

出
て
く
る
言
葉
で
作
文
す
る
と
シ
ョ
ー

ト
ム
ー
ビ
ー
が
上
映
さ
れ
る
ゲ
l
ム
。

作
文
と
い
う
の
は
、言
葉
を
選
ぶ
だ
け
。

組
み
合
わ
さ
れ
て
、
た
と
え
ば
「
で
ん

せ
つ
の
・
お
に
・
け
り
」
と
か
「
で
ん

せ
つ
の
・
か
ん
・
ご

っ
こ
」
と
か
ナ
ン

セ
ン
ス
な
文
が
作
ら
れ
る
。

人
類
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
れ

ば
、
文
法
機
能
を
そ
な
え
た
言
葉
は
、

共
同
体
の
結
束
を
固
め
る
た
め
の
神
話中央の矢印みたいなのが主人公の 「せがれJ,

に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
た
。
文
字
の
出

現
に
よ
っ
て
個
人
か
ら
解
放
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
言
葉
自
身
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
概
念
と
し
て
独
立
し
た
の
だ
。
そ
れ

に
よ

っ
て
「
小
さ
い
巨
人
」
「
永
遠
の

命
」
な
ど
と
い
う
存
在
し
な
い
想
像
度

の
高
い
文
脈
を
作
る
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
。
抽
象
概
念
の
高
度
な
進
化
で
あ

り
、
次
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
発
展
で
あ
る
。
同
時
に
言
語
は

「ぴ

ろ
ぴ
ろ
の
シ
マ
ウ
マ
」
と
か
「
永
遠
の

鼻
毛
」
と
か
「
う
し
ろ
ま
え
の
永
六
輔」

な
ど
と
い

っ
た
意
味
不
明
な
妄
想
文
脈

も
作
成
可
能
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
想
像
力
の
限
界
を
突
破
し
ろ
！

『せ
が
れ
い
じ
り
』
の
作
文
は
、
選

択
に
よ

っ
て
意
味
不
明
の
文
脈
を
作

る
。
そ
れ
が
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
と
し

て
具
現
化
す
る
、
そ
の
無
理
具
合
。
あ

る
と
き
は

一
休
さ
ん
の
頓
智
の
よ
う

に
、
あ
る
と
き
は
そ
の
ま
ん
ま
の
状
態

で
、
あ
る
と
き
は
駄
酒
落
で
、
と
も
か

日内。

く
奇
想
文
脈
が
具
体
的
な
映
像
と
し
て

同

表
現
さ
れ
る
。
そ
の
気
持
ち
良
さ
。

m四

戦
略
や
攻
略
な
ど
と
い
う
ゲ
1
ム

性

問

と
は
無
縁
の
世
界
。
シ
ン
プ
ル
で
か
ん

M

た
ん
、
ま
ち
が

っ
た
選
択
や
敵
に
や
ら
削

れ
る
こ
と
な
ど
な
い
徹
底
し
た
の
ほ
ほ
醐

ん
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
イ
ス
。

νヨ

『せ
が
れ
い
じ
り
』
は
、
ぐ
る
ぐ
る
↓

と
ぐ
る
ぐ
る
と
子
供
が
唱
え
る
「
体
が
何

気
持
ち
良
い
呪
文
」
の
よ
う
に
プ
レ
イ

か

ヤ
l
の
快
楽
神
経
を
も
み
も
み
も
み
も
鯛

み
し
て
く
れ
る
。
新
し
い
タ
イ
プ
で
あ

ν
h
J
 

り
な
が
ら
原
始
的
な
楽
し
さ
を
実
現

し

日

て
い
る
ソ
フ
ト
だ
と
思
う
。

エ

ー
川

タ
り

υ
・

イ
旧
日
を
レ
か

4
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E
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明
年
代
の
熱
き
文
化
で
育
っ
た
世
代

の
人
間
と
し
て
は
、

「そ
の
セ
ン
」
を

狙
っ
た

『
超
鋼
戦
紀
キ
カ
イ
オ
l
」

『機
動
戦
艦
ナ
デ
シ
コ
（
の
ゲ
キ
ガ
ン

ガ
l
）
』
は
斜
に
構
え
た
部
分
が
気
に

な
り
、
違
和
感
さ
え
感
じ
て
い
た
。

で、

『ゲ
ッ
P
｜
X
』
で
あ
る
。
地

球
侵
略
を
企
む
「
宇
宙
懇
魔
帝
国
」
に

挑
む
、
熱
血
漢
、
ク
ー
ル
ガ
イ
、
馬
鹿

力
男
の
三
人
が
乗
る
、

三
種
類
の
形
態

に
合
体
変
形
す
る
巨
大
ロ
ボ
ッ
ト

・
ゲ

ッ
P
｜
X
の
活
躍
を
描
い
た
本
作
は
、

お
察
し
の
通
り
、
ア
レ
そ
の
・
も
の
で
あ

る
。
ゲ
ー
ム
本
編
は
横
ス
ク
ロ
ー
ル
の

シ
ュ

l
テ
ィ
ン
グ
、
そ
の
聞
に
デ
モ
が

入
る
と
い
う
構
成
だ
。

乙
の
デ
モ
部
分
に
対
す
る
こ
だ
わ
り

は
、
尋
常
で
は
な
い
。
遠
藤
正
二
朗
作

品
や

『サ
ク
ラ
大
戦
」
で
お
な
じ
み
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
／
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
／
予

告
編
付
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
連
続
形
式
は

も
ち
ろ
ん
、
ゲ
ッ
P
｜
X
は
夕
暮
れ
の

中
腕
組
ん
で
塔
の
上
で
思
い
悩
む
わ
、

頭
上
で
両
腕
を
交
叉
さ
せ
て
竜
巻
状
にゲーム部分はかなりショポイですが。

回
転
し
て
体
当
た
り
す
る
わ
、
例
に
よ

っ
て
主
人
公
の

一
人
は
特
攻
し
て
死
ぬ

わ
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
パ
ワ
1
ア
ッ
プ

し
た
ゲ

ッ
P
｜
X
X
が
登
場
。
敵
ロ
ボ

ッ
ト
も
甲
羅
の
手
足
の
穴
か
ら
火
を
噴

い
て
回
転
し
な
が
ら
飛
ん
で
く
る
わ
、

ニ
セ
ロ
ボ

ッ
ト
は
黄
色
い
マ
フ
ラ
ー
を

巻
い
て
い
る
わ
、
子
供
を
人
質
に
取
る

わ
、
そ
の
ま
ん
ま
。
懐
か
し
ゃ
、
ア
オ

シ
マ
の
ア
ト
ラ
ン
ジ
ャ
ー
を
ゲ
ス
ト
に

迎
え
る
に
至
つ
て
は
、
開
い
た
口
が
ふ

さ
が
ら
な
く
な
っ
て
く
る
。

そ
し
て
神
谷
明
、
納
谷
悟
朗
、
永
井

一
郎
と
い

っ
た
声
優
が
咽
肌
し
、

B
G

M
代
わ
り
に
さ
さ
き
い
さ
お
、
串
田
ア

キ
ラ
と
い

っ
た
絶
叫
系
歌
手
の
歌
が
ガ

ン
ガ
ン
か
か
る
。

制
作
側
は
、

「模
倣
」
で
も

「
パ
ク

リ
」
で
も

「郷
織
」
で
も
な
く
、
ひ
た

す
ら
判
年
代
文
化
の

「再
現
」
に
努
め

て
い
る
。
こ
の
姿
勢
は
パ
カ
と
し
か
言

い
よ
う
が
な
い
。
し
か
し
明
年
代
文
化

を
ス
パ
イ
ス
と
し
て
利
用
す
る
イ
ン
テ

リ
よ
り
は
、
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
と
し

日g
 

て
料
理
す
る
そ
の
潔
い
パ
カ
ぶ
り
に
自

胡

分
と
し
て
は
軍
配
を
上
げ
た
い
。

町田

正
直
な
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
ゲ
l
ム

と

相

し
て
評
価
し
た
ら
P
C
エ
ン
ジ
ン
後
期

M

の
ア
ニ
メ
デ
モ
ゲ
l
ム、

C
G
し

か

見

町

所
の
な
い
某
R
P
G
レ
ベ

ル
の
作
品
で

僻

あ
る
。
本
編
の
大
昧
で
ス
テ
ー
ジ

の

短

げ
ヨ

い
ン
ュ

l
テ
ィ
ン
グ
ゲ
l
ム
は
、
古
臭

↓

さ
さ
え
漂
う
。
し
か
し
そ
の
ど
ー
で
も
一
灯J

E
 

い
い
こ
と
に
凝
り
ま
く
っ
た
気
迫

に

ひ

か

た
す
ら
圧
倒
さ
れ
る
、
素
晴
ら
し
い
パ

帽

カ
ゲ
l
の
逸
品
と
い
え
よ
う
。

）V
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R

O
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．
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口
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目
隠
．

の
対
の
ド
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．

R
一
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灼

N
E
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て
の
の
一
し

．

ー
一
関
マ
問
問

調
鋼
↓
m
つ
ン
も
モ
得

a

p一
日

一
H
劃

6
・
メ
発

か
コ
い

一
獲

a 〉圃．．．．． 



山 11 ,(JI I 1:1 VII :i 
ト19 9 9 

ゲ
ー
ム
機
の
本
体
は
、
ひ
ょ
っ
と
す

る
と
入
力
デ
バ
イ
ス
で
は
な
い
か
。「
D

D
R』
（
ダ
ン
ス
ダ
ン
ス
レ
ポ
リ
ュ

l

シ
ョ
ン
）
の
本
体
は
、
あ
の
↓
↑
↓
↑

の
専
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
だ
し
、

「ザ

・

ハ
ウ
ス

・
オ
ブ

・
ザ
・
デ

ッ
ド
2
」
の

本
体
は
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
ガ
ン
だ
。

ジ
オ
ン
グ
の
本
体
は
頭
な
わ
け
で
、
モ

デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
後
の

P
S
の
本
体
は
、

論
浬
必
然
的
に
デ
ュ
ア
ル
シ
ョ

ァ
ク
と

な
る
。

そ
の
意
味
で
、

『
サ
ル
グ

ッ
チ
ユ
』

は
、
「
本
体
」
の
パ
ワ

l
ア
ッ
プ
を、

フ
ル
に
活
か
し
た
ソ
フ
ト
と
い
え
る
。

左
右
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
、
そ
れ
ぞ
れ
移

動
と
「
ガ
チ
ャ
メ
カ
」
（
後
述
）
の
操

作
に
割
り
当
て
、
旧
P
S
の
デ
ジ
タ
ル

パ
ッ
ド
の
代
用
は
利
か
な
い
。
S
C
E

バカゲーサミッ

ー
だ
か
ら
出
来
た
の
か
、

S
C
E
Iが

や
っ
た
か
ら
凄
い
の
か
、
と
も
か
く
ア

ナ
ロ
グ
じ
ゃ
な
い

P
Sを
ハ
ナ
っ
か
ら

放
棄
す
る
選
択
で
、
思
い
き
っ
た
こ
と

を
す
る
。

身
も
フ
タ
も
な
く
い
え
ば
、

『
ス
l一見すると馬鹿ゲーだが、しっかりと作り込まれた作品。

パ
ー
マ
リ
オ

ω』
＋

α
で
あ
る
。
走
り

回
る
し
ぐ
さ
や
、
カ
メ
ラ
ワ
1
ク
か
ら
、

果
て
は
ヒ

ッ
プ
ア
タ
ッ
ク
ま
で
、
し
っ

か
り
と
「
移
植
」
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
＋

α
の
部
分
こ
そ
、
こ
の
ソ
フ
ト

の
本
体
1

（
ま
た
か
よ
）

今
ど
き
に
し
て
は
ポ
リ
ゴ
ン
が
粗
い

と
い
わ
れ
そ
う
な
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
だ

が
、
の
ぺ
っ
と
し
た
表
面
が

一
一
般
の
昧

と
な
り
、
可
愛
さ
と
し
て
処
理
さ
れ
て

い
る
。
ノ
リ
の
軽
い
音
楽
と
小
気
味
良

い
ア
ク
シ
ョ
ン
が
ガ

ッ
チ
リ
と
か
み
あ

い
、
全
体
に
は
じ
け
た
感
じ
が
心
地
い

い
。
そ
し
て
本
作
の
目
玉
は
、
右
ス
テ

ィ
ッ
ク
を
酷
使
す
る
「
ガ
チ
ャ
メ
カ
」

だ
。
サ
ル
を
捕
ま
え
る
「
ゲ

ッ
ト
ア
ミ
」

と
打
撃
の
「
メ
カ
ボ
l
」
は
、
ス
テ
ィ

ッ
ク
の
動
き
H
振
り
下
ろ
す
方
向
に
対

応
し
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
斬
新
だ

が
、
本
物
の
パ
チ
ン
コ
（
子
供
の
お
も

ち
ゃ
の
方
）
と
同
じ
く
、
引
っ
張
る
↓

リ
リ
ー
ス
の
動
作
を
な
ぞ
る

「パ

チ
ン

カ
l
Z」
の
発
想
に
は
、
か
な
り
の
驚

き
と
興
奮
を
党
え
た
。

が
、
こ
の
斬
新
さ
が
、
少
し
行
き
過

ぎ
て
お
り
、
不
器
用
な
人
（
筆
者
だ
）

お
断
り
の
感
が
あ
る
。
特
に
水
中
で
使

う
「
ス
イ
チ
ユ
ウ
ア
ミ
」
の
照
準
の
合

わ
せ
に
く
さ
は
、
初
心
者
を
メ
ゲ
さ
せ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
心
配
に
な
る
ほ

ど
だ
。

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
「
新
し
さ
」

は
、
「
難
し
さ
」
に
も
な
る
。
数
々
の

実
験
的
な
試
み
を
含
む
本
作
が
、
馬
鹿

ゲ
1
の
見
か
け
を
選
ん
だ
の
は
、
間
口

を
広
げ
る
上
で
は
正
解
だ
ろ
う
。

－川
律
川
に
つ

．

ス
と
動

一
一刑
法
斗
社
行

圃

ン
‘
に

一
州

、
か
本
に

圃

イ
む
々

一
直

治

p

ン一

ν
圃

一
討
政
じ
コ
ユ
市
川

園

〆

を

を

を

一
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、
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ブ
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園

れ
ル
ム
一

一
日
ム
レ
カ
タ

P

圃
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E
一史

一引
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圃
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レ

一和
ゲ
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園
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と
ア
の

L
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、
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園

ァ
ル
や
左

一日時

「

コ
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と

ー
一多
ニ
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h
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軍
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リ
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山
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ア
る
制
、
－

m
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連
動
の
面
白
さ
は
本
物
だ
！

A
Cと
C
Sが
生
む
優
れ
た
相
乗
効
果

[D]J 

プ
ロ
レ
ス
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
『
ジ
ャ
…
さ
を
十
分
に
兼
ね
備
え
て
い
る
。当
然
、

イ
ア
ン
ト
グ
ラ
ム
』
は
た
ま
ら
な
い
出
…
全
日
の
伝
統

「キ
ヨ
ウ
ヘ
イ
コ
ー
ル
」

来
だ
。
打
撃
・
投
げ

・
つ
か
み
か
ら
な
…
と
い
っ
た
フ
ァ
ン
に
し
か
分
か
ら
な
い

る

3
す
く
み
、
打
撃
に
耐
え
技
を
決
め
…
細
部
の
再
現
度
も
実
に
素
晴
ら
し
い
。

る
こ
と
で
気
力
が
上
昇
す
る
闘
気
シ
ス

…

し

か

し

、

フ

ァ
ン
に
は
た
ま
ら
な
い

テ
ム
等
、
ゲ
ー
ム
性
と
プ
ロ
レ
ス
ら
し
…
出
来
と
は
い

っ
て
も
、
タ
イ
ト
ル
が
持

つ
パ
ン
チ
力
の
弱
さ
や
訴
求
層
の
狭
さ

…
も
あ
り
、
「
こ
れ
が
ア
ー
ケ
ー
ド
の
将

…
来
を
担
う
連
動
第

一
弾
か
よ
：
・
」
と
不

満
に
思
う
。
事
実
、
ア
ー
ケ
ー
ド
に
お

知
…
い
て
連
動
は
、
ほ
と
ん
ど
浸
透
し
て
お

誌
…
ら
ず
、
「
興
行
」
的
に
成
功
と
言
い
難

ぃ
。
だ
が
試
し
て
み
れ
ば
分
か
る
、
連

…
動
の
面
白
さ
は
本
物
な
の
だ
。

D
Cと
V

M
で
自
ら
育
て
た
レ
ス
ラ

ー
が
、
ア
ー
ケ
ー
ド
と
い
う
リ
ン
グ
で

…
馬
場
に
、

他
の
育
成
レ
ス
ラ
ー
に
挑
ま

…
れ
た
日
に
は
、
フ
ァ
ン
な
ら
ず
と
も
闘

；俗、
．、f

／‘ i 77！レ7レノパλター
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…
志
が
メ
ラ
メ
ラ
燃
え
上
が
る
。
キ
ャ
ラ

に
対
す
る
愛
着
心
が
ゲ
l
ム
を
何
倍
に

…
も
面
白
く
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

連
動
は
風
営
法
に
抵
触
す
る
危
険
性

…
が
示
唆
さ
れ
、
未
だ
先
行
き
が
不
透
明

な
部
分
も
あ
る
。
だ
が
、
セ
ガ
、

他
社

メ
ー
カ
ー
に
は
、

今
後
も
V

M
の
可
能

…
性
を
探
っ
て
頂
き
た
い
と
切
に
思
う
。

寸
川
ア
－
．
芯
り

・

ω

hが
は

一
心

リ

－F
に

そ

圃

M

4
フ
躍

一
一副

ゴ
七
九

中

コ

圃

閥

チ
ル
活

一
制

ン
レ

夢

ひ

園

内

U
ウ
の

一
寸

モ

イ

に

で

圃

A

2
の
量

一
ル
「
刊
と
店

圃

刊
／
羽
レ
ズ
の

一U
L
HV
こ
の

圃

m
↓M
泊
』
そ

・

一
MM
E
L
す

分

圃

V
タ

o
：
L

弘

…L
一防

相

祇

諸

－

附

品

加
市
税
制

一開

〈
一一一
肘
」
中

F
開
セ
γ
協

V
で
ま

．
l
一
咽

さ
繁
で
夫
衛

園

R
m
日
面
『
ん
を

F
一品ー

や
の
め
太
防

E
u－－皿
金
は
た
て

F
つ

ン
昧
固一一一ン

置

F
／
得
ス
に

つ
え

3
一

ョ

キ

「
オ

E
Zガ
阻

レ
目
が
こ

E
一

シ

%
フ

・
ピ

．
ル
セ
田

口
全
上
聞

一

一
氾
坑
す

ン

園
加

＼
町
ブ

・に
ど

R
一

ケ

X
M
ま
ヤ

園

初
ト
初

本
後
グ
ほ

一

口
円
以

て
チ

圏
釦

ベ格
日
の
ン
れ

P
一

某
ン
し
っ
と

缶
童
メ信
金
こ

υそ

ー開開帳肺機咽
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…
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
、

…
本
末
転
倒
と
言
う
ほ
か
な
い
。
携
帯
型

で
積
み
重
ね
た
時
聞
が
、
据
付
型
で
実

…
を
結
ぶ
と
い
う
形
に
す
る
の
が
、
破
綻

の
な
い
や
り
方
で
あ
ろ
う
。
自
社
開
発

ロロ

…
販
売
の
ハ

l
ド
を
盛
り
上
げ
た
い
気
持
制

…
ち
も
わ
か
ら
な
く
は
な
い
の
だ
が
。

明

理
想
論
を
ぶ
ち
上
げ
れ
ば
、
業
界
初

配

…
の
メ
ー
カ
ー
の
垣
根
を
超
え
た
ハ

l
ド

繍

…
聞
の
連
動
と
し
て
、
や
は
り
E
い
の
長

刷

『
ザ
・
キ
ン
グ
・
オ
プ
・
フ

ア
イ
…

『
K
O
F
R｜
2
」
と
の
連
動
で
あ
る
。
…
の
楽
し
さ
は
感
じ
ら
れ
な
か

っ
た
。
そ
…
所
を
生
か
し
、
そ
し
て
伸
ば
し
あ
う
べ
川

タ

l
ズ
ド
リ
ー
ム
マ

ァ
チ
1
9
9
9
…
両
機
種
で
プ
レ
イ
を
重
ね
て
ポ
イ
ン
ト
…
れ
ど
こ
ろ
か
「
連
動
と
い
う
新
し
い
遊
…
き
で
は
な
か

っ
た
の
か
と
思
う
。
ュ
l

伺
且

P

（
以
下
K
O
F）』
は
S
N
K
オ
l
ル
ス
…
を
稼
ぎ
、
互
い
に
交
換
し
あ
う
こ
と
で
、
…
び
は
こ
の
程
度
の
も
の
な
の
か
」
と
さ
…
ザ
！
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
刊

タ

l
総
勢
犯
人
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
夢
…
そ
れ
ぞ
れ
の
新
要
素
や
お
ま
け
な
ど
を
…
え
思
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
原
因
の
根
本
…
し
い
遊
び
と
し
て
、
大
い
に
期
待
を
寄

峠

の
競
演
、

3
人
チ
！
ム
バ
ト
ル
制
な
ど
、
…
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

…
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
種
が
持
つ
特
徴
が
…
せ
て
い
る
。
自
ら
先
陣
を
切
っ
た
S
N

ル

も
は
や
説
明
の
必
要
も
な
い
ほ
ど
定
番
…
だ
が
、
正
直
言
っ
て
期
待
し
た
ほ
ど
…
あ
ま
り
生
か
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
…

K
に
は
、

高
み
を
目
指
す
そ
の
志
と
で
聞

と
な

っ
て
い
る
格
闘
ゲ
l
ム
で
あ
る
。
…

T
包

炉
内
臨

…
あ
る
。
ふ
た
つ
の
機
種
の
長
所
は
、
ぃ
…
も
一言
う
べ
き
も
の
を
見
せ
つ
け
て
ほ
し

ν

基
本
は

「
K
O
F
mど

だ
が
、

D
C
へ
…

a
q的
対
日
司

…

ま

さ

ら

こ

こ

で

挙

げ

る

ま

で

も

な

く
、
…
か

っ
た
の
だ
が
。

サ

移
植
す
る
に
あ
た

っ
て
追
加
さ
れ
た
オ
…
詣
北
島
町
医
一
、

…
携
帯
型
ゆ
え
の
手
軽
さ
、
据
付
型
ゆ

え

…

ヨ

問
て
シ
に

－

u／
れ
指
リ

寸

語
圏hu

‘

．．
 B副
曙
叫

H

H

一一弘

年
っ
・
入

園
沌

一

さ
屈
グ

．

－
プ
ニ

ン
グ
ア
ニ
メ
や
美
麗
に
な
っ
た

…

量

孟

－

z

…
の
安
定
感
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
据
付
…
一

山
5
た
が
潜
U

園
以
円

売
、
が

E
I

刊
函
圃

U
姐
温
E
曙－

H

H

一Af
‘
え
る
の
け
刈

園

周

吋

発
々
ラ

帽
闘
凶

背
崇、

モ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
は
フ
ァ
ン
の

…
肌
コ
？

e闘

…
型
で
得
ら
れ
る
も
の
が
A
C
稼
働
予
定

…

一

ヒ

考
わ
へ
丸

園
繍
川

主

ヤ

君
国

m
E

M
a－
－

－

一

む

白
う
変
ス
庄

園

E
ケ
日

つ

j
キ

理
由
副

方
な
ら
思
わ
ず
う
な
る
出
来
と
言
っ
て

…

戸

弓
凶

…
の
次
回
作

『K
O
F
E

の
設
定
資
料

…

一

酬
し
ど
は
ウ

q

・4
品

く
ぺ
ど

曹
阻

にわ」

凶事

H

1

H

E

一
泊

。
、
話
八
重

圃
R
寸羽
い
円
ほ

間
同
凶

い
い
か
も
知
れ
な
い
。
購
入
を
考
え
て
…
訴
」

し
’
叫

…
だ
け
と
い
う
の
で
は
、
フ
ァ
ン
で
あ
っ

…
L
一陪

ζ
h
4

3詐酌
思

い
る
人
な
ら
ば
、

一
定
以
上
の
安
心
感

…

器

u：

…
た
と
し
て
も
あ
ま
り
に
物
足
り
な
い
の

…

ー

守

5
品
名
昨日

盟

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

…

醤

町
二

…
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
時
間

2
2…
F
F誌に杭
害
容

認
園
田

そ
し
て
今
回
の

『
K
O
F」
の
目
玉

…

ユ

恭

…

見

つ

け

て

遊

ぶ
携
帯
型
で
新
要
型
新
…

o
一目玉川
園wぷ
訪日航

姐

と
い
え
ば
、
や
は
り
な
ん
と
い

っ
て
も
…

E

…
し
い
技
が
使
用
可
能
に
な
る
）
を
得
る
…
円
一

万

語

，

E
2ト
蜘
長

引

lJ

・

日

一

円
同
き
リ
功

圏
ン

ベ格
帯
対
出
リ

一1
一

他
機
種
で
あ
る
ネ
オ
ジ
オ
ポ
ケ
y

ト
…

4

…
た
め
に
、
テ
レ
ビ
の
前
で
膨
大
な
時
間
…

p
一

四
も
飽
ナ

m
g
キ
メ価
燐
た
の
グ

E

業
界
初
の
異
種
ハ
ー
ド
聞
の
連
動
。

そ
の
新
し
い
形
は
実
を
結
ん
だ
の
か
？



て
み
て
も
対
戦
台
は
少
な
い
。
新
し
い

…
も
の
は
敬
遠
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
り
、

…
昨
今
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
自
分
遠
の
慣
れ

…
親
し
ん
だ
も
の
に
し
か
触
れ
よ
う
と
し

…
な
い
傾
向
が
あ
る
の
で
仕
方
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
S
N
K
側
に
も
責
任
の

一
端
が
あ
る

だ
ろ
う
。
新
し
い
も
の
を
作
っ
た
の
で

…
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
広
め
、
定
着
さ
せ
る

努
力
が
必
要
だ
。
同
社
か
ら
は
そ
う
い

…
る
。
さ
ら
に
投
げ
や
受
け
と
い
っ
た
操

…
っ
た
行
動
が
見
え
な
い
。
ゲ
l
ム
に
練

年

…
作
の
レ
バ
ー
を
引
く
動
作
は
、
力
を
溜
…
習
モ
l
ド
を
設
け
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
町
田

…
め
て
い
る
瞬
間
や
、
問
を
は
か

つ
て
い

…
開
催
す
る
等
、
な
ぜ

一
新
し
た
の
か
、

日刊

…
る
か
の
よ
う
な
感
覚
を
与
え
る
の
に
成
…
そ
れ
が
ど
う
面
白
い
の
か
、
知
っ
て

も

制

…
功
し
て
い
る
。
こ
の
辺
り
が
操
作
の
心
…
ら
う
行
動
が
伴
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
イ

…
地
よ
さ
に
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

…
い
の
だ
。
そ
こ
ま
で
の
気
概
が
あ
っ
て
寸ア

ま
た
、
新
し
い
操
作
シ
ス
テ
ム
は
、
…
こ
そ
、
新
し
い
も
の
を
認
め
さ
せ
る
事
種

…
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
操
作
技
術
の
リ
セ

ッ
ト
…
が
可
能
と
な
る
は
ず
だ
か
ら
。

4

…
も
実
現
し
て
い
る
。
全
て
の
人
が
ほ

ぼ

…

ヨ

新
一
文
ぱ
？

・

格
は
ア

川

一
ゅ
の
ゲ
維
事
か

園

戦
ス
の

s

同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
か
ら
始
め
ら
れ

…

一
時
ド
a

連
仕

ι
圃

対
イ
時

－

一
i

一
る
関
る
H
H

圃
｝

ン

か

る
た
め
、
格
差
が
少
な
く
新
し
い
プ
レ
…
一

や
ケ
い
ム
わ
団

圃
河

工

フ

、

寸

一
む
一

て
一
関
白

圃
M
〆
」
一
が

メ

イ
ヤ
l
が
入
り
や
す
い
環
境
と
な
る
。

…
一
ゆ

ァ

3
4
・T
Z
憎
む

E
E

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
意
欲
作
、
あ

…
E
瓦
九
ι
甑「ほ

－
型

史
去

四国

L
一谷

ま
こ
企
ゲ
亡

圃
t
」

の
の
存
り

閉
姐
胡

…
ま
り
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
、
ょ
う
…
一
鋼

生
る
の
で

R
F
－
1

初
ン
の
磁

E
E

L

…
ー
一

t

年
み
ム
き
ま

園
？

た
タ
そ
提

潤
臨

…
だ
。
冒
頭
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
こ
れ

…

工

信

広

輪

車
吋

《

劇
町
長

岡

幽

…
ま
で
の
操
作
体
系
と
大
き
く
異
な
る
た
…

4

1岨

1
z
E
3
詑

定

日

関

幽

明

…
め
、
最
初
か
ら
敬
遠
し
て
い
る
プ
レ
イ
…
丘

一
一
唯
一
方
何

Ef特
錨
ル
札
イ

明

・

m

ミ

リ
一

ヨ
は
ン
き
り

週
－

一亮

J
ち
ケ

E

・

…
ャ
ー
も
多
く
、
街
の
ゲ
l
セ
ン
を

F
…
p
一

旧

作
セ
・
か

庖
バ
メ
雪
闘
も

ム

・

関

〉回

こ
れ
ま
で
の
対
戦
格
闘
の
常
聴
を
覆
し
た

操
作
シ
ス
テ
ム
、
そ
の
真
価
は

確
か
に
錠
破
り
だ
。
『
ス
ト

E
」
の
…
力
の

一
動
作
だ
け
で
錬
作
で
き
、
レ
パ

ヒ
ッ
ト
以
降
、
対
戦
格
闘
と
い
え
ば
、
…
ー
を
続
け
て
動
か
す
だ
け
で
連
続
技
へ

レ
パ

l
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
移
動
を
、
…
と
つ
な
げ
ら
れ
る
。
人
の
思
考
や
反
応

ボ
タ
ン
で
攻
撃
を
操
作
す
る
の
が
通
例
…
か
ら
少
な
い
作
業
で
大
き
な
攻
撃
を
出

と
な
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
。
正
直
な
と
…
せ
る
レ
ス
ポ
ン
ス
の
良
さ
は
、
既
存
の

こ
ろ
、
同
作
の
操
作
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
…
対
戦
格
闘
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ

て
最
初
に
話
を
聞
い
た
時
、
不
安
を
感
…

じ
た
。
目
先
の
変
化
を
求
め
た
だ
け
の

は
っ
た
り
で
は
な
い
の
か
、
と
。

だ
が
、
ゲ
l
ム
を
プ
レ
イ
し
て
そ
ん

な
不
安
は
払
拭
さ
れ
た
。
勿
論
、
こ
れ
…

ま
で
と
異
な
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
な

の
で
僅
か
に
違
和
感
も
あ
っ
た
が
、
プ
…

レ
イ
を
重
ね
る
う
ち
に
気
に
な
ら
な
く

な
っ
た
。
そ
の
上
、
思
い
通
り
に
動
か

せ
る
よ
う
に
な
る
と
、
操
作
す
る
こ
と

に
心
地
よ
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
ほ

ど
。
攻
撃
し
よ
う
と
す
れ
ば
レ
パ

l
入



c；八Ml以 JI I I川 11wl
対服梅田ゲームブラボー！！

カ
プ
コ
ン
入
魂
の
『
ス
ト
E
サ
ー
ド
』
、

王
道
へ
の
回
帰
は
成
さ
れ
た
か
？

テ核 ななたい動反 相 行 ロ リ しタリカ
ムをる局めうの撃手わッ l本て I Iプ対
に成 。面、え前がのれキズ作ど 皿 ズコ戦
巧す対で 攻 に 後 可攻るン通ののサ最ン格
み概 戦自防成と能撃こグし最よ l新 が 闘
に念 に然の功もだをの可て大うド作公ユ
織とおと切時、 。受動 L ののなス 「 言 ｜
りしけ多りの全プけ作円売特出トスすザ
込てる用返見くロ流はパり徴来ラトる l
ま、駆さし返隙ツし、 lではでィリ「に
れゲけれとりがキ 、成人 も 、 あ ク lス向
て l引るなも存ン ー 功力あやろ 」 トトけ
おムき こ る 大 在 グ方すのるはう 。フ 皿 た
れシの と様きしは的れみ「りか果ア」
一、ス中と々いな発 に ば で ブ シ 。たイシと

「 古 代 こ で と 格
「 のし、呼闘
スプか最ぱゲ
土ロし忘れ｜

旦よ夕張ると
でヲセで返ぷの E し
はグれわ
、シ号た技 ゅ

プス a形ざる
レテ ι不明 λ 「

ノ作、テ当
イムあ
ヤはゆろムて
’、え λm身

＂按から ヒット棚、確実にスーパーァ一月決めZ。 ＇~初町三百空

マ 調 言なけ技るグう面 Iiな空あグ逆ドあ
ニ整え り 引 と 差 以いで位り中つのに 』 ま
アは る、きいし外つの時、ブた 一 戦 で り
層 、 。ょに つ合 のた見 問地ロ 。辺術は理
を対こりもたい、変直も上ツこ倒が、解
十戦う対重 2 、問更し減プキれに強ほさ
分格い 戦き D ジ合 に が 少 ロ ン が な 力 ぼ れ
に闘つにが格ヤいよ行すツグ 「 つな浸て
納ユた深置闘ン取りわるキ入子て空透
得 l細みかのずり、れなンカ l し中し前
さザ部がれ従 ~ζ プてど グがドまプた作
せ lに増る来 撃打 ロいパ成ン 」 つ ロ t 「
る、わしよ的と撃ツるラ功ビでたツあセ
も特たたうな対にキ 。ン後では感子のヂ
の に る とに駆空よ ン こ ス の L 、が

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

同
時
期
に
ラ
イ
バ
ル
と
な
る
対
戦
マ

ニ
ア
向
け
の
ゲ
l
ム
が
な
か
っ
た
こ
と

…
も
あ
り
、

発
売
当
初
か
ら
多
く
の
ロ
ケ

で
多
数
の
客
が
安
定
し
て
つ
い
て
い

…
た
。
対
戦
格
闘
ブ
l
ム
が
去
っ
た
と
雪一
回

…
わ
れ
て
久
し
い
こ
の
時
代
に
、
ひ
と
つ

の
ゲ
l
ム
の
周
り
に
人
が
集
ま
る
の
は

…
昨
今
な
か

っ
た
光
景
で
あ
る
。
乙

う

し

年

…
た
古
典
的
な
作
り
の

2
D格
闘

作

品

川

…
は
、
い
ま
だ
に
対
戦
絡
闘
ユ
ー
ザ

ー

の

何

…
間
で
大
き
な
潜
在
的
需
要
と
な
っ
て
お

4

…
り
、
本
作
は
そ
れ
に
応
え
る
だ
け
の
手
ト

…
堅
い
ゲ

l
ム
性
を
持
っ
て
い
た
結
果
ド

…
だ
。
「
ス
ト

E
」
シ
リ
ー
ズ
に
代
わ
る
、

種

…
新
た
な
王
道
を
目
指
し
た

「ス
ト
皿
」

げ

…
シ
リ
ー
ズ
。
三
作
目
に
し
て
遂
に
そ
の
力

…
目
標
を
果
た
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ー

一回
－
－UM
－
 

－斗

い
光
の
は

．

持
シ
ラ

寸

一回

一
み

て
栄
芯

j

圃

を
・
ャ

ー

一民

一
一日

し
の
チ
ム

圃

｝

ム
し
キ

E
E日
L

R

一
川
勝
去
イ
ノ

園

調
／

テ

か

い

む

帽
同
組

一
川
優
過
マ
ゲ

’
圃

削

W

ス
し
濃
コ

時
酬
明
圃

G

一
W
で
は
イ

f
乱

闘

圃

叶

シ

・
、か

R
M凶
則

一
川
会
れ
で
も
わ

圃

幡

ケ

間
作
か
区

昭
刷
訓
圃
i

－

E
一
回一

大
そ
ム
で
穴

圃
｛

』

例
一
め
日

開
削
臨
A

一
時
国
ど
一
・

G
圃

E
ァ

F
第
た
到

明
幽
圃
＠

日

L
両
全

J
Z向
F
F
Z
立

話
幽
叩

－｜一

喝
皿
一
ん

2
1
3

T
恨

め
一
く

N
E幽

…
F一昨
ト
タ
色
い
も

E
剛

此

掛
川
山

U

寵
幽
日

一回

ス
イ
は
心
で

置

司

盟

一明

『
ラ
近
型
い

囲
下
プ
時

Z
I
E回

目
。
一

商

代
生
愚
と

λ

・ヨ

a曙

一

初

学

て

つ

引

回

E

・
キ
た
の
飢

1
0

…
R
一

に

良
つ
よ
調

園

陪

ト
柑

ツ
新
ム
め

亘

明

一

か

不

あ

ち

あ

週

T
－
売
口

、
テ
た
一
1
一
。

P
一

密
る
で
が
ま

g
sメ
発
ブ
つ
ス
の
直
＠



T
一V…町

一間
レ
コ
マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー
ム
に
み
る

巨
刊

L

新
し
い
遊
び
の
可
能
性
宙ムl
ム｜代表森川幸

AE1－
河
竹
L
レ
コ
と
P
Cを
接
続
し
て
遊
ぶ
「レ
コ
マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー
ム
」
が
静
か
な
ブ
l
ム
だ
。
そ
れ
は
衝
し
い

凡
直

一
仁

rも
示
唆
し
て
い
る
。

「が
ん
ば
れ
森
川
君
2
固さ

な
ど
で
有
名
な
ム
l
ム
l
轟
川
氏
に
そ
の
魅
力
を
踊
ヨ

ソ
フ
一ト
一批
評
一ス
一ベ
一シ
一ヤ
ル

~ 

…
っ
か
り
だ
し

（
ア
ン
ド
、

内
緒
だ
け
ど
、

来
年
あ
た
り
、

…
（
そ
ん
な
国
な
い
か
）
で
は
存
在

…
も
う

一
つ
二
つ
ど
う
？
っ
て
い
お
う
と
思
っ
て
い
る

…
ゃ
な
く
て
も
パ
ワ

1
オ
ン

の

状

態

在

…
と
こ
ろ
）
な
の
に
、
び

っ
く
り
と
い
う
か
、
失
礼
と
い
…
ぃ
。
睡
眠
オ
ン
の
状
態
で
し
か
見
ら
れ
な
い
夢
と
同
じ

そ
り
ゃ
そ
う
と
、
僕
は
こ
の

3
年、

2
つ
ば
っ
か
り
…
う
か
、
や
ば
い
と
い
う
か
、
ま
だ
、
減
価
償
却
し
て
な
…
っ
ち
ゅ
！
こ
と
で
す
よ
。

予
測
を
誤
り
ま
し
た
ね
。

…
い

っ
て
い
う
か
。

…
こ
れ
は
、
心
許
な
い
（
と
感
じ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
）
。

－
つ
は
、
育
て
る
と
か
見
守
る
と
か
、
そ
う
い
う
コ
…
さ
ら
に
こ
の
先
、
ネ
コ
や
ら
ク
マ
が
出
て
く
る
ん
で

…
特
に
作
り
手
に
と
っ
ち
ゃ
l
。

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
非
接
触
型
非
能
動
的
半
・
自
動
化
電
脳
遊
…
し
ょ
。
参
っ
た
な
あ
。

戯
な
ん
て
の
が
、
も
う
ゲ
l
ム
と
し
て

O
K
に
な
っ
て
…
な
に
に
参
っ
た
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
モ
ノ
で
あ
…
余
談
で
す
が
、
だ
か
ら
、
オ
フ
の
時
な
ん
か
は
、
身

き
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
。

…
る
こ
と
に
で
す
ね
。
触
れ
る
っ
て
の
は
強
い
で
す
よ
。

…
体
性
っ
ち
ゅ
l
や
つ
で
す
か
？
感
触
の
あ
る
遊
び
、

も
う
l
つ
は
、
ロ
ボ
y
卜
が
研
究
室
か
ら
出
る
な
ん
…
大
き
l
ぃ
、
固
l
ぃ
、
暖
か
l
い・
：
な
ど
な
ど
、
ほ
…
た
と
え
ば
釣
り
と
か
陶
芸
と
か
ス
ポ
ー
ツ
と
か
、
や
っ

て
、
ま
だ
ず
い
ぶ
ん
先
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。

…
ら、

世
の
中
、
触
り
触
れ
ら
れ
て
ナ
ン
ボ
っ
て
と
こ
あ

…
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
ね
。

－
つ
目
の
こ
と
は
、
ま
l
今
回
は
略
と
し
て
、
問
題

…
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

…

バ

ラ
ン
ス
取
り
戻
そ
う
と
し
て
る
ん
で
し
ょ
l
ね
、

は
2
つ
目
で
す
。

…
そ
う
い
う
触
れ
る
喜
び
（
悦
び
？
）
つ
て
の
は
、
モ
…
無
意
識
の
う
ち
に
。

こ
こ
に
来
て
い
き
な
り
、

H
O
N
D
A
の
P
3で
し
…
ノ
な
ら
で
は
で
す
か
ら
ね
。

…

け
つ
こ
う
、

多
い
ん
で
す
よ
、
ま
わ
り
の
ハ
ー
ド
な

ょ、

S
O
N
Y
の
A
I
B
O
で
し
ょ
、
フ

7
1
ビ
l
で

…
こ
れ
に
対
し
て
、
電
脳
の
世
界
っ
ち
ゅ
l
の
は
、

実

…
電
脳
仕
事
し
て
る
ヤ
ツ
で
、
オ
フ
の
時
は
体
動
か
し
た

し
ょ
、
な
ん
す
か
急
に
。

…
体
が
な
い
わ
け
で
す
。

…
り
、
モ
ノ
い
じ

っ
た
り
し
て
る
人
っ
て
。

せ
っ
か
く
、
モ
ニ
タ
ー
の
中
で
ペ
ッ
ト
を
育
て
る
見

…

電
気
が
織
り
な
す
幻
想
（
し
か
も
、

目
と
耳
で
し
か

…

そ

l
ゆ
l
や
つ
ら
の
方
が
、
人
生
電
脳

一
本
給
の
ヤ

守
る
っ
て
、
遊
び
は
ど
う
？
な
ん
て
や
り
だ
し
た
ば
…
感
じ
ら
れ
な
い
幻
想
）
な
わ
け
で
、
電
気
の
な
い
国

…
ツ
よ
り
、
お
も
し
ろ
い
仕
事
し
て
る
（
気
が
す
る
）
あ

ま
ず
は
長
め
の
前
書
き
か
ら
・

．．
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世界的玩具メーカー 「レゴJのロポット
製作セット.ACXコードと曾われる簡易曾

簡を用いてPC上でプロデラミンデを行い、

モーヲー制御で動作するロポットを作るこ

とができる。基本セットlit十727個のパー

ツからなり、その中にACX（コントロール
ユニット）、 PC嬢続周の赤外線トランスミ

ッ世一、 モ一世－X2、ヲッチセンサー×2、

ライトセンサー×1が含まれる。 他に 『ロ

ポ・スポーツJrエヲス トリーム・ヲリーチ
ャーズjの盤強キットが販売されている。
現在｛草原宿キテイラン ドでの販売の他、東

芝Jダイレヲト、アスキー等のWEBサイ ト

上で賄入可能。残念ながら現在は英簡版の
みで日本悟版発売の予定はないが、マニュ
7' I~が非常にわかりやすく、 お勧めだ。（基

本セットのみ日本語解脱書付属）

ゲームソフト批僻

…
た
り
に
、
き
っ
と
ク
リ
エ
イ
タ
l
の
資
質
と
し
て
の
な
…
現
状
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
や
ら
せ
た
い
行
動
を
、
ど
う

…
ん
か
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
な
、
と
思
う
ん
で
す
が
ね
。

…
折
り
合
い
つ
け
て
い
く
か
と
い
う
遊
び
？
は
、

一
般

マ
ー
ケ

ッ
ト
的
に
も
、
ゲ
1
ム
よ
り
、
フ
ィ
ギ
ア
の
日
ピ
｜
ポ
ー
に
は
、
ち
ょ

っ
と
荷
が
重
い
作
業
な
気
が
し

…
方
が
人
気
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
、
と
い
う
の
も

…
ま
す
。

…
ね
、
そ
l
ゅ
う
反
動
っ
て
い
う
か
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
働
…
な
ん
で
い
う
ん
で
し
ょ
、
荒
削
り
だ
け
ど
、
将
来
性

…
い
て
い
る
結
果
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。

…
の
あ
る
新
人
っ
て
感
じ
か
な
。

そ
1
い
う
意
味
じ
ゃ
、
ポ
ケ
モ
ン
も
ヨ
ー
ヨ
ー
も
ミ

…

そ
l
ゆ
1
意
味
じ
ゃ
あ
、
過
渡
期
的
な
モ
ノ
と
い
う

…
ニ
4
駆
も
閉
じ
土
俵
で
捉
え
て
い
る
小
学
生
つ

て
の

…
か
、
デ
キ
だ
と
思
う
ん
で
す
（
ど
l
い
う
も
ん
か

っ
ち

…
は
、
偉
い
、
と
ま
で
言
わ
な
い
け
ど
、
い
い
ぞ
っ
て
い
…
ゅ
う
こ
と
に
関
す
る
詳
細
は
、
ど
っ
か
に
普
か
れ
て
い

…
う
気
が
す
る
な
。

…
る
と
思
う
ん
で
、
こ
こ
で
は
割
礼
、
も
と
い
割
愛
）
。

…
『
レ

コ

マ

イ

ン

ド

ス

ト

ー

ム

」

の

…

じ
ゃ

、
キ
ラ
イ
か
？

っ
て
い
う
と
、

「そ
l
ゆ
l

…

聞

か

れ

た

感

じ

と

は

…

の
が
、
で
る
ら
し
い
」
と
聞
い
た
と
き
か
ら
、
ス
ッ
ゲ

…
！
と
思
っ
た
し
、
す
ぐ
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
取
り
寄
せ
る

で、

「
マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー
ム
」
で
す
。

…
ほ
ど
に
、
ほ
し
い
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。

な
ん
か
、
マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
親
戚
み
た
…
な
に
が
ス

ぅ
ケ
！
と
思
っ
た
か
と
い
う
と
、

一一
言
で

…
い
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
て
ゆ
l
…
言
え
ば

「開
か
れ
て
い
る
」
っ

て
こ

っ
ち
ゅ
l
で
す
。

…
か
レ
ゴ
プ
ロ

ッ
ク
で
す
。
レ
ゴ
を

一
気
に

I
Q
1
8
0
…

こ
の
「
関
か
れ
て
い
る
」

っ
て
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
、

…
に
し
た
み
た
い
な
お
も
ち
ゃ
で
す
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、

…
最
近
、
自
分
の
中
の
最
大
関
心
事
で
あ
り
ま
し
て
、
ま
、

…
開
発
に
は
あ
の

M
I
T
（
マ
サ
チ

ュ
ー
セ

ッ
ツ
工
科
大

…
そ
こ
に
ビ
シ

ァ
と
触
れ
た

っ
ち
ゅ
l
わ
け
で
す
。

…
学
）
が
関
わ
っ
て
る
ん
で
す
ね
え
。

…
ま
ず
は
、
レ
ゴ
社
自
体
の
開
か
れ
た
感
。

で
、
頭
は
い
い
で
す
し
、
新
し
い
し
、
将
来
性
と
い
…
な
に
し
ろ
、
ど
う
い
う
い
き
さ
つ
か
知
り
ま
せ
ん
け

…
う
か
展
開
の
可
能
性
も
と
っ
て
も
感
じ
ま
す
。

…ど、

M
I
T
と

一
緒
に
仕
事
を
し
よ
う
と
思
っ
た
ん
で

た
だ
、
正
直
い
っ
て
、
今
こ
の
時
点
で
、
僕
を
含
む

…
す
か
ら
。
そ
れ
が
す
ご
い
で
す
よ
ね
。

一
般
ピ
l
ポ
l
に
と

っ
て
、
と

っ
て
も
わ
か
り
や
す
い
…
外
に
目
い

っ
て
ま
す
よ
ね
。
ド
ア
聞
い
て
ま
す
よ
ね
。

…
遊
び
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
？
？
？
だ
と
は
思

…

レ
ゴ
社
と

M
I
T
の
結
婚
っ
て
！
の
を
最
初
に
聞
い

日
い
ま
す
。

日
た
と
き
は
、
ホ
ン
卜
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

ス
キ
ル
の
あ
る
人
な
ら
、
け

つ
こ
う
な
こ
と
は
で
き

…

こ
う
い
う
異
種
格
闘
技
的
融
合
つ
て
の
は
、
ぼ
ん
や

…
る
み
た
い
で
す
け
ど
ね
（
注
）
。

…
り
と
、
あ
る
と
お
も
し
ろ
い
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
た
け

戸一一『 注・『レゴマインドストームjは全世界で多くの愛好家がおり、イン9ーネッ トで活発な情報交換が行われている。
目.!IJrマインドス トーム情報局Jはその代表例だ。カナタ在住のJi同 ato氏が作成している。

http・llwv.川 mト問ーicom/JinSato/MindStorms/ 



ど
、
こ
ん
な
す
っ
げ
ー
と
い
う
か
お
も
ろ
い
組
み
合
わ
…
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ん
だ
」
と
か
い
う
驚
き
や
発
見
が
、
…

せ
が
い
き
な
り
で
き
る
ん
で
す
か
ら
。

…
関
係
を
深
く
し
て
い
く
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
。

ホ
ン
ト
く
や
し
い
く
ら
い
、
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。

日

…

全
く
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
新
し
い
モ
ノ
や
発
想
っ
…
ま
た
ま
た
余
談
と
い
う
か
、
小
さ
い
乙
と
で
す
が
、
…

て
、
こ
う
い
う
異
種
企
業
聞
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
化
…
ぽ
く
な
ん
か
、

ゲ
ー
ム
作
る
と
き
、
ど
っ
ち
か
と
い
う
…

学
反
応
か
ら
、
生
ま
れ
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、

今
後
…
と
、
価
値
観
や
考
え
方
の
遣
う
人
と
、
い
い
意
味
で
の
…

と
し
て
は
。

…
小
競
り
合
い
し
な
が
ら
、
作
り
上
げ
て
い
く
つ
て
い
う

…

近
い
業
種
の
人
と
だ
と
、
ど
う
し
て
も
早
く
て
、
浅

…
ス
タ
イ
ル
が
好
き
な
ん
で
す
。

い
う
ち
か
ら
、
分
か
り
合
え
ち
ゃ
う
と
い
う
か
、
な
ご

…

異
文
化
と
ぶ
つ
か
っ
た
方
が
、
こ
ち
ら
が
、
も
し
く
…

ん
じ
ゃ
う
か
ら
、
ど
う
し
て
も
、
「
激
し
い
化
学
反
応
」
…
は
両
者
が
思
い
も
つ
か
な
か

っ
た
こ
と
が
、
ぽ
ん
と
生
…
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

は
起
こ
り
に
く
い
で
す
か
ら
。

…
ま
れ
や
す
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
っ
て
、
す
げ

…

一
つ
め
は
、
好
き
に
作
れ
る
と
い
う
こ
と
。

そ
の
点
、
学
者
と
オ
モ
チ
ャ
屋
で
す
か
ら
ね
。

…
｜
感
動
す
る
し
、
得
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

…

ま

ず
は
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
で
あ
る
、
つ
ま
り
、
パ

お
互
い
す
っ
げ
l
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ

ッ
ク
が
あ
っ
た
…
で
も
、
ゲ
l
ム
制
作
の
世
界
に
来
て
か
ら
は
、
ど
う
…
ソ
コ
ン
（
P
C）
で
行
動
判
断
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。

…
も
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
ね
。

…
書
く
こ
と
が
で
さ
る
こ
と
（
マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー
ム
に
限

ケ
ン
ケ
ン
ガ
ク
ガ
ク
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
…
話
し
合
う
と
い
う
土
俵
に
上
っ
て
き
て
く
れ
な
い
。
…
ら
ず
、
パ
ソ
コ

ン
っ
か
わ
な
く
ち
ゃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組

か
ね
。
途
中
で
は

「な
ん
て
、
学
者
は
世
間
知
ら
ず
な
…

「そ
れ
、
ボ
ク
の
す
き
な
こ
と
と
違
う
モ
ン
」
っ

て
感
…
め
な
い

っ
て
い
う
シ
ス
テ
ム
は
、
過
渡
期
的
な
感
じ
も

ん
だ
」
と
か
「
所
詮
、
オ
モ
チ
ャ
屋
の
発
想
よ
」
な
ん
…
じ
で
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
拒
絶
し
て
く
る
。
こ
…
し
ま
す
が
）
。

て
や
り
と
り
も
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
。
で
、
そ
れ
…
れ
じ
ゃ
あ
化
学
反
応
は
お
き
な
い
で
す
か
ら
ね
。

…

で

も
、
ユ
ー
ザ
ー
が
そ
い
つ
の
性
絡
や
ら
本
能
や
ら

以
上
に
、

「そ
う
か
、
そ
う
い
う
考
え
方
も
あ
っ
た
か
」
…
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
た
だ
感
性
の
合
わ
な
い
ヤ
ツ
と
居
心
…
を
仕
込
め
る
っ
て
の
は
、
夢
が
あ
っ
て
い
ー
じ
ゃ
な
い

み
た
い
な
「
発
見
」
が
多
か

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

…
地
悪
く
作
業
し
て
い
る
だ
け
に
な
っ
ち
ゃ
う
。

…
で
す
か

（
こ
の
機
能
は
A
I
B
Oな
ん
か
に
も
備
わ
っ

い
つ
も
、
い
つ
も
、
み
ん
な
の
脳
の
な
か
に
、
突
風

…

と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
聞
か
れ
た
合
体
と
い
う
…
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
て

が
吹
い
て
た
（
プ
レ
イ
ン
・
ス
ト
l
ミ
ン
グ
）
ん
じ
ゃ
…
か
リ
ン
ク

つ
て
の
が
う
ら
や
ま
し
か

っ
た
で
す
。

…
加
え
て

『
マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー
ム
』
は
、
形
も
好
き
に

な
い
で
す
か
ね
O

H

…
作
れ
る

、？…

A
I
B
Oや
フ
ァ
l
ピ
l
の

タ
イ
マ
ン
は
っ
た
ら
、
タ
メ
じ
ゃ
あ
、
じ
ゃ
な
L
l

…次
の
世
代
の
ロ
ボ
ッ
ト

…
A
I
B
Oも
フ
ァ
l
ピ
ー
も
す
ご
い
け
ど
、
あ
れ
つ

ど
、
そ
1
ゆ
1
の
、
す
っ
げ
l
う
ら
や
ま
し
い
で
す
o

H

…
て
形
変
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
（
そ
う
い
う
点
で
は

そ
う
い
う
交
わ
り
つ
て
の
は
、
あ
る
意
味
じ
ゃ
、
恋
…
次
は
、

『
マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー
ム
」
の
仕
組
み
の
開
か

…
『
マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー
ム
」
は
A
I
B
O
や
フ

ァ
l
ピ
l

愛
に
近
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

…
れ
た
感
。

…
な
ど
の
プ
リ
セ

ッ
ト
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
次
の
世
代
の
ロ
ボ

「え
っ
、
そ
1
考
え
る
人
な
ん
だ
」
と
か

「そ
う
い
…

『
マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー
ム
」
は
、
2
つ
の
点
で
関
か
れ
…

ッ
ト
と
も
、

き守
え
る
わ
け
で
す
）
。

[I!jJ 
これが 『レゴ マインドストーム』の心磁歯車であるRCX。HS/3292という目立製のB

bitCPUが使われており、プロダラム内蔵周の32KバイトのRAMと、ドライパ格納周の16K

バイトROMが内蔵されている。これを績にしてレゴブロッ？を装着していくわけだ。
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で
も
「
マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー
ム
」
は
な
ん
と
い
っ
て
も
…
国
語
辞
典
を
「
道
具
」
に
使
え
る
く
ら
い
に
な
ん
な
…
遊
び
が
で
き
る
「
余
地
」
だ
け
が
、
モ
ノ
の
シ
ス
テ
ム

レ
ゴ
ブ
ロ
y

ク
で
す
か
ら
、
原
理
的
に
は
、
ど
ん
な
形

…
く
っ
ち
ゃ
ね
。

…
と
し
て
用
意
さ
れ
て
い
る
。

に
で
も
で
き
る
。

…

余
談
で
し
た
。

…
遊
び
方
は
、
あ
と
か
ら
（
第
三
者
に
よ
っ
て
）
ど
ん

変
形
の
自
由
度
と
そ
の
お
手
軽
さ
か
ら
い
っ
た
ら
、

…

…

ど
ん
追
加
で
き
る
。

レ
ゴ
ブ
ロ
y

ク
に
か
な
う
モ
ノ
な
い
で
す
か
ら
。

…

さ
て
、

2
つ
め
の
開
か
れ
て
い
る
点
は
、
デ
ー
タ
の
…

『
マ
ジ
ッ
ク

一
ザ
・
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
」
（
お
子
さ
ん
に
は

も
ち
ろ
ん
、
ど
こ
ま
で
作
り
込
ん
で
も
、
ボ
ツ
ボ
ツ

…
や
り
と
り
と
か
の
メ
カ
ニ
カ
ル
な
仕
組
み
で
す
。

…
ポ
ケ
モ
ン
カ
l
ド
か
）
の
デ

ッ
キ
の
考
え
方
な
ん
か
、
い

の
つ
い
た
板
の
集
合
体
で
す
。
写
実
的
な
世
界
の
再
現

…

オ

ー
プ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

l
っ
て
や
つ
で
す
…

l
感
じ
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
発
想
っ
て
、
こ
れ
か
ら

は
無
理
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、
て
い
う
か
無
理
で
す
（
最
…
か
、

『
マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー
ム
」
は
、
パ
ソ
コ
ン
と
の
リ
…
イ
キ

っ
ち
ゅ
！
か
、
最
終
理
想
形
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。

近
は
無
塑
じ
ゃ
な
く
そ
う
と
い
う
動
き
も
レ
ゴ
グ
ル
l
…
ン
ク
だ
け
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
思
想
っ
て
ゆ
1
か
シ

…

よ
く
い
う
ん
で
す
け
ど
、
鍋
の
店
の
シ
ス
テ
ム
が
い

プ
内
に
あ
る
み
た
い
だ
け
ど
、
無
理
で
あ
っ
て
ほ
し
い

…
ス
テ
ム

っ
て
l
の
は
、
こ
れ
か
ら
標
準
に
な
る
ん
じ
ゃ
…
い
わ
け
で
す
。
あ
れ
っ
て
、
よ
l
く
考
え
て
も
考
え
な

で
す
）
。

…
ね
1
で
し
ょ
う
か
ね
。

…
く
て
も
、
客
が
料
理
作
っ
て
る
ワ
ケ
で
し
ょ
。
調
理
人

ゲ
ー
ム
マ
シ
ン
と
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
か
、
テ
…

っ
て
素
材
を
き
っ
て
並
べ
る
だ
け
で
す
か
ら
。

再
び
余
談
で
す
け
ど
ね
。

…
レ
ピ
と
か
、
携
帯
電
話
と
か
、
太
陽
光
線
と
か
、

宇
宙
…
で
も
、
客
側
と
し
て
は
、
自
分
の
好
み
に
作
れ
る
か

ユ
ー
ザ
ー
は
、
イ
メ
ー
ジ
で
補
う
と
い
う
遊
び
を
絶

…
線
と
か
、
ウ
イ
ル
ス
と
か
：
・
そ
う
い
う
外
と
の
リ
ン
ク
…
ら
、
あ
り
が
た
い
わ
け
だ
し
、
料
理
人
は
楽
だ
し
。
両

対
や
る
べ
き
な
ん
で
す
よ
（
H
作
り
手
の
サ
ー
ビ
ス
と

…
と
い
う
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
が
ね
、
…
者
と
も
あ
り
が
た
い
、
幸
せ
な
シ
ス
テ
ム
な
ん
で
す
よ
。

は
、
本
来
そ
う
い
う
滋
び
を
奪
わ
な
い
こ
と
の
は
ず
）
。
…
こ
れ
か
ら
の
遊
び

っ
て
気
が
し
ま
す
。

…
あ
の
シ
ス
テ
ム
が
理
想
だ
と
思
う
ん
で
す
。

な
に
が
楽
し
い

っ
て
、
自
分
が

一
歩
乗
り
出
し
て
、
…

想
像
力
で
も
っ
て
、
足
り
な
い
部
分
を
補
う
、
思
わ
ず

…

や

っ

ぱ

り

与

え

ら

れ

た

モ

ノ

だ

付

で

は

…
で
、
そ
う
い
う
点
で
の
将
来
性
と
い
う
こ
と
で
は
、

蛇
の
足
を
足
し
て
し
ま
う
、
そ
う
い
う
行
為
、
こ
れ
が

…

つ

ま

ら

な

い

か

ら

・

：

…

『
マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー
ム
」
は
、
と

っ
て
も
い
い
線
い

つ

一
番
楽
し
い
わ
け
で
す
か
ら
。

…

総
括
す
れ
ば
こ
う
い
う
こ
と
で
す
。

…
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
と
。

へ
ア
ヌ

l
ド
を
見
て
り
ゃ
、

一
目
瞭
然
で
し
ょ
。

…

与
え
ら
れ
た
モ
ノ
を
、
与
え
れ
た
通
り
に
遊
ぶ
だ
け
…
そ
う
思
う
次
第
で
す
。

最
初
は

「お
っ
！
」

と
思
う
け
ど
、
イ
マ
ジ
ネ
1
シ

…
じ
ゃ
つ
ま
ら
な
い
じ
ゃ
ん
。
遊
び
方
を
見
つ
け
る
の
も
…

ョ
ン
が
入
り
込
む
余
地
が
な
い
と
、
す
ぐ
あ
き
ち
ゃ
う
。
…
遊
び
、

っ
て
こ
と
で
す
よ
と
。

あ
き
ち
ゃ
う
っ
て
の
は
、
精
神
的
快
感
（
驚
き
や
発
見

…

ト

ラ
ン
プ
な
ん
か
、
い
い
例
だ
と
思
う
ん
で
す
。
モ
…

や
感
動
や
ら
の
抱
合
体
）
が
な
い
か
ら
で
す
か
ら
。

…
ノ
と
し
て
は
、

1
1
K
ま
で
の
カ
l
ド
し
か
な
い
わ
け
…

そ
l
ゆ
l
快
感
つ
て
の
は
、
自
ら

一
歩
乗
り
出
す
…
で
す
。
こ
う
い
う
遊
び
方
を
し
な
さ
い
、
そ
の
た
め
の

…

「思
ツ
ラ
イ
」
（
b
y糸
井
重
里
）
行
為
を
し
な
き
ゃ
、
…

モ
ノ
で
す
。
と
は
な

っ
て
い
な
い
。

得
ら
れ
な
い
。

…

「戦
争
」
か
ら
「
ポ
ー
カ
ー
」
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な

…

メーカー レゴジャパン／偏格.¥34,800〆｛聖DOS/V) ロポ・スポーツ（鉱彊セッ ト1）価格：
回亘 一一－r.•.t;孟事国一一咽畑エキストリーム・ヲリーチャーズ（掛セ・ノ ト 2 ) 価格：ぬ蜘 （価格U制価格です）

喧lLEGOis trademarl< of廿喝 LEGOGroup. C1999 LEGO Group. 
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｛色りかわ・’曹ひと｝

有限会社ムーム一代表。

1959年生まれ。筑渡大
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テレビ用CG制作を経て
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川君2号』 「アストロ
ノーカjを制作．現在新
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h
i／

日
ら
言
っ
て
下
さ
い
。
き
っ
と
、
ア
ン
ケ

ぬ
明
吋
J

阪
神
タ
イ
ガ
1
ス
値
鴎
で

…
l
ト
ハ
ガ
キ
を
出
す
よ
う
な
人
た
ち

ダ
切
除
、
ゲ
ー
ム
批
評
が
え
S
い
と
と
に
日

／川
川
リ
＼

…
は
、
応
援
の
た
め
基
金
を
設
立
す
る
で

O
皆
様
こ
ん
に
ち
は
l
。
メ
ル
ヘ
ン
読

…
し
よ
う
。

者
コ
ー
ナ
ー
の
二
回
目
で
す
。
担
当
は

…

（埼
玉
県

ザ
ク
）

私、

天
使
子
と
：
：
：

…
0
皆
様
の
励
ま
し
が
ゲ
1
ム
批
評
を

一

。
グ
l
テ
ン
タ
l
ク
。
堕
天
使
く
ん
…
段
と
強
く
し
ま
す
。
応
媛
の
メ
ッ
セ
I

D
E
A
T
H。
夏
は
い
い
よ
ね
。
ア
ツ
…
ジ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

は
ナ
ツ
い
。
ア
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
。
今

…
。
で
も
、
基
金
を
設
立
し
て
は
く
れ
な

号

も

読

ん

で

み

ま

侵

夏

？

…

い

だ

ろ

う

な

あ

。
ゲ
1
ム
批
評
読
者
つ

P
ほ
日
片
岡
ト
防
い
じ
い
阿
羽
国
2
い
し
ね
マ
マ
卜

ト
ホ
ホ
）
で
は
で
は
、
気
を
取
り
直
し
…
卜
。

て
読
者
コ
ー
ナ
ー
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

…
0
こ
ら
っ
、
「
読
者
あ
っ
て
の
本
で
す

女
編
集
部
、

3
人
で
す
か
。
減
り
ま
し

…
か
ら
」
な
の
に
ナ
ン
テ
コ
ト
を
！

た
ね
え
。
ま
あ

「
S
F
マ
ガ
ジ
ン
」
な

…
＊
裏
表
紙
の
色
を
当
て
る
の
も
貴
誌
の

ん
で
、
あ
の
厚
さ
で
3
人
で
す
か
ら
、
…
楽
し
み
方
の
ひ
と
つ
。
も
し
今
シ
l
ズ

そ
れ
を
励
み
に
す
）
頑
張
っ
て
下
さ

…
ン
阪
神
が
優
勝
し
た
ら
、
黄
黒
の
縦
縞

い
ま
せ
。

…
で
よ
ろ
し
く
l

（東
京
都
向
井
淳
）

…

（

大
阪
府
あ
き
ろ
と
。）

決
編
集
部
の
み
な
さ
ん
、
苦
し
か
っ
た

…
0
オ
ノ
編
集
長
に
言
っ
た
ら
、
「
ぉ
l

Q.「テスト前になると、なぜか無性にゲームで遊びたく なって、勉強する気が起きま
せん。どうすればいいでしょう 7J （神奈川県 相川智也） 庄司

リ 仙 、 B ん

（千葉県 N64を普及させよう！ ）
。 『マヲロス』が fテダザー』で
ポッカーン I（天使子ちゃん）

長錘1

ヒネヲ レ者の一例。（神奈川県
DMG) 

堕天使くんの
鵬者お悩み相厳重パート3
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盟実使〈ん、地上に患の先を”し〈慣曹融らす号

堕みせつうフ
、，ツ
鷲
フ

石

ツ

久
フ

ん

県

！
i

仙
忍
働

団

w
O
天

「お
線
機
特
急
』
を
思
い
出
し
て
し
ま
う

…
僕
は
、
マ
イ
ナ
ー
志
向
な
ん
で
し
ょ
う

か
？

（宮
崎
県
ぷ
う
か
J
タ
ー
ボ
）

…
O
R
P
G＋
S
T
Gと
い
う
と
、
真
っ
先

に
『
キ
ン
グ
ス
ナ
イ
ト
」
を
思
い
出
し
て

し
ま
う
僕
は
、
マ
イ
ナ
ー
志
向
な
ん
で
し

ょ
う
か
恋
の
ス
イ
l
卜
タ
ル
卜
は
い
か

カ
？

O
単
に
ひ
ね
く
れ
て
る
だ
け
で
し
ょ
！

…
な
ん
で
そ
ん
な
古
い
ゲ
l
ム
知
っ
て
る

の
？
歳
い
く
つ
な
の
？

…
0
ω
万
7
歳
。
そ
う
い
え
ば
、
お
ね
l
さ

…
ん
こ
そ
歳
い
く
つ
な
の
？

前
回
聞
き
そ

…
び
れ
た
ん
で
教
え
て
く
れ
な
い
紅
蓮
？

…
o
j
i－－・：
：：
：・
金
の
エ
ン
ゼ
ル
マ
1
ク

…
聾
浴
と
し
1

（
ポ
ギ
ャ
ス
1
）

…
。
ち
ょ
l
イ
タ
。

堕天使〈んの
観者お悩み相厳重パート3

A.「家にあるゲーム機すべてを紛々に砕いて湘南海岸に流すといいでしょう湾岸DR 
E AMJ （堕天使くん）[ff!] 



Cri~~，~e 
m者だからわかることもあるし、観者にしかわからないことも
ある。そんな『観者による批評Jカ満般のこのコーナー。新しい批
評眼に触れてみませんか？

得。tkr's

一
般
投
稿
部
門

と
、
い
う
わ
け
で
今
回
か
与

「
一
一
般
日

汚
れ
だ
ら
け
。
そ
う
い
え
ば
、
近
所
で

投
稿
」
と
「
ラ
イ
タ
ー
投
稿
」
の
2
コ

…

一
番
は
や
っ
て
い
る
ゲ
1
セ
ン
は
、
か

l
ナ
l
に
分
か
れ
た
＝
刃
由
曲
a
O
1
帥

…
な
り
キ
レ
イ
だ
よ
な
。
『オ
ラ
タ
ン
』

の『
E
a
c
a－
－
で
す
・
し
か
も
好
評
に
つ
…

を
プ
レ
イ
す
る
と
き
は
、
結
局
そ
の
店

き
5
ペ
ー
ジ
に
焔
や
し
た
と
こ
ろ
か

…
に
行
っ
て
い
た
し
：・
。
人
間
や
は
り
、

告
、
編
集
部
の
カ
の
入
れ
よ
う
も
わ
か
…

無
意
識
の
う
ち
に
キ
レ
イ
な
場
所
に
寄

否
と
い
う
も
の
・
そ
れ
で
は
早
速
紹
介
…

っ
て
い
く
も
の
な
ん
で
す
ね
え
。

し

て

い

き

ま

し

ょ

う

．

…

そ
の
日
か
ら
私
は
、
ウ
チ
の
店
を
徹

．．．．．．．．．．．．．．． 
，

…

底
的
に
キ
レ
イ
に
し
て
み
せ
る
！
と

’E配
酔
配
区
民
駐
甑
臨
晶
画
・
・

…
決
め
ま
し
た
。
ま
ず
は
店
の
顔
こ
と
出

圃
E
M

－－‘．眠、嶋
一一
－
F
E
ヨ
E
・E
・－E
E
－－

－E
－E
E
B
E
E
－－－－－－－－

u

入
り
口
l

看
板
、
シ
ャ

ッ
タ
ー
、床、

私
は
、
と
あ
る
さ
び
れ
た
ゲ
l
セ
ン

…
壁
、
プ
リ
ク
ラ
・
：
。
次
に
店
内
。
台
全

の
、
し
が
な
い
ア
ル
パ
イ
タ
l
で
す
。
…
体
、
床
、
両
替
機
・
：
も
う
人
目
に
つ
く

店
が
は
や
ら
な
い
理
由
は
、
新
作
が
入

…
と
こ
ろ
は
全
て
。
と
こ
ろ
が

一
段
落
し

ら
な
い
た
め
だ
と
思
い
、
な
ん
の
努
力

…
て
す
ぐ
、

何
か
も
の
足
り
な
さ
を
感
じ

：
い
や
、
努
力
の
し
ょ
う
が
な
い
と
思

…
た
の
で
す
。

っ
て
い
ま
し
た
。

…
居
心
地
の
良
い
場
所
を
求
め
、
キ
レ

と
こ
ろ
が
先
日
、
伊
丹
十
三
監
督
の
…
イ
な
ゲ
1
セ
ン
に
行
く
：
・
し
か
し
、
私

「
ス
ー
パ
ー
の
女
」
を
観
て
、
ょ
う
や

…
が

『オ
ラ
タ
ン』

を
プ
レ
イ
し
に
行
っ

く
ウ
チ
の
店
が
さ
び
れ
て
い
る
ワ
ケ
が

…
て
い
た
店
で
さ
え
、
違
和
感
を
党
え
る

見
え
て
き
ま
し
た
。
ホ
コ
リ
と
汚
れ
が
…
と
こ
ろ
が
、
頭
の
ス
ミ
に
あ
っ
た
の
で

思
っ
た
以
上
に
ひ
ど
か

っ
た
の
で
す
。
…
す
。
居
心
地
の
良
い
場
所
・
：
居
心
地
の

今
ま
で
行
っ
て
い
た
掃
除
が
甘
か
っ
…
良
さ
：：：
そ
う
い
え
ば
、
少
し
前
に
お

た
。
も
う
い
た
る
と
こ
ろ
、
ホ
コ
リ
と

…
気
に
入
り
の
喫
茶
店
を
見
つ
け
ま
し

〉圃

た
。
実
に
居
心
地
が
良
か
っ
た
。
ホ
コ

リ
の
な
い
キ
レ
イ
な
空
間
、
お
ち
つ
き

の
あ
る
照
明
と
雰
囲
気
。
そ
し
て
、
っ

か
ず
離
れ
ず
の
テ
ー
ブ
ル
：
・
他
人
と
の

…
位
置
：
・。
ぁ
、
そ
う
か
！
キ
l
ワ
l

…
ド
は
「
つ
か
ず
離
れ
ず
」
で
す
。
ゲ
ー

セ
ン
の
台
は
隣
と
隣
が
ピ

ッ
タ
リ
く
っ

つ
い
て
お
り
、
窮
屈
な
ん
だ
！
考
え

た
結
果
、
台
と
台
の
聞
を
お
セ
ン
チ
く

ら
い
開
け
て
並
べ
て
み
ま
し
た
。
こ
れ

が
、
な
ん
と
も
良
い
塩
梅
で
し
た
。
っ

か
ず
離
れ
ず
、
隣
の
プ
レ
イ
が
気
に
な

ら
な
い・
：
実
に
お
ち
つ
く
位
置
な
の
で

す
。そ

の
昔
、
対
戦
台
が
流
行
り
だ
し
た

…
頃
、
ゲ
l
セ
ン
は
パ
プ
の
よ
う
な
場
所

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
が
、

そ
の
わ
り
に
プ
レ
イ
に
最
適
な
空
間
作

り
を
怠
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
て
な

り
ま
せ
ん
。
と
も
か
く
、
こ
の
台
と
台

の
問
を
離
し
た
の
は
正
解
で
し
た
。
な

ん
と
変
え
た
そ
の
日
に

『鉄
拳

3
』
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『
ス
ト

Z
E
R
O
3」
『
ス
ト

E
X
2』
…
る
の
で
す
が
、
先
日
そ
の
一
人
が
盲
笠
原

…
オ
が
あ
り
、
ど
れ
も
今
ひ
と
つ
や
り
ご

…
は
ま
た
際
だ
っ
た
物
語
性
や
キ
ャ
ラ
ク

（ど
れ
も
新
作
と
は
い
え
な
い

3
台
で
…

に
遊
び
に
来
て
、
ア
ン
ナ
ミ
ラ
l
ズ
に
…

た
え
に
欠
け
る
の
だ
が
、
画
期
的
な
こ
…
タ
l
性
を
前
面
に
押
し
出
さ
な
い
特
色

す
よ
ね
）
と
、

3
つ
並
ん
だ
台
に
、
互

…
行
き
た
い
と
言
い
出
し
ま
し
た
・
い
わ

…
と
に
、
自
分
が
育
て
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

…
が
あ
っ
た
。
あ
く
ま
で
シ
ス
テ
ム
を
重

い
に
見
ず
知
ら
ず
の
お
客
さ
ん
が
、
横
…

く
「
女
の
子
が
自
発
的
に
ア
ル
バ
イ
ト
…

を
ア
イ
テ
ム
や
仲
間
と
共
に
別
の
シ
ナ

…
視
し
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
頼
ら
な
い
ゲ

一
列
に
3
人
並
ん
で
プ
レ
イ
し
て
く
れ
…

し
て
い
る
店
の
雰
囲
気
を
知
り
た
い
」

…
リ
オ
に
移
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た

…
l
ム
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
。
ゆ
え
に

た
の
で
す
！

そ
の
時
の
私
の
喜
び
よ
…

ん
だ
と
か
・
だ
っ
た
S
東
京
デ
ィ
ズ
二

…
め
本
編
さ
え
あ
れ
ば
後
に
発
売
さ
れ
た

…
『ブ
ル
ト
ン
・
レ
イ
』
に
は
あ
っ
さ
り

う
は
、
ち
ょ
っ
と
言
い
表
せ
な
い
く
ら
…

l
ラ
ン
ド
に
行
け
よ
と
い
う
癌
を
し
た

…
シ
ナ
リ
オ
集
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
た

…
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
し
か
な
か
っ
た
し
、

い
大
き
な
も
の
で
し
た
（
ま
さ
か
、
変
…

の
で
す
が
、
「
金
が
な
い
」
と
の
こ
と
・

…
し
、
さ
ら
に
は
シ
ナ
リ
オ
エ
デ
ィ
タ
1

…
成
長
シ
ス
テ
ム
も
大
雑
把
だ
っ
た
。
だ

え
た
そ
の
日
に
効
果
が
出
る
と
は
！
…

切
な
い
な
あ
と
冨
い
な
が
ら
二
人
で
ケ

…
で
自
分
が
思
い
描
く
物
語
を
作
成
し
、
…
か
ら
こ
そ
、
そ
の
世
界
観
は
ど
の
よ
う

実
は
そ
れ
く
ら
い
お
客
さ
ん
が
少
な
か

…
l
キ
セ
ッ
ト
を
注
文
し
た
の
で
し
た
．
…
自
分
が
そ
こ
で
遊
ぶ
こ
と
も
で
き
た
の
…
な
シ
ナ
リ
オ
も
受
け
入
れ
た
し
、
自
由

っ
た
の
で
す
）
。

…
小
島
さ
ん
も
頑
強
っ
て
下
さ
い
．
…

で
あ
る
。
ち
な
み
に
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ミ

…
に
物
語
を
作
る
こ
と
も
で
き
た
の
で
あ

ゲ
l
ム
に
最
適
で
居
心
地
の
良
い
空
…

・
・
・
・
・
・
－
－
－
－
－

．．．．． ，u

コ
ン
が
発
売
さ
れ
た
の
が
翌
年
の
明
…
る
。
希
有
な
ソ
フ
ト
と
昔一
回
っ
て
い
い
。

間
作
り
・

・こ
れ
が
今
後
の
ゲ
l
セ
ン
の
…

’

E
E
E

，BE
E
S
E
E－
－
－
－
－
・

…
年
。
い
か
に
こ
の
ゲ
l
ム
が
エ
ポ
ッ
ク

…
残
念
な
が
ら

『
プ
ル
ト
ン

・
レ
イ
』

課
題
だ
と
・：
い
や
、
そ
の
空
間
作
り
を
…

a
E・
E
・
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

H

メ
イ
キ
ン
グ
で
あ
っ
た
か
、
お
わ
か
り
…
は
本
流
と
は
な
ら
ず
、
い
つ
の
ま
に
か

怠
っ
て
い
た
の
が
今
ま
で
の
ウ
チ
の
店

…

明

年
末
、
シ
ス
テ
ム
ソ
フ
ト
が
世
に
…
い
た
だ
け
る
と
思
う
。

…
か
き
消
え
て
し
ま
っ
た
。
続
編
の
企
画

だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ゲ
｜
セ
ン
…
送
り
出
し
た
不
朽
の
名
作

『キ
ャ
ン
ペ

…

し

ば

ら
く
後
に
は
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
募
…
も
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
発
売
さ
れ
た
と

が
理
想
の
空
間
作
り
に
励
め
ば
、
ピ
デ
…

l
ン
版
大
戦
略
E
』
、
そ
の
名
作
と
時
…
集
し
た
シ
ナ
リ
オ
も
製
品
化
さ
れ
、

こ

…
い
う
話
も
聞
か
な
い
。
そ
の
遺
伝
子
は

オ
ゲ
l
ム
も
き
っ
と
、
新
台
を
入
れ
れ
…
を
同
じ
く
し
て
発
売
さ
れ
た
同
社
の
R

…
れ
も
な
か
な
か
楽
し
め
る
内
容
だ

っ

…
ア
ス
キ
ー
の
ツ
ク
l
ル
シ
リ
ー
ズ
な
ど

ば
・
・と
か
、
お
も
し
ろ
い
ゲ
l
ム
が
で
…

P
Gを
ご
存
じ
咽た
ろ
う
か
。

…
た
。
あ
く
ま
で
西
洋
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
風
…
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ

き
れ
ば
良
い
な
ど
の
、
流
行
だ
け
で
統
…
そ
の
名
は

『ブ
ル
ト
ン
・
レ
イ
」
。
…
の
グ
ラ
フ
イ
y
ク
し
か
用
意
さ
れ
て
い

…
れ
で
遊
ぶ
今
の
ユ
ー
ザ
ー
た
ち
は
そ
の

い
て
い
く
物
に
終
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
…
短
い
シ
ナ
リ
オ
を
い
く
つ
も
内
包
し
…
な
い
中
で
、
み
ん
な
知
恵
を
絞
っ
て
独
…
先
祖
の
名
を
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。

す
（
あ
と
駄
目
押
し
に
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
…
た
、
こ
じ
ん
ま
り
と
ま
と
ま
っ
た
良
作
…
創
性
を
生
み
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
…
こ
の
作
品
を
今
発
売
し
て
も
凡
作
以
下

ー
も
導
入
予
定
！
香
り
の
癖
が
目
立
…
ソ
フ
ト
で
あ
る
。
操
作
性
は
今
か
ら
見
…
私
も
い
ろ
い
ろ
挑
戦
し
た
が
、
パ
ラ
ン

…
の
評
価
し
か
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
だ

た
ぬ
よ
う
、
さ
り
げ
な
く
で
す
が
）
。

…
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
良
く
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
…
ス
取
り
が
う
ま
く
い
か
ず
、
結
局
満
足
…
が
、
あ
の
と
き
『
プ
ル
ト
ン

・
レ
イ
』

（
埼
玉
県

小
島
誠
）
…
も
取
り
切
れ
て
い
な
い
面
も
あ
る
が
、
…
の
い
く
も
の
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

…
は
確
か
に
輝
い
て
い
た
。
そ
の
実
験
は

居
心
地
の
良
い
空
間
作
り
つ
て
、
大
…

こ
の
本
編
を
起
点
と
し
て
同
社
の
壮
大
…
記
憶
し
て
い
る
。

…
不
完
全
燃
焼
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け

変
だ
け
ど
大
切
で
す
よ
ね
・
小
野
さ
ん

…
な
実
験
は
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

…

シ
ス
テ
ム
ソ
フ
ト
と
い
え
ば

「大
戦
…
ど
、
ユ
ー
ザ
ー
の
心
に
物
語
へ
の
憧
れ

の
友
人
に
も
ア
ー
ケ
ー
ド
の
店
長
が
い

…

こ

の

ゲ

l
ム
に
は
い
く
つ
も
シ
ナ
リ

…
略
』
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
同
社
に
…
を
刻
み
つ
け
て
、
歴
史
の
狭
間
へ
と
静

メーカー工ニックス／償種：ファミリーコンビューヲ／価格：》5.500／発売日：・86年5月Z1日・・画開緬圃・巨富



か
に
消
え
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

『ブ
ル
ト
ン
・
レ
イ
」
そ
れ
は
永
遠

に
封
印
さ
れ
な
い
物
語
な
の
で
あ
る
。

（
大
阪
府
藤
岡
賢

二

マ
ッ
プ
や
シ
ナ
リ
才
エ
デ
ィ
タ
が
付

属
し
て
い
あ
ゲ
l
ム
っ
て
ほ
ん
と
に
少

な
く
な
り
ま
し
た
ね
・
で
も
、
こ
の
開

か
れ
た
感
覚
が
、
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
に
は

な
い
パ
ソ
コ
ン
ゲ
l
ム
の
魁
力
だ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
・
も
っ
と
風
邑
磁
を

広
げ
れ
ば
、
パ
ソ
コ
ン
の
世
界
で
の
リ

ナ
ツ
ク
ス
フ
1
ム
も
そ
の
流
れ
に
あ
zw

の
で
し
ょ
う
か
．

－E
近
は
コ
ン
シ
ュ
ー

マ
で
も
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
配
信
」
と

か
コ
ア
イ
ス
ク
で
販
売
」
な
ど
追
加
マ

ッ
プ
や
シ
ナ
リ
オ
の
シ
ス
テ
ム
作
り
も

進
ん
で
い
あ
ょ
う
で
す
が
、
そ
こ
に
ユ

ー
ザ
ー
を
組
み
込
ま
な
い
手
は
な
い
．

メ
ー
カ
ー
の
笛
線
、
ど
う
で
し
ょ
う
．

そ
の
当
時
、
僕
は
T
V
ゲ
l
ム
が
嫌

い
だ

っ
た
。
『
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
」
と

か

『
ア
ス
卜
ロ
ロ
ボ
・
サ
サ
」
と
か
、

そ
ん
な
の
が
大
人
気
だ

っ
た
頃
の
話

だ
。
理
由
は
簡
単
で

「
ヘ
タ
だ

っ
た」

か
ら
だ
。
僕
の
マ
リ
オ
は
な
か
な
か
思

…
う
よ
う
に
は
動
い
て
く
れ
な
か

っ
た
。
…
自
分
が

一
歩
前
に
進
ん
だ
瞬
間
だ

っ

…

の

玉

…
ゲ
l
ム
の
う
ま
い
奴
は
そ
れ
だ
け
で
え
…
た
。
そ
れ
が
単
純
に
熔
し
か

っ
た
。

…

1

…
ば
れ
た
し
、
確
か
に
尊
敬
も
さ
れ
た
。
…
で
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
か

っ
た

と

…

訂

…
僕
を
始
め
と
す
る
ゲ
｜
ム
の
ヘ
タ
な
奴
…
思
う
。
ド

ラ

ク

エ

に

は

志

半

ば

に

し

て

…

弘

…
は
そ
の
問
、
愛
想
笑
い
を
す
る
し
か
な
…
諦
め
て
し
ま
お
う
と
す
る
プ
レ
イ
ヤ
ー

…

ι

、

…
か

っ
た
。
だ
か
ら
僕
に
と

っ
て
の
T
V
…

を

な

だ

め

す

か

し

て

、

な

ん

と

か

ク

リ

…

批

鼠

を
川

ゲ
l
ム
と
は
、
友
人
を
必
要
以
上
に
尊
…
ア
さ
せ
よ
う
と
す
る
ク
リ
エ
イ
タ
l
の

…

城

杭

の
ゆ

…
敬
す
る
為
の
道
具
だ

っ
た
し
、
そ
の
う
…
意
志
が
感
じ
ら
れ
た
。
そ

れ

は

よ

り

強

…

初

れ

量
句
一

…
え
自
分
の
マ
ヌ
ケ
ぶ
り
を
友
人
に
知
ら
…
い
武
器
や
防
具
と
い

っ
た

、

目

に

見

え

…

で

見

ー
ら

し
め
る
た
め
の
道
具
だ

っ
た
。

日
る
も
の
か
ら
、
と
に
か
く
こ
の
世
界
を

目
捌

そ
ん
な
あ
る
日
、
僕
の
ゲ
l
ム
観
を
…
救
わ
な
け
れ
ば
、
と
プ
レ

イ

ヤ

ー

に

思

…

ラ

＠

…
が
ら
り
と
変
え
て
し
ま
う
ゲ
l
ム
に
出
…
わ
せ
や
る
気
に
さ
せ
る
何
か
と
い

っ

…

作
動

…
会
っ
た
。
そ
の
ゲ
l
ム
と
は

『ド
ラ
ゴ
い
た
、
目
に
見
え
な
い
も
の
ま
で
あ
っ
た
。
…
リ
オ
」
を
初
め
て
ク
リ
ア
し
た
時
も
こ

ン
ク
エ
ス
ト
」
で
あ
る
。
友
人
宅
で
こ

…
そ
こ
に
は
よ
く
言
わ
れ
る

「や
ら
さ
れ
日
ん
な
気
持
ち
だ

っ
た
の
か
な
、
と
も
思

の
ゲ
l
ム
を
知
っ
た

一
ヶ
月
後
、
粁
余
…
て
い
る
感
」
が
確
か
に
あ
っ
た
か
も
し
…

っ
た

0

・ヶ
l
ム
中
は
確
か
に
つ
ら
か

っ

…
曲
折
を
経
て
僕
は
自
分
の
カ
で
エ
ン
デ
…
れ
な
い
。
が
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
自
…
た
。
し
か
し
、
僕
は
投
げ
出
さ
な
か

っ

ィ
ン
グ
画
面
を
見
て
い
た
。
ゲ
｜
ム
の
…
分
側
か
ら
の
「
や

っ
て
い
る
感
」
の
方
…
た
。
そ
し
て
、
そ
の
結
末
に
訪
れ
る
関

ヘ
タ
な
僕
が
、
だ
。

…
が
強
か

っ
た
よ
う
に
思
う
。
確
か
に
設
…
放
感
、
快
感
。
い
ま
思
え
ば
そ
れ
は
カ

『ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
』
が
う
ま
く
な
…
定
さ
れ
た
ハ
ー
ド
ル
、
こ
の
場
合
は
竜
…
タ
ル
シ
ス
に
他
な
ら
な
い
。

る
為
に
は
長
い
時
間
を
か
け
た
練
習
が
…

王
を
倒
す
と
い
う
ク
リ
ア
条
件
は
厳
し
…
結
局
の
と
こ
ろ
、

R
P
Gと
は
ク
リ

…
必
要
だ

っ
た
。
し
か
し
、
幾
ら
練
習
を
…
い
も
の
だ

っ
た
。
し
か
し
、
ハ
ー
ド
ル
…
ア
す
る
た
め
の
ゲ
l
ム
な
の
だ
と
恩

し
で
も
へ
タ
な
奴
は
い
た
し
、
僕
も
そ
…
の
高
さ
と
ク
リ
ア
後
の
達
成
感
は
た
い
…
ぅ
。
そ
こ
に
は
パ
ス
す
る
た
め
に
は
数

の
一
人
だ

っ
た
。
成
果
の
見
え
て
こ
な
…
が
い
の
場
合
正
比
例
す
る
の
で
、
要
は
…
十
時
間
も
か
か
る
よ
う
な
高
い
ハ

l
ド

い
練
習
は
虚
し
か

っ
た
し
、
気
持
ち
も
…
さ
じ
加
減
な
の
だ
と
思
う
。

…
ル
が
あ
る
。
そ
の
ハ
ー
ド
ル
は
プ
レ
イ

…
入
ら
な
か

っ
た
。
そ
こ
を

「ド
ラ
ク
エ
」

…

あ

く
ま
で
こ
れ
は
僕
個
人
の
感
想
な
…
ャ
ー
が
し

っ
か
り
努
力
し
な
け
れ
ば
超

…
は
、
経
験
値
と
い
う
形
で
、
練
習
の
成
…
の
だ
が
、
ド
ラ
ク
エ
の
場
合
は
ク
リ
ア
…
え
ら
れ
な
い
ん
だ
け
ど
、

一
方
で
ク
リ

…
果
が
目
に
見
え
る
よ
う
に
し
て
僕
に
わ
…
し
た
時
に
、
と
に
か
く
、
と
に
か
く
う
…
エ
イ
タ
ー
も

一
生
懸
命
に
仕
掛
け
を
作

…
か
ら
せ
た
。
L
V
が
上
が

っ
た
瞬
間
が
、
…
れ
し
か

っ
た
。
友
人
が

『ス
ー
パ
ー
マ
…

っ
て
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
や
る
気
を
刺
激
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す
る
。
そ
う
す
れ
ば
「
誰
に
で
も
」
ク
…

を
見
た
の
は
光
栄
の

吉
一
国
志
』
で
し

リ
ア
で
き
る
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
ク
リ
エ
…

た
・
こ
つ
こ
つ
と
物
・
を
積
み
上
げ
て

イ
タ

l
の
知
的
共
同
ゲ

l
ム
、
こ
れ
は
…

い
く
事
び
を
、
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
で
も
感

テ
ー
ブ
ル
ト
l
ク
R
P
G
に
お
け
る
プ
…

じ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
．

「穏
で

レ
イ
ヤ
ー
と
マ
ス
タ
ー
の
関
係
と
、
そ
…

も
解
け
る
」
の
が
良
い
の
か

「櫨
も
が

う
は
離
れ
て
い
な
い
と
思
う
の
だ
。

…
解
け
る
必
要
は
な
い
」
の
が
良
い
の
か
、

（埼
玉
県
下
回
明
広
）
…

ゲ
l
ム
の
あ
り
方
も
多
織
性
を
憎
し
て

ち
な
み
に
小
野
さ
ん
も
テ
レ
ピ
ゲ
l
…
い
ま
す
が
、
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
も
サ
l
ピ

ム
の
ク
リ
ア
と
は
当
初
無
線
の
人
だ
っ

…
ス
績
だ
か
ら
、
開
発
者
に
も
も
て
な
し

た
の
で
す
が
、
憲
初
に
エ
ン
デ
イ
ン
ク

…
の
心
が
必
要
と
も
恩
う
の
で
す
・

．，，，
I
E’
噌
宙
開

I
l
l回
R
P圃
E
H
E
n
R
V回
『

a

s
e
a
l
d
d
l
E司

dEヨ
富
田
開
E

綴
磁
泌
総
級
務
鮫
泌
総
泌
総
滋
磁
鰐
鮫
泌
総
綴
wd磁
波
奴
泌
総
沼
結
核
泌
総
樹

さ
て
、
こ
こ
か
ち
本
箆
ラ
イ
タ
ー
を
…

l
ネ
ァ
ト
上
の
話
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ァ
ト

目
指
す
「
ラ
イ
タ
ー
志
望
部
門
」
の
始

…
を
通
じ
て
4
人
が
麻
雀
を
す
る
、
い
わ

ま
り
で
す
・
こ
こ
で
の
縄
践
者
は
掲
蛾

…
ぱ
通
信
麻
雀
ゲ
l
ム
で
あ
る
。
フ
リ
ー

叡
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
き
、

3
ポ
イ

…
雀
荘
を
そ
の
ま
ま
ネ
ッ
ト
上
に
移
植
し

ン
ト
た
ま
否
と
編
集
部
か
ち
原
稿
依
績

…
た
と
い
う
感
じ
か
（
も
ち
ろ
ん
お
金
の

が
届
き
、
ぞ
れ
が
好
評
な
ら
本
箆
レ
ギ

…
や
り
と
り
は
不
可
能
だ
が
）
。

ユ
ラ
l
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
お
仕
・
を
お

…
サ
！
パ
に
接
続
す
る
と
、
接
続
し
て

園
闘
い
す
る
と
い
う
も
の
・
そ
れ
で
は
彊

…
い
る
他
の
プ
レ
イ
ヤ
ー

3
人
と
ゲ
l
ム

り
切
っ
て
多
り
ま
し
ょ
う
・

…
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ル
ー
ル
自
体

．．．．．．．．．．．．．．． 
，

…
は
普
通
の
麻
雀
な
の
で
、
本
当
に
卓
を

－
E
E－
－
量
・
E
E
E・
E
・
E
・
－
－
－
一

…
囲
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
ラ
ン

－

E
B
E
E－－
E
E－
－
・

H

キ
ン
グ
が
あ
る
の
で
、
自
分
の
実
力
が

『東
風
荘
』
と
い
う
雀
荘
に
最
近
よ
…
ど
れ
く
ら
い
か
を
知
る
こ
と
が
で
き

く
通
っ
て
い
る
、
と
い
っ
て
も
イ
ン
タ
…
る
。
不
特
定
多
数
の
人
と
ラ
ン
ク
を
競

え
る
の
は
、
不
ッ
ト
な
ら
で
は
だ
ろ
う
。

筆
者
は
当
初
、
友
人
と
卓
を
囲
む
暇

…
が
無
く
な
っ
た
た
め
、
あ
く
ま
で
そ
の

代
用
品
と
し
て
始
め
た
の
だ
が
、
い
つ

の
ま
に
か
こ

っ
ち
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ

…
た
。
理
由
は
独
自
の
チ
ャ

ッ
ト
シ
ス
テ

ム
に
あ
る
。
麻
雀
画
面
の
下
に
書
き
込

み
の
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
自
分

の
番
が
回
る
ま
で
の
閥
、
こ
こ
で
他
の

…
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
会
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
。

こ
の
チ
ャ
ッ
ト
を
使
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
麻
雀
に
お
い
て
ち
ょ
う
ど
い
い
相

…
手
と
の
距
雌
が
保
て
る
。
実
際
仲
間
内

な
ど
で
卓
を
囲
む
と
、
気
が
付
く
と
険

…
懇
な
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
し

…
ば
し
ば
。
フ
リ
l
麻
雀
は
見
知
ら
ぬ
人

と

一
緒
に
や
る
わ
け
で
、
こ
れ
は
逆
に

…
リ
ラ
y

ク
ス
し
て
打
て
な
い
。
『東
風

…
荘
」
は
そ
の
点
他
人
と
の
距
離
が
ち
ょ

う
ど
よ
い
。
い
ろ
い
ろ
無
駄
話
を
し
な

が
ら
麻
雀
を
打
つ
の
は
非
常
に
楽
し

…
く
、
い
つ
の
間
に
や
ら
チ
ャ
ッ
ト
優
先
、

…
麻
雀
は
二
の
次
と
な
る
の
も
、
そ
れ
は

そ
れ
で
ま
た
楽
し
い
。

こ
の
あ
た
り
、
他
人
と
の
接
触
を
嫌

い
な
が
ら
も
、
表
面
上
の
人
付
き
合
い

は
保
ち
た
い
と
い
う
、

ネ
ッ
ト
世
代
の

メ
ン
タ
リ
テ
ィ
に
A
ロ
っ
て
い
る
よ
う
な

気
が
す
る
。
自
分
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

係
わ
る
こ
と
が
ら
は
知
ら
れ
な
い
し
、

た
と
え
役
満
を
上
が
っ
て
も
、
お
金
を

巻
き
上
げ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
さ
ほ
ど
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
も
な

い
。
思
う
に
、
チ
ャ

ッ
ト
が
あ
る
と
な

い
と
で
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
満
足
度
も
違

っ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

テ
レ
ホ
タ
イ
ム
に
は
回
線
が
大
混
雑

す
る
、
時
々
動
か
な
く
な
る
、
な
ど
の

問
題
は
あ
る
が
、
多
少
レ
ス
ポ
ン
ス
が

遅
く
て
も
プ
レ
イ
自
体
に
支
障
は
な
い

し
、
混
む
の
が
い
や
な
ら
時
間
を
ず
ら

せ
ば
よ
い
。
半
荘

一
時
間
も
か
か
ら
な

い
の
で
雀
荘
に
行
く
よ
り
安
い
く
ら
い

だ
。
ま
た
費
用
の
面
も
、
広
告
収
入
で

…
賄
っ
て
い
る
の
で
安
価
で
あ
り
、
安
心

で
き
る
。
少
々
の
不
便
な
点
を
我
慢
す

れ
ば
、
快
適
に
プ
レ
イ
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
満
足
度
は
高
い
。

麻
雀
と
い
う
ル
l
ル
が
広
く
知
れ
渡

っ
て
い
る
ゲ
l
ム
ジ
ャ
ン
ル
が
選
ば
れ

た
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
ゲ
l
ム
は
非
常
に

と
つ
つ
き
ゃ
す
い
も
の
に
な
っ
た
と
思

う
。
今
後
、
こ
う
い
っ
た
ボ
l
ド
ゲ
ー

ム
や
卓
上
ゲ
l
ム
の
ネ
ッ
ト
版
が
通
信

ゲ
l
ム
の
普
及
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
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の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

…
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
、
運
転
中
に
、
車
…
教
習
所
で
も
、
車
に
乗
る
前
に
は
今
日
…

ド
ラ
イ
ブ
ゲ
l
ム
の
リ
プ
レ
イ
に
鴛

（
鳩
玉
県

山
岸
啓
之
）
…
の
状
態
を
客
観
的
に
把
握
す
る
の
は
ほ
…
や
る
項
目
の
テ
キ
ス
ト
く
ら
い
は
読

…
い
た
の
は
S
S版

「セ
ガ
ラ
リ
l
」
の

ネ
ッ
ト
ゲ
l
ム
先
進
国
の
ア
メ
リ
カ

…
と
ん
ど
不
可
能
だ
。
こ
れ
は
、
レ
ー
ス
…
み
、
前
の
時
間
に
受
け
た
注
意
点
を
反
…

頃
か
ら
で
し
ょ
う
か
・
自
尊
の
走
行
が

で
も
、
意
外
と
ト
ラ
ン
プ
や
ボ
l
ド
ゲ

日
ゲ
l
ム
で
も
同
じ
。

…
相
扮
す
る
。
テ
キ
ス
ト
と
予
習
復
習
の
支
…

外
か
ら
は
こ
の
よ
う
に
見
え
る
の
ね
、

l
ム
な
ど
が
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
そ

日
悪
い
と
こ
ろ
を
惑
い
と
ハ
ッ
キ
リ
言
…
援
機
能
を
備
え
た
こ
の

「
グ
ラ
ン
ツ
1

…
と
わ
か
っ
た
の
は
新
鮮
な
鷲
き
で
し

う
で
す
．
加
え
て
ゲ
l
ム
を
せ
ず
に
チ

…
わ
れ
る
の
も
ム
カ
つ
く
が
、
人
間
っ
て
…
リ
ス
モ
」
は
、
レ
ー
ス
ゲ
l
ム
入
門
と
…

た
．
主
観
視
点
と
客
観
視
点
と
い
う
の

ヤ
ツ
卜
し
て
い
る
時
聞
が
全
体
の
判
%
…
や
つ
は
結
局
、
な
に
が
悪
い
か
自
覚
し
…
し
て
は
ま
さ
に
最
適
。
笑
車
感
覚
、
細
…

は
ゲ
l
ム
と
映
画
の
大
き
な
遣
い
だ
と

前
後
を
占
め
zw
と
か
・
ゲ
l
ム
と
い
う

…
な
い
と
上
達
し
な
い
生
き
物
で
あ
る
。
…
か
い
チ
ュ
ー
ン
と
、
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
面
…

思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
を
ミ
ッ
ク
ス
さ

の
は
ル
l
ル
の
集
合
体
で
・す
が
、
現
実

…
こ
の
ゲ
l
ム
で
は
リ
プ
レ
イ
が
、
な
ぜ
…
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
ソ
フ
ト
だ
…

ぜ
る
と
、
ま
た
遭
っ
た
昧
わ
い
が
出
否
。

の
社
会
と
同
じ
よ
う
に
、
ル
l
ル
だ
け

…
ダ
メ
だ

っ
た
の
か
を
悟
ら
せ
て
く
れ
…
が
、
今
ま
で
レ
l
ス
ゲ
l
ム
を
面
白
い
…

ド
ラ
イ
ブ
ゲ
l
ム
の
リ
フ
レ
イ
モ
l
ド

で
は
息
が
結
ま
あ
・
チ
ヤ
ツ
卜
は
そ
の

…
る
。
フ
ラ
フ
ラ
直
線
で
よ
ろ
つ
い
た
挙
…
と
思
っ
た
こ
と
の
な
い
人
に
こ
そ
遊
ん
…

は
そ
ん
な
こ
と
を
告
げ
て
い
る
の
か
も

潤
滑
油
を
果
た
し
て
い
あ
と
も
き
え
ま
…

げ
旬
、
む
ち
ゃ
な
速
度
で
カ
｜
ブ
に
突
…
で
も
ら
い
た
い
。

…
し
れ
ま
せ
ん
・
免
野
取
得
頑
強
っ
て
下

す
し
、
純
粋
に
井
戸
鑓
会
衝
は
楽
し
い
…

進
し
、
曲
が
り
き
れ
ず
墜
に
ぶ
つ
か

っ

…

予
習
復
習
の
報
酬
は
、
勝
利
の
達
成
…

さ
い
・
ポ
イ
ン
ト
も
1
つ
取
得
で
す
・

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
．
山
岸
さ
ん
1
…
て
る
俺
の
率
。ま
さ
に
イ
ノ
シ
シ
以
下
。
U

感
。
そ
し
て
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
コ
！

ポ
イ
ン
ト
獲
得
で
す
・

…
コ
レ
じ
ゃ
勝
て
ん
。

…
ス
に
理
想
の
走
行
ラ
イ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
…

今
回
全
応
募
作
を
見
て
感
じ
た
の
は

．．．．．．．．．．．．．．．． 
，

…
リ
プ
レ
イ
モ
l
ド
で
復
習
す
る
だ
け
…
し
、
そ
れ
を
正
確
に
な
ぞ
れ
た
静
か
な
…

一
般
投
稿
の
方
が
独
自
の
視
点
が
あ

．，EE’E
－－E
E
E・
軒
圃
・
・
・

…
で
は
な
い
。
デ
モ
リ
プ
レ
イ
は
ま
さ
に
日
感
動
。
あ
と
は
、
上
手
く
な
れ
た
こ
と
…

り
、
萄
白
い
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
・

引
説
記
川
往
年

E
H
均百
G
A

自国・・・・

’
匙
E
B殴
臨

E
E
E
E臨
E
－
・
・
・
・

…
教
科
書
。
レ
ー
ス
と
同
じ
コ
l
ス
を
夕

日
自
体
が
最
大
の
ご
ほ
う
び
だ
。
こ
の
ゲ
…

そ
れ
に
比
べ
て
ラ
イ
タ
ー
志
望
部
門
の

実
を
言
う
と
、
こ
の
ゲ
l
ム
を
買
っ

…
イ
ム
ア
タ

ッ
ク
で
走
っ
て
、
ラ
イ
ン
取
…

l
ム
で
党
え
た
基
本
技
術
は
、
た
い
て
…

方
は
掴
慨
し
て
低
調
で
し
た
・
も
っ
と
新

た
の
は
、
話
に
聞
い
た
「
実
車
感
覚
」
…
り
を
考
え
て
予
習
。
リ
プ
レ
イ
モ
l
ド
…
い
の
レ
l
ス
ゲ
l
ム
で
通
用
す
る
。

…
鮮
な
視
点
が
欲
し
い
な
あ
．
そ
こ
で
次

が
何
か
の
足
し
に
な
る
か
と
思
っ
た
か

…
は
こ
の
ゲ
l
ム
が
は
じ
め
て
で
は
な
い
…
残
念
な
が
ら
教
習
の
役
に
は
立
た
な
り

固
ラ
イ
タ
ー
志
鑓
部
門
で
は
「
エ
レ
メ

ら
だ
。
今
、
私
は
自
動
車
教
習
所
に
通
…
が
、
総
合
的
に
見
れ
ば
こ
れ
ほ
ど
「
う
…
か
っ
た
が
、
面
白
か
っ
た
の
で
良
し
。
…
カ
」
を
批
評
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま

っ
て
い
る
最
中
な
の
で
あ
る
。

…
ま
く
な
り
た
い
な
ら
、
手
だ
て
を
用
意
…
だ
っ
て
、
い
く
ら
「
実
率
感
覚
」

っ
て
…

す
。
ア
イ
ボ
や
フ
ァ

l
ピ
ー
が
注
目
さ

遊
ん
で
み
て
、
教
習
所
の
車
に
も
リ

…
は
す
る
よ
」
と
、
至
れ
り
尽
く
せ
り
な
…
い

っ
た
っ
て
、
普
通
の
人
聞
は
ク
ス
リ
…

れ
る
今
、
エ
レ
メ
カ
も
ま
た
注
目
さ
れ

プ
レ
イ
が
つ
い
て
た
ら
い
い
の
に
と
っ
…
ゲ
l
ム
は
今
ま
で
な
か
っ
た
と
思
う
。
…
で
も
や
っ
て
な
い
限
り
、
あ
ん
な
ア
ホ
…

て
い
忍
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
・
工

く
づ
く
思
っ
た
。
教
習
を
受
け
て
い
て
…
勝
ち
た
き
ゃ
、
身
体
が
党
え
る
ま
で
予
…
速
度
で
カ
l
ブ
に
突

っ
込
ま
な
い
よ

…
レ
メ
カ
以
外
に
メ
ダ
ル
や
景
品
ゲ
l
ム

一
番
困
る
の
は
、
自
分
の
ど
こ
が
惑
い

…
習
復
習
。
勉
強
も
仕
事
も
ゲ
l
ム
も
、
…
ね
。
少
な
く
と
も
公
道
で
は
。

日
で
も
O
Kで
す
・
も
ち
ろ
ん
一
一
般
役
稿

の
か
分
か
ら
な
い
と
き
だ
。
特
に
初
心

…
結
局
は
予
習
と
復
習
な
の
だ
。
自
動
車

…

（
千
葉
県
谷
川

司）

…
も
受
け
付
け
中
・
お
待
ち
し
て
ま
す
・

圧亙



柏田年
6
月
3
目
、
ゲ
l
ム
批
評
幻
号

発
売
日
｜
｜
｜

編
集
部
バ
イ
キ
ン
グ
松
井
は
、
仕
事

も
せ
ず
ダ
ラ
ダ
ラ
と
「
ぴ
あ
」
を
読
ん

で
い
た
。
そ
の
時
、
一
本
の
電
話
が
鳴

り
響
い
た
。

「
は
い
、
ゲ
l
ム
批
評
編
集
部
で
す
」

「
お
世
話
様
で
す
。
私
、
松
井
と
申
し

ま
す
が
、
松
井
さ
ん
、
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
か
？
」

「
私
が
松
井
で
す
が
、
あ
な
た
も
松
井

さ
ん
？
」

「
そ
う
で
す
。『
ザ
・
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
の
松
井
で
す
」

「
も
し
か
し
て
、
ス
ト
Y
キ
ン
グ
松
井

さ
ん
円
」

な
ん
と
、
ゲ
l
ム
批
評
幻
号
、
間
の

バ
イ
キ
ン
グ
松
井

（以
下
、
パ
松
井
）

の
呼
び
か
け
に
応
え
、
ス
卜
y
キ
ン
グ

松
井

（以
下
、
ス
松
井
）
氏
が
わ
ざ
わ

ざ
編
集
部
に
電
話
し
て
き
て
く
れ
た
の

で
あ
る
。

『ずんずん教の野望lにて対決中。

し
か
し
、
ス
松
井
氏
の
普
意
に
対
し
、

パ
松
井
の
取
っ
た
態
度
は
信
じ
ら
れ
な

い
も
の
だ
っ
た
。

「
：
勝
負
だ
l
」

「え
っ
、
コ
ン
ビ
結
成
す
る
ん
じ
ゃ
な

い
ん
で
す
か
？
」

「
う
る
さ
い
1

ど
っ
ち
が
真
の
松
井

キ
ン
グ
か
勝
負
だ
1

ゲ
1
ム
批
評
編

集
部
ま
で
来
い
っ
l

」

と
い
う
わ
け
で
、
ゲ
l
ム
批
評
編
集

部
に
て
ス
松
井
氏
と
パ
松
井
と
の
ゲ
ー

ム
対
決
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

使
用
さ
れ
る
ゲ
l
ム
は
、
当
初
格
闘
ゲ

ー
ム
を
予
定
し
て
い
た
が
、
ス
松
井
氏

が

『鉄
拳
」
シ
リ
ー
ズ
の
大
会
な
ど
で

何
度
も
優
勝
し
て
い
る
猛
者
で
あ
る
こ

と
を
事
前
に
知
っ
た
パ
松
井
の
策
略
に

よ
り
、

『ず
ん
ず
ん
教
の
野
望
」
で
対

決
す
る
こ
と
に
。
「ゲ
l
ム
セ
ン
空
l

あ
ら
し
」
の
イ
ン
チ
キ
歯
医
者
並
み
の

ズ
ル
き
で
あ
る
。

対
決
当
日
。
ス
松
井
氏
、
名
前
通
り

ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
付
け
て
の
入
場
。
さ

す
が
「
ザ
・
プ
レ
編
集
部
一
の
ヨ
ゴ
レ
」

で
あ
る
。
そ
し
て
対
決
が
ス
ヲ
l
卜
し

た
。
バ
松
井
、
こ
っ
そ
り
練
習
し
て
い

た
だ
け
あ
っ
て
、
な
か
立
か
死
な
な
い
。

一
方
の
ス
松
井
氏
、
自
分
が
不
利
と
見

る
や
、
「
ゲ
ム
批
評
の
売
り
上
げ
が

一
部
滅
り
ま
す
よ
」
な
ど
の
口
撃
プ
レ

イ
で
対
抗
。
し
か
し
ス
松
井
氏
の
地
蔵

は
全
滅
、
勝
負
は
決
着
し
た
。

「ゃ
っ
た
、
勝
っ
た
l

」

「
こ
ん
な
の
認
め
ん
！
別
の
ゲ
l
ム

で
対
決
だ
！
」

「別
っ
て
、
な
ん
で
勝
負
す
ん
の
さ
」

「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
。
ゲ
ー
ム

の
基
本
は
や
っ
ぱ
り
ジ

ャ
ン
ケ
ン
。
今
回
の
批

評
さ
ん
の
特
集

『
テ
レ

ビ
ゲ
l
ム
温
故
知
新
』

に
ピ
ッ
ヲ
り
じ
ゃ
な
い

で
す
か
」

「
よ
く
分
か
ら
ん
が
・

．・・」
と
い
う
わ
け
で
、
ジ

ャ
ン
ケ
ン
対
決
に
変
更
。

「
パ
松
井
さ
ん
、
な
に
出

し
ま
す
？
」

「じ
ゃ
あ
、
グ
ー
を
出
す

よ」「
そ
し
た
ら
俺
は
チ
ョ
キ

出
し
ま
す
よ
」

ス松井氏、パーを出すの図。松井って名前の奴を

信じちゃいけません。

最
初
は
グ
l
、
ジ
ャ
l
ン
ケ
1
ン
ポ

l
ン
1

バ
松
井
が
出
し
た
の
は
グ

l
、
そ
し
て
ス
松
井
氏
が
出
し
た
の
は

な
ん
と
パ
1
1

「勝
っ
た
勝
っ
た
1
」

「
な
ん
じ
ゃ
そ
り
ゃ
！
ず
る
い
ぞ
1
」

「ま
あ
ま
あ
、
こ
れ
で
1
対
ー
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
閉
じ
松
井
同
士
、
仲
良
く

し
ま
し
ょ
う
1
」

「
お
お
、
友
よ
1
」

・
・
と
い
う
わ
け
で
、
「闘
っ
た
奴

と
は
友
に
な
る
」
週
刊
ジ
ャ
ン
プ
の
法

則
で
、
パ
松
井
と
ス
松
井
氏
は
和
解
。

今
こ
こ
に
「
ザ
・
キ
ン
グ
・
オ
ブ

・
松

井
｜
ズ
窃
」
が
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
り

ま
し
た
。

（

パ
松
井
）

匡罰 なお、この対決の模様は「ザ・プレイステーションJEまにも掲載されておりますので、併せてご覧下さい。

ストツキンダ松井氏、聞編集部の皆織、ご協力ありがとうございました＠

SN Kとカプコンも協力するご時世、人類皆兄弟です。

パ
イ
キ
ン
ゲ
松
井
一
ゲ
l
ム
維
隊
編
集
者
。
「
ザ
・
キ
ン
デ
・
オ
ブ
・
松
井
l
ズ
明
」
で
は
メ
ン
バ

ー
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ゲ
ー
ム
業
界
関
係
者
の
松
井
さ
ん
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。



fゲーム批評Jの編集方針
ゲームを批評するとは、どういうことなのでしょう。

数多く出版されるゲーム障は、メーカーとの結びつきかS、

ゲームソフトを公正に表現するととが灘しい状況にあります。

私たちは 『ゲーム批静jの発刊にあたって以下の指針を定めました。

－広告を入れないととで、各メーカーとの距離を公正に保ち、

『ちょうちん』記事に類する原稿は掲載しない。

。ゲームソフトには商品 （企業力が評価を左右する）と作品（制

作者の優劣が評価を決める）の二面性があり、共に尊重するが、

商品よりも作品としての立場をより重視する。

－批評の際にはソフトを終わらせ、制作者の意図を読みとる努力

を前提とする。ゲームソフトを数時間プレイしただけで点数を

つける、といったやり方は行わない。

－批評は、感想又でも中傷でもなく、建設的1;J.考えのもとに行う。

批評は、主観に負うものなので、ひとりよがりに芯りがちだが、

広い視野を持ち作品の背景を把握する努力を行う。

批評に取り上げるソフトは、編集部が芯んらかの意義があると

判断したものにする。

評者および編集部は、ソフト批評に責任を持ち、事実誤認につ

いてはすみやかにメーカーおよびユーザーに謝罪する。だが、

意見の相違については、納得いく回答が得られるまで意見を撤

回しない。

上1aの方針のすべてを完量に実現するには、

私たちは力不足かもしれません。

しかし、ゲームという文化の健全は成長のために、

私たちは努力しています。

そのための Iゲーム批評jなのです。

ゲーム批静編集節

圧誼



制 ’ T悼幽h量目旺旦8耳昆ヲ眉F :uaf.:Z側面画面薗毒菌薗圏
兵庫県五百蔵紀江
山口県 I.Ii山右輝
山口県内山和彦
三軍県山本三代子
福岡県藤井むつみ

（磁称略）

※当選品の発送は・99i手8月20
固までに終了しております．来
薗の方は緬車部までご連絡下さ
い。ただし、。99＜李8月末日を
過ぎてからのお申し出は無効に
なりますのでご了承下さい．

東京都服部康雄
東京都中桐鼠一郎
神奈川県佐腫潤
崎玉県得能吉実
崎玉県須賀械
群馬県関口雅彦
栃木県山口育郎
静岡県富下直美
愛知県夏目紀男
愛媛県佐山順一
愛媛県宇野深雪
京都府高垣確裕
京都府沖一正
大阪府宇田川浩志
兵庫県上回武弘

佐賀県高橋噂也
熊本県国岡亮

fJ刊デーム批評’9~年上単掴唖
睡テレフ君ンカード（30名｝
膏森県武藤恒二
岩手県田中樽
秋田県嵯峨隆之
福島県赤羽秀明
新潟県小林秀雄
新潟県岡崎和夫
干葉県池島幸大
千葉県藤瀬事箆
東京都自薄寿仁
東京都後醸まゆみ

神奈川県西村太一
神奈川県白鳥康仁
神奈川県中野敏雄
愛知県高野晴久
愛知県森弘
愛媛県梶川英敏
静岡県松本健一
京都府加藤喜之
大阪府浅野一恵
大阪府谷美幸
大阪府中植智恵子
大阪府漢伸矢
兵庫県潤山広幸
広島県縄本文醤
岡山県正木樽之

ゲーム鉱”＇99卑7月号寝鋸
テレフ:tンカード（3白書｝
北海道大場聡
北海道山島大輔
膏森県坪井裕樹
岩手県川畑貴宏
宮崎県永沼洋
山形県富樫事佳志
新潟県本山寮久
阪阜県松崎哲郎
東京都田村一裕
東京都園田浩神
崎玉県薄畑純平
崎玉県田淵芯つみ
勾玉県奥山まちこ

｜ パ';I_クナンバーのご案内 児~!J~ ぷ？1J61i長d，~~~~~ I 
780円（税込｝・特集1「量るか！？NINTEN0064」・異色組織、マリー
ガル白目指すもの他・特量2『通信ゲームってどうなんだ？」 ・特別企
画大槻ケンヂ「ゲーム直三年目にして今思うJ第二弾・クリエイター
の車体験小松千佐子＜Vol.24＞・98隼12月完行7自白円｛税込｝．
特轟1r鍵破りのソフト批評スペシャルJ・続断の発売前ソフト批野、
忍者・探醐ゲーム特聾他・特轟Hll底追及ゲームと著作植を遺る開問
題J.新連般『同志吉起白書わしてもらうで」「央われた伝脱を求め
て」 ＜Vol.25＞・99隼E月完行780円｛製込｝・特•1 「こんにちは、
ドリームキャストJ・サードパーティが隠るドリームキャストの現状
と展望他・特撞2r音章ゲームの過去、今、未来jゲーム量界トピッ
クス「『ゼルずの伝脱時的オカリナjその発売周辺事情を操るJrゲー
ム浪遇、変革の時J他

・特集1
『FF四1a何だったのか！？』
・FF咽を巡る範育効果、 FF咽批”他

・特•2 r11稽ゲームブームの健』
ゲーム雛界トピッヲス rPs2.rザヲラ大職j、任天堂
新ハード 樋々t;i:思感に潟ぐ99年ゲーム破線j

・椅集1
『話題！間圃？次世代PSJ 
・次世代PS発賓が雛界内舛にもたーした連銀
・特鏡2『アーケード家河期j Ir• 

ゲーム雛界トピッヲス「佳天堂＆松下、電車握獅1
新ハード発表l草何を憲昧するのかJrセガ・エンターブ
ライゼス夏政”に阻古れた寓憲とl<tJ

宮田賢治時昨日月発行 7叩｛臨｝
醜者あっての本官官かs '97隼4月鮒音 787円｛視込｝
RESEARCH ON BIOHAZARD 2－例naledition-
'98隼日月完行 252ロ円｛観込｝
竃脳嶋・バーチャロン才ラトリオ・タンタラム ULTIMATE
MISSION ・9自年12鰍晋 148口問｛醜込｝
．． 隊ゲーム紀行 ・自由隼12月完行 1260阿【槻込｝
すごい工ロゲー烈伝1 '98隼12月完行 1029伺｛視込｝
アニメ鉱解創刊皐帽号 ・99隼1月興行 924円（観込）
院者Ii－：＞τ申事ですかS2 ・99年2月第行 787円｛硯込｝
仮薗ライデーメイキンヲ ’99年5月宛行 3150円｛製込｝

<Vol.3＞’自E年4月錆行775円｛割込｝．特揖1[11(世代慢を斬る 1」
・セガ町本賞セガサターン・ソニーの自惜プレイステーション他・特
聾2「ゲームスクールの実蝦」＜Vol.4＞’95年7月鱒行775円｛鶴治｝
．特轟1「帝王任天量の惣耳と紫光J・ウルトラ641：すべてを哩置でき
るのか？他・特量2「確情！’シミュレーションゲームJ<Vol.5＞・95年
目月興行775円【硯過】．特量1r新世代ゲームの事蹟」 ・アークザ
ラγド1:r新世代RPG」の覇を聞けたのか他・特量2「ゲーム＜！）批併と
は何か」＜Vol.6＞・95年11月完行775円（硯込）．特草1『衝E臣、
キャラクターゲームJ・魔法騎士レイアースキャラクタ ゲームにおけ
る新しい遭揮他・特聾2「裏ソフトの 『温曹jな生態J<Vol.7＞’96 
年1月完行775円｛謙治）．特草’ rRPGの本質とは何か」・ドラゴン
クエストVIRPG量高瞳の脱得力他・特集2「決着内サタ ンVS.PS」〈
Vol.B＞’96年3月宛行775円｛観迅1・特量1「スクウェア幻想的真
実」 ・FFVllPS書入の衝撃！他・特草2「今が旬の制作者たちJ< 
v。19＞・96隼E月発行775同（製込）・特聾1「胎動アドベンチャ
ーJ・バイオハザード体験する『恐怖」の可能性他・特聾2「ユーザー
とメーカー存在を示すものJ<Vol.1ロ〉・96年7月完行775円｛硯
込｝・特草1rゲーム1：維が作っているのか」 ・私たちは雄を野価すれ
ばいいのか他・特草2『徹底 lシューティンデゲームJ<V。1.11＞・96
隼自月完行775円｛税込｝・特草1rどこまで出来る！？NINTEND064J
・N64発売が量暗するもの他・特聾2「デザインするゲームたちJ< 
Vol.12＞’96年11月宛行775円 Cit迅｝．特撞1「注目メーカー全
特集J・カプコン～兜量豊目指す葦やかな格闘帝国他・クリエイターの
廟体験横井軍平・特別対畿ナイYスタγ7×2広島緬聾畳＜Vol.13>
’97隼1月興行775同（模造｝・特草1「今のゲームっておもしろいの
かよ」 ・ゲーム障れが暢かれる現続とは！？他 ・クリ工イターの車体験
亙重郎告発 1黄少女ゲーム聾界＜Vol.14>'97隼4月完行7呂田円
｛鵬迅1・特草1「個性派ゲーム大特揖J・ヵyコワルイがカγコイイ
時代の到来他 ・クリエイターの車体験安田朗 ・特別企画「量界に広が
る渡航J<Vol.17>'97年10月完行780円｛視込｝・特轟1『格闘
ゲーム、飽者抱えか？J・かげりの見えて曹た格圃ゲームブーム他・ヲ
リ工イターの原体験 薗部博之＜Vol.1自〉’自自隼12月完行7自白岡
｛硯込）・特撞1「ゲーム婁界、ここがカッコわるい！？J・ゲーム、メー
カ一、クリエイター‘マスコミのカッコ悪いこと他＜Vol.19＞・98年
E月完行？自白岡｛説込｝・特別特聾 「 冊丸ごと、ソフト批評！!J・
ABE aGOGO、デランディア、チョコポの不思阻なずンジョン他・クリ
エイターの原体齢百回郁夫・植E、ポケモン事件田真相＜V。12ロ〉
'98草4月完行7自白岡｛寝泊｝・特草1『亮れるゲーム、売れないゲー
ムJ・ f七ツ且の島鞠筒』が映し出す聾界の歪んだ現実他・特量2[中
古ソフト販売は愚か？J <Vol.21 ＞・98年B月完行780円｛視泊1・
特量1「それu..、ゲームの面白書つてなに？J・スクウェアの台頭、
任天量の苦悩他・特揖2r今、ゲームマスコミに求められているのJ.
新遵殴「ゲーム離界、明日はしらない.J<Vol.23＞’目白年10月完行
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お名前

ご住所 〒

曾店（輯古）印

客
注
録
い

ゲーム批解 Vol. ( ) 
Vol.3～13 738円、Vol.14 760円、Vol.16～ 780円 （Vol.16～は税込み価格です）

ゲーム批評総集編（ ）年（ ）半期
百6年上半期・下半期各1437円、＇97年上半期・下半期・宮8年上半 期 各1400円

霊 面
,RCH ON BIOHAZARD 2-final edition-
・1ーチャロン オラトリオ・ タンヴラムULTIMATEM陪割ON

ニム組立
』主主f!1'.二F’

アニメ枇醇創刊t
拍車畠っτの本？すから2

ライザーメイキンヴ

［お健ぴと訂正1前号におきまして以下の眠りがございました。観者および関係者の方々にご迷惑をおかけしたこ

とを深くお院びすると共に、 ここで町正させていただきます．
eP.61：パロディウスだ！ （デ一世イースト）『（コナミ） ・p.100： 『アナコンず』はソニー ・ピヲチャーズ

の配給でした。eP.130・弊社販売電話番号は正しくは03-3206-1641です。
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※
現
在
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
直
販
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

御
店
の
み
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。
ご
注
文
の
際
は
右
記

の
注
文
書
に
号
数

・
注
文
数
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
を

ご
妃
入
の
上
、
お
近
く
の
書
店
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。｛
コ

ピ
l
可
）

圧璽



司

直

日
出
版
し
た
「
年
刊
ゲ
l
ム
批
評
鴨
下

E
E半
期
」
で
も
少
し
触
れ
た
の
で
す
が
、

最
近
は
テ
レ
ビ
の
情
報
番
組
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
も
、
ゲ
ー
ム
の
情
報
が
溢
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
お
勧
め
な
の
が
糸
井

重
里
さ
ん
の
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
「
ほ
ぽ
日
刊
イ
ト

イ
新
聞
」
内
の
「
樹
の
上
の
秘
密
基
地
」
の
コ

ー
ナ
ー
。
「ゼ
ル
ダ
の
伝
説
時
の
オ
カ
リ
ナ
』

や
『
ポ
ケ
モ
ン
ス
ナ
y
プ
』
な
ど
任
天
堂
ソ
フ

ト
の
開
発
秘
話
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
開
発
者

や
業
界
予
備
軍
な
ら

一
見
の
価
値
ア
リ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
お
ま
け
に
こ
の
ホ
l
ム
ペ
ー

ジ
、
電
話
代
や
プ
ロ
パ
イ
ダ
料
を
除
け
ば
、
無

料
で
読
め
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。
同
じ
ゲ
l
ム
情

報
を
発
信
す
る
身
と
し
て
、
ま
い

っ
た
な
！
と

い
う
の
が
正
直
な
感
想
で
す
。
ま
あ
紙
媒
体
な

ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
も
当
然
あ
る
わ
け
で
、

7

8
0円
強
の
対
価
を
払
っ
て
情
報
を
提
供
す
る

身
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
だ
け
の
誌
面
作
り

を
目
指
そ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
小
野
）

Z
S・＼＼者宅
巧・ロ

2
・g
g＼吉
e
H
0・z
E
－

明
日

詫
び
と
訂
正
に
も
あ
り
ま
す
が
、

『
ア
ナ

E
t
コ
ン
ダ
」
の
配
給
は
東
宝
東
和
で
は
な

く
ソ
ニ

1
・
ピ
ク
チ
ャ
l
ズ
で
し
た
。
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ソ
ニ
ー
さ
ん
、
ご
め
ん

な
さ
い
。
『
ロ
ッ
夕
、
ス
ト

ッ
ク
＆
ト
ゥ

1
・

ス
モ

l
キ
ン
グ
・
バ
レ
ル
ズ
』
（
写
真
）
面
白

か
っ
た
で
す
（
8
月
公
開
予
定
）
。
モ
ッ
ズ
・

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン
の
ポ
ン
ク
ラ
た
ち
が
ド
ン
パ
チ

を
繰
り
広
げ
る
カ

ッ
コ
良
さ
＆
パ
カ
っ
ぽ
さ
が

最
高
で
し
た
。
最
低
初
回
は
観
に
行
き
ま
す
の

で
、
お
許
し
く
だ
さ
い
。
東
宝
東
和
さ
ん
、
ご

め
ん
な
さ
い
。
『
シ
ン
プ
ル
・
プ
ラ
ン
」
面
白

か
っ
た
で
す
（
秋
公
開

予
定
）
。
サ
ム
・
ラ
イ

ミ
監
督
に
よ
る
抑
え
た

演
出
、
シ
リ
ア
ス
な
展

開
が
最
高
で
し
た
。
最

低
初
人
を
連
れ
て
観
に

行
き
ま
す
の
で
、
お
許

し
下
さ
い
。

（
バ
イ
キ
ン
グ
松
井
）

『
当

て
、
昨
今
の
不
況
に
加
え
、
何
か
と
物

F
Eい
り
が
続
き
、
生
活
が
厳
し
く
な

っ
て

き
た
今
日
こ
の
頃
。
「
活
字
は
読
み
た
い
が
本

は
買
え
な
い
」
と
い
う
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、

実
家
か
ら
昔
は
ま
っ
た
司
馬
遼
太
郎
本
を
ド
カ

ド
カ
と
送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
「
燃
え
よ
剣
」

か
ら
始
ま
っ
て

「龍
馬
が
ゆ
く
」
、
ほ
ん
で
も

っ
て
今
「
坂
の
上
の
雲
」
を
読
み
か
え
し
て
い

る
ん
で
す
が
、
い
や
l
ど
れ
も
お
も
ろ
い
で
す

な
。
し
か
も
内
容
全
然
覚
え
て
な
く
て
、
か
な

り
新
鮮
で
し
た
。
「
龍
馬
が
ゆ
く
」
で
は
、

禁

門
の
変
で
た
い
し
て
名
も
な
い
長
州
兵
が
2
1

3
人
腹
斬
っ
て
犬
死
に
す
る
ち
ゅ
う
別
に
ど
ー

で
も
い
い
シ
l
ン
で
何
だ
か
感
動
し
て
し
ま
っ

た
。
多
分
、
昔
読
ん
だ
と
き
と
見
方
が
変
わ
っ

て
る
ん
で
す
よ
ね
。
で
、
送
っ
て
も
ら
っ
た
と

き
は
「
こ
れ
で
し
ば
ら
く
は
本
代
に
困
ら
な
い

で
す
む
な
あ
」
と
か
思
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
、

本
屋
で
眼
に
付
く
本
が
あ
れ
ば
結
局
買
っ
ち
ゃ
っ

て
て
、
前
と
全
然
変
わ
っ
て
な
い
こ
と
に
最
近
気

が
つ
き
ま
し
た
。
な
ん
だ
か
な
あ
。
（
ヤ
マ
ウ
チ
）

I ~~，，...，.，.…η 
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（尋ね人のコーナー）編集部では fヲレイジーヲライマー』 『チェルノブ』の制作

者の方を探しております＠ご本人、ご存知の方からの連絡お待ちしております。 庄司



署ゲ也甜評
1112君主

｜ 総力特集 ｜ 

回目いゲーム、知5ない？（冊
いつになく粒のそろったゲームで溢れる秋。気になる大作も数多い。でもどうし

てだろう？ どれもどこかで見たような気がする。ゲームに飽きてしまったんだ

ろうか。この漠然とした倦怠感はなんなのだろう。ゲームってもっと自由なもの

じゃなかったつけ？

そんなあなたと一緒に、ゲームの面白さをハードを含めてもう一度考え直す、秋

のソフト批評スペシャルだ！！

特別企画（読者の皆犠、どうもすいませんでした！！）

｜今号か5始まる予定だった話題と興奮のカラー新連載、ついについにスタ
ート！！ ご期待下さい！！

その他、ゲ－4ソフト揖胃（聖剣伝説 LEGENDOF MANA／ヴアンダルハーツE～天上
の門～／リモートコントロールダンディ／首都高バトル／FRAMEGR旧E／シーマン～禁断の
ペット～／ソウルキャリバー／プロ野球チームをつくろう！ ／機動戦士ガンダム外伝 コロニー
の落ちた地で…／オウガバトル64／スター・ウォーズエピソード1レーサー／RCでGO！／消
防士プレイブファイヤーファイターズ／鉄拳タッグトーナメント等々 ）、連載陣も絶好調！！

｜次回『雨脚ーム批ー』は’99年10月2日競！
予告内容は都合により変更になる場合がございます。

r－ー－－ーー－－－一一一ブアー田町田町田ーーー自由ーーー四回可

.弓d’々ー噴苦盟主『『『『1『1111『11111111『『『II『『 i
． 司 F - ・- ・F 司日:r.:11『 B司F‘画面・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ． i ゲーム批評編集部では舗の躍のため、 原稿を書い い。また応募いただいた醐等は返却することが出来 i 

ていただくライ世ーを募集いたします。特に制限などあ ませんのでご注意下さい。 I 
I りませんが、東京近郷にお住まいで編集部に来られる方 「今のゲーム批評は面白くないんだよ ！ オレが面白 I i は歓迎いたします。ライヲー ・編集などの実務経験のあ い雑箆に変えてやるぜ！」という熱い魂と酬を持った i 

る方、専門知議に優れた方、フリーの方は特に歓迎いた 方のご応募、 お待ちしております。一緒にゲーム批評を I 
I します。 面白い錐誌にしていきましょう 1 I 
I ゲームの批評原稿（何トル・形式は自由）、もしくは

雑誌等に採用された原稿と、履歴書をゲーム批評編集部 I 
I 「ライト大募集係Jにお送り下さい。 P守刊聞東京都中央区湊2-4-1 MGピル I 
I 採用の場合は編集部からご醐いたします。疎から2 （株）マイクロデザイン出版局ゲーム批評編集部 I 
Lカ月が経過 山連絡がない場合は不棚 とご了承下さ 問日募集係J（担当岬） 」
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